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    令和２年第３回吉岡町議会定例会会議録第１号     

令和２年９月１日（火曜日） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 第１号 

   令和２年９月１日（火曜日）午前９時３０分開議 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 選挙第 １号 吉岡町選挙管理委員及び補充員の選挙について 

                                （選挙） 

日程第 ４ 報告第 ９号 健全化判断比率及び資金不足比率報告について 

                                （報告・質疑） 

日程第 ５ 議案第５９号 吉岡町土砂等による埋立て等の規制に関する条例 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第 ６ 議案第６０号 吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興整備組合最終処分場候補

地選定委員会設置条例 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第 ７ 議案第６１号 吉岡町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第 ８ 議案第７０号 第５次吉岡町総合計画基本構想の変更について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第 ９ 認定第 １号 令和元年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１０ 認定第 ２号 令和元年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１１ 認定第 ３号 令和元年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１２ 認定第 ４号 令和元年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１３ 認定第 ５号 令和元年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１４ 認定第 ６号 令和元年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定に
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ついて 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１５ 認定第 ７号 令和元年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１６ 認定第 ８号 令和元年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１７ 認定第 ９号 令和元年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１８ 議案第６２号 令和２年度吉岡町一般会計補正予算（第５号） 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１９ 議案第６３号 令和２年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号） 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第２０ 議案第６４号 令和２年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第２１ 議案第６５号 令和２年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第２２ 議案第６６号 令和２年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第２３ 議案第６７号 令和２年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第２４ 議案第６８号 令和２年度吉岡町下水道事業会計補正予算（第１号） 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第２５ 同意第 ４号 吉岡町教育委員会委員の任命について 

                                （提案・質疑・討論・表決） 

日程第２６ 諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

                                （提案・質疑・討論・表決） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 選挙第 １号 吉岡町選挙管理委員及び補充員の選挙について 

                                （選挙） 
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日程第 ４ 報告第 ９号 健全化判断比率及び資金不足比率報告について 

                                （報告・質疑） 

日程第 ５ 議案第５９号 吉岡町土砂等による埋立て等の規制に関する条例 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第 ６ 議案第６０号 吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興整備組合最終処分場候補

地選定委員会設置条例 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第 ７ 議案第６１号 吉岡町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第 ８ 議案第７０号 第５次吉岡町総合計画基本構想の変更について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第 ９ 認定第 １号 令和元年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１０ 認定第 ２号 令和元年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１１ 認定第 ３号 令和元年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１２ 認定第 ４号 令和元年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１３ 認定第 ５号 令和元年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１４ 認定第 ６号 令和元年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１５ 認定第 ７号 令和元年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１６ 認定第 ８号 令和元年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１７ 認定第 ９号 令和元年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定について 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第１８ 議案第６２号 令和２年度吉岡町一般会計補正予算（第５号） 
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                                （提案・質疑・付託） 

日程第１９ 議案第６３号 令和２年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号） 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第２０ 議案第６４号 令和２年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第２１ 議案第６５号 令和２年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第２２ 議案第６６号 令和２年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第２３ 議案第６７号 令和２年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第２４ 議案第６８号 令和２年度吉岡町下水道事業会計補正予算（第１号） 

                                （提案・質疑・付託） 

日程第２５ 同意第 ４号 吉岡町教育委員会委員の任命について 

                                （提案・質疑・討論・表決） 

日程第２６ 諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

                                （提案・質疑・討論・表決） 

追加日程第１ 議長報告  新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地

方税財源の確保を求める意見書の提出について（依頼） 

                                （付託） 
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出席議員（１３人） 

  １番 小 林 静 弥 君    ２番 冨 岡 栄 一 君 

  ３番 飯 塚 憲 治 君    ４番  嶋   隆 君 

  ５番 富 岡 大 志 君    ６番 金 谷 康 弘 君 

  ８番 村 越 哲 夫 君    ９番 坂 田 一 広 君 

 １０番 飯 島   衛 君   １１番 岩 﨑 信 幸 君 

 １２番 平 形   薫 君   １３番 小 池 春 雄 君 

 １４番 山 畑 祐 男 君     

欠席議員 なし 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

町 長 柴 﨑 德一郎 君  副 町 長 野 村 幸 孝 君 

教 育 長 山 口 和 良 君  総 務 課 長 髙 田 栄 二 君 

企 画 財 政 課 長 髙 𣘺 淳 巳 君  住 民 課 長 中 島   繁 君 

健康子育て課長 米 沢 弘 幸 君  介 護 福 祉 課 長 寺 島 悦 子 君 

産 業 観 光 課 長 岸   一 憲 君  建 設 課 長 大 澤 正 弘 君 

税 務 会 計 課 長 中 澤 礼 子 君  上 下 水 道 課 長 笹 沢 邦 男 君 

教育委員会事務局長 小 林 康 弘 君  代 表 監 査 委 員 石 関 秀 一 君 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  福 島 良 一     主      事  田 中 美 帆 
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開会・開議 

          午前９時３０分開会・開議 

議  長（山畑祐男君） 皆さん、おはようございます。 

      ただいまの出席議員数は１３名です。定足数に達していますので令和２年第３回吉岡町

議会定例会を開会いたします。 

      これから、本日の会議を開きます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

町長挨拶 

議  長（山畑祐男君） 柴﨑町長から発言の申入れがありましたので、これを許可いたします。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 皆さん、おはようございます。 

      令和２年第３回吉岡町議会定例会の開会に当たりまして、一言挨拶をさせていただきま

す。 

      本日、９月定例議会が議員各位の出席の下、開会できますことに、心から感謝と御礼を

申し上げます。 

      さて、昨年と同様、長く寒かった梅雨が明けると一転全国各地で最高気温の記録更新の

ニュースが報じられたところであります。天候不順で農作物等の作柄等も不安定な状況と

なっております。幸い梅雨明け以降、集中豪雨による大変な災害は発生しておりませんが、

台風シーズンを迎え、防災対策には一層気を引き締めて臨んでいかなければならないと思

っております。 

      さて、本定例会では、令和元年度の一般会計並びに特別会計、企業会計の決算認定をは

じめとする議案１１件、報告１件、認定９件、同意１件、諮問１件を上程させていただき

ました。議案１１件のうち７件が補正予算、条例改正が３件、そのほかが１件でございま

す。何とぞ慎重審議の上、いずれも認定、可決、同意及び答申くださいますようよろしく

お願い申し上げます。 

      本日は、大変お世話になります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

諸般の報告 

議  長（山畑祐男君） これより諸般の報告をいたします。 

      お手元に配付してある書面のとおりです。これをもって諸般の報告といたします。 

      議事日程（第１号）により会議を進めます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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日程第１ 会議録署名議員の指名 

議  長（山畑祐男君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

      会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、議長において、１番小林静弥議

員、２番冨岡栄一議員を指名します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２ 会期の決定 

議  長（山畑祐男君） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

      会期の決定については、議会運営委員会に付託してありますので、平形委員長からの委

員会報告を求めます。 

      平形議員。 

              〔議会運営委員長 平形 薫君登壇〕 

議会運営委員長（平形 薫君） １２番平形です。 

      議会運営委員会からの報告を行います。 

      去る８月２４日月曜日、午前９時半から役場２階大会議室において、委員全員、議長、

副議長、執行側からは町長、副町長、教育長、関係課長の出席の下、議会運営委員会を開

催し、令和２年第３回定例会の会期及び会期日程について協議いたしました。 

      本定例会の会期は、本日９月１日火曜日から９月１１日金曜日までの１１日間です。 

      一般質問は９月２日水曜日と９月３日木曜日の２日間です。 

      なお、会期日程の詳細につきましては、お手元に配付したとおりであります。 

      以上、報告といたします。 

議  長（山畑祐男君） 議会運営委員長の報告が終わりました。 

      お諮りします。 

      ただいまの委員長報告のとおり、会期は本日９月１日から１１日までの１１日間とした

いと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。よって、会期は９月１日から１１日までの１１日間

と決定しました。 

      なお、日程はお手元に配付したとおりでございます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３ 選挙第１号 吉岡町選挙管理委員及び補充員の選挙について 

議  長（山畑祐男君） 日程第３、選挙第１号 吉岡町選挙管理委員及び補充員の選挙について。 

      本件は、吉岡町選挙管理委員及び補充員の任期が令和２年９月２０日をもって満了する

ことに伴い、地方自治法第１８２条の規定により選挙を行うものであります。 
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      これより吉岡町選挙管理委員及び補充員について、それぞれ４名の選挙を行います。 

      お諮りいたします。 

      選挙方法については地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選によることとし、

指名方法は議長が指名することとしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。よって、選挙方法は指名推選によることとし、指名

方法は議長が指名することに決します。 

      それでは、ただいまより資料をお配りしますので、暫時休憩といたします。 

          午前９時３６分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午前９時３７分再開 

議  長（山畑祐男君） 会議を再開いたします。 

      最初に、吉岡町選挙管理委員の指名を行います。 

      選挙管理委員に岸 正雄氏、大貫ふた葉氏、長塩和徳氏、前田 奬氏の４名を指名いた

します。 

      なお、詳細については、お手元に配付した資料のとおりでございますが、それぞれ地域

で活躍し、立派な方でございます。 

      お諮りいたします。 

      ただいま指名をいたしました４名を吉岡町選挙管理委員の当選人と定めることにご異議

ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました４名が吉岡町選

挙管理委員の当選人に決定いたしました。 

      次に、吉岡町選挙管理委員補充員の指名を行います。 

      選挙管理委員補充員に第１位千明 誠氏、第２位に西山照和氏、第３位小材昭惠氏、第

４位木暮充男氏の４名を順位を付して指名いたします。 

      なお、詳細については、お手元に配付した資料のとおりでございますが、それぞれ地元

でも活躍し、立派な方でございます。 

      お諮りいたします。 

      ただいま指名をいたしました４名を、順位も含め、吉岡町選挙管理委員補充員の当選人

と定めることにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。よって、ただいま指名しました４名が吉岡町選挙管
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理委員補充員の当選人に決定いたしました。 

      森田選挙管理委員長にはここで退席をお願いいたします。お疲れさまでございます。 

      ここで暫時休憩いたします。 

          午前９時３９分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午前９時３９分再開 

議  長（山畑祐男君） 会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第４ 報告第９号 健全化判断比率及び資金不足比率報告について 

議  長（山畑祐男君） 日程第４、報告第９号 健全化判断比率及び資金不足比率報告についてを

議題といたします。 

      柴﨑町長より報告を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 報告第９号 健全化判断比率及び資金不足比率報告についてご説明を申

し上げます。 

      町では令和元年度の決算に基づき実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、

将来負担比率及び公営企業ごとの資金不足比率を算定し、８月３日に監査委員の審査を受

けましたので、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により議会に報告するも

のであります。実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字が発生していないため比率なし

となっております。実質公債費比率は８．７％で、前年度比０．９％のマイナス、将来負

担比率は将来負担額を充当可能財源が上回ったため、前年度に引き続き比率なしとなりま

した。資金不足比率につきましては、資金不足額がないため比率なしとなっております。 

      なお、詳細につきましては企画財政課長に説明させます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） それでは、健全化判断比率及び資金不足比率報告につきましては、地

方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、

監査委員の意見をつけて議会に報告するものであり、いずれも令和元年度の決算に基づき

算定した数値となっております。 

      なお、健全化判断比率とは実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負

担比率の４つの指標のことを言います。 

      初めに、実質赤字比率ですが、これは一般会計、学校給食事業特別会計、住宅新築資金
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等貸付事業特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率となります。令和

元年度実質赤字額はありませんでしたので、実質赤字比率につきましては比率なしとなっ

ております。 

      次に、連結実質赤字比率ですが、これは一般会計、特別会計、水道事業会計など、全て

の会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率となります。令和元年度は全て

の会計において赤字額はなかったため、連結実質赤字比率につきましても比率なしとなっ

ております。 

      次に、実質公債費比率ですが、地方債の元利償還金とこれに準ずる一部事務組合や公営

企業会計の地方債の償還に対する負担金等の準元利償還金などが一般財源のうちどれくら

いの割合を占めているかを指標化したものとなります。吉岡町の実質公債費比率は８．

７％で、前年度比０．９％のマイナスとなりました。０．９ポイント、率が改善した要因

といたしましては、実質公債費比率の計算式において、平成２９年度に実施いたしました

臨時財政対策債の繰上げ償還に伴い、分子の構成要因の１つである元利償還金が大きく減

少しました。また、分母においては、税収の増などから標準財政規模が増加したことなど

により、令和元年度の単年度における比率が減少し、その結果、過去３か年の平均値を取

る実質公債費比率が昨年度に引き続き改善されました。なお、早期健全化基準は２５％で

あり、吉岡町は基準以下となっております。 

      次に、将来負担比率ですが、将来負担比率は一般会計などの借入金や一部事務組合へ将

来支払っていく可能性のある負担金など、現時点での残高の程度を指標化しているもので、

将来の財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すものです。早期健全化基準は３５０％

となっておりますが、吉岡町では将来負担額を充当可能財源等が上回ったため、前年度に

引き続き比率は発生しませんでした。 

      次に、資金不足比率ですが、水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業、いずれも

資金の不足はなく、資金不足比率につきましては比率なしとなっております。 

      なお、監査委員には令和２年８月３日に審査をお願いし、令和２年８月１１日付で審査

結果報告をいただいており、審査した結果、適正に算定しているとのことを確認いただき

ました。本町の比率につきましてはいずれも早期健全化基準等を下回っておりますが、今

後も各事業を精査し、財源確保を図り、より一層財政の健全化に努めてまいりたいと考え

ております。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 報告が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

      飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君発言〕 
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３ 番（飯塚憲治君） 今説明をお聞きしました、この監査委員の監査報告と併せて質問いたします。 

      監査報告では良好な状況で心配ないということで、非常に喜ばしいことと思います。ち

ょっとその監査報告の中を見ますと、４分の２ページ、（２）、①実質赤字比率について

というところで黒字の幅が若干減ったと。前年度比０．１６％減。その次に、４分の３ペ

ージに移りまして、黒字の比率が５．９％で２．５９％減となったと、こうなっているん

ですけれども、赤字の額はなく健全経営だと。 

      これは非常にいいことだと思うんですけれども、ここ近年の財政調整基金も若干暫時減

っていますし、黒字の幅が去年に比べて減ったということで、全体としては非常にいい財

政状態なんですけれども、暫時何か経営が圧迫されているというんですか、黒字幅が減っ

ているという。それで、懐のお金もだんだん減ってきたということで、ちょっと一般市民

の私としてはこの先行きどうなのかなと心配な面があるわけです。 

      それで、ここ二、三年の例も含めて将来の見通し、あるいは支出がいっぱい増えている

んだとしたら何かを見直して抑制するとか、そういう考えがあるのかどうか、現在の状況

も併せ、近年の状況も併せて町長にちょっとお尋ねしたいと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） その件に関しましては、企画財政課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） まず、今年度の報告の内容で黒字額が昨年度から減っているというこ

となのですが、これにつきましては財政運営の中でも毎年事業の規模とか実施する事業に

よってはいろいろ異なってきます。そういった意味では、各市町村もそうだと思うんです

けれども、吉岡町としては去年については若干の黒字額が減っているという形になります。 

      ただ、それにつきましても、皆様から議決いただいた予算を執行した結果での数値であ

りますので、この辺は無駄のないような形での財政運営を努めていきたいと考えておりま

す。 

      また、今後につきましても、吉岡町では今ほかの市町村とは違う住民が増えている町で

ございます。そういった中で、やっていかなければいけない事業、また大型商業施設等の

進出によって整備しなくてはいけないインフラ整備等につきましても、きっちりとした形

で事業は展開していかなくてはならないと考えております。 

      そんな中でも、その事業を展開する中においては当然財政調整基金等も投入しなくては

いけないとは思うんですけれども、当然将来負担のことも考えますと財政調整基金だけで

使ってしまうと基金が減ってしまいます。何かのときのための基金という形においては、
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そちらについては担保しておく、確保しておかなくてはいけないと考えておりますので、

起債等をバランスよく借入れ等も行いながら事業のほうを進めていかねばと考えておりま

す。 

議  長（山畑祐男君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      本件は報告でございますので、これにて終結いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第５ 議案第５９号 吉岡町土砂等による埋立て等の規制に関する条例 

議  長（山畑祐男君） 日程第５、議案第５９号 吉岡町土砂等による埋立て等の規制に関する条

例を議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第５９号 吉岡町土砂等による埋立て等の規制に関する条例につい

て、提案理由の説明を申し上げます。 

      本条例は、土砂等による埋立て等について必要な規制を行うことにより、土砂等による

埋立て等の適正化を図り、もって生活環境の保全及び町民の安全に資するため制定するも

のでございます。 

      なお、詳細につきましては住民課長をして説明させますので、ご審議の上、可決いただ

きますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 中島住民課長。 

              〔住民課長 中島 繁君発言〕 

住民課長（中島 繁君） では、補足説明をさせていただきます。 

      本条例は、県の土砂条例が３，０００平方メートル以上が対象のため、その以下の面積

を対象とした条例を制定するものになります。 

      議案書をご覧ください。 

      第１条は目的になります。土砂等による埋立て等について必要な規制を行うことにより、

土砂等による埋立て等の適正化を図り、生活環境の保全及び町民の安全に資することを目

的としています。 

      第２条は定義で、土砂等、埋立て等、小規模特定事業について定義するもので、小規模

特定事業とは、土砂等埋立等区域の面積が５００平方メートル以上３，０００平方メート

ル未満であるものをいいます。 
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      第３条は町の責務で、土砂等の埋立て等の状況把握と適正化に関する施策と県への協力

を行うこととしています。 

      第４条は埋立て等を行う者の責務で、土壌の汚染を生じさせないよう努め、災害の発生

の防止措置を講じ、周辺地域への生活環境の保全に配慮することとしています。 

      第５条第１項は土砂等を排出する者等の責務で、土壌の汚染を生じさせるおそれのある

土砂等の拡散防止に努めるとともに、適正な埋立てが行われるよう埋立て等を行う者へ協

力することとしております。 

      第２項では、土地所有者は土壌の汚染及び災害を発生させるおそれのある埋立て等を行

う者へ土地提供をすることがないように努めることとしています。 

      第６条は土砂等の汚染に関する基準について、環境基本法に規定する環境基準に準じて

規則で定めることとしています。 

      第７条では小規模特定事業の許可について規定するものです。ただし書きにより許可を

受けなくていい場合を第１号から第５号に記載してあります。第２項から第６項は許可申

請の規定になります。 

      第８条は許可の基準で、県の土砂等の埋立て等の規制に関する条例等に違反した者で一

定期間経過していない者などは許可しない等の規定になります。 

      第９条は変更の許可で、第７条の許可を受けた事項について変更を行おうとする場合の

規定になります。 

      第１０条は、土砂等の搬入の事前届出等に関する規定になります。 

      第１１条は、事業の完了等に関する手続等を規定するものです。 

      第１２条は、許可を受けた者について相続、合併及び分割等があった場合の地位の承継

についての規定です。 

      第１３条は、施工管理者の設置についての規定です。 

      第１４条は、事業に係る標識の掲示についての規定です。 

      第１５条は、許可等に係る搬入された土砂等の数量などの帳簿の記載に関する規定です。 

      第１６条は、土壌の検査等についての規定です。第１項は、許可を受けた者は、規定の

定めにより土壌検査を実施し、報告をしなければならない規定になります。第２項は、許

可を受けた者は、事業区域に汚染された土砂等があることを確認した場合の報告の規定で

す。 

      第１７条は、帳簿等の書類の備置きの規定です。 

      第１８条は、土砂等の搬入等に使う車両等であることを表示する規定になります。 

      第１９条は、当該事業の改善や停止命令等についての規定です。 

      第２０条は、当該事業の許可の取消し等についての規定、第２１条は、当該事業の埋立
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て等により災害の発生を防止するため必要な措置を命ずることができる規定になります。 

      第２２条は、生活環境の保全、災害の発生防止のため、埋立て等に関する者に対する協

力要請の規定になります。 

      第２３条は、埋立て等に関係する者に対する報告や質問、立入検査等の規定になります。 

      第２４条は、関係行政機関への照会等の規定、第２５条は、許可及び変更許可の手数料

に関する規定、第２６条は委任規定で、条例のほか必要事項は規則で定める規定です。 

      第２７条から第３１条は、罰則の規定になります。 

      附則として、第１項は施行の日を定めるもので、この条例は令和２年１０月１日から施

行する。 

      第２項は経過措置の規定になります。この条例の施行の際、現に小規模特定事業を行っ

ている者は、この条例の施行の日から３月間は、第７条第１項の規定にかかわらず、当該

小規模特定事業を行うことができる。その者が当該期間内に同項の許可を申請した場合に

おいて、当該申請に対し許可または不許可の処分があるまでの間も、同様とする。 

      説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第５９号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第６ 議案第６０号 吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興整備組合最終

処分場候補地選定委員会設置条例 

議  長（山畑祐男君） 日程第６、議案第６０号 吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興

整備組合最終処分場選定委員会設置条例を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第６０号 吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興整備組合

最終処分場候補地選定委員会設置条例について提案理由を申し上げます。 

      本条例は、吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興整備組合最終処分場候補地を

選定するため、選定委員会を設置するものでございます。 

      詳細につきましては住民課長に説明させますので、よろしくご審議の上、可決いただき

ますようお願い申し上げます。 
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議  長（山畑祐男君） 中島住民課長。 

              〔住民課長 中島 繁君発言〕 

住民課長（中島 繁君） それでは、補足説明を申し上げます。 

      吉岡町のごみ処理事業は、渋川地区広域市町村圏振興整備組合の構成市町村の共同処理

として実施されています。そして、現在の一般廃棄物最終処分は、渋川地区広域圏清掃セ

ンターエコ小野上処分場で埋立てを行っております。 

      今回の用地選定委員会の設置は、今後の広域圏の一般廃棄物最終処分場の用地確保につ

いて平成２０年２月８日に組合構成市町村による協定が締結され、用地選定順位が１番渋

川市、２番吉岡町、３番渋川市、４番榛東村と決定されたことにより、吉岡町による検討

が必要となったことに伴うものでございます。 

      なお、現在の処分場の利用計画は２０２９年、令和１１年までとなっております。 

      本条例は、最終処分場候補地の選定を行うため委員会の設置に関し必要事項を規定する

ものになります。 

      それでは、議案書１ページをご覧ください。 

      第１条では、本条例の設置目的について規定するものでございます。 

      第２条では、本委員会の所掌事項について規定するものでございます。 

      第３条第１項では、委員の定数を１２人以内とし、有識者、関係団体の代表者、公募に

よる住民、その他町長が必要と認める者を構成員とする規定で、第２項では、委員の任期

を最終処分場候補地が選定されるまでと規定するものでございます。 

      第４条では、検討委員会の委員長及び副委員長について規定するものでございます。 

      第５条では、検討委員会の会議の招集及び成立要件、議決要件、意見の聴取等について

規定するものでございます。 

      第６条では、委員会の庶務について規定するものでございます。 

      第７条は委任規定となり、この条例に定めるもののほか必要な事項は町長が別に定める

と規定するものです。 

      附則といたしまして、第１項は施行期日で、この条例は公布の日から施行する。 

      第２項は、吉岡町特別職の職員の非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部

を次のように改正するもので、新旧対照表をご覧ください。 

      別表中、環境衛生運営審議会委員の次に吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興

整備組合最終処分場候補地選定委員会委員の報酬を日額８，８００円を加えるものになり

ます。 

      以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 
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      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

      小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） この議案はエコ小野上処分場が終わって、それが終わった後の２０２９年

から順番で吉岡町へ来るということなんですけれども、合併する以前は８か市町村でやっ

ていたんですけれども、考え方なんですけれども、確かにそうなったんでしょうけれども、

８か市町村だから順番だったんですよね。 

      それで、今度渋川市は８か市町村ある中の６か市町村が合併したんですよね。本来であ

れば８つが順番だったんですよね。だから、合併したから今度渋川市が６つをもう１つと

いう考えになってしまったわけなんですよね。 

      だから、そこのところで考えてみると、広域圏というのは８か市町村でスタートしてい

ますから、そうすると人口とか土地の面積からしても吉岡町はなかなか割の合わない部分

があるかなというふうに思ったり、実際の話で今度これが小野上処分場規模のものが吉岡

町に来るというふうになったら、これは順番だからやむを得ないんだというふうに言いま

すけれども、果たして吉岡町を見たときに小野上のエコ処分場に相当するような場所とい

うのは本当に吉岡町に確保できるのかどうかという問題があると思うんですよね。 

      順番だからしようがない、仕方ないじゃなくて、本当に吉岡町を見たとき私はなかなか

合う場所がないような気がするんです。山の奥のほうへ持っていくと当然水というのが上

から流れてきますから、小野上エコ処分場はこれはクローズド工法と呼んで雨も入らない

という工法にしたんですけれども、私は考えなければならないと思うのは、まずはこれ吉

岡町に順番だからやむを得ないとしてもそれだけの場所が本当に確保できるのかどうかと。

まずは委員を、まずできることが前提で委員を選ぶとかという話なんですけれども、果た

してそこのところはもう少し広域組合で協議をできる可能性がないのかどうかということ

も議論する必要があると思うんです。 

      それと、以前に吉岡町議会で私が提案して言ったんですけれども、福岡県ですか、大木

町というものがありまして、大木町では、大体出てくるごみの半分は家庭ごみだと言われ

ているんですね。あとの半分というのはプラスチックだとか燃えるものだとかとなってい

るんですけれども、相当今は分別収集するとパッカー車で運ばなくても、大木町の話です

けれども、大木町は残飯も全部そこで大きいサイロがあって、残飯はそこにみんな入れて、

出てくるごみの半分は残飯ですからそこに入れて、あとは人間の、今吉岡町は玉村に持っ

ていきますけれども、家畜のふんも大木町では全部入れるんです。そこに入れてしまって、

その大きいサイロに詰めてしまってメタン発酵させて、それでそのガスを取るものですか

ら、そこでメタン発酵で出たガスを利用して施設の動力を賄っていたんですけれども、そ
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れは７割払えるというんです。 

      それで、そこのところで発酵するものですから、僅かな出た残飯が発酵すると堆肥が取

れるんですけれども、それ堆肥に使って、そして、出た水分というのは町が大きいローリ

ーを持っていまして、あとは噴霧器を持っていて、それで田んぼにまいてあげるんです。

これもたしか有料だったような気はするんですけれども、安い有料なんですけれども、そ

れで作物もよく取れるというので、今いわゆる液肥も足りないくらいだというふうに言わ

れているんです。 

      ですから、そういうふうに考えると今の廃棄物の処理の仕方というのは全てが残飯に重

油で火をつけて、それで燃しているんです。強制的にね。私はこんなやり方がいつまでも

続くとは思わないんです。でも、そういう分別収集をしっかりして、それで発酵の技術を

使ったものにすると本当にエコで、何も廃棄物って残らないんです。 

      ですから、私はただこういうものに走るんじゃなくて、広域組合の中で当然それまでに

何とかそういう新しい技術のほうへもうシフトしていくという考えを持たないといけない

んではないかと思うんです。いつまでも、昔はなかったわけですから。戦前はなかったで

すよね。戦後になっていろいろなごみが出るようになってから。昔はみんな肥料として使

ってしまいましたから、ないんですよね。 

      だから、ただ順番だからもう吉岡町でこういうふうにやりましょうじゃなくて、ここで

やはり私は一考する価値があると思うんです。実際にそれで進めても完結している自治体

もあります。吉岡町の議会も行きましたけれども、視察も大変多く来ていました。 

      私はそっちのほうへ、今広域組合でも小野上エコ処分場に造るあの建物、処理施設が、

あれが３０億円かかりますから。また、２０２９年までにいっぱいになってしまって。そ

う先の話じゃないんで、立ち止まって考えるべきものではないのかというふうに思ってい

ます。順番が来たからもうここで選んでおきましょう。これは両方進めていかなくてはな

らないかもしれませんけれども、そういう処理の方法というものを私は真剣になって考え

ていく時期に来ているというふうに思いますけれども、今後の在り方について今町長はど

んな、今初めてこの話はするわけですけれども、今どういう考えでいるのか、やはりまた、

どういう方向で進むべきか。 

      今、町長は広域組合では副管理者ですから。市長が管理者で、吉岡町が副管理者でいま

すから、その中でそういう提案をしていけば、今までのことを踏襲じゃなくて新しい方法

での処理の方法というものを考えられるんではないかというふうに思いますので、ぜひ真

剣になって考えていっていただきたいと思いますけれども、その点についての町長の考え

をお尋ねします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 
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              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 小池議員のほうからご提案もいただきました。ただ、自分としては前任

者からの引継ぎを受けた中でもう既に遅かりしというような状況の中でこの準備、協定が

締結されているという状況の中で、この準備は進めなくてはならないということで今回提

案をさせていただいたということでご理解をいただきたいと思います。 

      また、ごみの処理方法等につきましては今後の検討課題ということで、広域の中でも意

見等を発言できたらと思っております。よろしくお願いします。 

議  長（山畑祐男君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 準備は進めていくにしても、進めていくんでしょうけれども、やはり懸念

されるのが吉岡町にあれだけの最終処分場を、あと９年後ですか。実際には８年ですかね。

今２０２０年だから。あと８年後、９年後ですよね。に造らなくてはならないということ

ですから。吉岡町を見てそれが、決まり事かもしれませんけれども、造れそうな場所はあ

るという認識の上に立っての準備でしょうか。それはどう考えていますか。また、その考

えていかなくてはならないのかもしれませんけれども、実際の問題としてあれだけの場所

が吉岡町にあるかなといったらどう思いますか。それ相当な車の数が行きますから。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） もちろんあるかどうかと言われてあるとも言えないし、ないともちょっ

と現在のところでは断言できませんので、吉岡町一円を見渡した中でこの選定委員会の中

で検討していただきたいということで、現在は自分としては考えております。 

議  長（山畑祐男君） ほかにありませんか。 

      岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） 第３条、選定委員会は委員１２人以内で組織すると載っております。まず

は、１、有識者、２、関係団体の代表者、３、公募による住民、４、その他町長が必要と

認める者となっていますが、まずはこの割合、そしてこの有識者及び関係団体代表者、こ

の辺のどういう人物を選定するかお答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この関係につきましては、住民課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 中島住民課長。 

              〔住民課長 中島 繁君発言〕 
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住民課長（中島 繁君） こちらの割合につきましては、例えば有識者等ということで大学教授など

を考えているんですけれども、そういった専門的な分野だとか、いろいろ考えていったと

きに、ちょっと人数等の変更はあるかとは思うんですけれども、各項目ごとに二、三名の

方を選んでいきたいというような格好で考えております。 

議  長（山畑祐男君） ほかにありませんか。 

      岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） これからの課題ということで、こればかりはまた仕方ないかと思っている

んですけれども、今小池議員が実際大分質問されたと思うんです。私もそれに対しては危

惧しているんです。 

      さっき言ったとおり県内で３番目に何といっても面積の狭い町なものですから、先ほど

申したとおり造れるか、造れるか、これがやはり問題でありまして、やはりある程度市町

村、うちの町と協議しなければならないと思っているんです。 

      その中で、先ほど小池議員が質問したのでその内容に関しては聞きませんが、一応その

中で、この４つと書いてあればそうですけれども、有識者等の中に市町村関係で人員が入

るか、そこら辺がどんな感じになるかお伝えください。４つあるから。この中で吉岡町だ

けじゃなくて、例えばオブザーバーみたいな感じで他市町村からそれなりの人が入るかど

うか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 本件に関しましても住民課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 中島住民課長。 

              〔住民課長 中島 繁君発言〕 

住民課長（中島 繁君） 町長が必要と認める者とか、そういったものもありますけれども、有識者

ということになりますと広域的なことといいますか、大学の教授ですとか、そういうこと

になれば町外の方とか、そういったことにはなってくるかなと思うんですけれども、あと

は、こちらのほうでは事務局としては広域のほうの協力も得ていきたいとは思っておりま

すので、そういったところでまた今後検討させていただければと思います。 

議  長（山畑祐男君） ほかにありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第６０号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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日程第７ 議案第６１号 吉岡町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

議  長（山畑祐男君） 日程第７、議案第６１号 吉岡町特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第６１号 吉岡町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について提案理由の説明を申し上げま

す。 

      内容につきましては、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

の一部を改正する内閣府令の公布に伴う所要の改正を行うものであります。 

      なお、詳細につきましては健康子育て課長をして説明させますので、ご審議の上、可決

いただきますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 米沢健康子育て課長。 

              〔健康子育て課長 米沢弘幸君発言〕 

健康子育て課長（米沢弘幸君） 本条例につきましては、特定教育・保育施設などの確認基準を定め

る条例になります。今回の改正内容につきましては、主に２点の条例改正となります。１

点目としては、厚生労働省令で認可基準が改正となったことから、本条例の確認基準を整

合させるための改正、２点目として、幼児教育・保育の無償化に伴い施設における食事の

提供に要する費用の基準を定める改正が主な改正点となります。 

      それでは、吉岡町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例について新旧対照表で説明させていただきますので、新旧

対照表の１ページをご覧ください。 

      右側の列が旧で現行、左側の列が新で改正案となります。 

      １ページから３ページ上段までの第２条の改正につきましては、法令の改正により略称

が改められたことによる改正及び本条例における用語の定義の改正、３ページ、第３条の

改正につきましては、保護者の経済的負担の軽減の配慮に伴う改正、３ページ、第５条か

ら後ろのほうの３３ページ、第５２条までの主な改正につきましては、今回の法令改正に

より支給認定の略称が教育・保育給付認定に改められたことに伴う改正となります。 

      ８ページに戻っていただきまして、第１３条第４項の改正につきましては、特定教育・

保育施設が利用者負担額とは別に保護者から支払いを受けることができる範囲及び国の定

めた基準と同じ基準を本条例で定め、保護者及びその同一世帯員の市町村民税所得の合算
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額が基準未満の者及び第３子以降については無償化とすることの所要の改正となります。 

      後ろのほうの３６ページ下段のほうから３７ページ、附則の改正につきましては、連携

施設の認可基準の経過期間が５年から１０年に改正されたことに伴い、確認基準も１０年

にし、整合させる改正となります。 

      議案書のほうに戻りまして、最後の８ページをご覧ください。 

      附則とし、「この条例は公布の日から施行する」であります。 

      以上、よろしくお願いします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第６１号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第８ 議案第７０号 第５次吉岡町総合計画基本構想の変更について 

議  長（山畑祐男君） 日程第８、議案第７０号 第５次吉岡町総合計画基本構想の変更について

を議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第６２号 第５次吉岡町総合計画基本構想の変更について。 

      本件は、第５次吉岡町総合計画に係る計画期間を延長させていただきたく、基本構想の

変更をお願いするものであります。 

      具体的には、コロナ禍による本町を含め自治体を取り巻く現状と社会全体への影響を見

据えた場合、予定どおり１０年を計画期間とする総合計画を拙速に策定するよりも、現状

分析から慎重に策定を進めることを目的に、計画の最終年度を令和２年度から令和３年度

へ変更したいものであります。 

      詳細につきましては企画財政課長より説明をさせますので、ご審議の上、可決ください

ますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） それでは、議案書をご覧ください。 

      第５次吉岡町総合計画基本構想の変更についてといたしまして、現総合計画基本構想に

ついて下記のとおり変更したいので、地方自治法第９６条第２項及び吉岡町議会基本条例
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第１０条第１号の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

      下記でございますが、現総合計画基本構想第１編、第１章、５、計画の期間中、「基本

構想：平成２３年度～３２年度（１０年間）」を「基本構想：平成２３年度～令和３年度

（１１年間）」に改めるとしたいものです。 

      総合計画は、平成２３年の改正地方自治法により策定義務はなくなりましたが、策定自

治体においてはまちづくりの指針を示す最上位の計画とも言えます。本町の現総合計画に

つきまして、平成２３年第１回定例会の議決を経まして、「キラリよしおか－人と自然輝

く 丘の手タウン 吉岡町－」を将来像にこれまでまちづくりを進めてきているところで

ございます。 

      町では、令和３年度を始期とする次期総合計画を令和２年度末策定に向け、基本構想の

上程を令和２年、本年第４回定例会に予定しておりました。 

      しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大防止を目的にワークショップ等の住民参

画が難しい状況が継続してあり、この状況下で策定作業を進めた場合、協働のまちづくり

を進めるにも不十分な総合計画になることも想定されます。 

      また、新型コロナウイルス感染症により社会全体が甚大な影響を受ける中、事態の収束

までには相当の期間が必要になると見込まれ、現時点で今後の社会経済情勢を軽々に見通

すことも困難かと思われます。加えて、これまでの習慣や社会常識を見直し、新しい生活

様式の実践も迫られております。 

      町といたしましては、次期総合計画はコロナ禍を踏まえた新たな視点を取り入れた上で

策定することが望ましいと考えております。 

      つきましては、現総合計画に係る計画期間を令和２年度から１年延長し、令和３年度に

変更し、次期総合計画の始期を令和４年度とさせていただきたく、本議案にてお願いする

ものであります。 

      以上、雑駁ではございますが第５次吉岡町総合計画基本構想の変更について補足説明と

させていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第７０号は、総務産業常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（山畑祐男君） ここで監査委員を入場させますので、休憩いたします。 

      再開を１０時５０分といたします。 
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          午前１０時２５分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午前１０時５０分再開 

議  長（山畑祐男君） 会議を再開します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第９ 認定第１号 令和元年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

議  長（山畑祐男君） 日程第９、認定第１号 令和元年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定につ

いてを議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 認定第１号 令和元年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定についての提

案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度吉岡町一般会計歳入歳出決算を、

別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。 

      以下、詳細につきましては税務会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） 説明申し上げます。 

      本決算書は、１ページから３７８ページとなっておりまして、別冊として１ページから

１９６ページまでの主要施策の成果説明書及びＡ４判でホチキス留めの令和元年度決算参

考資料を添付しております。 

      別冊の主要施策の成果説明書は、一般会計から各特別会計の主要な施策の成果等につい

て、課、局ごとに記載しております。 

      Ａ４判ホチキス留めの令和元年度決算参考資料につきましては、資料番号１として、一

般会計主要事業決算状況一覧表、資料番号２として、一般会計歳入年次推移（収入済額）、

資料番号３として、渋川地区広域市町村圏振興整備組合負担金の推移、資料番号４として、

自治会関係支出金一覧表、資料番号５として、町債年度末現在高、資料番号６として、不

納欠損額の年次推移、資料番号７として、一般会計繰越明許費繰越計算書、資料番号８と

して、引上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障４経費そ

の他社会保障施策に要する経費（令和元年度決算）、資料番号９として、用語解説を掲載

しております。参考にご覧いただければと思います。 
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      それでは、決算書の説明をさせていただきます。初めに３ページをお願いします。 

      一般会計歳入歳出決算の実質収支に関する調書で、歳入総額は７６億２６３万３，３３

２円、歳出総額は７４億３，４５１万８，４１６円、歳入差引き額は１億６，８１１万４，

９１６円、翌年度へ繰り越すべき財源、繰越明許費繰越額は１億４，３８０万２，０００

円、実質収支額は２，４３１万２，９１６円でした。 

      前年度と比較しますと、歳入総額につきましては５億７，８０７万４，９９０円の増、

増減率では８．２％の増でした。歳出総額につきましては５億４，９６１万４１８円の増、

８．０％の増でした。 

      実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金の繰入額はございません。 

      続いて、決算書４ページから７ページは一般会計歳入歳出決算書の歳入、８ページから

１１ページは、その歳出となっております。１２、１３ページは、歳入歳出事項別明細書

の総括で、歳入の部となっております。 

      １４ページ、１５ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      初めに、１款町税の収入済額合計は２６億１，２６１万８１３円で、平成３０年度と比

較しますと６，２４０万５，７８３円の増、増減率では２．４％の増となっております。

収納率は９６．５％で、前年度と比べますと０．２％の増でした。 

      １款１項の町民税の収入済額は１２億３，３９０万１，５１８円、不納欠損額は１６９

万９，３１７円、収入未済額は３，７７２万２１７円でした。不納欠損の該当者は、個人

３人、法人１社、収入未済の該当者は、個人３２８人、法人１４社でした。 

      ２項固定資産税は、収入済額１１億３，３２４万６，９７０円、不納欠損額は７０２万

２，０１９円、収入未済額は４，５０６万１，４０３円でした。不納欠損の該当者は１５

人、収入未済の該当者は２７３人でした。 

      ３項軽自動車税は、収入済額７，０５９万１，０７４円、不納欠損額は４万３，６００

円、収入未済額は１９９万２，８４７円でした。不納欠損の該当者は６人、収入未済の該

当者は８７人でした。 

      ４項町たばこ税は、収入済額１億６，３４４万４，８５１円。 

      ５項入湯税は、収入済額１，１４２万６，４００円でした。 

      町税の収入状況等は、別冊の主要施策の成果説明書の３９ページをご覧ください。 

      町民税個人、法人、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、入湯税の収入状況を記載して

おります。 

      また、不納欠損額につきましては、別添の決算参考資料、資料番号６、不納欠損額の年

次推移に一般会計と特別会計を記載しております。一般会計は１ページから２ページ、特

別会計は３ページからとなっております。参考にご覧いただければと思います。 
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      決算書１４ページ、１５ページに戻っていただきまして、中段より少し下で２款地方譲

与税は、収入済額８，９５０万円、前年度比３４万７，０００円の増、０．４％の増でし

た。 

      決算書１６ページ、１７ページに移りまして、３款利子割交付金は、収入済額２１６万

２，０００円、前年度比２０３万９，０００円の減、４８．５％の減でした。 

      ４款配当割交付金は、収入済額１，０６３万９，０００円、前年度比１５０万８，００

０円の増、１６．５％の増でした。 

      ５款株式等譲渡所得割交付金は、収入済額６３６万４，０００円、前年度比１２６万６，

０００円の減、１６．６％の減でした。 

      ６款地方消費税交付金は、収入済額３億４，９４７万１，０００円、前年度比１，９９

５万９，０００円の減、５．４％の減でした。 

      ７款ゴルフ場利用税交付金は、収入済額１３０万４，４０５円、前年度比１４万７，３

９９円の減、１０．２％の減でした。 

      ８款自動車取得税交付金は、収入済額１，３６７万４，６９５円、前年度比１，４５９

万６，３０５円の減、５１，６％の減でした。 

      １８ページ、１９ページに移りまして、９款環境性能割交付金は、収入済額４０１万６，

０００円、環境性能割交付金につきましては、令和元年度から新設されたもので、令和元

年１０月の消費税引上げに合わせて自動車税が廃止され、自動車税環境性能割が新たに創

設されたものです。こちらは群馬県が徴収し、交付金として町に交付されるものです。 

      １０款地方特例交付金は、収入済額７，１７７万３，０００円、前年度比３，９８１万

２，０００円の増、１２４．６％の増でした。 

      １１款地方交付税は、収入済額１１億３，２９９万６，０００円、前年度比３，４６３

万９，０００円の増、３．２％の増でした。 

      １２款交通安全対策特別交付金は、収入済額３６６万７，０００円、前年度比２７万７，

０００円の増、８．２％の増でした。 

      別添の決算参考資料、資料番号９、用語解説の５ページから９ページには地方譲与税か

ら交通安全対策特別交付金の解説を記載しております。参考にご覧いただければと思いま

す。 

      決算書１８ページ、１９ページに戻りまして、一番下の段、１３款分担金及び負担金は、

収入済額１億６８８万８，４９０円、前年度比５，１０５万１９０円の減、３２．３％の

減でした。 

      次ページに移りまして、１項負担金１目民生費負担金２節児童福祉費負担金で保育運営

費保護者負担金においては不納欠損額７８万１，３００円、収入未済額７５４万６５０円
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となっております。不納欠損の該当者は１２人、収入未済の該当者は２７人でした。 

      続いて、１４款使用料及び手数料は、収入済額３，４０３万５９７円、前年度比６２万

２，６５１円の減、１．８％の減でした。１項使用料１目農林水産使用料は、収入済額３

９１万円。２目土木使用料は、収入済額１，３７２万９，３７６円でした。 

      ２節住宅使用料は、収入済額１，１１５万３００円、収入未済額は３７０万７，９８０

円で、収入未済の該当者は６人でした。３目教育使用料は、収入済額６２１万５，９２５

円でした。 

      次ページに移りまして、２項手数料は、１目総務手数料から２目衛生手数料、３目農林

水産手数料まで、収入済額１，０１７万５，２９６円でした。 

      下段に行きまして、１５款国庫支出金は、収入済額１４億５，３７８万９，５４１円、

前年度比３億８，３４６万４，２１１円の増、３５．８％の増となっております。 

      国庫支出金の主なものといたしましては、２３ページ下段で１項１目１節児童運営費国

庫負担金で収入済額３億６，３３４万８，８７８円、２節障害者福祉費国庫負担金、収入

済額２億３５７万６００円、３節児童手当国庫負担金は収入済額２億７，９３１万１，６

６５円でした。 

      決算書２４ページ、２５ページに移りまして、下段で２項２目３節児童福祉費国庫補助

金は、２億１，６４１万７，３２０円です。 

      決算書２６ページ、２７ページに移りまして、中段、２項５目１節土木費国庫補助金は、

収入済額１億４，４１５万９，３１４円、２項６目１節消防費国庫補助金は、１億８５２

万１，０００円でした。 

      次に、決算書２８ページ、２９ページに移りまして、下段、１６款県支出金は、収入済

額６億６，１４８万３，０３４円、前年度比５，８６９万６，１３２円の増、９．７％の

増でした。 

      県支出金の主なものといたしましては、１項１目１節児童運営費県負担金、収入済額１

億６，１３４万２，８７５円、２節障害者福祉費県負担金、収入済額１億１７８万５，３

００円。 

      ３０ページ、３１ページに移りまして、上段５節児童手当県負担金、収入済額５，９９

１万４，１６５円。中段より少し下、２項２目１節社会福祉総務費県補助金５，７５７万

５，５３１円。 

      決算書３２ページ、３３ページに移りまして、中段より少し下で、２項２目７節医療福

祉費県補助金、収入済額９，４８７万２，２６８円などでした。 

      次に、決算書３８ページ、３９ページに移りまして、上段で１７款財産収入は、収入済

額３１１万３，６６５円、前年度比６１万５，２５６円の減、１６．５％の減でした。主
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なものといたしましては、１項１目１節財産貸付収入で収入済額１４３万９，０８７円、

２項１目１節土地売払収入で１００万６，０００円でした。 

      次に、１８款寄附金は、収入済額６１７万４，９００円、前年度比１９２万９，０５０

円の減、２３．８％の減でした。一般寄附金は４件で１６０万８，９００円、ふるさと納

税は２２５件で４５６万６，０００円でした。 

      次に、１９款繰入金は、収入済額１億９，５１７万８４６円、前年度比４，７４５万５，

４５１円の増、３２．１％の増でした。 

      ４０ページ、４１ページに移りまして、下段で２０款繰越金は１億３，９６５万３４４

円、前年度比４，４５５万６５４円の増、４６．８％の増でした。 

      ２１款諸収入は、収入済額１億６０５万４，００２円、前年度比２，７１７万１，３９

０円の減、２０．４％の減でした。諸収入の主なものは、まず、１項１目１節の延滞金で、

収入済額５７９万７３３円、該当者は１，１９２件でした。 

      次に、４２ページ、４３ページに移りまして、上段で３項１目１節貸付金元金回収金、

収入済額５００万円、４項１目１節渇水対策施設維持管理費受託事業収入６００万円。５

項３目雑入で、８，９１０万６，６６９円です。主なものといたしましては、４７ページ

中段、地域活動支援センター吉岡負担金１，２１３万５，５００円、中段より少し下で駒

寄スマートＩＣ大型化事業に係る前橋市負担金３，０３２万５，５８７円。 

      決算書４８ページ、４９ページに移りまして、上段で同じく駒寄スマートＩＣ大型化事

業に係る前橋市負担金（繰越明許）で１，０４４万１，６１５円などでした。 

      次に、２２款町債は、収入済額５億９，８１０万円、前年度比２，０３０万円の増、３．

５％の増となっております。町債の１項１目１節臨時財政対策債２億４，４５０万円、２

目民生債１節公共施設等適正管理推進事業債は、第三保育園解体事業２，６５０万円、３

目農林水産業債１節地方道路等整備事業債（林道新設事業）で２，１５０万円、４目土木

債１節公共事業債、駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業１，７２０万円、同じく４目２節

地方道路等整備事業債（道路改良事業）で２，０８０万円、５０ページ、５１ページに移

りまして、５目消防債１節緊急防災・減債事業債（防災無線デジタル化事業繰越明許分）

で３，１６０万円、６目教育債１節学校教育施設等整備事業債で、駒小体育館改築事業７，

６１０万円、吉中校舎増築事業９，８１０万円などでした。 

      別添の決算参考資料、資料番号５、町債令和元年度末現在高をご覧ください。 

      一般会計から水道事業会計の全会計では８０億７，９９３万５，１３１円で、前年度の

合計と比較しますと３，６１３万４，３０９円の減、０．４％の減となっております。 

      決算書に戻っていただきまして、５０ページ、５１ページの一番下の行で、歳入合計は

収入済額７６億２６３万３，３３２円、不納欠損額は９５４万６，２３６円、収入未済額
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は９，６０２万３，０９７円でした。 

      次に、歳出の説明をさせていただきます。 

      決算書５２ページ、５３ページは、歳出の総括となります。 

      ５４ページ、５５ページからの事項別明細書で説明をさせていただきます。 

      初めに、１款議会費です。支出済額８，６８４万５，２４７円、前年度と比較しますと

８２４万６，０４０円の減、８．７％の減でした。主な支出といたしましては、下段の１

３節委託料で、会議録委託料１４０万５，５２４円、議会映像配信業務委託１７３万９，

６４０円、議会広報印刷業務委託２４７万８，１５４円などでした。 

      ５６ページ、５７ページに移りまして、２款総務費、支出済額８億６，６２９万７２８

円、前年度と比較しますと４，７５０万６，６４９円の増、５．８％の増でした。主な支

出といたしましては、決算書５８ページ、５９ページ、組織機構改革業務１１節需用費か

ら１８節備品購入費までで、合計で１，３０８万３，２４８円支出しております。適正か

つ効率的・効果的な行政サービスの展開に向けて新たな業務体制構築への検討を行い、９

課１８室から１１課２０室に再編、また、庁舎の整備といたしましては、総合案内、課ご

とのサイン及びカウンターの色別化、ローカウンター設置、番号発券機の設置を行いまし

た。事業内容につきましては、決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況を

ご覧ください。表紙をめくっていただきますと、款、項、目、事業名、決算額、予算額、

決算額内訳と財源内訳、決算書の掲載ページ、事業内容及び実績、所管する課・局・室名

等が記載されております。令和元年度実施事業の中の主要な事業を掲載しており、全部で

３７ページの資料となっております。組織機構改革業務につきましては、１ページの１番

目に記載しております。 

      決算書５８ページ、５９ページに戻っていただきまして、１３節委託料で、自治会事務

委託料３，９２４万円、次ページに移りまして、６０ページ、６１ページの中段、１９節

負担金、補助及び交付金で、自治会振興助成金２６０万円、地域づくり振興事業補助金１

２９万円、魅力あるコミュニティ助成事業助成金２００万円などでした。各自治会の内容

につきましては、別添の決算参考資料、資料番号４、令和元年度自治会関係支出金一覧表

を参考にご覧いただければと思います。 

      なお、事業内容につきましては、決算参考資料、資料番号１の１ページの２番目、自治

会事務委託と、３番目、自治会活動支援事業に詳しい内容が記載されておりますので、参

考にご覧いただければと思います。 

      決算書に戻っていただきまして、６４ページ、６５ページ、中段で５目財産管理費の中

の１５節工事請負費で役場庁舎等整備工事１，２９０万１，１７５円を支出しております。

主な内容といたしましては、役場庁舎空調設備給水式冷温式発生機整備工事を行いました。 
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      次に、６目企画費の中でプレミアム商品券事業、３節職員手当から１３節委託料までで、

合計１，５４６万８，４８１円、別添の決算参考資料、資料番号１では２ページに記載し

ております。 

      次に、ふるさと納税推進事業で１１節需用費から１４節使用料及び賃借料まで、合計１

８３万９，１６６円を支出しております。決算参考資料、資料番号１では、３ページ上段

に記載されております。 

      ふるさと納税につきましては、先ほどのところで説明いたしましたが、寄附件数２２５

件で、寄附額は４５６万６，０００円でした。 

      次に、決算書６８ページ、６９ページ、中段、８目１３節委託料で、放課後児童見守り

パトロール委託料２１３万８，４００円支出いたしました。決算参考資料、資料番号１で

は５ページ中段に記載しております。まち・ひと・しごと創生総合戦略の放課後児童安全

対策事業の一環として、また、児童の帰宅時等の安全を確保するため、シルバー人材セン

ターに委託し、青色回転灯装備車両を使用し、児童の下校時間に合わせてパトロールを実

施いたしました。 

      決算書に戻っていただきまして、６８ページ、６９ページ、中段より少し下で、１５節

工事請負費の中の防犯灯設置工事７１万５，２５０円、防犯カメラ設置工事１５０万２，

０５０円を支出いたしました。決算参考資料、資料番号１では、５ページ中段に記載して

おります。児童生徒の通学路に防犯カメラ４台を設置いたしました。 

      続きまして、決算書７０ページ、７１ページ上段、１０目交通対策費の１５節工事請負

費で、道路交通安全施設工事４９５万８，６６３円支出いたしました。決算参考資料、資

料番号１では、５ページ下段に記載しております。道路反射鏡１９か所、区画線２，４９

５．２メートル、赤灯撤去工事１か所などを整備し、交通安全の向上を図りました。 

      続きまして、決算書７２ページ、７３ページ上段、１２目電子計算費支出済額１億２，

５６７万９，６１４円で、主な支出といたしましては、１３節委託料、一括処理委託料１，

４５０万９，６７０円、１４節使用料及び賃借料でハードウエアリース料１，６２３万７，

４４０円、施設使用料１，９６２万円、システム使用料２，２０９万２，１２０円などで

した。 

      続きまして、同じページ下段、１４目温泉事業費、１３節委託料、緑地運動公園及びリ

バートピア吉岡指定管理料で１，９２５万円、１５節工事請負費で１，１４０万５，８８

０円、内容といたしましては、リバートピア吉岡温泉源泉ポンプ入替え工事、源泉水位計

取替え工事、ガスセパレーター分解及び出口配管改修工事を行いました。 

      決算書７８ページ、７９ページをお願いします。４項選挙費、支出済額２，５５２万４，

５３２円、内容といたしましては、１目選挙管理費２６万８，６６４円、２目県知事選挙
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費５３１万８，１７５円、３目県議会議員選挙費７１０万６２５円、次ページに移りまし

て、４目町長・町議会議員選挙費５１１万７，６６３円、５目参議院議員選挙費７７１万

９，４０５円でした。内容につきましては、決算参考資料、資料番号１の６ページ、７ペ

ージに記載しております。 

      次に、決算書８２ページ、８３ページに移りまして、下段、３款民生費は、支出済額２

９億１，０９９万４，２７８円、前年度と比較しますと４億３，８９７万１３８円の増、

１７．８％の増となっております。 

      初めに、３款１項１目社会福祉総務費は、支出済額１億２９３万７，４６３円、主な支

出といたしましては、決算書８４ページ、８５ページ中段より少し下で、１４節使用料及

び賃借料で、温泉施設使用料（無料招待券交付事業）８７０万２，０００円、下段で１９

節負担金、補助及び交付金で、社会福祉協議会補助金が２，８２３万３５９円などでした。 

      続いて、決算書８６ページ、８７ページ中段、４目老人福祉費、支出済額２億１，６９

４万１，５３３円、決算参考資料、資料番号１では９ページに記載しております。主なも

のといたしましては、在宅で介護している介護者の労をねぎらうための寝たきり老人等介

護慰労金支給事業で４２３万円を支給いたしました。支給対象者は９０名でした。 

      続いて、同じく９ページ中段で、敬老祝金品支給事業は、事業費６８６万５，４１０円

で、対象者は８０歳、８５歳で２４４名、８８歳、９０歳、９５歳、１０１歳以上で１７

２名、１００歳で５名で、合計４２１名の方に祝い金や祝い品を支給いたしました。 

      続いて、決算書に戻っていただきまして、８８ページ、８９ページ中段より少し上で、

６目障害者福祉費、支出済額４億４，４２３万６，６４３円、決算参考資料、資料番号１

では、１０ページから１１ページに記載しております。主な内容といたしましては、障害

を抱える方の日常生活及び社会生活を支えるため、障害福祉サービス費、補装具費、障害

者医療費等の支給を行う障害者自立支援事業で２億９，６９５万５，６４６円、児童発達

支援、放課後等デイサービス利用者に対し、障害児通所支援費の支給を行う障害児支援事

業で１億４６０万３，７７０円を支出しております。 

      続いて、決算書９２ページ、９３ページへ移りまして、７目医療福祉費、支出済額２億

２４５万１，１９４円、決算参考資料、資料番号１では、１２ページ上段に医療費無料化

事業ということで記載しております。内容といたしましては、子供、重度心身障害者、母

子・父子家庭の方々の健康管理の向上に寄与するため社会保険等で医療を受けた場合の自

己負担分を公費で負担するものです。 

      決算書に戻っていただきまして、９２ページ、９３ページ下段、９目老人福祉センター

費、支出済額１，９１１万９，０００円、決算参考資料、資料番号１では、１２ページ中

段に記載しております。老人福祉センター指定管理料となっております。 
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      決算書９４ページ、９５ページに移りまして、１０目後期高齢者医療費では、支出済額

１億９，４４０万８，５８７円、内容につきましては、１９節負担金、補助及び交付金で、

療養給付費負担金として１億５，２２１万８，９６５円、２８節繰出金で後期高齢者医療

事業特別会計事務費等繰出金として８６６万５３９円、後期高齢者医療事業特別会計保険

基盤安定繰出金として３，３５２万９，０８３円を支出しております。 

      続きまして、すぐ下、２項児童福祉費、支出済額１７億２，６９８万３，７９３円、主

なものといたしましては、２項１目１３節委託料で、子ども・子育て支援計画作成業務委

託で３４６万５，０００円を支出しております。決算参考資料、資料番号１では、１３ペ

ージ下段に記載しております。この計画は、平成２７年度から平成３１年度までの５年間

を事業年度として策定されており、平成３０年度に行ったアンケート調査を基に次期事業

計画を策定いたしました。 

      決算書９６ページ、９７ページに移りまして、上段、児童手当支給事業として記載して

おります２目児童手当２０節扶助費、児童手当で、３億９，９１４万円を支出しておりま

す。 

      次に、３目児童保育費は、支出済額１２億５，２７９万５，４１６円、決算参考資料、

資料番号１では、１４ページに記載しております。主な支出といたしましては、子供のた

めの教育・保育給付事業で、１３節委託料で、保育所運営委託料７億１６５万９，７００

円、これは町内在住の乳幼児が通う町内外の私立及び公立の認可保育所に対し委託料を支

払ったものです。同じく１３節委託料で、地域子育て支援拠点事業運営委託料８１５万２，

０００円、決算参考資料、資料番号１では、１５ページに記載しております。内容といた

しましては、在宅で子育てをしている方やこれからお父さん、お母さんになる方などを対

象に、親子で遊んだり子育てについて学ぶ事業を第４保育園に委託しております。 

      １９節負担金、補助及び交付金で、施設型給付費２億３，１３９万４，６０８円、これ

は町内在住の乳幼児が通う町内外の認定こども園、幼稚園等に対し支払ったものです。 

      次に、決算書９８ページ、９９ページ中段より少し下で、５目学童保育事業費、支出済

額３，６１５万７，６４４円、決算参考資料、資料番号１では、１７ページに記載してお

ります。主なものといたしましては、１３節委託料で、吉岡町社会福祉協議会へ学童クラ

ブ指定管理料１，７９３万５，３６７円、１７節公有財産購入費で１，８００万円を支出

しております。これは賃貸借契約で利用していた駒寄第３学童クラブ駐車場用地について、

施設が整備されたことでの恒久的な利用が見込まれたため、用地を購入したものでござい

ます。 

      次に、決算書１００ページ、１０１ページ上段で４款衛生費、支出済額６億３，８３７

万６，７１７円、前年度と比較しますと２，０５２万１，９８８円の増、３．３％の増で
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した。 

      初めに、４款１項１目保健衛生総務費で、主なものといたしましては、決算書１０２ペ

ージ、１０３ページ上段、１３節委託料で、健康づくり計画策定委託料３８５万円、決算

参考資料、資料番号１では、１８ページに記載しております。内容といたしましては、健

康寿命の延伸、健康格差の縮小、生活習慣病の発症予防・重症化予防、心の健康維持・向

上を基本方針とした計画策定です。 

      次に、１９節負担金、補助及び交付金で、渋川広域負担金（火葬運営等）１，０６１万

４，０００円、同じく救急医療分７１４万円、同じく夜間急患分４５９万４，０００円、

住宅用太陽光発電システム設置整備事業補助金４０４万５，０００円、２８節繰出金で国

民健康保険事業特別会計への繰出金１億２，０１０万８，０００円、水道事業会計への繰

出金３，０００万円などでした。 

      続いて、２目予防費、主なものといたしましては、１３節委託料で予防接種委託料６，

８０８万７，７３６円でした。 

      次に、決算書１０４ページ、１０５ページ上段、３目母子衛生費、主なものといたしま

しては、中段より少し下、１３節委託料で妊婦健康診査委託料２，０４４万３，８２０円

でした。 

      続きまして、１０６ページ、１０７ページに移りまして、４目健康増進費、主な支出と

いたしましては、中段の１３節委託料で、健康診査等委託料３，４１８万１，４６７円と

なっております。疾病の早期発見、早期治療につなげるため、がん検診のほか、肝炎ウイ

ルス検診、歯周疾患検診等を実施いたしました。令和元年度より歯周疾患検診の対象者を

拡大し、より多くの町民が検診できる体制といたしました。１９節負担金、補助及び交付

金ではよしおか健康№１プロジェクト事業補助金で１２１万３，５７６円を支出しており

ます。健康№１プロジェクト事業の詳細につきましては、決算参考資料、資料番号１の２

１ページに記載しております。 

      次に、５目環境衛生費、主なものといたしましては、１９節負担金、補助及び交付金で

４４１万円、公共下水道エリアと農業集落排水エリア以外の区域を対象に単独処理浄化槽

またはくみ取り式から合併浄化槽への転換を推進するほか、開発事業を除く一般住宅を対

象とした合併浄化槽設置費の一部を補助するものです。浄化槽エコ補助金につきましては

１０万円でした。決算参考資料、資料番号１では、２１ページ中段に記載しております。 

      次に、６目保健センター費、主なものといたしましては、決算書１０８ページ、１０９

ページに移りまして、中段、１５節工事請負費２９５万９，０００円、保健センター改修

工事で、令和２年度から開設しました子育て世代包括支援センター開設に伴う工事で、事

務室の拡張やカウンターの増設などを行いました。 
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      次に、中段２項清掃費で、主なものといたしましては、１目し尿処理費、支出済額２，

７８２万８，０００円で、内容といたしましては、１９節負担金、補助及び交付金で、渋

川広域負担金（し尿運営等）となっております。２目塵芥処理費は、支出済額１億６，４

３６万５，９９５円、主な支出といたしましては、１３節委託料で、一般ごみ収集委託料

４，２５４万８，０００円、１９節負担金、補助及び交付金で渋川広域負担金（ごみ運営

等）１億１，３５３万５，０００円でした。 

      次に、５款労働費は、支出済額１，３６３万１，０５１円、前年度と比較しますと３７

０万３，２５９円の減、２１．４％の減でした。主な支出といたしましては、決算書１１

０ページ、１１１ページ上段、１９節負担金、補助及び交付金で、勤労者住宅資金利子補

給６４１万２，１１４円、２１節貸付金で勤労者生活資金融資預託金５００万円でした。 

      次に、６款農林水産業費は、支出済額３億６，６３４万４，８６９円、前年度と比較し

ますと４，７１７万７，５０９円の増、１４．８％の増でした。主なものといたしまして

は、決算書１１２ページ、１１３ページ中段、３目農業振興費１３節委託料で、地域特産

品生産体制構築事業委託料６８４万２，０００円、これは地方創生推進交付金による継続

事業で、小倉乾燥芋の収量や生産量拡大に向けた調査、検証を行いました。また、今後の

販路拡大として小倉乾燥芋のホームページ及びＥＣサイトを構築いたしました。 

      次に、決算書１１４ページ、１１５ページ上段、１５節工事請負費で、道の駅駐車場工

事５０９万３，０００円、内容といたしましては、大型バスを受け入れるための整備を行

いました。 

      続いて、４目畜産振興費１９節負担金、補助及び交付金で、野生動物侵入防止柵設置事

業補助金２２８万１，６８５円、内容といたしましては、豚舎に野生動物の侵入を防ぐた

めの柵の設置事業に対し補助したものです。 

      続いて、５目農地費、主なものは、決算書１１６ページ、１１７ページ上段、決算参考

資料、資料番号１では２３ページ下段で、１９節負担金、補助及び交付金で、小規模農村

整備事業負担金８４７万４，０００円、群馬用水施設緊急改築事業償還負担金１，２８９

万８，５５２円などでした。 

      続いて、６目地籍調査費、支出済額２，０８６万１，７６３円、決算参考資料、資料番

号１では２４ページに記載しております。主なものといたしましては、１３節委託料の地

籍調査業務委託料８０３万円、復元測量等業務委託料７７４万９，５００円などでした。 

      決算書１１８ページ、１１９ページの上段、７目渇水対策施設維持管理費、支出済額１，

６４１万９２６円、主なものといたしましては、１１節需用費で小倉揚水機場の電気料１，

４８２万６，６７８円でした。 

      続いて、８目農業集落排水事業費で、２８節繰出金、農業集落排水事業特別会計への繰
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出金が１億４，１２９万３２３円でした。 

      次に、２項林業費、支出済額７，６８９万５，３９３円、主なものといたしましては、

決算書１２０ページ、１２１ページ中段、２目林業振興費１５節工事請負費で、県単林道

工事２，９７３万３，０００円、同じく県単林道改良工事（繰越明許）で１，９４３万９，

０００円支出いたしました。 

      ７款商工費は、支出済額４，１３３万３，７２２円、前年度と比較しますと１，１０３

万２，０４５円の増、３６．４％の増でした。主な支出といたしましては、決算書１２２

ページ、１２３ページの上段、１９節負担金、補助及び交付金で、商工会振興事業補助金

５５０万円、住宅リフォーム促進事業補助金２４５万６，０００円、中小企業制度利子補

給金３４９万７，３７７円などでした。 

      続いて、下段で８款土木費は、支出済額６億５，１９３万３，８４４円、前年度と比較

しますと２億８，３４６万４，６０６円の減、３０．３％の減でした。主な支出といたし

ましては、決算書１２４ページ、１２５ページ中段より少し下で、８款２項１目道路橋梁

総務費１９節負担金、補助及び交付金で、滝沢大橋補修事業負担金（榛東村施工）で１，

３７６万１，１５２円、次のページにいきまして、２目道路維持費１３節委託料で道路台

帳更新委託料９３８万３，０００円、１５節工事請負費、道路維持補修（単独）で３，２

９４万７，４８３円、同じく道路長寿命化補修工事（単独）で２，３４４万８，６００円

などでした。 

      次に、３目道路新設改良費で、１３節委託料、町道改良測量設計委託料（単独）（繰越

明許）で１，００６万８００円、１２８ページ、１２９ページに移りまして、１５節工事

請負費で町道改良工事（単独）として１，９５９万１，０００円を支出いたしました。 

      次に、５目橋梁維持費で１３節委託料、橋梁長寿命化修繕詳細設計業務（補助）で７６

８万円、１５節工事請負費で橋梁維持補修工事（補助）で（繰越明許）３，０３０万３，

４００円を支出しております。 

      続いて、同じページ下段、４項都市計画費、支出済額３億８，０２９万５，６９９円支

出しております。決算参考資料、資料番号１では２９ページに記載しております。主なも

のといたしましては、決算書１３２ページ、１３３ページ中段、２目都市計画施設費１３

節委託料で、駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業（繰越明許）１，４５６万６，３０２円、

同じく駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業８，２６５万６，８８３円、１５節工事請負費

で建設工事（スマートＩＣ）（繰越明許）で１，４１６万９，６００円、建設工事（城山

みはらし公園）（繰越明許）で５，０５８万１，７７７円などとなっております。 

      続いて、１３４ページ、１３５ページ上段、３目下水道費２８節繰出金で、公共下水道

事業特別会計への繰出金で１億５，７０９万７，９１５円支出しております。 



 - 35 - 

      次に、９款消防費は、支出済額４億７，９２４万９０９円、前年度と比較しますと１億

５，０６１万８，２７０円の増、４５．８％の増でした。主な支出といたしましては、決

算書１３６ページ、１３７ページ中段より少し下で、２目消防施設費１９節負担金、補助

及び交付金、渋川広域負担金（消防救急等）で２億８，６８１万４，０００円、１３８ペ

ージ、１３９ページに移りまして、５目無線放送施設設置事業費１５節工事請負費で、防

災無線デジタル化設置工事、繰越明許分と合わせまして１億４，８０６万３，２００円支

出しております。 

      次に、１０款教育費、支出済額８億９，７８８万３，４２７円、前年度と比較しますと

１億４，０４１万５，９６６円の増、１８．５％の増でした。増額の主な要因は、駒寄小

学校体育館新築に伴う事業や吉岡中学校校舎増築に伴う事業などによるものです。主な支

出といたしましては、決算書１４２ページ、１４３ページ、中段より少し上で、１０款１

項２目２８節繰出金５００万円で、一般会計から学校給食事業特別会計への繰出しを行い、

給食食材費を助成することで学校給食の充実を図りました。 

      次に、１５０ページ、１５１ページ、中段より少し下で、２項小学校費２目教育振興費

２８節繰出金で、駒小学校給食事業特別会計繰出金７３６万４，４００円、明小学校給食

事業特別会計繰出金６０２万１５０円で、児童１人当たり年９，５００円を補助いたしま

した。 

      続いて、３目学校建設費、主な支出といたしましては、１５節工事請負費で明小維持補

修工事９９４万３，６０１円、内容といたしましては、主に校庭整備を含めた工事となり

ます。次ページに移りまして、同じく駒小体育館解体工事（繰越明許）で２，１８９万１，

６００円、駒小体育館新設工事前払い金として１億円支出いたしました。 

      決算書１５６ページ、１５７ページに移りまして、上段で３項中学校費２目教育振興費

２８節繰出金、学校給食事業特別会計で６１５万８，８５０円支出いたしました。先ほど

の小学校費と同様、生徒１人当たり年９，５００円を補助いたしました。 

      続いて、３目学校建設費１５節工事請負費で、校舎増築工事として１億９，４０２万７，

４８２円を支出いたしました。 

      続いて、４項社会教育費１目社会教育総務費で吉岡町・大樹町子ども交流事業、決算参

考資料、資料番号１では、３５ページで、合計で３５２万６，４１０円支出いたしました。 

      決算書１６２ページ、１６３ページに移っていただきまして、中段より少し下、４項４

目１３節委託料で、文化センター長寿命化計画策定業務４１５万１，４００円で、内容と

いたしましては、吉岡町公共施設等総合管理計画に基づき文化センターの長寿命化計画を

策定いたしました。１５節工事請負費、維持補修工事で８１０万６２６円、主なものとい

たしましては、文化センター正面玄関屋根防水補修工事、文化センター２階研修室空調機
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設置工事を行いました。 

      決算書１６４ページ、１６５ページに移りまして、４項５目文化財保護調査費、決算参

考資料、資料番号１では、３６ページに記載しております。１３節委託料で、文化財映像

作成配信業務委託料１５２万９，０００円、内容といたしましては、スマホやタブレット、

パソコン等で文化財（南下古墳群・三津屋古墳群・森田家住宅）について、上空からの映

像や内部の映像に解説をつけて作成し、動画投稿サイトで見られるようにいたしました。 

      決算書１６６、１６７ページ、中段より少し下で、５項１目保健体育総務費１３節委託

料で、社会体育施設長寿命化計画策定業務委託料４２４万６，０００円、内容といたしま

しては、先ほどの文化センター長寿命化計画と同様、吉岡町公共施設等総合管理計画に基

づき社会体育施設の長寿命化計画を策定いたしました。１６８ページ、１６９ページ、上

段、１５節工事請負費、文化財事務所移転補償に伴う関連工事１，１１５万１，９６９円

支出しております。 

      次に、６項１目給食センター費、１７０ページ、１７１ページに移りまして、中段、１

３節委託料で、調理業務等委託料５，１８８万１，８２０円、１５節工事請負費、施設等

補修工事で５８６万３，２４８円支出しております。 

      １７２ページ、１７３ページに移りまして、１１款災害復旧費の支出はございませんで

した。 

      １２款公債費は、支出済額４億８，１６３万２，６２４円、前年度と比較しますと１，

１２１万１，２４２円の減、２．３％の減でした。 

      次に、決算書１７４ページ、１７５ページ中段、１３款諸支出金は、支出済額１万１，

０００円、前年度と比較しますと７，０００円の減、３８．９％の減でした。 

      １４款予備費の支出はございませんでした。 

      一番下の行にいきまして、歳出の総額は７４億３，４５１万８，４１６円、翌年度繰越

額は８億７，３６０万８，０００円、不用額は４億５５７万２，５８４円でした。 

      以上で一般会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和元年度吉岡町一般会計歳入歳出決算につきまして、令和２年８月５日、監査委員坂

田一広さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された一般会計の歳入歳出決算書、
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歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をご覧ください。 

      以上です。 

議  長（山畑祐男君） ご苦労さまでした。 

      ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑を行います。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

      ただいま議題となっております認定第１号は、予算決算特別委員会に付託いたします。 

      ここで昼食休憩といたします。再開を午後１時からといたします。 

          午前１１時５２分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後 １時００分再開 

議  長（山畑祐男君） 会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１０ 認定第２号 令和元年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定に 

            ついて 

議  長（山畑祐男君） 日程第１０、認定第２号 令和元年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 認定第２号 令和元年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定

についての提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度吉岡町学校給食事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      以下、詳細につきましては税務会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） それでは、決算書の１７９ページをお願いいたします。 



 - 38 - 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は１億９１２万５，３１４円、歳出総額は１億８３

２万９，５７２円、歳入歳出差引き額は７９万５，７４２円、実質収支額も同額の７９万

５，７４２円でした。前年度と比較しますと、歳入総額につきましては９０９万７２７円

の減、増減率では７．７％の減でした。歳出総額につきましては、８７０万６，３３５円

の減、増減率では７．４％の減でした。 

      次に、１８０ページ、１８１ページをお願いいたします。 

      令和元年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      １８２ページ、１８３ページはその歳出です。 

      １８４ページ、１８５ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      １８６ページ、１８７ページの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款１項１目給食費納入金は、収入済額８，３３１万３，４９０円、内訳は、現年度分

で教職員給食費５５８万２，３６０円、給食センター職員等給食費７２万９，０００円、

児童生徒給食費７，６８０万５，８９０円、過年度分では１９万６，２４０円となってお

ります。不納欠損額はゼロでした。収入未済額は１９８万４，０５０円でした。 

      別冊の主要施策の成果説明書の１６４ページをご覧ください。 

      下段の（３）に給食費の収納状況を掲載しております。未納額内訳で、収入未済額の現

年度分７０万７００円は、４１人、２９戸、過年度分、平成１７年度から３０年度の収入

未済額は１２８万３，３５０円で、２５人、１９戸でした。 

      決算書１８６ページ、１８７ページに戻りまして、中段の２款１項１目繰入金は、収入

済額２，４５４万３，４００円で、食材費助成分繰入金として５００万円、給食費補助分

繰入金として明小・駒小・吉中３校合わせまして１，９５４万３，４００円を一般会計か

ら繰り入れました。 

      ３款１項１目繰越金は、収入済額１１８万１３４円、前年度からの繰越金です。 

      ４款１項１目雑入、収入済額８万８，２９０円は給食の試食代等によるものです。 

      一番下の行へいきまして、歳入合計は、収入済額１億９１２万５，３１４円、収入未済

額１９８万４，０５０円でした。 

      次に、歳出の説明をさせていただきます。決算書１８８ページ、１８９ページは、事項

別明細書総括の歳出です。 

      １９０ページ、１９１ページの事項別明細書で説明をさせていただきます。 

      歳出の１款１項１目学校給食費は、支出済額１億８３２万９，５７２円で、内訳は１６

節原材料費で給食用食材費として１億８２６万８，５７２円と２７節公課費消費税分とし

て６万１，０００円支出いたしました。 

      一番下の行へいきまして、歳出の総額は、支出済額１億８３２万９，５７２円、不用額
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は１，１３４万２，４２８円でした。 

      以上で学校給食事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和元年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算につきまして、令和２年８月７日、

監査委員坂田一広さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された学校給食事業特別会計の歳

入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関係

書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的に

は正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料を

ご覧ください。 

      以上です。 

議  長（山畑祐男君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑を行います。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

      ただいま議題となっております認定第２号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１１ 認定第３号 令和元年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

            について 

議  長（山畑祐男君） 日程第１１、認定第３号 令和元年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題といたします。 

      理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 認定第３号 令和元年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定についての提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度吉岡町公共下水道事業特別会計

歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものです。 
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      以下、詳細につきましては税務会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） それでは、決算書の１９５ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は４億３，１４８万６，１８６円、歳出総額は４億

３，００５万６，７１６円、歳入歳出差引き額は１４２万９，４７０円、実質収支額も同

額の１４２万９，４７０円です。前年度と比較しますと、歳入総額につきましては１，０

６０万３，４５６円の増、増減率では２．５％の増でした。歳出総額につきましては９４

７万３，９８６円の増、２．３％の増でした。 

      次に、１９６ページ、１９７ページをお願いいたします。 

      令和元年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。１

９８ページ、１９９ページは、その歳出です。 

      ２００ページ、２０１ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２０２ページ、２０３ページからの事項別明細書で説明をさせていただきます。 

      １款分担金及び負担金、収入済額１，９６６万９，２２９円、主なものといたしまして

は、１目受益者負担金１，９５２万３，３２０円です。収入未済額は７２６万１，７７０

円。内訳は、受益者負担金の現年度分で２万１，２００円、該当者は１人でした。滞納繰

越分は７２４万５７０円、該当者は５７人でした。 

      ２款使用料及び手数料は、１項使用料１目下水道使用料、収入済額１億５６万３６９円

でした。収入未済額は１，５６４万９，８５６円で、内訳といたしましては、現年度分

１，２０３万５，９６３円、該当者は令和２年２月調定分までで９４人、４月１日からの

公営企業会計移行に伴う特例的収入となる令和２年３月調定分までの該当者を含めますと

３，０４７人となります。 

      なお、本特別会計につきましては、令和２年３月３１日をもって打切決算となったた

め、このような金額及び人数となりました。 

      続きまして、滞納繰越分は３６１万３，８９３円、該当者は８７人でした。 

      ３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道費国庫補助金は社会資本整備総合交付金で、

収入済額５，７６０万円でした。 

      ４款県支出金１項県補助金１目下水道費県補助金は、収入済額１３０万円でした。 

      続いて、５款１項１目繰入金、収入済額１億５，７０９万７，９１５円は、一般会計か

らの繰入金です。 

      続いて、６款１項１目繰越金、収入済額３０万円、前年度からの繰越金です。 
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      続いて、７款諸収入、収入済額１３５万８，６７３円、主なものといたしましては、決

算書２０４ページ、２０５ページ上段で、２項１項１目雑入、消費税還付分１２８万４，

６９３円となっております。 

      続いて、８款町債１項１目下水道事業債は、収入済額９，３６０万円で、内訳といたし

ましては公共下水道事業債（補助分）５，２００万円、単独分２，５２０万円、流域下水

道事業債（補助分）４９０万円、同じく流域下水道事業債（単独分）２０万円、公営企業

会計適用債１，１３０万円でした。 

      一番下の行へいきまして、歳入合計は、収入済額４億３，１４８万６，１８６円、収入

未済額２，２９１万１，６２６円でした。 

      次に、歳出の説明をさせていただきます。 

      ２０６ページ、２０７ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ２０８ページ、２０９ページからの事項別明細書で説明をさせていただきます。 

      歳出の１款１項下水道費１目総務管理費は、支出済額３，９１０万２，４６１円です。

主な支出といたしましては、２０９ページ中段より少し下で１３節委託料１，１３９万２，

２５０円、主な支出といたしましては、地方公営企業法適用業務委託３９０万５，０００

円、地方公営企業適用に伴う資産台帳更新及び資産評価業務委託５２８万円です。 

      続いて、２目管渠管理費は、支出済額６，２６６万５，１５１円、主な支出といたしま

しては、決算書２１０ページ、２１１ページ上段で、１９節負担金、補助及び交付金、県

央処理区維持費管理負担金４，７９８万６，２６９円です。 

      続いて、３目建設費は、支出済額１億５，５９４万９，７８８円、主な支出といたしま

しては、１５節工事請負費で１億４，３３３万５，４００円、内訳といたしまして公共下

水道工事（補助）で１億１，５３７万６，２００円、公共下水道工事（単独）で２，７９

５万９，２００円を支出いたしました。 

      続いて、２款１項公債費、支出済額１億７，２３３万９，３１６円は、元金及び利子の

償還金となっております。 

      続いて、決算書２１２ページ、２１３ページ中段、３款１項１目予備費は支出ございま

せんでした。 

      一番下の行にいきまして、歳出の総額は、支出済額４億３，００５万６，７１６円、不

用額は４，０４７万６，２８４円でした。 

      以上で公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 
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      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和元年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算につきまして、令和２年８月７

日、監査委員坂田一広さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された公共下水道事業特別会計の

歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関

係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的

には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料

をご覧ください。 

      以上です。 

議  長（山畑祐男君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑を行います。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

      ただいま議題となっております認定第３号は、総務産業常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１２ 認定第４号 令和元年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認 

            定について 

議  長（山畑祐男君） 日程第１２、認定第４号 令和元年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 認定第４号 令和元年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度吉岡町国民健康保険事業特別会

計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものです。 

      以下、詳細につきましては税務会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） それでは、決算書の２１７ページをお願いします。 
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      実質収支に関する調書で、歳入総額は１９億７３万８，６７２円、歳出総額は１８億９，

７３２万９，３６２円、歳入歳出差引き額は３４０万９，３１０円、実質収支額も同額の

３４０万９，３１０円です。前年度と比較しますと、歳入総額につきましては３，２５６

万３４６円の増、増減率では１．７％の増でした。歳出総額につきましては、７，２２１

万７，８６３円の増、４．０％の増でした。 

      次に、２１８ページ、２１９ページをお願いいたします。 

      令和元年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      ２２０ページ、２２１ページは、その歳出です。 

      ２２２ページ、２２３ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２２４ページ、２２５ページからの事項別明細書で説明をさせていただきます。 

      １款１項国民健康保険税は、収入済額４億３，０８８万２，９５０円、不納欠損額１７

９万７，９１５円、収入未済額１億６８４万７，６５０円でした。不納欠損の該当者は１

５人、収入未済の該当者は４０１人でした。 

      国民健康保険税は、一般被保険者国民健康保険税と退職被保険者等国民健康保険税とか

ら成り、それぞれ医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納付金分とに分けられ、その

現年課税分と滞納繰越分で１節から６節までの区分となっております。 

      次に、別冊の主要施策の成果説明書１６９ページをお願いいたします。 

      国保加入世帯及び被保険者数が年度ごとに記載されております。被用者保険の適用拡大

により、国保加入者は減少傾向にあります。 

      決算書２２６ページ、２２７ページに戻っていただきまして、中段、４款１項国庫補助

金１０１万９，０００円、５款１項県補助金１目保険給付費等交付金は、収入済額１２億

７，９２６万５８１円となっております。 

      決算書２２８ページ、２２９ページに移りまして、６款１項財産運用収入、収入済額１

万２，３９０円は、国保基金利子です。 

      次に、７款１項１目一般会計繰入金は、収入済額１億２，０１０万８，０００円でし

た。内訳といたしましては、１節保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）６，４４８万２，

２９０円、２節保険基盤安定繰入金（保険者支援分）３，６７３万２，０５７円、３節職

員給与費等繰入金５９１万３，３５３円、４節出産育児一時金等繰入金３９２万円、５節

財政安定化支援事業繰入金４２８万７，０００円、６節その他一般会計繰入金で福祉医療

実施に伴う国庫負担金削減分繰入金４７７万３，３００円となっております。７款２項１

目国民健康保険基金繰入金は１，６００万円でした。 

      続いて、決算書２３０ページ、２３１ページで、８款１項の繰越金は、収入済額４，３

０６万６，８２７円でした。 
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      続いて、９款諸収入は、収入済額１，０３８万６，１２４円でした。主なものといたし

ましては、１項１目一般被保険者延滞金、収入済額６７４万９，１４８円、次ページに移

りまして、３項雑入３目一般被保険者返納金で２７１万６，５２１円でした。 

      一番下の行にいきまして、歳入合計は収入済額１９億７３万８，６７２円、不納欠損額

１７９万７，９１５円、収入未済額１億６８４万７，６５０円でした。 

      次に、歳出の説明をさせていただきます。 

      決算書２３４ページ、２３５ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      決算書２３６ページ、２３７ページからの事項明明細書で説明させていただきます。 

      歳出の１款の総務費は、支出済額１，２０６万３，４９０円、主なものといたしまして

は、１項総務管理費、支出済額１，０５１万５，１３６円、２項徴税費、支出済額１１９

万３，８７０円などでした。 

      次に、決算書２３８ページ、２３９ページに移りまして、２款保険給付費、支出済額１

２億５，１１５万５，７９６円、主なものといたしましては、１項療養諸費で支出済額１

０億９，５１６万４，８３８円、中段より少し下で２項の高額療養費で１億４，９３０万

８，２２８円。 

      次ページ、２４０ページ、２４１ページに移りまして、中段の４項１目出産育児一時金

は、支出済額５８８万２，７３０円、該当者は１４人でした。 

      ５項１目葬祭費は、支出済額８０万円、該当者は１６人でした。 

      別冊の主要施策の成果説明書１７２ページ、１７３ページをご覧ください。 

      療養給付費の年度別の支出額や内訳等を記載しております。 

      １７４ページには出産育児一時金、葬祭費、高額療養費支給額の年度別の件数や支給額

等を記載しております。参考にご確認いただければと思います。 

      決算書２４０ページ、２４１ページに戻りまして、下段で３款国民健康保険事業費納付

金、支出済額６億１，１３２万７，７０２円で、主なものといたしましては、３款１項医

療給付費分は支出済額４億２，６４８万９，０５５円。 

      ２４２、２４３ページに移りまして、上段３款２項後期高齢者支援金等分、支出済額１

億３，４７２万３，１１６円。 

      ３款３項介護納付金、支出済額５，０１１万５，５３１円となっております。 

      続いて、下段の５款保険事業費は、支出済額２，１６１万８，１４２円、主なものとい

たしましては、１項１目特定健康診査等事業費で、支出済額１，２４８万４，８５２円で

した。 

      決算書２４４ページ、２４５ページに移りまして、中段の２項保健事業費は、支出済額

９１３万３，２９０円、主なものといたしましては、２目１３節委託料で、糖尿病重症化
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予防委託料３７５万円、１９節負担金、補助及び交付金で、人間ドック補助金３０６万円、

該当者は１５３人でした。 

      決算書２４６ページ、２４７ページに移りまして、８款諸支出金、支出済額１１６万４，

０２２円。 

      ９款予備費の支出はございませんでした。 

      一番下の行にいきまして、歳出の総額は、支出済額１８億９，７３２万９，３６２円、

不用額は３，２８５万４，６３８円でした。 

      以上で国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和元年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算につきまして、令和２年８月

７日、監査委員坂田一広さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された国民健康保険事業特別会計

の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をご覧ください。 

      以上です。 

議  長（山畑祐男君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑を行います。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

      ただいま議題となっております認定第４号は、文教厚生常任委員会に付託いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１３ 認定第５号 令和元年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認 

            定について 

議  長（山畑祐男君） 日程第１３、認定第５号 令和元年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 
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      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 認定第５号 令和元年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

認定についての提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度吉岡町農業集落排水事業特別会

計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものです。 

      以下、詳細につきましては税務会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） それでは、決算書の２５１ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は１億７，７１４万５，５２４円、歳出総額は１億

７，７０４万５，５２４円、歳入歳出差引き額は１０万円、実質収支額も同額の１０万円

です。前年度と比較しますと、歳入総額につきましては２，４０４万８１１円の増、増減

率では１５．７％の増でした。歳出総額につきましても２，４０４万８１１円の増、１

５．７％の増でした。 

      次に、２５２ページ、２５３ページをお願いいたします。 

      令和元年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の歳入となっております。 

      ２５４ページ、２５５ページは、その歳出です。 

      ２５６ページ、２５７ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２５８ページ、２５９ページの事項別明細書で説明をさせていただきます。 

      １款１項分担金、収入済額２９万円、これは小倉地区、北下・南下地区一括納付分とし

ての収入です。 

      ２款１項使用料、収入済額は２，７５４万３，４６１円、収入未済額は３９７万５，９

４８円、収入未済額の内訳は、現年度分３２７万４，５６０円で、該当者は、令和２年２

月調定分までで１６人、４月１日から公営企業会計移行に伴い特例的収入となる令和２年

３月調定分までの該当者を含めますと９３３人でした。先ほど公共下水道事業特別会計で

も説明いたしましたが、本特別会計も３月３１日をもって打切決算となったため、このよ

うな金額及び人数となっております。 

      続いて、滞納繰越分７０万１，３８８円、該当者は２４人でした。 

      ３款１項繰入金は、一般会計からの繰入金で、収入済額１億４，１２９万３２３円でし

た。 

      ４款１項繰越金は、前年度からの繰越金１０万円。 
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      ５款１項諸収入は、収入済額２万１，７４０円でした。 

      ６款１項町債は、公営企業会計適用債で７９０万円でした。 

      一番下の行にいきまして、歳入合計は、収入済額１億７，７１４万５，５２４円、収入

未済額３９７万５，９４８円でした。 

      次に、歳出の説明をさせていただきます。 

      ２６０ページ、２６１ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ２６２ページ、２６３ページからの事項明明細書で説明をさせていただきます。 

      １款１項農業集落排水事業費は、支出済額８，３８７万８，８１７円でした。内訳は、

１目の総務管理費、支出済額４，６７５万５，３３５円、下段、２目施設管理費、支出済

額３，７１２万３，４８２円、主な支出といたしましては、１１節需用費、電気料７９４

万８，２０３円、次ページに移りまして、上段、１３節委託料で、処理施設運転管理委託

料１，３５３万円、１５節工事請負費で、処理施設維持補修工事８５８万５，６００円な

どでした。 

      続いて、２款１項の公債費は、支出済額９，３１６万６，７０７円、元金・利子の償還

金です。 

      ３款１項予備費の支出はございませんでした。 

      一番下の行にいきまして、歳出の総額は、支出済額１億７，７０４万５，５２４円、不

用額は２３４万４，４７６円でした。 

      以上で農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和元年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算につきまして、令和２年８月

７日、監査委員坂田一広さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された農業集落排水事業特別会計

の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をご覧ください。 

      以上です。 
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議  長（山畑祐男君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

      ただいま議題となっております認定第５号は、総務産業常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１４ 認定第６号 令和元年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出 

            決算認定について 

議  長（山畑祐男君） 日程第１４、認定第６号 令和元年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別

会計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 認定第６号 令和元年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳

出決算認定についての提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業

特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものです。 

      以下、詳細につきましては税務会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） それでは、決算書の２６９ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入歳出総額は２２５万４，７８６円、歳出総額も同額の２

２５万４，７８６円ということで、歳入歳出差引き額、実質収支額ともゼロ円です。前年

度と比較しますと、歳入総額につきましては２１２万６，８４５円の減、増減率では４８．

５％の減でした。歳出総額につきましても２１２万６，８４５円の減、４８．５％の減で

した。 

      続いて、２７０ページ、２７１ページをお願いいたします。 

      令和元年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっており

ます。 

      ２７２ページ、２７３ページは、その歳出です。 

      ２７４ページ、２７５ページは、歳入歳出事項別明細書の総括の歳入です。 

      ２７６ページ、２７７ページの事項別明細書で説明させていただきます。 
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      １款１項１目貸付事業収入、収入済額２１８万９，７８６円、１節貸付金元金回収金現

年度分、収入済額１７万９，１７８円、収入未済額はございませんでした。２節貸付金元

金回収金過年度分は、収入済額１６３万７３２円、収入未済額９，１０４万６，５６９円、

収入未済の人数は２５人でした。３節貸付金利子回収金現年度分は、収入済額１，０４４

円、収入未済額はございませんでした。４節貸付金利子回収金過年度分は、収入済額３７

万８，８３２円、収入未済額１，８３９万３，６１１円、収入未済の人数は２５人でした。

不納欠損額はございませんでした。 

      別冊の主要施策の成果説明書１８１ページから１８６ページまで、貸付金及び貸付金財

源等の年度別調書となっております。 

      １８７ページは貸付金元金回収金・利子回収金の現年度分、過年度分の総括表となって

おります。ご確認いただければと思います。 

      決算書２７６ページ、２７７ページに戻りまして、２款１項県補助金は、収入済額６万

５，０００円でした。 

      一番下の行にいきまして、歳入合計は、収入済額２２５万４，７８６円、収入未済額１

億９４４万１８０円でした。 

      次に、歳出の説明をさせていただきます。 

      決算書の２７８ページ、２７９ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ２８０ページ、２８１ページの事項別明細書で説明させていただきます。 

      歳出の１款１項総務管理費は、支出済額８万８，７０４円。 

      ２款１項の繰出金は、一般会計への繰出金で、支出済額２１６万６，０８２円でした。 

      ３款１項予備費の支出はございませんでした。 

      一番下の行へいきまして、歳出の総額は、支出済額２２５万４，７８６円、不用額は７

２万２１４円でした。 

      以上で住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和元年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算につきまして、令和２

年８月７日、監査委員坂田一広さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された住宅新築資金等貸付事業特
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別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝

票及び関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結

果、計数的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お

手元の資料をご覧ください。 

      以上です。 

議  長（山畑祐男君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑を行います。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

      ただいま議題となっております認定第６号は、文教厚生常任委員会に付託いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１５ 認定第７号 令和元年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定に 

            ついて 

議  長（山畑祐男君） 日程第１５、認定第７号 令和元年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 認定第７号 令和元年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定

についての提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度吉岡町介護保険事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものです。 

      以下、詳細につきましては税務会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） それでは、決算書の２８５ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は１３億９，０６７万７，１８６円、歳出総額は１

３億６，２２１万６，６５２円、歳入歳出差引き額は２，８４６万５３４円、実質収支額

も同額の２，８４６万５３４円でした。前年度と比較しますと、歳入総額につきましては

６０４万５，５８９円の増、増減率では０．４％の増でした。歳出総額につきましては、

２，１７５万９，７９７円の増、１．６％の増でした。 

      次に、２８６ページ、２８７ページをお願いいたします。 
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      令和元年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      ２８８ページ、２８９ページは、その歳出です。 

      ２９０ページ、２９１ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２９２ページ、２９３ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款１項介護保険料は、収入済額３億５，３１４万１００円、不納欠損額１４５万９，

３００円、収入未済額３６０万１，９００円でした。不納欠損の該当者は４２人、収入未

済の該当者は７１人でした。１目第１号被保険者保険料１節現年度分特別徴収保険料、収

入済額３億２，９１６万１，４００円、収入未済額のマイナス１７万２，０００円は、死

亡等による払戻し分です。２節現年度分普通徴収保険料は、収入済額２，３６７万６，７

００円、収入未済額は１９４万２，１００円、３節滞納繰越分普通徴収保険料は、収入済

額３０万２，０００円、不納欠損額１４５万９，３００円、収入未済額は１８３万１，８

００円でした。 

      別冊の主要施策の成果説明書１９０ページに年度ごとの第１号被保険者数、徴収額等を

記載しておりますので、参考にご覧いただければと思います。 

      決算書２９２ページ、２９３ページに戻りまして、中段の２款国庫支出金１項国庫負担

金、収入済額２億２，４８１万５，７２３円は、現年度分介護給付費負担金です。２項国

庫補助金は、収入済額４，４７８万２，２５５円、内訳といたしましては、主に１目調整

交付金で、収入済額２，４８４万４，０００円、２目地域支援事業交付金（介護予防・日

常生活支援総合事業）で８５３万５，４００円。３目地域支援事業交付金（介護予防・日

常生活支援総合事業以外の地域支援事業）で９３２万５，８５５円などでした。 

      ２９４ページ、２９５ページに移りまして、３款１項支払基金交付金は、収入済額３億

４，２４０万９，０００円でした。 

      ４款県支出金１項県負担金、収入済額１億７，９４４万６，０００円は、現年度分介護

給付費負担金です。 

      ２項県補助金は、収入済額９００万４，６６０円でした。 

      決算書２９６ページ、２９７ページに移りまして、６款１項一般会計繰入金は、収入済

額１億９，２４１万３，３２６円。 

      一番下の行にいきまして、７款１項繰越金は、前年度からの繰越金で４，４１７万４，

７４２円。 

      ２９８ページ、２９９ページにいきまして、８款諸収入は、収入済額４８万６，９７７

円でした。 

      一番下の行にいきまして、歳入合計は、収入済額１３億９，０６７万７，１８６円、不

納欠損額１４５万９，３００円、収入未済額９８６万６，３１４円でした。 
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      次に、歳出の説明をさせていただきます。 

      決算書３００ページ、３０１ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ３０２ページ、３０３ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      歳出の１款の総務費は、支出済額１，９８４万５，７７６円、内訳は１項総務管理費、

支出済額１５５万６，１６９円、中段の２項徴収費は、支出済額７３万６，３３６円、３

項介護認定審査会費は、支出済額１，３７０万５，７０４円でした。 

      ３０４ページ、３０５ページに移りまして、２款保険給付費、支出済額１２億５，８８

４万６，０４２円、内訳といたしましては、１項介護サービス等諸費、支出済額１１億６，

０６２万６，６５５円。 

      次ページ、３０６ページ、３０７ページに移りまして、下段、２項介護予防サービス等

諸費が２，９９２万８，０６５円。 

      決算書３０８ページ、３０９ページに移りまして、下段、３項その他諸費９８万８，０

６４円。 

      決算書３１０ページ、３１１ページに移りまして、４項高額介護サービス等費、支出済

額２，６０１万７，９８６円。 

      ５項高額医療合算介護サービス等費、支出済額３０３万４，３３２円。 

      ６項特定入所者介護サービス等費、支出済額３，８２５万９４０円。 

      決算書３１２ページ、３１３ページに移りまして、中段より少し下で、４款地域支援事

業費、６，２０６万９，０２３円。１項包括的支援事業・任意事業費、支出済額２，６４

４万４，９１２円。 

      決算書３１４ページ、３１５ページに移りまして、２項介護予防・生活支援サービス事

業費、支出済額３，５０８万３，９７２円。 

      ３１６ページ、３１７ページに移りまして、３項一般介護予防事業費、支出済額４４万

２，０２７円。４項その他諸費９万８，１１２円。 

      続きまして、５款諸支出金、支出済額２，１４５万５，８１１円。１項償還金及び還付

金は、支出済額２，０９７万７，８１１円。 

      ２項繰出金は、一般会計繰出金で４７万８，０００円でした。 

      別冊の主要施策の成果説明書１９１ページ中段をご覧ください。 

      ３、給付状況として、（１）居宅介護（介護予防）サービス受給者数、（２）施設介護

サービス受給者数を記載しております。 

      １９２ページに移りまして、（３）地域密着型（介護予防）サービス受給者数、（４）

予防給付費と介護給付費等の給付比率、（５）要介護者の給付内容と給付費、１９３ペー

ジに移りまして、（６）要支援者の給付内容と給付費一覧となっております。参考にご確
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認いただければと思います。 

      決算書３１８ページ、３１９ページに戻っていただきまして、一番下の行にいきまして、

歳出の総額は、支出済額１３億６，２２１万６，６５２円、不用額は４，５３３万５，３

４８円でした。 

      以上で介護保険事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和元年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきまして、令和２年８月７日、

監査委員坂田一広さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された介護保険事業特別会計の歳

入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関係

書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的に

は正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料を

ご覧ください。 

      以上です。 

議  長（山畑祐男君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

      ただいま議題となっております認定第７号は、文教厚生常任委員会に付託いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１６ 認定第８号 令和元年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 

            認定について 

議  長（山畑祐男君） 日程第１６、認定第８号 令和元年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 説明申し上げます。 
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      認定第８号 令和元年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について

の提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度吉岡町後期高齢者医療事業特別

会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものです。 

      以下、詳細につきましては税務会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） それでは、決算書の３２３ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は２億５７９万７，５８７円、歳出総額は２億１３

万７，３８７円、歳入歳出差引き額は５６６万２００円、実質収支額も同額の５６６万２

００円です。前年度と比較しますと、歳入総額につきましては、１，５８８万２，１６３

円の増、増減率では８．４％の増でした。歳出総額につきましては、１，４０７万６，２

６３円の増、７．６％の増でした。 

      次に、３２４ページ、３２５ページをお願いいたします。 

      令和元度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      ３２６ページ、３２７ページはその歳出です。 

      ３２８ページ、３２９ページは歳入歳出事項別明細書、総括の歳入です。 

      ３３０ページ、３３１ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款１項後期高齢者医療保険料は、収入済額１億５，１７１万２，７００円、収入未済

額２２万７，５００円でした。収入未済の該当者は７人でした。内訳といたしまして、１

目特別徴収保険料１節現年度分特別徴収保険料が収入済額９，１５５万８，７００円、収

入未済額のマイナス１万３，９００円は死亡等による払戻し分です。２目普通徴収保険料

１節現年度分普通徴収保険料は、収入済額５，９９４万３，８００円、収入未済は２４万

１，４００円、２節滞納繰越分普通徴収保険料、収入済額２１万２００円でした。 

      ２款繰入金１項一般会計繰入金は、収入済額４，２１８万９，６２２円で、内訳といた

しましては、１目事務費繰入金８６６万５３９円、２目保険基盤安定繰入金３，３５２万

９，０８３円でした。 

      続いて、３款１項繰越金は、収入済額３８５万４，３００円、前年度からの繰越金です。 

      ４款諸収入、収入済額８０４万９６５円。主な内訳といたしましては、次ページに移り

まして中段、４項受託事業収入５９４万８，００１円で、後期高齢者医療広域連合受託事

業収入です。 

      続いて、５項雑入１９２万６，７６４円でした。 
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      一番下の行にいきまして、歳入合計は、収入済額２億５７９万７，５８７円、収入未済

額２２万７，５００円でした。 

      次に、歳出の説明をさせていただきます。 

      ３３４ページ、３３５ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ３３６ページ、３３７ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      歳出の１款総務費は、支出済額８７２万９，４０８円、内訳といたしまして、１項総務

管理費、支出済額８３５万４，４４８円、主なものといたしましては、１３節委託料で、

支出済額７１６万３，００１円でした。 

      ２項徴収費は、支出済額３７万４，９６０円でした。 

      続いて、２款１項後期高齢者医療広域連合納付金は１億９，０１１万９，０１５円、内

訳といたしましては、広域連合事務費等負担金６６７万９，１３２円、保険料等負担金１

億４，９９１万８００円、保険基盤安定負担金３，３５２万９，０８３円でした。 

      続いて、３款諸支出金１項償還金及び還付加算金は、支出済額１６万２，２００円でし

た。 

      決算書３３８ページ、３３９ページに移りまして、２項繰出金１目一般会計繰出金は、

支出済額１１２万６，７６４円。 

      ４款予備費の支出はございませんでした。 

      一番下の行にいきまして、歳出の総額は、支出済額２億１３万７，３８７円、不用額は

５３２万９，６１３円でした。 

      以上で後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和元年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算につきまして、令和２年８

月７日、監査委員坂田一広さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された後期高齢者医療事業特別会

計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及

び関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計

数的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の

資料をご覧ください。 
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      以上です。 

議  長（山畑祐男君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

      ただいま議題となっております認定第８号は、文教厚生常任委員会に付託いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１７ 認定第９号 令和元年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定につ 

            いて 

議  長（山畑祐男君） 日程第１７、認定第９号 令和元年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び

決算認定についてを議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 説明申し上げます。 

      認定第９号 令和元年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定について提案理由

を申し上げます。 

      地方公営企業法第３２条第２項の規定による利益の処分及び第３０条第４項の規定によ

る令和元年度吉岡町水道事業会計決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付す

るものです。 

      詳細につきましては上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決、認定くださ

いますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 補足説明をさせていただきます。 

      決算書３４４、３４５ページをお願いいたします。 

      初めに、令和元年度吉岡町水道事業決算報告書により説明いたします。 

      収益的収入及び支出の決算ですが、水道事業の経営活動に伴い発生する収支について記

載をしたものでございます。 

      なお、詳細については３６０ページ以降に水道事業会計収益費用明細書を添付しており

ますので、それぞれご確認をお願いいたします。 

      まず収入では、１款水道事業収益、右ページになりますが、決算額で４億２，４０６万

３，４９９円、内訳として、１項営業収益３億８，３１４万９，３８７円、主な収益は水
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道使用料や水道新規加入金、手数料などの収益となっております。 

      ２項営業外収益４，０９１万４，１１２円、内容については下水道事業からの負担金や

放射性物質水質検査の実施に伴う東京電力補償費のほか、長期前受金戻入の計上でござい

ます。 

      第３項特別利益、決算額はゼロです。 

      続いて、支出です。 

      第１款水道事業費用、決算額３億９，１５１万８０３円。内訳で、１項営業費用３億６，

４５２万７，４３２円、内容については施設などの維持管理のための配水給水や事業運営

に係ります総係費のほか、減価償却費なども含まれております。 

      ２項営業外費用２，６９８万３，３７１円、企業債の利子償還金と消費税でございます。 

      ３項特別損失、４項予備費はともに決算額ゼロでございます。 

      次に、３４６、３４７ページをお願いいたします。 

      資本的収入及び支出ですが、施設整備などに関する収支報告となっております。 

      収入、１款資本的収入、３４７ページになりますが、決算額で１億８００万９，０００

円、内訳、１項出資金３，０００万円、町からの出資金となります。 

      ２項工事費３００万円、町からの消火栓設置工事負担金です。 

      ３項補助金７，５００万９，０００円、防衛省所管の国庫補助金で、老朽管更新事業の

補助金となっております。 

      続いて支出でございますが、１款資本的支出、決算額２億９，９６６万５８７円。内訳、

１項建設改良費２億２，６０３万７，５１４円、施設整備に係ります人件費や工事費とな

っております。第２項企業債償還金７，３６２万３，０７３円、企業債の元金償還金とな

ります。 

      なお、３４４ページから３４７ページまでの収支決算報告書は、消費税込みの金額とな

っております。 

      続いて、３４８、３４９ページをお願いいたします。 

      令和元年度吉岡町水道事業損益計算書をご覧ください。 

      損益計算書については、水道事業１年間の経営活動、経営成績を示すものでございます。 

      なお、金額については消費税分を差し引いた額で記載をしております。 

      １の営業収益では、（１）給水収益と（２）その他営業収益を足した額で、右ページに

なりますが、３億５，２５８万７，５１０円。 

      ２の営業費用は、（１）の配水及び給水費から（５）のその他営業費用を足した額で、

３億５，０４８万５，０８５円。 

      １の営業収益から２の営業費用を差し引いた額が営業利益で、３４９ページの中段、２
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１０万２，４２５円となります。 

      ３の営業外収益は（１）の長期前受金戻入と（２）の雑収益を足した額４，０９７万９，

０２６円となります。 

      ４の営業外費用では、（１）の支払い利息の額２，３２８万５，２７１円を計上してお

り、３の営業外収益から４営業外費用の差引き額は、営業外収支で１，７６９万３，７５

５円となります。令和元年度における経常利益は、営業利益と営業外収支を足した額で１，

９７９万６，１８０円、過年度の修正損益などもございませんので、経常利益が当年度純

利益、決算黒字の結果となっております。 

      なお、この純利益は当年度における未処分利益剰余金となります。 

      続いて、３５０、３５１ページをお願いいたします。 

      令和元年度の水道事業剰余金計算書になりますが、先ほどの損益計算書で説明をした当

年度未処分利益剰余金の処分案について記載をしております。未処分利益剰余金を積立て

する場合は、地方公営企業法の規定により剰余金処分案を議決していただく必要がござい

ます。ページの上段の表は、令和元年度水道事業剰余金の期首、期末における積立て状況

をお示ししたものでございます。 

      下の表をご覧ください。 

      当年度発生した未処分利益剰余金の処分計算書の案となります。地方公営企業法第３２

条第２項の規定により、議会の議決により剰余金の処分をお願いする内容になります。 

      ３５１ページ、表の右の端、未処分利益剰余金、当年度末残高１，９７９万６，１８０

円全額を建設改良積立金に議決処分をしていただき、建設改良積立金の残高を１億２，３

２３万２，８７７円に増額し、未処分利益剰余金の繰越残高をゼロ円にしたいとするもの

であります。 

      次に、３５２、３５３ページをお願いいたします。令和元年度の水道事業貸借対照表に

なります。水道事業の財政状況を明らかにしたもので、決算時におけます保有する全ての

資産と負債及び資本を示したものとなります。表は、「資産の部」と「負債及び資本の

部」に分かれております。 

      ３５２ページ、「資産の部」では、１の固定資産は（１）の有形固定資産で、合計が３

７億６，７２０万４，３９９円。 

      ２の流動資産は、現金や比較的短期間のうちに回収されます債権で、合計３億２６８万

８，３４８円。 

      資産の合計は、１の固定資産と２の流動資産を合わせた４０億６，９８９万２，７４７

円となります。 

      ３５３ページの「負債の部」でございますが、３の固定負債９億２，１８２万３，３８
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５円。 

      ４の流動負債は、（１）の企業債から（５）の引当金までの合計で１億８，７７１万１，

７６２円。 

      ５の繰延収益、１０億９，１６４万１，６２５円。 

      負債の合計については、３の固定負債、４の流動負債、５の繰延収益の合計で２２億１

１７万６，７７２円となります。 

      続いて、「資本の部」ですが、資本の合計は６の資本金、７の剰余金を足した合計１８

億６，８７１万５，９７５円、３から５の「負債の部」に６と７の「資本の部」を足した

合計は４０億６，９８９万２，７４７円となり、左のページ下段の資産合計と同額でござ

います。 

      次に、３５４ページをお願いします。こちらについては決算附属資料となりますが、事

業報告で総括や予算等の議決事項、３５５、３５６ページには主な建設工事の概要を報告

しております。 

      建設工事では、防衛省の補助金で実施しました老朽管更新事業で、繰越しを含めて総額

１億９，２２８万２，６００円、１３工事を実施しております。そのほかにも舗装本復旧

工事、単独での配水管工事を実施したところでございます。 

      ３５７ページをご覧ください。 

      （１）に業務量を記しております。当年度における年度末の給水人口２万１，６１６人、

給水戸数が８，１９７戸、ともに前年対比増加となっております。また、年間配水量は２

８２万７，１９７立方メートル、有収水量は２４４万１，６９１立方メートル、有収率８

６．４％、前年度比較で１０５．２％改善が図られた状況でございます。 

      ３５８ページをご覧ください。（３）の事業費に関する事項では、①の供給単価が１３

１円２１銭、②の給水原価が１３６円０６銭となっております。また、下段（２）の企業

債の概況については、本年度末の償還残高が９億９，７３６万２５８円でございます。 

      ３５９ページのキャッシュ・フロー計算書については、令和元年度における事業活動に

よりどれだけ資金が増減したかを示す計算書となっております。 

      また、３６０ページ以降には収益費用明細書及び固定資産・企業債明細書等の附属資料

を添付しております。 

      以上、認定９号の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 
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代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和元年度吉岡町水道事業会計決算につきまして、令和２年８月７日、監査委員坂田一

広さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された水道事業会計の決算報告

書について、予算額及び収益的収支、資本的収支並びに日計伝票、歳入歳出伝票、振替伝

票により出納書類を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的には

正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料をご

覧ください。 

      以上です。 

議  長（山畑祐男君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第９号は、総務産業常任委員会に付託します。 

      本日の日程のうち、以上をもって令和元年度決算認定に関する議題が終了いたしました。 

      石関代表監査委員には、監査報告お疲れさまでございました。 

      ここで監査委員が退場いたしますので、暫時休憩といたします。再開を２時４０分とい

たします。ご苦労さまでした。 

          午後２時２１分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後２時４０分再開 

議  長（山畑祐男君） 会議を再開します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１８ 議案第６２号 令和２年度吉岡町一般会計補正予算（第５号） 

議  長（山畑祐男君） 日程第１８、議案第６２号 令和２年度吉岡町一般会計補正予算（第５

号）を議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第６２号 令和２年度吉岡町一般会計補正予算（第５号）について

提案理由の説明を申し上げます。 

      本補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億８，５９７万４，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０４億３，２５１万６，０００円とする
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ものです。 

      今回の補正の主な内容ですが、まず歳入では、本年度の普通交付税が確定したことによ

る増額や国庫補助金の確定などに伴い、各種町債の見直しを実施しております。 

      歳出につきましては、３款民生費の障害者福祉費や児童保育費において、令和元年度の

事業確定に伴い、国や県への返還金を計上しております。また、８款土木費では駒寄スマ

ートＩＣ周辺の道路整備に伴う測量設計業務や用地買収費を計上しております。 

      そのほか詳細につきましては企画財政課長に説明させますので、よろしくご審議の上、

可決いただきますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） それでは、議案第６２号 令和２年度吉岡町一般会計補正予算（第５

号）の議案書、表紙１ページをご覧ください。 

      第１条第１項の歳入歳出予算の補正額につきましては、ただいま町長が提案説明の中で

申し上げたとおりでございます。 

      第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表・歳入歳出予算補正」によるということで、こちらにつきまし

ては、２ページから６ページまでに記載されており、説明につきましては、後ほど補正の

款項の区分等も含めて事項別明細書で説明させていただきます。 

      次に、第２条 地方債の補正は、第２表・地方債補正によるとなっており、これにつき

ましては、７ページをご覧ください。 

      追加といたしまして、まず一般事業債のよしおか温泉リバートピア吉岡空調機更新事業

２，０３０万円でございます。こちらは、このページ一番下段の公共施設等適正管理推進

事業債から振り替えるものとなります。その下、地方道路等整備事業債（渋川吉岡連携道

路事業）１，９４０万円は、事業内容の精査により次ページ、８ページの中段の公共事業

等債から一部を振り替えるものとなっております。３段目、学校教育施設等整備事業債

（中学校トイレ改修及び給水設備更新事業）の５３０万円は、令和３年度に予定している

工事のための設計業務に対するものです。 

      次に、変更となります。 

      まず、臨時財政対策債ですが、こちらは臨時財政対策債の発行可能額の確定によるもの

で、補正前の限度額２億２，４００万円に２，６４０万円を追加し、２億５，０４０万円

とするものです。 

      次の公共施設等適正管理推進事業債（よしおか温泉リバートピア吉岡空調機更新事業）

は、先ほどご説明したとおり全額を上の一般事業債に振り替えるものとなります。 
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      ８ページをご覧ください。 

      １段目、公共事業等債（道路改良事業）は、事業費の増に伴い限度額を２，３９０万円

とするものです。 

      ２段目、公共事業等債（橋梁長寿命化事業）につきましては、社会資本整備総合交付金

の減額に伴い起債対象事業費が減額となったため、限度額を６４０万円に減額するものと

なります。 

      ３段目、公共事業等債（駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業）は、補助金が増額となっ

たため限度額を４，５９０万円に減額するものです。 

      ４段目、公共事業等債（渋川吉岡連携道路事業）は、先ほどご説明したとおり事業内容

の精査により７ページの地方道路等整備事業債に一部を振り替えたため、限度額を８００

万円に減額するものです。 

      その下、５段目、地方道路等整備事業債（道路改良事業）は、町道三宮・駒寄線道路改

良工事など、単独事業費の増に伴い限度額を５，３４０万円に増額するものです。 

      次の地方道路等整備事業債（橋梁長寿命化事業）は、２段目の公共事業等債でご説明し

たとおり、社会資本整備総合交付金が減額となったため、起債の限度額を２，６９０万円

に増額するものです。 

      最後、地方道路等整備事業債（駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業）は、財源の見直し

に伴い限度額を３００万円とするものです。 

      続きまして、１２ページをご覧ください。ここから主な補正内容につきまして事項別明

細書で説明させていただきます。 

      まずは歳入でございます。 

      １款２項１目の固定資産税ですが、新型コロナウイルスの影響に伴う徴収猶予の申請に

基づき、２５０万９，０００円の減。その下、入湯税につきましても、新型コロナウイル

スの影響を鑑み、４１８万２，０００円の減といたしました。 

      １０款１項１目１節地方特例交付金ですが、個人住民税減収補塡特例交付金などの交付

決定に伴い、総額１，５７２万８，０００円の増となります。 

      １３ページ、１１款１項１目地方交付税１節普通交付税は、算定の結果、交付額が確定

したことによるもので、９，３２８万１，０００円の増となります。 

      次に、１４ページをご覧ください。 

      １５款国庫支出金２項国庫補助金５目１節土木費国庫補助金のうち社会資本整備総合交

付金（橋梁長寿命化修繕事業）１，３２０万円の減は、国からの交付内示に伴うものとな

ります。 

      次に、１６ページ下段をご覧ください。 
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      １９款繰入金２項１目１節財政調整基金繰入金は、１，９５４万８，０００円の減額で

す。これにより、本補正後の財政調整基金からの繰入れは６億９，６２６万円となります。 

      １７ページ中段、２０款１項１目１節繰越金ですが、令和元年度の決算剰余金の確定に

より、１，４４１万８，０００円の増となります。 

      続きまして、１８ページをご覧ください。 

      歳入の最後、２２款町債につきましては、先ほど地方債の補正にて説明させていただき

ましたので、省略させていただきます。 

      続きまして、歳出の主な補正内容につきましてご説明いたします。 

      なお、給料、職員手当、共済組合負担金、退職手当負担金は、全款項目を通じて人事異

動等による増減となっておりますので、個別の説明は省略させていただきます。 

      それでは、２１ページ下段をご覧ください。 

      ２款総務費１項総務管理費９目基金費２４節積立金、財政調整基金７２０万９，０００

円の増ですが、こちらは令和元年度の決算により実質収支が確定したことによる積立金の

増となります。 

      次に、ページが飛びますが、２７ページ中段をご覧ください。 

      ３款民生費１項社会福祉費６目障害者福祉費２２節償還金、利子及び割引料で、返納金

３，６７７万３，０００円の増となります。こちらは令和元年度の事業の精算に伴い国と

県に返還するものとなります。 

      次に、２９ページ上段をご覧ください。 

      ２項児童福祉費３目児童保育費１８節負担金、補助及び交付金で、保育対策総合支援事

業費補助金（保育環境改善等事業分）２８７万７，０００円の増です。こちらは町内保育

施設での新型コロナウイルス感染症対策に対し、１園につき５０万円を限度に補助するも

のです。財源につきましては、国庫補助１０分の１０となっております。その下、返納金

の１，６５０万３，０００円につきましては、先ほどの障害者福祉費と同様に令和元年度

の事業精算に伴い国と県に返還するものとなります。 

      続きまして、３１ページ中段をご覧ください。 

      ４款衛生費２項清掃費２目塵芥処理費１２節委託料で、最終処分場候補地選定業務委託

料２００万円です。次期最終処分場の候補地を選定するための業務委託となります。 

      ページを飛んでいただきまして、３５ページ上段をご覧ください。 

      ８款土木費２項道路橋梁費２目道路維持費１４節工事請負費で、道路維持補修工事（単

独）２，５９６万円の増です。こちらは町内の道路や側溝、水路など緊急補修工事の増に

よるものです。 

      次に、３目道路新設改良費１２節委託料で、町道改良測量設計委託料（単独）６００万
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円及び３行下の用地買収費（補助）９００万円の増です。こちらは熊野・吉開戸線や金竹

西・吉開戸線など、駒寄スマートＩＣ東側周辺の道路整備事業に要する経費となります。

１４節工事請負費で、町道改良工事（単独）２，０００万円は、町道三宮・駒寄線道路改

良工事の増に伴うものとなります。 

      続きまして、３６ページをご覧ください。 

      ４項都市計画費２目都市施設費１４節工事請負費で、補修工事（城山みはらし公園）の

４００万円の増は、みはらし公園内の階段に発生したクラックの補修工事の経費となりま

す。その下、２１節補償、補塡及び賠償金で、補償費（スマートＩＣ）は５２０万円の増

となります。こちらは駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業での電柱地中化に伴う移転補償

費の増となります。 

      ３７ページ下段をご覧ください。 

      １０款教育費１項教育総務費２目事務局費１８節負担金、補助及び交付金で、修学旅行

等負担金（コロナ関連）５７０万円の増です。こちらは、新型コロナウイルス禍において

感染症予防の観点から移動手段等を変更した際に発生する費用増加分を町が負担すること

で保護者負担軽減を図り、中学生の修学旅行等を安全かつ安心して実施するための支援を

行うものとなります。 

      ３９ページ下段をご覧ください。 

      １０款教育費２項小学校費３目学校建設費１４節工事請負費で、明小維持補修工事の１

４３万円は、給食コンテナ配送口のサッシ改修工事を実施するものです。その下、駒小維

持補修工事２９４万８，０００円は、南校舎の空調機修繕工事や校舎北側の駐車場整備工

事を実施するものとなります。 

      ４０ページ中段をご覧ください。 

      ３項中学校費３目学校建設費１２節委託料で、トイレ改修及び給水設備更新工事設計業

務委託７１９万４，０００円は、来年度、令和３年度に実施予定の工事の設計業務委託料

となります。その下、１４節工事請負費の３７４万６，０００円は、空調機補修工事及び

東校舎の外構工事費の増となります。 

      続きまして、４３ページ下段をご覧ください。 

      １２款１項公債費の１目元金及び２目の利子ですが、どちらも令和元年度事業の借入分

の借入先が確定したことに伴う補正となっております。 

      ここまでが歳入歳出補正予算の主な増減内容となります。 

      また、次ページ、４４ページから４７ページは給与費明細書となっております。 

      最終の４８ページは、地方債の平成３０年度末及び令和元年度末における現在高並びに

令和２年度末における現在高の見込みに関する調書となります。今回の補正予算で臨時財
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政対策債等、起債の借入限度額を変更いたしましたので、本調書を添付させていただきま

した。 

      また、参考資料といたしまして、本補正予算の説明資料となりますが、Ａ４判で２０ペ

ージの別冊を添付させていただきました。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

      小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 最初に３６ページでありますけれども、８款土木費４項都市計画費の中の

２目都市施設費の中で、城山みはらし公園の工事請負費、これクラックができたとかと今

説明がありましたけれども、これどういうことだったのか。できて間もないんで、瑕疵担

保責任なんか全く関係のないことなのかどうかということの確認です。 

      それから、３７ページですけれども、１０款教育費の２目の事務局費の中の１８節の修

学旅行等負担金（コロナ関連）という中で、安全のためにということで、修学旅行なんで

しょうけれども、今修学旅行を最近になってまたばたばたとあちこちで中止をするという

ようなことが出てきていますよね。そういう中で、これを見るとコロナに十分配慮して今

のところは行くんだという決断のようなんですけれども、どうなるか分かりませんけれど

もこれは本当に慎重にすべき問題だというふうに思いますし、だから、その辺をどのよう

に考えているのかということをお尋ねをしたいと思います。 

      それから、中学校費で４０ページ、学校建設費の中の１２節委託料の中でトイレ改修及

び給水設備の更新工事というもの、これは手を使わなくても水が出るように、今随分そう

いうものをやっているらしいですけれども、そういうことの工事なんでしょうか。そうだ

とすれば、これ全ての小学校、中学校、公立の学校は当然ですけれども、ほかのいろいろ

公共施設がありますよね。そういうところでも考えなければならない問題だと思うんです

けれども、学校も含めてその辺についてはどういう考えを持っているのかをまずお尋ねし

ます。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 今小池議員のほうから３点質問いただきました。 

      城山みはらし公園につきましては建設課長のほうから、また、修学旅行、また吉中のト

イレ改修等につきましては教育委員会事務局長のほうから答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 
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              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 城山みはらし公園の関係でございますけれども、本体工事が平成２８年度

に実施されまして、平成２９年度に今回のこの階段部分の改修の工事が施工されました。

お尋ねの瑕疵担保責任なんですけれども、２年が過ぎてしまったということで、今回町の

ほうで工事で対応したということでございます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） まず、修学旅行につきましては今の町の学校３校では修学旅行

を児童生徒に体験させてあげたいという思いから、開催時期とか行き先とか交通手段の見

直しなどによって、それぞれの学校で感染症対策に配慮しながら実施に向けた準備を進め

ております。 

      今回の予算の関係なんですが、当初子供たちを高崎から京都、奈良まで新幹線等を使っ

て行く予定だったんですが、そちらをこちらのほうから貸切りバスにして行くと。なおか

つ、バスの中の座席を２人がけのところに１人で座るような、そんな対応をしながら安全

に行けるような、そんな対応をしながら安全に行けるような、そんな対応を考えていると

ころでございます。 

      また、トイレの改修のほうにつきましては、自動水栓等につきましては過日の７月の臨

時会のほうで予算をつけていただきまして、その準備が進められております。ここで上げ

させていただいたトイレ改修及び給水設備更新事業につきましては、今回吉岡中学校の北

校舎と南校舎のトイレを改修しまして、便器の洋便器化、あと床の乾式化を行うことによ

りトイレの衛生環境を整えたいと。同時にトイレの自動水栓化もしていくんですが、それ

とともに給水管の赤さび問題へも対応ができるような形でトイレ改修に向けた給水管の更

新工事も図っていきたいという形で考えているところでございます。 

議  長（山畑祐男君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 最初の質問ですけれども、城山みはらし公園ですけれども、できてからも

う２年たって、どの程度どんなふうに破損しているんだか分かりませんけれども、確かに

造ってまだ３年ですか。それでも瑕疵担保責任が過ぎたからといっても、どうも微妙な部

分だと思うんですよね。 

      何でできたのか。でも、もしかしたら工事そのものがどうであったかということの、そ

の検証もしっかりした中で瑕疵担保責任が問えないのかどうなのか。これ常識から考える

と造って２年ぐらいで……でも、これだけの金をかけて直すというんですけれども、それ

なりのことなんでしょうけれども、ちょっと常識では考えられないことなんですよね。 
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      だから、本当に、これは担当の委員会でも行ってしっかり調査をしてもらってというこ

とも大事でしょうけれども、どうも解せないんで、私はこれ十分な調査が必要だというふ

うに思いますし、その施工業者との話はどうだったかということも分かっている範囲で聞

きたいと思っています。 

      それと、今コロナの問題で修学旅行等になりますと３密を避けるというのが最優先と言

われておりますけれども、限られた空間の中で、バスの中というのはまさに３密そのもの

ですよね。 

      そういう中で、私もぜひとも子供たちの希望に添えるようにしてあげたいと。しかし、

そのことが結果的にまた大きな子供たちがコロナに感染すると。誰かが菌があったりする

とまたそれが感染してしまう。ともすればまた何か月か先にどうなるか分かりませんから、

それは状況を見ながら実施はするんでしょうけれども、でも行けるようだったらそういう

対策をしてやりたいということなんでしょうけれども、私はそのことというのが、どうし

ても決めたことというのはそれは走りたがるんですけれども、撤退も勇気が必要ですよね。

そういうことも十分に考えて、後で問題のないようなふうにして行っていただきたいとい

うことは強く申し上げておきたいと思います。それについての見解も問いますけれども。 

      それから、お手洗いのことはこれで大体全部の３校とも手を使わないで、お手洗いも自

動になって、あと手洗いのほうですね。栓を使わないで手がまた洗える状態にこれでみん

ななるわけですか。今の到達状況はどうですか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） みはらし公園関係につきましては建設課長よりもう少し詳しく話をさせ

ます。また、修学旅行関係につきましては教育長のほうから学校等との連携をご説明させ

ていただきます。また、給水管系につきましては事務局長のほうから説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 遊歩道の階段部分においてコンクリートのところにひびが入ってしまった

最大の原因なんですけれども、コンクリートの舗装と擬木の伸縮性の違いによって人が階

段のほうに見渡したときに、その伸縮性の違いでひびが入ってしまったというふうな原因

と考えております。 

      また、工事につきましては工事が施工後、町の完了検査もしっかり行っておりますので、

今回は間隔的に期間が過ぎてしまったということで町のほうで施工を行うということでご

ざいます。 

議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 
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              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） ただいまの小池議員からの修学旅行の実施についての見解ですけれども、

何を判断基準にするかというのは非常に難しいところだと思うんですけれども、１つは移

動手段等においては文部科学省のガイドラインで貸切りバスを使用することについての見

解、これを参考にさせていただいております。 

      その中では、現在のクラスの子供たちの人数に対して２台のバスを使う、クラスで２台

のバスを使うという状況において実施すればそのガイドラインには十分に対応していると

いうふうに考えております。 

      また、近隣の市においては既に中学校あるいは小中学校、修学旅行を中止するというこ

とを決定した旨は報道等で承知しております。吉岡町の場合には小学校が２校、そして中

学校１校ということで、実施するしないについてはもう少し現在のコロナウイルスの感染

症の拡大状況、群馬県の拡大状況でもありますし、町の状況あるいは行き先の状況、この

辺の状況を実施する１０月末から１１月にかけて、その期間までにおいてどのような状況

になるかということをもう少し様子を見る猶予はあるというふうに考えておりますので、

そのための準備を今学校においても保護者の理解を得ながら着実に進めているところであ

ります。 

      実施することについては今現時点で確実に実施するということは申し上げられないんで

すけれども、でも、実施できる状況で進めているというところをご理解いただければあり

がたいと、そういうことについてのこの負担金の補正ということで理解していただけると

ありがたいと思います。 

      以上です。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 自動水栓、手洗いの部分につきましては、７月の臨時会のとき

に議決いただいたとおり、小学校については自動水栓、そして中学校についてはレバー式

の水栓ということで今準備を進めているところでございます。今度このトイレの改修等が

行われれば、ほぼ全てのそういう対応ができるのかなというふうに捉えているところでご

ざいます。 

議  長（山畑祐男君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 城山みはらし公園の件ですけれども、私は何せこの場所というのは新しく

造ったところですし、当然盛土をして造ったところですからしっかりとその地盤ができて

いなければそうなることは明々白々のことですよね。 
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      ですから、まだ造ったばかりですから瑕疵担保責任が過ぎたといえども、そもそも盛土

して造ったところですから、軟らかいところですから、ちゃんとしたその基礎工事がちゃ

んとなされたかどうかということが問題だと思うんですよね。 

      私は全くそれ見ていませんから、位置的に広いところですから、西側だか東側だかどこ

だか分かりませんけれども、どっちにしましても造って２年僅かでもうそんな状態になっ

てしまうというと、どこかに造る過程で問題があったというふうに私は思えてならないん

です。 

      ですから、もう瑕疵担保責任の２年が過ぎたからもう一方的に相手には問題がなくて町

が金を出して造るんだということになると、私は切りがないと思うんです。その辺もよく

精査した中での付議していただかないと、ただ悪くなってきたら町が予算を取ってまたや

り直せばいいんだということとは理屈が全く違うと思うので、ぜひとも慎重にやっていた

だきたいということをお願いをしておきますし、当たる委員会でもぜひその辺の調査をし

ていただきたいということも言いまして私の質問を終わります。 

議  長（山畑祐男君） ほかにありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第６２号は、総務産業常任委員会に付託いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１９ 議案第６３号 令和２年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号） 

議  長（山畑祐男君） 日程第１９、議案第６３号 令和２年度吉岡町学校給食事業特別会計補正

予算（第１号）を議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第６３号 令和２年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１

号）の提案理由を申し上げます。 

      この補正につきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５９万５，０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２，１５３万１，０００円とする

ものであります。 

      補正の内容につきましては、令和元年度決算の確定による繰越金の増額によるものでご

ざいます。 

      詳細につきましては教育委員会事務局長に説明させますので、よろしくご審議の上、可

決いただきますようお願いいたします。 
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議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） それでは、議案第６３号 令和２年度吉岡町学校給食事業特別

会計補正予算（第１号）の補足説明をさせていただきます。 

      この補正の内容といたしましては、先ほど町長が申し上げましたとおり、令和元年度決

算が確定いたしまして、実質収支額が７９万５，７４２円となりました。これを令和２年

度の繰越金として歳入額を補正するものとなります。 

      補正予算書の２ページの「第１表」歳入をごらんください。 

      第３款の繰越金の既決予算について２０万円を見込んでおりましたが、決算額の確定に

伴いまして繰越金が７９万５，０００円になったことから、５９万５，０００円の増額を

させていただくものでございます。 

      歳出につきましても、歳入と同額の補正をお願いし、こちらは７ページになりますが、

１目学校給食費第１６節原材料費の給食用食材料費を５９万５，０００円増額させていた

だくものとなります。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第６３号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２０ 議案第６４号 令和２年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

               ２号） 

議  長（山畑祐男君） 日程第２０、議案第６４号 令和２年度吉岡町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第２号）を議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第６４号 令和２年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号）について提案理由の説明を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９万６，０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１８億１４３万７，０００円とするものであります。 

      なお、詳細につきましては住民課長をして説明させますので、ご審議の上、可決いただ
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きますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 中島住民課長。 

              〔住民課長 中島 繁君発言〕 

住民課長（中島 繁君） 補足説明をさせていただきます。 

      歳入歳出予算事項別明細書にて説明をさせていただきます。７ページをご覧ください。 

      歳入の部、５款県支出金特別調整交付金（市町村分）の９，６００円の増は、歳出の増

に伴うものになりますので、８ページの歳出をご覧ください。 

      ５款保険事業費１項１目特定健康診査等事業費の人件費の減１０万４，０００円と、２

目疾病予防費の郵便料、こちらのほうは医療費通知の発送に伴う２０万円の増になります。

この差引き金額の９万６，０００円がその金額に当たります。 

      ７ページの歳入にお戻りいただきまして、７款の繰入金の３４０万８，０００円の減は、

令和元年度の決算が確定したことにより、８款繰越金が同額の増額になるため基金からの

繰入れが減額になるものです。 

      以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

      ただいま議題となっております議案第６４号は、文教厚生常任委員会に付託いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２１ 議案第６５号 令和２年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２ 

             号） 

議  長（山畑祐男君） 日程第２１、議案第６５号 令和２年度吉岡町介護保険事業特別会計補正

予算（第２号）を議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第６５号 令和２年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２

号）についての提案理由を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，７７４万８，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億７，３２０万９，０００円とするものであります。 

      補正の内容につきましては、主に令和元年度の繰越金の額の確定に伴うものでございま

す。 
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      なお、詳細につきましては介護福祉課長に説明をさせますので、ご審議の上、可決いた

だきますようよろしくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） それでは、補正予算の主な説明をさせていただきます。 

      歳入歳出予算事項別明細書で説明いたします。 

      ７ページをご覧ください。 

      まず歳入ですが、第１款保険料は、前年度の所得が確定したことにより本年度の保険料

を算定した結果による歳入の増となります。 

      第２款国庫支出金第１項第１目介護給付費負担金、第２款第２項第１目調整交付金、８

ページ、第３款支払基金交付金第１項第１目介護給付費交付金、９ページ、第４款県支出

金第１項第１目介護給付費負担金は、当初交付決定に伴う所要の補正です。 

      ページが戻りまして、７ページ、第２款国庫支出金第２項第２目地域支援事業交付金

（介護予防・日常生活支援総合事業）、８ページ、第３款支払基金交付金第１項第２目地

域支援事業支援交付金、９ページ、第４款県支出金第２項第１目地域支援事業交付金（介

護予防・日常生活支援総合事業）、第６款繰入金第１項第２目地域支援事業繰入金（介護

予防・日常生活支援総合事業）は、１４ページ、歳出第４款第２項第４目高額医療合算介

護予防サービス費相当事業費と、１５ページ、歳出第４款第３項第１目一般介護予防事業

費の増額に伴う国・県・支払基金・町の各負担割合に応じた歳入の増になります。 

      支出の内訳は、高額医療合算介護予防サービス費相当の見込みの増と、介護予防事業実

施に伴う介護予防教室のパンフレットや介護予防サポーター用のポロシャツの費用となり

ます。 

      ページを戻りまして、１０ページ、第６款第２項基金繰入金１，０７５万７，０００円

は、第１号被保険者が負担すべき保険料の不足分を基金積立金から充当するものです。 

      第７款繰越金２，８４５万９，０００円は、令和元年度決算により繰越金が確定したこ

とに伴う補正になります。 

      以上です。よろしくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第６５号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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日程第２２ 議案第６６号 令和２年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算 

             （第１号） 

議  長（山畑祐男君） 日程第２２、議案第６６号 令和２年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会

計補正予算（第１号）を議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第６６号 令和２年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第１号）についての提案理由を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５５６万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ２億１，０２４万８，０００円とするものです。 

      補正の内容につきましては、主に令和元年度の決算が確定したことによる繰越金の増額

になります。 

      なお、詳細につきましては住民課長をして説明させますので、ご審議の上、可決いただ

きますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 中島住民課長。 

              〔住民課長 中島 繁君発言〕 

住民課長（中島 繁君） 補足説明をさせていただきます。 

      歳入歳出予算事項別明細書にて説明をさせていただきます。 

      ６ページをご覧ください。 

      ３款１項１目繰越金は、令和元年度決算が確定したことによる５５６万円の増額計上に

なります。 

      ７ページの歳出をご覧ください。 

      ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金に同額の５５６万円を計上するものです。 

      以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第６６号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２３ 議案第６７号 令和２年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

議  長（山畑祐男君） 日程第２３、議案第６７号 令和２年度吉岡町水道事業会計補正予算（第
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１号）を議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第６７号 令和２年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）につ

いて提案理由を申し上げます。 

      収益的収入及び支出においては、支出で４万６，０００円の減額補正を、また資本的収

入及び支出においては、支出で５，０００円の追加補正をお願いするものであります。 

      詳細につきましては上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決いただきます

ようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 補足説明を申し上げます。 

      議案書９ページ、水道事業会計補正予算明細書をお願いいたします。 

      収益的収入及び支出ですが、支出、１款水道事業費用１項営業費用１目配水及び給水費

６万２，０００円の追加、２目総係費１０万８，０００円の減額、いずれも人件費の追加

と減額になりますが、収益的支出において合計４万６，０００円の減額補正をお願いする

ものです。 

      次に、資本的収入及び支出では、支出、１款資本的支出１項建設改良費１目配水設備工

事費５，０００円の追加、これも人件費の追加補正をお願いするものでございます。 

      以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第６７号は、総務産業常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２４ 議案第６８号 令和２年度吉岡町下水道事業会計補正予算（第１号） 

議  長（山畑祐男君） 日程第２４、議案第６８号 令和２年度吉岡町下水道事業会計補正予算

（第１号）を議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 
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町  長（柴﨑德一郎君） 議案第６８号 令和２年度吉岡町下水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて提案理由を申し上げます。 

      収益的収入及び支出においては、収入で第１款公共下水道事業収益で５５８万５，００

０円の追加、第２款農業集落排水事業収益で１８５万７，０００円の追加、支出では第 1

款公共下水道事業費用で５０５万１，０００円の追加、第２款農業集落排水事業費用で２，

６７０万８，０００円追加の補正をお願いするものであります。 

      また、資本的収入及び支出においては、収入で第１款公共下水道事業資本的収入で３１

２万２，０００円の減額、支出では第１款公共下水道事業資本的支出で８４万１，０００

円の減額、第２款農業集落排水事業資本的支出で７万円減額の補正をお願いするものであ

ります。 

      詳細につきましては上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決いただきます

ようお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 全体で２０ページありますが、議案書１ページ、２ページの収益的収

入及び支出並びに資本的収入及び支出の補正予算については、主な内容を１６ページ以降

の下水道事業会計補正予算明細書により説明をさせていただきます。 

      議案書の１６ページをお願いいたします。 

      収益的収入及び支出より説明いたします。 

      収入、１款公共下水道事業収益２項営業外収益３目長期前受金戻入５５８万５，０００

円の追加ですが、令和２年度からの公営企業会計移行に伴います下水道事業会計の開始貸

借対照表の金額確定による長期前受金戻入の追加となります。 

      なお、長期前受金戻入については、これまでの事業において取得した補助金等の令和元

年度分の収益化額となっております。 

      ２款農業集落排水事業収益２項営業外収益２目長期前受金戻入１，８５０万７，０００

円の追加、これも公営企業会計移行に伴う開始貸借対照表の金額確定による長期前受金戻

入の追加となります。 

      １７ページをお願いいたします。 

      支出、１款公共下水道事業費用１項営業費用１目管渠費７４０万８，０００円の減額で

すが、委託料で不明水対策調査業務委託や下水道全体計画及び事業計画等変更認可業務委

託の発注に伴います入札差金を減額しておるものでございます。 

      ２目総係費２０５万９，０００円の減額ですが、主なもので委託料２５２万８，０００

円の減額は、下水道事業経営戦略策定業務の発注に伴います入札差金の減額でございます。 
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      ４目減価償却費１，４５１万８，０００円の追加、公営企業会計移行に伴います下水道

事業会計の開始貸借対照表の有形及び無形固定資産の金額確定によります減価償却費等の

追加となっております。 

      １８ページをお願いいたします。 

      ２款農業集落排水事業費用１項営業費用３目減価償却費２，６６６万４，０００円の追

加、これも公営企業会計移行に伴う開始貸借対照表の有形及び無形固定資産の金額確定に

よります減価償却費等の追加となっております。 

      次に、資本的収入及び支出では、収入、１款公共下水道事業資本的収入１項企業債１目

企業債９，１８８万円の追加ですが、下水道管渠整備事業の資金繰りでございます国庫補

助金・社会資本整備総合交付金の交付額が予定しておりました額に対して著しく低額であ

ったことから、事業財源の振替措置として企業債の追加をしております。 

      ２項負担金３６９万８，０００円の追加、開発などによります一括納付・受益者負担金

の追加補正となります。 

      ３項補助金９，８７０万円の減額では、国庫補助金・社会資本整備総合交付金の交付額

決定に伴い１億９３０万円を減額しております。 

      ２０ページをお願いいたします。 

      支出、１款公共下水道事業資本的支出１項建設改良費１目管渠建設改良費７３万円の減

額ですが、主に給料、手当及び法定福利費などの給与費の減額補正となっております。 

      戻りまして、２ページ下段をお願いいたします。 

      企業債の変更ですが、予算書第５条の表を改めるもので、先ほど公共下水道事業資本的

収入及び支出で説明をさせていただきました起債の限度額について、補正前２億６８２万

円から補正後２億９，８７０万円に変更をお願いするものでございます。 

      以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

      岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） 私の聞き違いでしたら誠に申し訳ないんですけれども、今町長の説明が支

出の第２款農業集落排水事業収益、これが補正額１８０万５，７００円と言ったような記

憶があるんですけれども、間違いでなければ私が間違えているわけですけれども、たしか

そう言ったような気があるんですけれども、どうでしたか。そこがあれでしたら訂正をお

願いしたいとは思うんですけれども。もし間違いでしたらご勘弁願います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 



 - 77 - 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 収益的収入及び支出の中で収入の第２款農業集落排水事業収益で１，８

５０万７，０００円の追加ということでございます。 

議  長（山畑祐男君） ほかにありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第６８号は、総務産業常任委員会に付託いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２５ 同意第４号 吉岡町教育委員会委員の任命について 

議  長（山畑祐男君） 日程第２５、同意第４号 吉岡町教育委員会委員の任命についてを議題と

いたします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 同意第４号 吉岡町教育委員会委員の任命について、吉岡町教育委員会

の委員１名が令和２年９月３０日をもって任期満了となるため、次の者を委員に任命した

いので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同

意をお願いするものであります。 

      同意を求めたい委員候補者は、田中知子氏でございます。生年月日及び住所は議案書に

記載のとおりであります。 

      田中知子氏は、現在伊勢崎市となっておりますが、旧堺町の出身で、地元の小中学校を

卒業後、太田西高校に進学し、卒業後はバス会社、医療事務機関等の会社に勤務されまし

た。出産を機に家庭に入られた後、夫の実家である吉岡町に住まわれてからは、地元での

信頼も厚く、現在陣場地区子ども会育成会の支部長と吉岡町子ども会育成連絡協議会（子

育連）の本部役員書記を務められております。 

      さらに、同氏は人格が高潔であるとともに、小学生と幼稚園児２人の子供を持つ母親と

して教育にも熱心で、教育及び文化に関し識見を有する方であり、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第４条第５項の規定も満たしております。 

      なお、任期は、令和２年１０月１日から令和６年９月３０日までの４年となります。 

      何とぞ同意をいただきますようお願い申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 
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議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      お諮りします。 

      ただいま議題となっております同意第４号は、吉岡町議会会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。よって、そのとおり決します。 

      これより討論を行います。 

      討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      同意第４号 吉岡町教育委員会委員の任命についてを原案のとおり同意することに賛成

の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、同意第４号は原案のとおり同意されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２６ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

議  長（山畑祐男君） 日程第２６、諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題とし

ます。 

      提案理由の説明を求めます。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についての提案理由を申し上げ

ます。 

      人権擁護委員の現行委員の任期満了に伴い、あらかじめ議会の意見を求めるものであり

ます。 

      人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づいて人権相談を受けたり人権の考え方を広めた

りする活動をする民間の方で、法務大臣から委嘱されて人権擁護活動を行うものでありま

す。任期は令和３年１月１日から令和５年１２月３１日までの３年間となっております。 

      意見を求めたい候補者の氏名は、坂田昭二氏であります。住所及び生年月日については、

議案書に記載のとおりであります。 

      同氏は県内の高校を卒業後、民間企業に勤務されております。平成２８年４月から現在
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に至るまで溝祭自治会長として昼夜を問わず地元に貢献され、平成３１年度には吉岡町自

治会連合会長も務められておられるなど、地域の要職を歴任され、地元での信頼が厚く、

町の実情を熟知し、地域活動にご尽力されている方であります。 

      地域の中で人権思想を広め、人権が侵害されないように配慮し、人権を擁護していく重

要な役目を担う人権擁護委員に適任であると考えます。 

      今回は新たに人権擁護委員候補者をお願いするものでありますが、ご審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      お諮りします。 

      ただいま議題となっております諮問第２号は、吉岡町議会会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。よって、そのとおり決します。 

      これより討論を行います。 

      討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についてを原案のとおり答申することに賛成の

方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、諮問第２号は原案のとおり答申されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程の追加 

議  長（山畑祐男君） ここで議事日程を追加したいと思います。 

      配付してあります追加議事日程のとおり日程を追加することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認め、日程（第１号）の追加１により会議を進めます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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追加日程第１ 議長報告 

議  長（山畑祐男君） 追加日程第１、議長報告。 

      この議長報告は、お手元に配付しておりますとおり、群馬県町村議会議長会会長仲澤太

郎氏より「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財

源の確保を求める意見書の提出について（依頼）」を受理したものです。 

      本議題につきましては、総務産業常任委員会に付託いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散  会 

議  長（山畑祐男君） 以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 

      これにて散会といたします。 

      お疲れさまでした。 

          午後３時４４分散会 
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    令和２年第３回吉岡町議会定例会会議録第２号     

令和２年９月２日（水曜日） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 第２号 

   令和２年９月２日（水曜日）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問（別紙質問表による №１～№５） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１３人） 

  １番 小 林 静 弥 君    ２番 冨 岡 栄 一 君 

  ３番 飯 塚 憲 治 君    ４番  嶋   隆 君 

  ５番 富 岡 大 志 君    ６番 金 谷 康 弘 君 

  ８番 村 越 哲 夫 君    ９番 坂 田 一 広 君 

 １０番 飯 島   衛 君   １１番 岩 﨑 信 幸 君 

 １２番 平 形   薫 君   １３番 小 池 春 雄 君 

 １４番 山 畑 祐 男 君     

欠席議員 なし 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

町 長 柴 﨑 德一郎 君  副 町 長 野 村 幸 孝 君 

教 育 長 山 口 和 良 君  総 務 課 長 髙 田 栄 二 君 

企 画 財 政 課 長 髙 𣘺 淳 巳 君  住 民 課 長 中 島   繁 君 

健康子育て課長 米 沢 弘 幸 君  介 護 福 祉 課 長 寺 島 悦 子 君 

産 業 観 光 課 長 岸   一 憲 君  建 設 課 長 大 澤 正 弘 君 

税 務 会 計 課 長 中 澤 礼 子 君  上 下 水 道 課 長 笹 沢 邦 男 君 

教育委員会事務局長 小 林 康 弘 君    

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  福 島 良 一     主      事  田 中 美 帆 
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開  議 

          午前９時３０分開議 

議  長（山畑祐男君） おはようございます。 

      ただいまの出席議員は１３名です。定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開

きます。 

      本日と明日の両日、一般質問を行います。通告のあった１０人のうち、本日は５人の通

告者の一般質問を行います。 

      あらかじめ説明しておきます。質問と答弁を含めて、議員の持ち時間の範囲内で終了で

きるようにしてください。 

      なお、持ち時間の残り時間が５分になったときにブザーが鳴ります。さらに残り時間が

なくなったときにマイクの電源が切れますので、ご承知おきください。その時点で、途中

であっても質問者及び答弁者は発言を打ち切るように協力願います。 

      これよりお手元に配付してあります本日の議事日程第２号により会議を進めます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１ 一般質問 

議  長（山畑祐男君） 日程第１、一般質問を行います。 

      ５番富岡大志議員を指名します。富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君登壇〕 

５  番（富岡大志君） 議長への通告に基づき、一般質問を行います。 

      最初の項目、防災危機管理に関するところで、ちょっと前置きを考えたんですけれども、

ちょっとはしょって、いきなり質問から入りたいと思います。 

      まずは地域防災計画なんですけれども、全国的に災害が頻発する現在の状況への対応な

ど、内容に関してはより詳細に定めておく必要があるという認識にあります。早急かつ、

かなり大幅な改定が必要であると思いますが、こちらの策定状況と完成への見通し、こち

らがどうなっているのかについてお尋ねしたいと思います。 

      それとともに、その中で、本年度より配置されています防災専門員がどのような関わり

方をされているのか。以上、併せて説明いただきたいと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 富岡大志議員より、防災危機管理に関しての質問をいただきました。 

      改めまして、皆さん、おはようございます。 

      今日から明日にかけまして、１０名の議員さん方より一般質問の通告をいただいており

ます。誠心誠意、答弁させていただきたいと思います。 
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      まず、富岡議員より防災危機管理に関しての質問をいただきました。答弁させていただ

きます。 

      まず、地域防災計画の修正についてですが、前回の大幅改定、平成２６年２月２８日完

成から６年以上が経過しており、その間、全国的な災害発生状況や社会情勢も大きく変化

していることから、議員ご指摘のとおり、大幅な修正が必要であると認識しております。 

      そこで、実際の修正業務の進捗状況でございますが、予算計上されておりましたとおり、

７月１０日に契約を締結したところであります。なお、履行期間は令和３年３月２９日ま

でとなっております。そして、７月１７日には防災担当者と業者との第１回目の打合せを

行いまして、今後の業務スケジュールの必要な資料の確認等を行い、早速、業者側で防災

計画の構成、検討を開始したところであります。 

      今後は、関係機関、各課との調整、協議も行いながら素案作成を進め、令和３年２月頃

には関係機関の代表者も出席していただく防災会議を開催し、今年度内に修正業務を終え

る予定であります。 

      また、今年度から採用された防災専門員の関わり方ですが、防災担当者との業者打合せ

のときにも同席していただき、積極的に計画修正業務に携わってもらっております。 

      今後も引き続き、業者との打合せや関係機関、関係各課との調整、協議の場にも同席し

ていただき、これまでに培った豊富な経験を生かして助言等をしてもらうようお願いして

いるところでございます。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 分かりました。 

      続けてお尋ねしていきます。この地域防災計画の中で、受援計画の策定についても早急

に策定していただきたいと思っていますけれども、こちらに関してはどのような考えにあ

るのか。また、こちらについて進行中であれば、現在の状況と概要についてお答えいただ

ければと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 受援計画につきましては、現在作成中でございます。実際の進行状況は、

防災専門員の助言を仰ぎながら素案を作成したところでございます。概要といたしまして

は、大枠のみですが、総論、人的支援、物的支援、ボランティアの受入れの４つの章から
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の構成となる予定でございます。 

      なお、受援計画の位置づけといたしましては、町地域防災計画の下位計画として、独立

した計画でございます。吉岡町業務継続計画、ＢＣＰですね、これを補完する計画として

策定されるものでございますので、地域防災計画と業務継続計画の両方修正するんですけ

れども、併せまして内容を精査した上で完成させる予定となっております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 分かりました。その物的な支援、あとボランティアの話、またちょっと後

でしたいと思うんですけれども、この受援計画の上で、災害時相互援助協定というものが

ありまして、こちらもしっかり検討していただきたいと思います。近隣の自治体とは締結

していると思うんですけれども、大規模な災害時には、その近隣自治体が深刻なダメージ

を受けて、我が町への援助が期待できなくなる可能性があるわけですね。 

      よって、距離がある程度離れ、同時に被災する可能性が比較的小さい地域とも締結して

いくべきではないかと思いますけれども、町としてはどのような見解にありますか。お答

えいただきたいと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 災害時相互応援協定に関してですが、自治体同士といたしましては、現在、

吉岡町では前橋市とのみ協定を締結しております。前橋市は隣接自治体でありますので、

大規模災害時には本町と同様に被災している可能性がございます。議員ご指摘のとおり、

援助が期待できない可能性は極めて高いということも想定されます。 

      今後、この点を踏まえ、ご指摘いただいたとおり、距離がある程度離れた自治体との協

定を模索していきたいと考えております。 

      なお、渋川市、榛東村とは消防の相互応援協定は締結済みでございます。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 遠隔地との協定を検討されていかれると思うんですけれども、今後ね、今

のお話ですと。現在の友好都市との関係から拡大していくということも手ではないかと思

うんですけれども、いかがでしょう。 

      また、ただ協定を結んでいくのではなくて、ふだんからの交流も重要な要素になると。
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というより、これが伴わないと相互援助協定としての意味がないのではないかと思うんで

すけれども、こちらに関してはどのようなお考えでありますか。お答えいただきたいと思

います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 遠隔地と自治体との協定に関してですが、友好都市である北海道大樹町と

は、ふだんは交流を続けていることから、今後、災害時協定の締結を視野に入れた検討を

していきたいと考えております。 

      実際、相馬市等が被災した場合についても対応させていただいたりとか、そういった経

過もございます。そういったこともございまして、そういったことを協定という形にする

ことも検討していきたいということでございます。 

      また、その他遠隔地等の自治体との協定の締結におきましては、県内の各自治体の締結

状況等も参考にしながら、まずは平素の交流の事実を踏まえた、ふだんからの活動を充実

させることから可能性を探ってまいりたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） ふだんのお付き合いがしっかりしていると、何かあったときに、じゃあ行

ってやろうということになるので、そちらのほうを優先することもいいと思います。 

      あと一方で、災害、豪雨災害など全国的に被害が発生する場合があり、１つとか２つと

かでなく、ある程度の数の自治体との協定というものも進めていかなければいけないのか

なと思うんですけれども、こちらについてはいかがお考えでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 本件に関しましても、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） この点に関しましても、複数自治体との協定も、遠隔地の自治体との協定

の締結と同じような考えに立つと考えられます。日頃の交流等も踏まえながら、前向きに

検討してまいりたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 
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              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 分かりました。受援という意味では、災害時の復旧にはボランティアの力

が不可欠かと思います。どのような範囲で、どのような形で受け入れていくべきか、あら

かじめしっかり検討していくべきではないかと思いますが、この辺、町長もよくご存じだ

と思うので、見解をお聞かせいただきたいと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 本件に関しましても、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） ボランティアの受入れに関してですが、先ほどの受援等の関わり合いが出

てくることですけれども、現在の地域防災計画上、明確な受入れ態勢が示されておりませ

んので、今回の防災計画の修正や受援計画の策定に合わせ、受入れ態勢を明確化していき

たいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 立て続けに質問していきますが、受援も大事なんですけれども、こちらか

ら積極的に応援に行けるような体制を、先ほどの話と一つ通じる部分があると思うんです

ね、ふだんのお付き合いという部分で。こちらから積極的に応援に行けるような体制を整

えるべきだと。災害が比較的少ないと言われている吉岡町であるからこそ、積極的に支援

をすべきだと私は思いますし、支援に行くことで、我が町の防災について学んで帰ってく

ることも、学べることも多いと思うんです。 

      できる範囲で構わないので、できる範囲で小規模でもいいので、まずできることから始

めてみてはいかがかと思いますけれども、いかがお考えでしょう。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 本件に関しましても、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 被災地への本町からの支援でございますけれども、物的支援に関しまして

は、今までも可能な範囲で備蓄品等の提供を行ってまいりました。また、人的支援に関し

ましては、東日本大震災時に３名の職員が被災地への業務支援のために派遣を行いました。 

      近年は、被災地への派遣は行われておりませんが、今後は派遣を念頭に置いた職場全体
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の体制や業務の見直し、さらには職員の災害に対する備えについての啓発の充実等を検討

してまいりたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 確かに、昨年の台風１５号、１９号被害とかありましたし、今この時点で、

もう災害が起こりそうな、今週末でも大規模な災害が起こってしまうような、そういう状

況にある中で、できるだけ速やかに検討を進めていただければなと思うところであります。 

      次、職員の動員計画についてお尋ねしますが、例えば勤務時間外に地震などの予測不能

な災害が発生して、２号とか３号動員、特に３号動員になる状況になった場合に、現実的

に動員に応えられるのは吉岡町在住の職員に限られてしまう可能性があるのではと。その

ために、対応できるだけの動員が得られない可能性も十分考えられるんですけれども、こ

ちらについてどのような見解をお持ちなのか、またどのように対応策を立てていくお考え

なのか、お聞きしたいと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 本件に関しましても、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 職員の動員計画に関しましては、緊急時に、近年、職員の町外在住者の割

合が５６％ということで増加してきております。ご指摘のとおり、緊急動員の際に支障を

来すおそれがあることは認識しております。ただ、町外在住者でも隣接している市町村に

居住している職員も多くいるため、道路や橋等が壊滅的な被害を受けない限りは動員が可

能であると考えております。 

      また、もし壊滅的な被害が発生していて、車両等が使用できない場合には、当然ながら

徒歩で登庁も視野に入れるよう指示しております。また、ふだんから参集ルートについて

は災害時を想定して事前に複数のルートを把握しておくよう、災害時対応職員初期行動マ

ニュアルでも示しておるところでございます。 

      なお、平成２６年２月の大雪の際には、実際、町外から徒歩で登庁する職員も多数おり

ました。 

      いずれにいたしましても、町外在住職員が多数いるということは、大規模災害発生時に

は災害対応の障壁になると思われますので、緊急時の動員について日頃から念頭に置いて

生活するよう、改めて周知をしてまいりたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 
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              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） この件では、直接甚大な影響を受けるものは町民なので、ぜひ皆さん、知

恵を絞って、いろいろ考えていただければと思うところです。 

      次、国土強靱化地域計画というものがありまして、こちらについては２月２６日の上毛

新聞で記事になりましたのでご存じだと思います。今のところ群馬県と、あと市町村では

館林のみしか、まだ群馬県では策定が進んでいないんですけれども、吉岡町も早急に取り

組む必要があると認識していますが、町としてはどのような見解にあるのか。 

      また、この計画を策定していく場合、他の計画との位置づけ、特に地域防災計画との位

置づけがどのようなものになるのか、併せてお答えいただきたいと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 国土強靱化地域計画の早期策定をということでございます。 

      まず、国土強靱化地域計画の策定が求められる背景ですが、我が国が東日本大震災にお

いて未曽有の大災害を経験し、その教訓を踏まえ、強くしなやかな国民生活の実現を図る

ための防災・減災等に資する国土強靱化基本法（平成２５年１２月１１日法律第９５号）

が制定されました。 

      近年、大規模災害が起こるたびに耳にする「想定外」という言葉はあります。そして、

想定外の事態も想定して、いわば将来への投資として事前の備えを積み重ねていく。同時

に、それを地域の活性化につなげていくというチャレンジが国土強靱化であるとされ、法

律により、地方公共団体にも、その策定が責務であるとされたところであります。 

      策定に対する考え方ですが、８月２６日の新聞報道、先ほど議員にもおっしゃっていた

だきましたが、群馬県内では全市町村が策定を予定しております。町といたしましても策

定を念頭に、県担当者を招いての学習会や庁内協議を重ねているところでございます。 

      現在の状況では、骨子の立案等に至っておりませんので、内容等をご案内する段階には

ありませんが、早急に策定に進んでいきたいと考えております。 

      また、町のほかの計画との関連ですが、法定計画である国土強靱化地域計画とは、どの

ような大規模自然災害が起こっても機能不全に陥らず、いつまでも元気であり続ける強靱

な地域をつくり上げるためのプランであり、強靱化に関する事項については、地域防災計

画をはじめ、行政全般に関わる既存の総合的な計画に対しても基本的な指針となるもので

あります。 

      したがって、大規模自然災害等に備えるため、事前防災・減災と迅速な復旧・復興に資

する施策をまちづくり政策や産業政策も含めた総合的な取組として計画的に実施し、強靱

な国づくり、地域づくりを推進するものでございます。 
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      計画の性質としては、今までの防災の範囲を超えて、まちづくり政策、産業政策も含め

た総合的な対応を進めるものでございます。 

      最初に着手すべきことは、国から「脆弱の分析」という言葉で示されていますが、起き

てはならない最悪の事態を洗い出す作業を進めてまいります。そして、その結果分析から、

中・長期的な視野に立ったインフラ整備とソフト事業の組合せによる地域づくりに資する

ための町としての取組を立案していくことになります。 

      今後は、作業状況に応じて町民の皆様の意見を求めながら進めてまいりたいと考えてお

ります。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） ぜひ、できるだけ早く進めていただきたいと思います。 

      次、危機管理部門・危機管理担当に関してという形でご質問いたします。総合的な危機

管理と部門の強化が必要という考えの下に質問しますが、まず防災担当に関して今後どの

ようなことが期待できるのか。そして部門的には、防災・減災はもちろん、防犯、行政対

象暴力など、コロナみたいな防疫なども含めた危機管理を総合的に取り扱う部署であるべ

きだと思うんですけれども、どのようなお考えにあるでしょう。 

      また、危機管理担当者は町長直属で、特に事案、災害発生時にリーダーシップを発揮で

きないと意味がないのではないかと思うんですけれども、どのようにお考えなのか。 

      以上３点について、町の見解についてお答えを求めたいと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 危機管理担当者の活用に関してでございますが、総合的な危機管理部門

の強化ということで質問をいただきました。 

      昨年、機構改革に関連して、防災・危機管理担当部門の設置についてご質問をいただき、

その必要性と配備について検討させていただく旨の回答をさせていただきました。そして、

直後に襲来した台風１９号により避難勧告の発令という事態が発生いたしました。吉岡町

においては、幸い大きな被害が発生することなく乗り切ることができましたが、職員の動

員態勢や、訓練ではない現場での状況判断等に貴重な教訓と反省材料を残した出来事であ

りました。 

      それらの一連の経験と内部検討の結果、まず防災専門員を配置したところであります。 

      防災専門員の業務ですが、町の地域防災計画や避難所運営マニュアル等、防災関係の諸

計画やマニュアルの見直しに関し、担当者とともに取り組んでいただいております。そし

て、現場活動としては、自治会等の地域に密着した団体に対する防災活動のアドバイス等
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の各種講演活動や実施指導を担っていただくことになっております。本来であれば、自治

会等における自治会活動も始まっているわけでございますけれども、新型コロナ対策等に

より、人寄せの回避、いわゆる３密状態をつくり出さない配慮などから、現場活動は実施

できておりませんが、今後は小規模なグループに分かれていただいての現場活動等にご案

内できればと考えております。 

      危機管理担当者の職階、所属長に直接指示が出せないかということでございますが、人

員の動員態勢と災害時の陣頭指揮部門を今回の組織機構の見直しにより、迅速な意思決定

ができるよう指揮命令系統の一本化を図りました。今後、引き続き最適な体制を模索して

まいりたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 一本化というところであるんですけれども、同じような質問になってしま

うことになるんですが、危機管理担当が課長、室長の指示待ちとかになってしまうと、や

っぱり意味をなさないわけですし、災害時の情報が限られた中では、刻一刻と状況が変化

する、その中においては、やっぱりウーダループというものを高速回転させて、空振り覚

悟で判断し、すぐに行動に移すことが求められると。 

      そういう意味では、このスペシャリストによる判断が最優先になるようなシステムにし

ていくべきではないかと思いますが、前回と同じような質問になりますけれども、もう一

度、確認のためにお答えいただきたいと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 現状の担当室長の指示で、緊急時の判断や決定が即座に行われるのではな

いのかとのご指摘をいただきました。昨年のご質問では、防災のみではなく、交通安全、

防災、防犯、消防、救急救命、さらに情報管理及び行政対象暴力の課題に対しても、総合

的な対策として一本化することが理想ではないか。昨年に引き続き、またご意見をいただ

いたわけでございます。 

      ご質問の中のウーダループについてですけれども、現場における観察から、行動を決め

ていくことをツール化するという考えで理解をしております。 

      一般的には、行政の計画はＰＤＣＡで動いております。ＰＤＣＡは、よく言うところの、

「Ｐ」では企画立案を予算化し、「Ｄｏ」で執行をします。「Ｃ」「Ｃｈｅｃｋ」で監査
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及び決算を踏まえまして、「Ａ」「Ａｃｔｉｏｎ」で翌年度の企画に反映させる、いわゆ

る工程の品質管理ということで捉えております。 

      それに対しまして、ウーダループというものは、このＰＤＣＡの中の「Ｄ」。つまり、

執行の現場の中でその意義が発揮されるべき性質のものであると理解しております。与え

られた条件、枠組みの中で最適な判断と迅速な行動をすることも、職員教育の一環で必要

な要素であると理解しております。 

      したがいまして、まずは統一した指揮命令による、意思決定による行動に基づく人材を

育成していくという観点が必要であると理解しておりますので、現行の体制の中で、こう

いった観点からの課題を抽出してまいりたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 分かりました。できれば、本来なら防災担当が直接課長に指示が出せるよ

うな体制が理想ではないかと思うんですけれども、現時点ではウーダループによる問題解

決能力の向上というものに努めていただける、職員の研修に努めていただけるというとこ

ろで、そこまでで理解しておきます。 

      次、今後の防災元年の各種計画の策定とか、訓練の実施とかいろいろ、また先ほど言い

ました、総合的な危機管理能力が求められる中においては、やはりもう一名の危機管理担

当を外部から採用する必要があるのではないかと私は思うんですけれども、こちらについ

ていかがお考えでしょう。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 防災や危機管理はスペシャリストでないと、いわゆる現場の場数で対処

能力に差が出ることは、昨年の台風１９号の襲来時に痛感したところでございます。 

      県内においても、市レベルでは、安全・安心部門に外部人材の活用があると聞き及んで

おります。危機管理担当部門は、まさに町民の生活に直結する部門でございます。 

      したがって、外部人材の活用と併せて、１人でも多くの職員に経験させたい部門でもあ

ります。そして、危機管理部門の経験により行動力にたけた職員を養成していくことも重

要であると考えております。 

      人材育成の観点と、現場の対処能力の向上といった要素と、人員のバランスや年齢構成

等を踏まえながら、ベストな体制を探ってまいりたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 確かに、職員の育成で対応していきたいということも分かるんですけれど



 - 93 - 

も、その育成の段階で必要ではないかという考えもあるわけです。今の職員の中で勉強し

ていくではなくて、そういう経験者が現場にいることによって、そこから学んでいったほ

うが、ＯＪＴで学んでいくこともいいのではないかと思うんですけれども、ぜひ検討して

いただきたい。 

      これは繰り返すんですけれども、私は外部からの採用が必要だと思います。もちろん正

規職員としての採用を強く求めたいと思いますし、年齢や経験などを考えると、定年退職

した幹部自衛官がいいのではないかと私は思っています。こちらについては、ぜひとも前

向きな検討をしていただければと思います。 

      次は、情報発信と災害広報計画なんですけれども、例えば今、町のホームページのコロ

ナ関係の情報というものはとても見えづらい、分かりにくいというものがもう現状です。

システム的な制限があるにしても、町民にとっては、見えづらい、情報が得られにくいと

意味がない。防災危機管理においても、町民への情報発信は非常に重要な部分ではないか

と思いますが、町としてはどのようにお考えでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 防災・災害情報の提供、発信の方法については、現在、防災行政無線に

よる放送、よしおかほっとメールによるメール配信、町ホームページへの情報掲載等が挙

げられます。特に、外出中でも情報が入手可能なメール配信やホームページへの掲載は、

近年の急速な携帯電話、スマートフォンの普及もあり、大変重要な情報発信ツールである

と認識しております。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 決算のときも話をすると思うんですけれども、携帯メールは昨年１，９３

４人から２，４７８人と、まだまだ足りていない部分もありますし、ホームページ自身、

もっとしっかりするべきだとも思いますし、それとソーシャル防災という意味でＳＮＳな

どの活用も具体的に織り込むべきではないかと思いますが、いかがでしょう。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） ＳＮＳの活用につきましては、迅速かつ正確な情報の提供が大前提となり

ます。民間のほうから様々なツールが提供されておりますことも把握しております。例え
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ば、台風被害のＡＩチャットボット回答でありますとか、これで長野市等では時間外の対

応を行っている。あるいは市川市の罹災証明システム、こちらはホームページに誘導して

いくだけで、これで完結するものではないんですけれども、そういったものの取組もある

と。あとは、地方創生臨時交付金の中の資料でも、こういったものも案内がされていると

ころでございます。 

      また、先ほどご質問の中で出ました災害ボランティアの受付システム、そういったもの

も把握はしております。 

      また、真のオンライン化は、国民のホームページからＳＮＳの変化に対応するというこ

とが、総務省の情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査、そういったところ

でも示されているところでございます。 

      そういったところを受け止めながら、今後、検討課題とさせていただきたいと考えてお

ります。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） そうですね。ぜひ進めていただきたいと思うわけですし、被災時でも通信

設備が被災していなければ、このＳＮＳは最大限に活用できると。非常に有効なツールで

あることは皆さんご存じだと思います。また、例えば、先ほどの動員計画の中で話が出た

んですけれども、職員同士の連絡を取り合うことにも、ＳＮＳというものが、ラインワー

クスでしたか、そういうような商品があるんですけれども、そういうものが非常に有効で

あると思いますので、ぜひ検討を進めていただきたいと思うんですけれども、そういう意

味も含めて、ホームページをはじめ、このようなＩｏＴ化が進んでいる中で、今回のホー

ムページ、見えにくいものもあるので、業者に頼るだけでなく、専門知識のある職員が配

置されている必要を強く感じますけれども、こちらに関する見解についてお聞かせいただ

ければと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 本件に関しましても、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 情報発信体制の現状についてですが、よしおかほっとメールの配信に関し

ましては、通常時から防災担当が操作、運用を行っております。 

      また、ホームページの情報掲載に関しましては、通常時は企画財政課企画室の広報担当

が行っております。いずれの担当も深い知識を持っておるわけではございませんけれども、
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専門業者等の打合せ等を踏まえまして、提供されたマニュアル等を参考に、日々運用に当

たっているところでございます。 

      また、緊急時のホームページに関しましては、通常のホームページのトップではなく、

緊急対応用のトップページを表示し、防災・災害情報等に絞った掲載も可能であることを

確認しております。 

      ホームページ上で、見やすいか、見やすくないかのアンケート等も取って、企画財政課

で各課にそのことに対して配付を行って、事後の対応を求める取組等も行っておるところ

でございます。 

      そういう現状を捉えながらも、見えにくいという意見は実際存在するわけでございます。

そういった意見には謙虚に耳を傾けながら対応してまいりたいと考えます。 

      また、今後は広報担当だけでなく、防災担当もホームページの更新を速やかにできるよ

うな体制を整備した上で、住民の皆さんに分かりやすい情報提供、発信を心がけてまいり

たいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 言いたいことはあるんですけれども、ちょっと時間が押し迫ってきている

ので、次に行きたいと思います。 

      次、設備面に関してなんですけれども、非常用電源は今、役場にあるんですけれども、

昨年の台風１５号のような被害、また発電所や送電線の被災とかも十分考えられていくわ

けで、こちらに関しては、防災倉庫と兼用の電源供給システムというものがあって、これ

は国の補助金割合も高いので、数台購入すべきではと思うんですけれども、こちらに関す

る町の見解についてお聞かせください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 非常電源や空気清浄機の整備をということでございます。議員ご指摘の

防災倉庫兼用の電源供給システムに関しましてですが、販売業者へ確認しましたところ、

コンテナ倉庫に太陽光発電機器、風力発電機器、水力発電機器のほか、蓄電池が格納され、

非常時に各発電機器を展開し、昼夜問わず発電が可能となるものと承知しております。以

前、議員とご一緒したときに現場で確認をさせていただいております。 

      また参考に、販売業者にこれまでの導入事例を確認したところ、この電源供給システム

が発売されたのが昨年の１０月頃からであり、新型コロナウイルスの影響もあり、他の自

治体での導入事例も現在のところ、ないとのことでありました。 

      町といたしましては、ご指摘いただいた電源供給システムについて引き続き検討を重ね
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ながら、コンパクトな太陽光発電機の導入等も含めた別の方法での非常用電源の確保の検

討も併せて進めていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 台風１５号の被災のときに問題になったので、携帯電話の電池がなくなっ

てしまったということが、これが一番こたえたのではないかなと思うんですけれども、そ

ういう面では、こういうものが幾つかあったほうがいいと思います。ただ、まだ導入事例

がないという形なので、同等品も含めていろいろ検討を進めていっていただければと思い

ます。 

      

に近いところなんですけれども、避難所でのクオリティー・オブ・ライフ、生活の質とい

うものを向上させるために空気清浄機の整備も進めるべきだと思うんですけれども、いか

がでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 避難所への空気清浄機の整備についてでございますが、現在のところ、空

気清浄機の新型コロナウイルスに対する効果は確認できていないと言われることを勘案い

たしますと、積極的な整備にはなお検討を要すると考えております。一番の理由といたし

ましては、やはりフィルターの清掃等のメンテナンスの部分が、衛生等も含めてどうなの

かなという部分が、現場の状況等もいろいろありますので、そういうところで感染リスク

が下げられない。その辺をうまく解消できるのかなというところが一番のネックになって

いるのかなという認識でございます。 

      現状の対策とすれば、従来から言われているとおり、手指消毒や定期的な換気を行うこ

とが最優先、重要であると考えております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） では、避難所以外で、例えば今コロナ対策として庁舎内、執務室内に対策

されていくこともいかがと思うんですけれども、私も２社ほど調べたんですが、完全に防

止できるというわけではないですけれども、そういう面ではマスクもシールドも一緒であ

って、ただ期待できるということなんですよね。一定の効果に、ある１社では不活化に成
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功している事例があるわけなんですよね。そういう部分も含めて、役場の庁舎内につけて

いく。皆さんのためにも必要なのではないかと思うんですけれども、こちらに関するお考

えはいかがでしょう。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 議員のご指摘のとおり、例えば医療機関でありますとか、そういうところ

に行きますと、カウンターの下に空気清浄機の配置があることは確認をしておるところで

ございます。 

      現在、先ほども申し上げましたが、空気清浄機のコロナウイルスに関する効果は十分に

確認されておらないという状況でございます。また、一部のものでは、例えばつくば市で

ありますとか、そういったところで社会実験等で行われているということも承知しておる

ところでございますけれども、まだ製品化されていないというような情報も得ております。 

      したがいまして、既存のものを急遽導入していくというところを積極的に考える段階に

はまだ至っておらないと考えております。 

      なお、今後の情勢等を見極めながら、必要性に応じて、また皆さんの不安解消といった

部分で必要なのかどうなのかという判断はまだつきませんけれども、なお検討の余地があ

るものと解釈しておるところでございます。 

      引き続き、換気や消毒等の地道な対策等には注意を払いながら進めてまいりたいと考え

ております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） それを言うと、シールドも庁舎につけていますけれども、同じようなもの

なのでという話になってしまうわけですよね。少しでも対策、期待ができるものであれば、

どんどん積極的にやるべきだとは私は思っています。 

      次ですね、大分時間が押してしまったんですけれども、学童の開所時間の拡大と施設拡

充に関してなんですが、その後の状況はどうなっているかというところで、町長、前回の

質問で、できるだけ早い段階で対応していきたいと答弁されていますけれども、３月から

現在まで具体的にどのような対応を行われているのか、お答えいただければと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 
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町  長（柴﨑德一郎君） ３月議会の質問の答弁その後の対応ということで、学童クラブについて

質問いただいております。学童クラブについては、明治小地区について、新たな施設設備

に向け、不動産鑑定及び境界立会いを経て土地面積が確定したことから、地権者と交渉を

行っているところでございます。 

      また、駒寄地区については施設整備の予定は現時点ではないことから、学童クラブの指

定管理者である社会福祉協議会と運営・運用面でどのような対応ができるか検討を進めて

いるところでございます。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） ７か月後には次の学年が始まるわけですよ。対策が間に合わなければ、大

量に不承認が発生します。例えば、じゃあ指定管理者と話をしていくのであれば、例えば

ある学童のＡ、Ｂを、Ａ、Ｂ、Ｃまでしてしまって増やすとか、あとは、いわゆるロバロ

バを何とかしてしまうとか、まあ無理かもしれませんけれども、いろいろ考えていけると

思うんですよね。そうしていかないと、もう本当にこのままいくと、７か月後には同じこ

とが起こってしまうわけなんですよ。もうすぐに対応しなければいけないんですけれども、

こちらに関してはどうお考えですか、町長。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、健康子育て課長に答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 米沢健康子育て課長。 

              〔健康子育て課長 米沢弘幸君発言〕 

健康子育て課長（米沢弘幸君） 先ほどの質問で町長が答弁したとおり、学童クラブ希望者の申請者

数の増加を考慮の上、指定管理者である社協と運営、運用の面でどのような対応ができる

か検討しているところなんですが、その検討の中に、先ほど富岡議員が言ったようなこと

も当然、意見としては出ていました。ということで、今の段階ですと、何ができるかとい

うところを今、検討しているところです。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） ただ、このままその協議、検討で、これは私がもう最初の質問をしてから

どれだけたっていますかね。最初の、昨年度の待機児童が出て問題化してから、ずっと、

協議はしているとか、検討はしているとか、計画に沿って進めるとかしているんですけれ

ども、検討していても間に合わなかったらアウトなんですよ、保護者にとっては。そこに

ついてはどのようなお考えなんですかね。 



 - 99 - 

      確かに、明治学童の補正予算、今回出ていますけれども、次年度には間に合わないでし

ょう。駒寄学童も今、検討されていると言うんですけれども、このままであれば、その検

討が遅れると、来年度また待機児童が発生するわけですよ。同じぐらいどころではないで

すよ。数、データを見れば分かりますよね。このままいけば、来年は新４年生でもかなり

お断りしなければいけないという状況が起こってしまうわけですよね。 

      このような状況で、もっとスピード感を持って対応しなければいけないと思うんですけ

れども、町長及び担当課長、どのようにお考えでしょう。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 先ほど健康子育て課長から答弁されたように、所管の社会福祉協議会等

と協議を進めて、何とか対応できる方向に向けて進めていけたらと考えております。

（「担当課長、ないですか」の声あり） 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 健康子育て課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 米沢健康子育て課長。 

              〔健康子育て課長 米沢弘幸君発言〕 

健康子育て課長（米沢弘幸君） 先ほど町長が述べたとおり、どのような対応ができるかということ

を今、社協と話し合っているというところであります。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） では、この問題、いつまでにどうするか、ある程度めどをつけていただけ

ませんか。このまま検討するといっても、また３月に同じ一般質問で、また、申し訳ない

と思っている、また協議するということになりかねないので、ここで目標値でもいいです

から、いつまでに、例えばもう３月に間に合わせたいというぐらい言ってみたらどうかと

思うんですけれども、その辺いかがお考えでしょう。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 社会福祉協議会と協議を進めていきたいと思っております。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） それであれば、前回と同じではないですか。協議はしている、協議を続け

ると言っているだけになってしまうのではないですか。そこが問題だと言っているんです
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ね。それで「子どもを育てるなら吉岡町」になるんですかね。子育ては検討していればい

いんですか、協議していればいいんですか。目標値、立ててみたらどうですか。もう３月

までに間に合わせたいと、何とか。協議をこれから続けます、これから協議を続けますで

はなくて、３月に間に合わすべく対応していきたいというぐらい言ってみたらどうですか。

どうでしょう、町長。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 解消に向けて協議を進めていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） らちが明かないですね。次、行きます。しようがないので。 

      今回、学童の利用時間の拡大についてアンケートがあったんですけれども、その内容と

方法、結果について、すごく簡単でいいので説明いただければと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） アンケートについては以前、一般質問で回答したとおり、１学期中に実

施する予定でしたが、今回の新型コロナウイルス感染症の影響もあり、１学期中には実施

ができませんでした。 

      詳細については、健康子育て課長に答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 米沢健康子育て課長。 

              〔健康子育て課長 米沢弘幸君発言〕 

健康子育て課長（米沢弘幸君） アンケートにつきましてですが、社会福祉協議会長名で行いました。

期間といたしますと、７月１５日から８月７日を締切りとして……（「いつだったか、い

いから、もっとはしょって言って」の声あり）はい。アンケートの集計結果については、

９月の中旬に今出るというようなことは話を聞いております。回収率は７８．１％です。

内容につきましては、利用時間について、始業と終業時間の要望について、延長保育を行

った場合の保育料の値上げについて、学童クラブのおやつの提供などについて、新型コロ

ナウイルス感染症拡大期における保護者の対応について、アンケートを行いました。以上

です。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） これね、アンケートの回収率の話でちょっと出たんですけれども、アン

ケートを指示したのは担当課ですよね、もちろん。社協が独自の判断で行ったわけではな
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いですよね。それもあるんですけれども、これね、アンケートを渡すときに、出しても出

さなくてもいいですよと保護者に渡しているわけですよ、実は。全部が全部そうではない

ですよ、何件かから、出しても出さなくてもいいですよとアンケートを渡していると。こ

の１つの事実のみで、このアンケートの信憑性、ゼロになりますよね。 

      なので、アンケートというものは全体に回収率をできるだけ上げて、より正確なデータ

を取っていくものであって、それをアンケートに答えていただく人に、答えなくてもいい

ですよと言っていること自体がおかしいと思います。 

      それと、そのアンケートの内容で気になったところが、利用者全員に対して、時間延長

になったら値上げしますよ。それについてどう思いますかと。その答えで、今までの時間

で構わないから値上げしないでほしいというアンケート項目、選択肢があるんです。時間

内の方は全部それに丸をするに決まっているではないですか、そうですよね。だって、利

用時間が延長しないのに料金を余分に払いたくないから、みんなそっちに丸をします。そ

のデータをもって、利用の希望がそんなになかったということになれば、これはもう恣意

的な誘導だと判断せざるを得ないわけです。 

      では、こんなアンケートを一体誰が指示して、誰がつくってやったのか。その辺も含め

て、これはどういうことなのかを説明いただきたいと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、健康子育て課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 米沢健康子育て課長。 

              〔健康子育て課長 米沢弘幸君発言〕 

健康子育て課長（米沢弘幸君） アンケートの内容につきましては、一応、社協で素案というものを

つくりまして、それで町としても、こういった内容を追加してくれというような形でやり

ました。 

      それで、今、議員がご指摘の、回答してもしなくてもいいですよというようなお話、今

初めて聞きましたので、ちょっと今この段階でコメントはできません。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 時間がもったいないので、こっちも答えてほしいんですけれども、こうい

う誘導的な答えをつくったのは誰なんですか。さっき、何か今、町からも、こういう質問

をしてほしいと出してということは、町から出したんですかね、これは。どうなんですか、

課長。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 
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              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 健康子育て課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 米沢健康子育て課長。 

              〔健康子育て課長 米沢弘幸君発言〕 

健康子育て課長（米沢弘幸君） そういった誘導的なことは、私どものほうとしては考えていなくて、

あくまで延長時間が、延長を希望するかどうかということと、それと、仮に費用を負担す

るかどうかというものは別問題ですけれども、費用を例えばかけても延長を希望するかと

いうような趣旨で、うちのほうとしてはアンケートをそのように考えてつくりました。 

      ですから、あくまで延長するから全て有料と、そういう意味で町としてそのアンケート

を考えたということではないことは了解してください。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） でも、これね、アンケートの紙を見た保護者の方とかなり、何人か話して

みたんですけれども、みんな同じ印象ですよ。これは誘導ではないかと。そういうような

アンケートの仕方というものは、もし利用を、延長を希望されている人の中でそのアン

ケートを取ることはいいかもしれないけれども、全体に対して、時間が延びれば有料にな

りますよみたいなやつになれば、それこそアンケートのそのもののデータがおかしくなり

ますよね。そこは認識してください。 

      ちょっともう時間がないので、教育長もお待たせするわけにもいかないので、先に進め

たいと思うんですけれども、今回、１２月に文教厚生常任委員会から、３月に予算決算特

別委員会から、学童の課題解決に向けて要望が出ているんですけれども、この２つの委員

会から今出ていて、何とか解決しなければいけないと。議会側からもきちんと要望が出て

いるんだということに関して、どのようにお考えなのか、お聞かせいただきたいと思いま

す。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 令和元年度第４回定例会では文教厚生常任委員会から、令和２年第１回

定例会では予算決算特別委員会より要望を受け取りました。健康子育て課分の内容につい

ては、学童保育の待機児童の解消、学童保育の開所・閉所時間の拡充等でありました。 

      詳細については、健康子育て課長に答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 米沢健康子育て課長。 

              〔健康子育て課長 米沢弘幸君発言〕 

健康子育て課長（米沢弘幸君） 先ほどの質問で町長が答弁したとおり、開所・閉所時間については、
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アンケート結果を踏まえ、実施の可否を決めたいと思います。また、待機児童の解消につ

きましては、先ほど来、町長が述べているとおりです。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） あと予定している時間がどんどん少なくなって、何とも言えないところな

んですけれどもね。もう、あきれてものが言えない。議会からの要望ですよ。 

      それで、前回、気になったんですけれども、前回は子ども子育て支援計画でしたか、そ

れで進めると言っていますけれども、計画という言葉を使えば答弁になるというのは大間

違いで、今回ちょっと出てこなかったので突っ込みようがなかったんですけれども、計画

で進めると言ってしまえば、全部の一般質問に対して、第５次総合計画の中で進める、第

６次総合計画策定において検討するで、全部の一般質問が成り立ってしまうと。そういう

ような答えをしてほしくないなと思うところでありますし、委員会、議会からの要望が出

ているので、検討するだけではなくて、現在どのようにあるかとか、細かく各委員会にお

いて説明すべきだと思います。そこはやっぱりしっかりしていかないと、議会との信頼関

係は成り立たないと思うんですね。そこを注意していただきたいと思いますが、町長もし

くは課長、どう思われますか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 当然、議会からの要望という形の中で、町ではしっかりと協議、検討し

ていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 分かりました。 

      次、「子どもを育てるなら吉岡」に関して、ちょっとすみません、飛ばせていただきま

す。 

      ＧＩＧＡスクール構想に関して、もうあと６分しかなくて、本当に申し訳ございません。

その中で、まず今回ＧＩＧＡスクールにおいて、ＩＣＴによる教育イノベーションという

ものが、ちょっと難しい言葉ですけれども、これが進んでいくのではないかと思うんです

ね。教育のＩＣＴ化が進む中で、今後は学習の在り方が大きく変わっていくのではないか

と思います。 

      アクティブラーニングというものが今どんどん進んでいます。観察とか考察という観点

が重要視されていく中で、今までみたいに、この答えはこうですよ、これはこういう気持

ちになりますよというような答えを与えることではなくて、自分自身の気持ち、気づきに
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重きを置くコーチングの要素が強くなるのではないかと。 

      その中で、このようなＩＣＴによる教育イノベーションが進むことに関して、教育長と

してはどのようなお考えをお持ちなのか。ただ、これはお考えがあっても、実際、子供に

投影されていかなければ意味のない話なので、先進事例を参考にしながら独自の取組、こ

のイノベーションというものを、精神的な取組という解釈したあれでもいいと思います、

簡単に言うと。変革ですよね、それを展開していくことも可能ではないでしょうかと思う

んですけれども、こちらに関して、小学、中学校への働きかけについてはどのようにお考

えなのか。 

      そして、ここも大事だと思います。学校の先生たち自身が、この変革の中で新たな専門

性を得られるような支援や環境整備についても検討していくべきではないかと思いますけ

れども、いかがでしょう。 

      この３点について、教育長のお考えをお聞かせいただければと思います。 

議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君登壇〕 

教 育 長（山口和良君） 富岡議員から、ＩＣＴによる教育イノベーションへの見解について、教育

長の見解として問われたということで解釈しております。 

      吉岡町教育委員会では、今回の文部科学省のＧＩＧＡスクール構想に準じた取組として、

「ＨｉＢＡＬＩプラン」というものを計画いたしました。この「ＨｉＢＡＬＩ」というも

のは、単なる「ヒバリ」という言葉ではなくて、町の鳥のヒバリなんですけれども、

「Hill-town Basis toward the Active Learning Innovation」の頭文字を取って、

「Hill-town」の「Ｈｉ」、「Basis Active Learning Innovation」と。この省略の頭文

字を取って「ＨｉＢＡＬＩプラン」というものをつくりました。 

      これは、通信環境の整備と１人１台のコンピューター整備、学校での指導体制充実、こ

れに向けて着実に進めていきたいと考えております。 

      この教育のＩＣＴ化が進むことについての考えはということですが、今後、全児童生徒

へ貸与される情報端末を活用した授業の形式としては、まさに今、富岡議員がおっしゃっ

たように、正解を求めるためだけのものではなくて、他者の考えに触れながら、自分の考

えを深めたり、自分の考えを瞬時にクラス全体で共有して、考えを高めていくというよう

な主体的なものとなります。 

      このように、ＩＣＴ環境整備は学習活動の一層の充実と、主体的、対話的で深い学びの

視点からの授業改善につながっていくと思いますし、また、つなげていかなくてはならな

いと思います。 

      町独自の取組としては、そして小中学校の先生方への働きかけということで、先ほど質
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問がありましたけれども、この支援については、実は先日、令和２年度の群馬県事業であ

りますＩＣＴ活用スキル育成プロジェクトの中の先進プログラミング教育実践モデル校と

して明治小と駒寄小を指定していただきました。 

      この事業は、先進プログラミング教育を実践することで新しい学びを創造するとともに、

その実践研究成果を県内に広く普及することを目標としておりまして、令和２年度以降、

複数年をかけて、プログラミング教育を中心に県教育委員会によるＩＣＴ活用スキル育成

プロジェクト事業のモデル校としての成果を生かすことが期待されているところです。 

      このタイミングで、吉岡町の２つの小学校がモデル校として指定されることとなりまし

たので、町としても児童生徒への新しい学びのほか、ＩＣＴ化全般に対して、教職員のス

キル向上等も図ることができる、そういう事例となるような取組にしたいと考えていると

ころです。 

議  長（山畑祐男君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 大変すばらしいことだと思います。その中で、子供たち、吉岡町の小学校

だからこそ、かなりレベルが高いんですよね、やっぱり小学校が。だからこそ、今の教育

環境がよくなってきている状態だからこそ、これが生かされていくのではないかと。 

      ただ心配なことは、先生方がこのＩＣＴに慣れていくために相当時間がかかっていくと。

あるところでは、もう５年スパンで先生方に理解してもらうのにそれだけかかるのではな

いかとも言われているので、それがもうすぐ迫ってきている、これからこの変革が迫って

きている中で、どんどん先に進んでいただければなと思います。 

      ４０秒ぐらい残りますけれども、ちょっと次のふるさと納税に関しては、また別の機会

にさせていただければと思います。 

      以上をもちまして、５番富岡の一般質問を終了させていただきます。 

議  長（山畑祐男君） 以上をもちまして、５番富岡大志議員の一般質問が終わりました。 

      ここで休憩を取ります。再開を１０時５０分といたします。 

          午前１０時３１分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午前１０時５０分再開 

議  長（山畑祐男君） 会議を再開いたします。 

      ４番 嶋 議員。 

              〔４番  隆君登壇〕 

４   隆君） 議長への通告に基づき、一般質問をいたします。 

      吉岡町第２期子ども・子育て支援事業計画（令和２年度から令和６年度）には、基本目



 - 106 - 

標として「配慮を必要とする子供や家庭への支援」があり、子育て家庭に対する経済的支

援の充実、独り親家庭等への支援体制の充実を図るとあります。 

      同計画書によりますと、児童人口１７歳以下の見込みが、平成３１年度４，１８３人を

基準にすると、推計では５年後の令和６年度には３．５％、１４５人増の４，３２８人に

なります。このうち小学生は１，４２２人から６６人増の１，４８８人となります。 

      平成３０年１１月に吉岡町で調査した「子ども・子育て支援に関するアンケート調査報

告書」によりますと、就学前の調査結果では、お子さん「２人」は５１．７％と最も高く、

次いで「１人」が２８．１％、「３人」が１５．２％、「４人以上」が３．２％の順でし

た。 

      今年３月議会でスクールバス無料化について質問しましたが、スクールバス無料化につ

いて町長は、「受益者がある程度の負担は適正な行政財政運営だと考える」と言われてい

ました。 

      スクールバスは平成元年４月からスタートして、平成２０年から使用料が半額になり、

さらに１３年が経過しております。 

      では、初めに質問します。 

      １、子育て家庭に対する経済支援の一つとして、スクールバスの料金を第２子のお子さ

んから半額にして、支援体制の充実を図ることに町長の見解を伺います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議員から、第２子から料金を半額にできないかということで質問を

いただきました。 

      通学バスについては、上野原地区を通っている県道前橋伊香保線で運行していた民間の

路線バスが昭和６３年度に廃止されたことにより、上野原地区の子供たちの通学に支障を

来したことから、平成元年４月から町で運行を始めた事業でございます。 

      前回の答弁と同様になってしまいますが、通学バスの運行につきましては町民皆様の税

金を使わせていただいておりますので、バスを使用する方には受益者負担の原則から、あ

る程度の使用料をご負担していただくことが適正な行財政運営だと考えていることに違い

はございません。 

      ただ、議員がおっしゃるとおり、世帯として考えた場合に、保護者の方にかかる経済的

負担の大きさについても理解できるところはありますので、このことについては今後検討

していきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 
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４   隆君） 同様に、教育長の見解を伺います。 

議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） ただいま町長の答弁にもございましたとおり、このことについては受益者

負担の原則にも配慮しつつ、世帯としての保護者負担の軽減の観点から検討してみたいと

考えております。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 現在、スクールバスの利用者は何人で、利用者金額の年間総額は幾らにな

りますか。お尋ねします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） このことに関しましては、教育委員会事務局長に答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 令和２年８月現在、２５人の児童が通学バスを利用しておりま

す。 

      なお、通学バスの使用料につきましては、年度当初、４５万円ほどの収入を見込んでお

りましたが、学校の臨時休業により４月、５月の通学バス使用料は徴収しておりませんの

で、実際には見込んでいたよりも少ない金額となる予定です。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 利用者数２５人。休学等があって、今年度は料金が発生していないようで

すが、通常に支払った場合、年間総額幾らになるんでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 教育委員会事務局長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 先ほど答弁したとおり、４５万円ほどというふうに、よろしく

お願いします。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 
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４   隆君） それでは、４５万円ほどということですが、第２子からの該当者が何人い

て、第２子からの料金を半額にした場合、年間幾ら減収になるのでしょうか。お答えくだ

さい。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 本件についても、教育委員会事務局長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 先ほど答弁したとおり、８月現在で２５人の児童が利用してお

りますが、このうち２人目の児童が６人、３人目の児童が１人となっております。仮に、

現在利用している児童がこのまま１年間に通学バスを利用したと想定した場合、２人目以

降の料金を半額にすると、７人が対象となり、７人が半額となりますので６万３，０００

円ほどが減収になると考えております。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） これは令和２年度。それでは、令和３年度からは利用者数、それから２人

からの該当者、何人いるんでしょうか。お答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 本件についても、教育委員会事務局長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） あくまでも試算ということになりますが、来年度の使用者は２

３人、そして使用料としての収入は４２万円程度になるのではないかと考えております。

仮に来年度、２人目以降を半額にした場合は、今年度と同様、７人の生徒が対象となると

想定されまして、減収額は６万３，０００円となる見込みです。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 分かりました。 

      スクールバスの年間維持費というものはどれぐらいかかっているんでしょうか。お答え

ください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 
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町  長（柴﨑德一郎君） このことについては、教育委員会事務局長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 運転手の賃金や燃料代、車検等の費用、自動車の重量税等、通

学バスにかかる費用の合計額としまして、令和２年度の当初予算では２８２万６，３４０

円が計上されております。なお、令和元年度の決算上の合計額としましては２７８万５，

９５９円となっております。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 年間維持費は、今年度は２８０万円、決算上では２７８万５，０００円と。

町では、「子どもを育てるなら吉岡町」を合い言葉に、子育て支援には力を注いできまし

た。子供４人以上の家庭にはエンゼル表彰もしております。 

      町長、必要な財源は年間６万３，０００円です。例えば、１０月から実施すれば３万２，

０００円で済むわけですよ。ぜひ１０月からでも第２子からの料金を半額にできませんか。

お答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 先ほど答弁したとおり、このことについては今後、来年度に向けて検討

をしていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４  嶋 隆君） 先ほどの町長及び教育長の答弁の中には、世帯として考えれば、２人目以

上の経済的な負担も考慮して、理解できるというお話がありました。ぜひ来年４月から実

施できるように、年間６万円です。たかだか６万円ですよ、６万円をぜひ予算上にのせて、

４月から実施できるようにお願いしたいと思います。 

      次に、自転車の安全利用促進委員会は２０２０年３月６日、全国都道府県別の中学生、

高校生の通学時における自転車事故発生件数について調査、分析した内容を公表しており

ます。２０１８年、都道府県別の自転車事故ランキングでは、中高生とも群馬県がワース

ト１でした。２０１８年、都道府県別で人口１万人当たりの中学生の通学時の自転車事故

発生件数が最も多かったところは群馬県で２９．４件。同様に高校生は１１７．６件で、

高校生の場合は５年連続ワースト１となっております。 

      中学生の自転車事故が多い理由としては、自転車利用や交通に関する経験が浅く、交通

事故の危険性に対する認識が浅い。ルール、マナーに関する教育を受けているものの、自



 - 110 - 

転車という車両を運転しているという意識や責任感が乏しい等が挙げられます。自転車は

小回りが利く便利な乗り物ですが、誰もが加害者にも被害者にもなってほしくありません。 

      関東圏での自転車保険加入が義務づけられているところは、令和２年４月１日現在、東

京都、神奈川県、埼玉県、茨城県の笠間市で、加入は強制ではないが、加入するよう努め

る必要がある。つまり努力義務の地域は、千葉県、茨城県、群馬県で、栃木県は未検討と

なっております。 

      吉岡町で自転車に関した交通事故は、渋川警察署の調べによりますと、平成２９年は２

０件で、うち１５歳以下が６件、平成３０年は３３件で、１５歳以下は１１件、平成３１

年は２１件で、１５歳以下は４件でした。 

      最近では、自転車が加害者となる高額賠償事故が発生していることから、自転車保険の

加入義務が必要と考えますが、町長の見解を伺います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 自転車は誰もが手軽に利用できる乗り物ですが、全国的に自転車事故に

よる高額賠償事案が発生しているということは私も認識しております。 

      現在、群馬県では自転車損害賠償保険の加入については、条例による加入が努力義務と

されておりますが、近年の自転車事故による高額賠償事案に鑑み、自転車保険の加入を義

務化することが検討されているようでございます。 

      町としても、現在手続が進められている県条例の施行に合わせて取組を進めていきたい

と考えております。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 県でも、条例による義務化を進めているということですね。 

      同様に、教育長の見解はいかがでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） 教育委員会といたしましては、自転車を運転する人の責任である「ルール

を守ること」と、併せて「保険に加入すること」の大切さについて、保護者及び児童生徒

に改めて啓発を図っていきたいと考えております。 

      また、自転車保険につきましては、既に保護者が加入している保険や共済などで、自転

車による賠償事故を保証する特約をつけている場合もありますので、自分自身の自転車賠

償保険への加入の状況を確認するためにも、まずは自分自身や家族が自転車事故による賠

償を保証できる保険や特約に加入しているか調べることができるチェック表の配布などか
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ら始めていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 教育長のほうでは、今後チェック表を配布して実態を調査するということ

ですね。 

      次に、吉中では昨年度から自転車による通学範囲を１．５キロから１キロに距離を緩和

しました。これにより、自転車通学者が１３０人ほど増えて４３０人ほどとなりました。

ますます自転車による交通事故が心配となります。教育委員会が把握している過去３年間

の吉中生徒の自転車に関する交通事故件数は何件ありましたか。お尋ねします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） このことにつきましては、教育委員会事務局長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 通学中の自転車事故件数ということですが、平成２９年度が６

件、平成３０年度が３件、令和元年度が５件となっております。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 平成２９年６件、３０年３件、３１年５件。具体的に、被害者であればい

いということはないですけれども、万が一、加害者になった場合、高額な保険等の問題等

が発生すると思います。 

      吉岡町の全児童生徒は、町の負担により災害共済給付制度に加入しております。事故な

どの自分自身の保険は対応しています。しかし、自転車事故で加害者になった場合はどう

でしょう。昨年の９月議会で、任意保険加入については、吉中３学年合わせて１２５人で、

全生徒の１９％とのことでした。県として、自転車保険加入は努力義務ですが、自転車事

故による高額賠償事故も増えております。 

      町が任意保険の一部を負担し加入率を高めることについて、町長の見解を伺います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 先ほど答弁したとおり、現在、群馬県では、自転車事故による賠償を補

償できる保険や特約への加入義務化に向けた手続が進められており、町としては、県条例

の施行に向けた取組を進めていきたいと考えております。 

      なお、県条例施行により自転車保険の加入率が高まることが想定されますが、自転車保
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険の加入率を高めるため、町として、利用者が支払う自転車保険を負担するような事業は

考えておりません。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 加害者となった場合、年齢に関係なく多額の損害賠償を求められるケース

があります。自転車保険にはいろいろあります。自転車整備店で有料の整備をして、ＳＴ

マークを取得できれば１億円の保険がつくものがあります。また、３年間一括保険もあり、

研究、検討のほどよろしくお願いしたいと思います。 

      次に、吉中の交通安全講習会ではどのような内容を実施しているのか、お答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） このことについては、教育委員会事務局長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 吉岡中学校では毎年、警察と町交通安全協会の方々の協力によ

り、自転車マナーアップ運動を実施しており、警察官による交通安全教室の開催などによ

り、自転車の安全な乗り方や加害者になり得ることなどについても全校で学習しておりま

す。 

      さらには、毎月、安全委員が自転車の整備状況を点検し、整備に問題がある生徒には修

理をするよう呼びかけているほか、毎週月曜日の下校時には、教職員が学校近辺の路上パ

トロールを行い、自転車の乗り方について安全指導を行っているところです。 

      今年度につきましては、学校の臨時休業や授業時間の確保等の影響もあり、１年生のみ

を対象とした交通安全講習会を実施しました。なお今後は、自転車を運転する人が交通

ルールを守り、無謀な運転をしなければ自転車事故を防ぐことができるということ、そし

て、自転車に乗って通学することは、他人に危害を及ぼす可能性があるということについ

ても意識づけを図っていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 交通安全に関しては、いろいろ取り組んでいるわけですが、交通安全講習

会は交通ルールやマナーだけでなくて、交通事故の実態を周知するとともに、具体例とし

て、学生が加害者になってしまったケースを紹介するとか、賠償責任について言及した話

を盛り込むとか、交通事故防止の徹底を図ってもらえればと思います。 

      続いて３番、昨年９月議会で質問した、吉中生徒の部活動大会出場時に、登録に漏れた
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部員を輸送するため、町有マイクロバスの活用についてですが、１年が経過しました。検

討結果を町長に伺います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 吉中生徒、町有マイクロバス活用についてでございますが、それぞれの

大会の登録選手及び引率者を派遣するという目的の場合に利用可能としておりましたが、

大会の登録に漏れた部員にも、大会を現場で体験させてあげたいという教育的な配慮から、

そのような際にも町マイクロバスが利用できるよう調整を行ってまいりました。 

      実際に、昨年度の駅伝部の関東大会出場の際には、登録選手以外の部員の送迎のために

マイクロバスの利用を許可しておりますので、今後も、本来優先されるべき公務での使用

を妨げない範囲で同様の対応を取っていければと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） どうもありがとうございます。町有マイクロバスを使うことによって、登

録に漏れた選手たちが、やはり現場に行って応援すると、生徒たち、選手は非常に力強い

結果をもたらせると思います。ぜひ今後も各部活動の活用についてはよろしくお願いした

いと思います。 

      次に４番、林道粟籠井堤線について、今年度の工事の進捗状況を伺います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 林道粟籠井堤線について、今年度の進捗状況ということでございます。

今年度の林道粟籠井堤線の工事における進捗状況でございますが、まず道路新設部分の杉

など樹木の伐採を行っておりましたが、その伐採が完了いたしましたので、現在、道路本

体の工事に着手しており、樹木がなくなった斜面の切土や盛土など造成的な工事を進めて

いる状況でございます。 

      なお、詳細に関しましては、産業観光課長に答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） それでは、工事の詳細についてお答えいたします。 

      まず、工事の契約についてですが、契約日は令和２年７月１０日でございます。施工業

者は森喜建設株式会社で、請負金額は２，８９７万４，０００円でございます。今後の工

程につきましては、先ほど町長の答弁にございました、切土、盛土等の造成工事が１０月

末、その後、排水設備工事が１１月末、路盤工事が１２月末、防護施設、標識、のり面保
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護工事が１月中旬、さらに舗装・区画線工事が２月下旬までであります。工期は令和３年

２月２６日までとなっております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 今のところ工事は順調に進んでいるとお見受けいたします。 

      今までいろいろ質問してきた中で、林道粟籠井堤線の終点、終わりというところは、滝

の沢を渡ったところなんですか、渡る手前なんですか。どちらなんでしょうか。お答えく

ださい。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、産業観光課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 林道粟籠井堤線の計画上の終点につきましては、滝の沢川を渡河した

左岸までとなっております。ですが、現在工事を行っております県単独林道開設事業粟籠

井堤線の工事区間につきましては滝の沢川の右岸まででありまして、その終端部に車両が

転回できるスペースを設ける予定ということになっております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 林道粟籠井堤線として捉えた場合は、滝の沢の左岸ということでよろしい

んでしょうか。いかがですか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、産業観光課長に答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 先ほどお答えさせていただきましたとおり、計画上につきましては、

あくまで左岸が終点ということになっております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） そうすると、林道粟籠井堤線とすれば、滝の沢を渡ったところが計画上の

終点になるわけですが、今年度では完成したことにはならないと解釈いたしましたが、そ

れでよろしいんでしょうか。 
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議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、産業観光課長に答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 計画からしますと、終了したということにはならないかと思っており

ます。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 私も、この林道粟籠井堤線については前議員から引き継いでいるものです

が、ちょっと初歩的なことをお伺いいたします。林道粟籠井堤線の開始年度はいつからス

タートしているんでしょうか。お答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、産業観光課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 大変申し訳ございません。今ちょっと手元に今年度の資料しか持って

おりませんで、ちょっとお答えできません。申し訳ありません。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） それでは、開始年度は別問題として、開始年度から、年度ごとに幾ら予算

をつけてきて、その予算は県が幾ら、町債が幾ら、一般財源が幾らというようなことをお

聞きしたい。恐らく今、資料はないと思うんです。私の手元では、令和元年度は決算書で

は３，６５５万９，０００円だと思うんですよ。このうち、県の補助金が１，２５０万円、

町債が２，１５０万円、一般財源が２５５万９，０００円と報告書には書いてありました。 

      同じように、この林道粟籠井堤線ができたときから同様な回答を欲しいのです。いつま

で回答できるのか、お答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、産業観光課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 
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産業観光課長（岸 一憲君） 大変申し訳ございません。今の時点でちょっとご回答できないという

ことで。申し訳ございません。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 委員会では数字は出していただけるんでしょうか。お答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 今の数字につきましては、また後日、調査をしてご提示できればと思っ

ております。委員会までに間に合うかどうか、ちょっと確認はさせていただきたいと思い

ます。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 早急に調査をお願いしたいと思います。 

      それから、林道粟籠井堤線は滝の沢を渡った左岸が終点ということですが、素朴な疑問

なんですが、なぜ県道の前橋伊香保線までが林道にならないのか、お聞きいたします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、産業観光課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） この件に関しましては、滝の沢川の左岸側につきましても、平成２９

年中の計画では、県道まで林道として整備する予定でございましたけれども、平成３０年

の５月に左岸側の計画地を含む山林におきまして、残土処理場としての林地開発が許可さ

れました。林道とは、森林の適切な管理や間伐等の森林整備を行うことを目的とした道路

でございますので、開発行為により樹木の伐採が実施されますと、受益地が減少するとい

うことになりまして、林道として整備するための補助要件を満たすことが難しいという判

断によりまして、計画を断念した経緯がございます。 

      そのような経過を踏まえまして、平成３０年９月２１日に実施いたしました林道工事の

説明会におきまして、滝の沢川左岸から県道までの区間につきましては、町道として整備

を行う予定であるとお伝えしたものでございます。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 平成２９年中は、林道が県道までという計画でした。平成３０年９月２１
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日で左岸までというふうになったわけですが、町道としての工事ですか、先ほども質問の

中に、何年度からスタートしたのかということを伺っております。それと、町道としての

予算を計上したことがあるのか。例えば、それは調査費とか設計料とか、そのような形で

町道として予算を計上したことがあるのか。あるのであれば、それは何年度か、お答えく

ださい。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 町道関係部分につきましては、建設課長から答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 町道としての設計業務の委託の予算でございますが、昨年度、予算化いた

しましたが、事情によりまして減額をさせていただきました。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 昨年度計上した。金額は、まず幾らでしょうか。そして、これが実施され

なかった理由はどのようなことでしょうか。お答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、建設課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 予算の資料をちょっと今、手元にないので申し訳ないんですけれども、こ

ちらが、要は一級河川滝の沢川を渡河する方向が決まっていないために、町道の、いわゆ

る始点とか終点が決まらないため設計ができないということで減額をさせていただきまし

た。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 先ほどは、滝の沢川の渡り切った左岸が終点だということですよね。その

左岸の終点のポイントは分かっているわけです。だから、そこをスタートに県道までが町

道になるわけですから。そういうことではないんでしょうか。何でその設計の金額、今分

かりませんけれども、盛り込んでおきながら、それを実施しなかったのか。この点をお聞

きしたいんです。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 
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              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 建設課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 新設道路になりますので、起点、終点部分が定まらないと、やはり設計が

できないと。当初は、洗い越しという方向だったんですけれども、一級河川を渡河する方

向が決まっていないため、起点、終点が定まらないということで、設計はできないという

ことです。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 終点のポイントは決まっているわけではないんですか。ちょっと課が違う

んですよね、産業観光課と建設課と。町道だから建設課で、産業観光課は県の関係だから

産業観光課ということなんですが、今までが１つの課にあったわけですよ。室で分かれて

いたわけです。だから、横のつながりは十分できていたと思うんです。今回、横のつなが

りも十分やっていただいて、この私の解釈で言えば、滝の沢川を渡った左岸が終点だと言

っているわけですから、産業観光課は。そこが終点だから、そこが今度、起点になるわけ

ではないですか。終点のポイントは決まっているんですか、産業観光課長。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しまして、産業観光課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 先ほど大澤建設課長からの答弁にもありましたとおり、やはり渡河す

る方向が決まっていないということになりますと、終点はここですということもなかなか、

ポイント的には決められない部分ではあるのかなと感じておりますので、そういう部分で、

ここまでですと。逆に言えば、町道の始点がここからですということが決められない部分

ではないかと考えられます。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） いずれにしてもこの問題は、町道も手をつけてもらわなければ困るんです

よ。来年度予算に町道に関する予算を計上する予定があるんですか。お聞きします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 
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町  長（柴﨑德一郎君） 建設課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） まずは、こちら今、一級河川を渡河する方向が決まっていないということ

で、今後につきましては、県の渋川土木事務所や県の森林事務所の助言、指導をいただき

ながら、同整備の手法等について検討していきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 一度、昨年度、設計を予算にのせているんですよね。少なくとも、ある程

度ルートをつくれるのではないのですか。今の話ですと、全然やる気ないですよね。県の

様子を見てから考えると。そんなことでは駄目ですよ。もっと町道に関して積極的に動い

てもらって、地元住民に説明してほしいんですよ。まるっきりやる気ない答えですね。話

にならない。 

      ぜひ来年度、設計料か調査料かよく分かりませんけれども予算をのせて、町道の動きを

スタートしてください、町道に関して。スタートしなければ何も始まりません。その前提

となるものは予算です。実行してください。お願いします。 

      次に、今年度で林道部分は舗装されますが、滝の沢の手前で行き止まりになるわけです。

道路が行き止まりになれば、おのずと不法投棄などの心配が発生します。こういう不法投

棄等のことに関して、何か対策はお持ちですか。お答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） その件の前に、先ほどの町道の関係でございますけれども、予算の前に、

まずは渡河方式が決まらないと、予算の組立てに行けないということをご理解いただきた

いと思います。 

      また、今の質問につきましては、産業観光課長に答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 現在、林道の新設工事を行っております区間につきましては、議員ご

指摘のとおり、周辺からの見通しが悪い、そのようなことなどから、不法投棄の温床とな

りかねないことと危惧いたしております。その対応策といたしまして、デ・レイケ９号堰

堤から北側に上り上げた頂上部周辺にゲート等を設置するなどの措置を検討したいと考え

ております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 
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              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 北側の頂上付近にゲートを設置したいというお考えですが、これは今年度

内にこのゲートを設置する予定なのでしょうか。いかがですか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 産業観光課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 当初の工事の設計に入っていないということもありますので、変更等

可能であれば、できれば今年度完了時には設置したいなとは考えております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） ぜひ早いうちにゲートを設置していただきたいと思います。ゲートができ

なければ、そのうち不法投棄等が発生があり、心配、特に地元住民が大変困りますので、

その辺は、ゲートだけではなくて、例えば不法投棄の看板等の設置も検討していただけれ

ばと思います。 

      次の質問は、先ほど絡みで質問しておりましたので飛ばして、５番、株式会社吉岡町振

興公社の経営状況は議会で報告があります。社会福祉法人吉岡町社会福祉協議会及び公益

社団法人吉岡町シルバー人材センターの運営形態はどのようになっているのか伺います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 社会福祉協議会と町とは、町の高齢者福祉、社会福祉を考える上で、互

いに車の両輪のように、なくてはならない密接な関係でございます。また、シルバー人材

センターにおいても、町から多様な業務を委託しており、経験豊かな人材の宝庫であり、

それらの業務を担うことで高齢者に就業の機会を与え、生きがいづくりに多大なる貢献を

果たしております。 

      なお、各機関の運営状況等の詳細につきましては、介護福祉課長に答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） まず、社会福祉協議会についてですが、社会福祉協議会とは社会福祉

を目的とする事業に関する企画、立案、普及、宣伝、助言を行い、地域の福祉ニーズを持

つ人々のために必要な福祉活動を自主的に進める民間団体、社会福祉法人です。 

      運営形態としては、自治会長や福祉団体代表である評議員２０名からなる最高議決機関
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としての評議員会を置き、学識経験者である会長、民生児童委員代表の副会長、社会福祉

団体代表や学識経験者、常務理事からなる理事８名により構成される理事会を執行機関と

して設け、理事のうち事務局長が常務理事を兼務しております。 

      次に、シルバー人材センターについてですが、シルバー人材センターとは「自主・自

立」「共働・共助」の理念の下に、高齢者が働くことを通して社会参加をし、自ら生きが

いづくりと健康の増進を図るとともに、活力ある地域社会づくりに貢献することを目的と

するもので、法律に基づいて事業を行う、都道府県知事の指定を受けた団体、公益法人に

なります。 

      営利を目的とする団体ではなく、高齢化社会を支える役割を果たす公共性、公益性を有

する社団法人で、国、県、町から補助を受けて運営をしております。 

      運営形態についてですが、組織としては、理事１０名、監事２名から構成されておりま

す。理事のうち、１名を理事長、１名を副理事長、１名を常務理事とし、事務局長を兼務

しております。 

      理事は理事会を構成し、センター業務の執行の決定に参画いたします。理事長はセン

ターを代表し、その業務を執行します。監事は理事の執行を監査します。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 昨年度は、町から社会福祉協議会に対して補助金が２，８２３万円、シル

バー人材センターには運営費の補助金として４２０万円が出ております。社協とシルバー

の昨年度の業務委託件数と委託金額についてお答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、介護福祉課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） 町からの委託についてでございますが、令和元年度実績で、社会福祉

協議会は委託件数１２件、合計金額６，５６１万２３円になります。シルバー人材セン

ターは受注件数１８９件、合計金額２，０２５万１，０８６円になります。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） ８月２３日付の新聞報道によりますと、近隣の市の社会福祉協議会をめぐ

り、市が退職した幹部職員の役員就任を働きかけ、役員報酬を市から社会福祉協議会への

補助金に上乗せして交付していたことが分かりました。市から社協に対し毎年度、職員の
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人件費を含む運営費として補助金が交付されています。市長は、「専任ポストを設け、人

件費を市から交付したことは好ましいことではなかった」との記事が掲載されました。 

      吉岡町ではこのようなことがあるのか、町長に伺います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、介護福祉課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） 渋川市の場合は、確認したところ……失礼いたしました、訂正いたし

ます。近隣市町村の場合は、常務理事と事務局長は別と確認しております。 

      吉岡町の場合は、先ほど申しましたように、常務理事と事務局長は同じになります。人

件費、運営費の補助金の中の、人件費の部分に事務局長分の給料が入っておりますが、理

事としての報酬は局長は頂いていないということで、渋川のようなことはないと確認して

おります。以上です。すみません。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 社協やシルバーの経営報告が議会にされないのはなぜか、伺います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、介護福祉課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） 経営報告が議会で報告されないことについてでございますが、地方自

治法によると、町で出資している法人で、政令で定めるものについては毎事業年度、経営

状態を説明する書類を作成し、次の議会に提出しなければならないと定められおり、地方

自治法施行令によると、町が資本金、基本金、その他これらに準ずるものの２分の１以上

を出資している一般社団法人及び一般財団法人並びに株式会社が対象となる法人等の範囲

とございます。 

      社会福祉協議会は社会福祉法人のため対象外となります。シルバー人材センターは公益

社団法人であり、町から補助金は出ておりますが、町が資本金、基本金、その他これらに

準ずるものの２分の１以上を出資している一般社団法人及び一般財団法人並びに株式会社

には当たりませんので、こちらも対象外となります。 

      これらのことにより、社会福祉協議会とシルバー人材センターにおける経営状況につい
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て、議会での報告を行っておりません。 

      なお、先ほど不適切な発言があったことを謝罪いたします。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 今のお話ですと、地方自治法等によって報告義務はないということだと思

うんですが、報告義務がなくても報告していただきたいんですけれども、この辺はいかが

ですか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 概要等につきましては、今後検討していきたいと思っております。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 少なくとも昨年度、社協に対しては２，８２３万円、シルバーに対しては

４２０万円が補助金として出ておるんです。ですから、地方自治法に出さなくてもいいよ

と書いてあっても、これは町として議員、議会に対して報告していただきたいと思います。

ぜひよろしくお願いいたします。 

      最後ですが、４月、役場の組織改革機構では、窓口業務の統合化によって、どのような

成果があったのか伺います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 役場の組織機構改革では、全体的な基本方針、方向性として、窓口事務

の統合化による庁内スペースの有効活用を掲げ、様々な検討を行い、令和２年４月に実施

させていただきましたところです。 

      詳細につきましては、企画財政課長より説明をさせていただきます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） 窓口業務の統合化につきましては、新設した住民課内に、利用頻度の

高い戸籍及び住民基本台帳業務、国保関係、高齢者医療や福祉医療など窓口業務を集約し、

総合窓口的機能を担う役割といたしまして住民保険室を設置いたしました。 

      また、１階フロア中央部分を北にくぼませ、住民保険室向かいに介護福祉課を設置する

ことで、手続にいらした方の動きを最小限にできるよう、庁舎フロアのレイアウトを大幅

に見直したところでございます。 

      関連いたしまして、庁舎正面玄関の入り口に総合案内を新設、案内要員を常駐させ、目
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的の窓口へのスムーズなご案内の実施、また手続の多い住民保険室には、窓口の混雑緩和

と待ち時間の快適化のため番号発券機を導入いたしました。 

      この組織機構改革ですが、４月から実施し、まだ５か月を経過したところであり、成果

の測定が難しい部分はございますが、来庁された方のお話をお伺いする限り、おおむね好

評ではないかと感じております。 

      今後も、町民の方はもちろん、業務に当たる職員の声にも耳を傾けながら改良を重ね、

さらなる行政サービスの向上及び職場環境の改善に努めていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 議員。 

              〔４番  隆君発言〕 

４   隆君） 組織再編によって、庁舎改修工事費等を含めた経費が約２，１８０万円か

かっております。新たな組織体制で町民の幸福度をますます向上できるように頑張ってい

ただきたいと思います。 

       

議  長（山畑祐男君） 以上をもちまして、４番  隆議員の一般質問が終わりました。 

      ここで昼食休憩を取ります。再開を１３時といたします。 

          午前１１時５０分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後 １時００分再開 

議  長（山畑祐男君） 会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（山畑祐男君） ２番冨岡栄一議員を指名します。冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君登壇〕 

２  番（冨岡栄一君） 議長への通告に基づき、一般質問を行います。 

      まず、１番目として、町の用水路についてお伺いします。 

      １番として、整備事業について。 

      昭和３５年、県営中群馬土地改良事業で、大久保第一地区から始まり、昭和４５年、県

営群馬用水土地改良区の町浦地区や、平成１４年、団体営土地改良事業など、吉岡町では

計４２件、９００．３ヘクタールの土地改良事業を行ってきて、早いところは６０年がた

ちました。 

      時が過ぎるにつれ、水路も老朽化し傷んでいると思います。近年の異常気象により大雨

が降り、水路自体も問題がある箇所も多くあるかと思います。町も定期的に改修工事をし

ていますが、令和元年度の決算書を見ますと、農地費、事業名、小規模農村整備事業、一

般財源でと書いてあります。８４７万４，０００円支出、工事場所が南下下八幡地区と大
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久保溝祭地区において延長５９８メートルの農業用水路の布設替え工事を群馬用水土地改

良区が事業主体で実施したとあります。群馬用水土地改良区からの支出はなかったか、お

伺いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 農業用水路の整備状況につきましては、議員がおっしゃるように、県営

群馬用水土地改良事業をはじめ、昭和４０年代から各種の補助事業を活用し、数多くの土

地改良事業により整備されたものと認識しております。 

      農業用水路につきましては、経年劣化に伴い、中には十分な機能を果たしていない水路

もありますので、水路の更新事業を群馬用水土地改良区の協力を得ながら、老朽化の程度

など優先順位を考慮し、農業用水路の布設替え工事を順次実施しているところでございま

す。 

      詳細については、建設課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 群馬用水土地改良区の受益地に供給するための用水路を改修する場合に、

県の補助事業である小規模農村整備事業を活用し、町が群馬用水土地改良区に事業の依頼

をして、群馬用水土地改良区が事業主体となり、用水路の改修工事を実施しております。 

      昨年度の総事業費は１，５２２万４，０００円で、県の補助金は約４５％の６７５万円

となり、残りの８４７万４，０００円が町の負担金として群馬用水土地改良区に対して負

担金を支出しておりますので、群馬用水土地改良区の負担を伴う支出はございません。以

上です。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 分かりました。追加説明書の１３０ページに群馬用水関係があって、２，

７５４万５，０００円とありますけれども、先に聞いたものは補助事業とちょっと出てい

るものは違うかなと。また決算関係で質問したいと思います。 

      ２番に行きます。農地所有者には群馬用水賦課金ということで、１，０００平米当たり

経常費１，５００円、かん排事業費で畑かんが１，５１０円、一部補給というものは水田

ですかね、１，４９０円、維持管理費で畑かんが２，５００円、一部の水田で３，７５０

円納入しています。この賦課金はどのような目的で利用されているのかと、町全体での賦

課金額は幾らになるか、お伺いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 
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              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、建設課長から説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 群馬用水土地改良区の賦課金につきましては、土地改良法第３６条第１項

に、「土地改良区は、定款で定めるところにより、その事業に要する経費に充てるため、

その組合員に対して金銭等を賦課徴収することができる」との規定がございます。 

      ご質問の、群馬用水賦課金の利用目的でございますが、経常費は群馬用水土地改良区の

人件費などの運営経費に充てられております。次に、維持管理費につきましては、調整池

やパイプラインなどの施設の維持管理に充てられております。次に、かん排事業費は県営

かんがい排水事業費等の償還金に充てられております。 

      また、町全体の群馬用水賦課徴収額についてでございますが、令和元年度の決算額で、

経常費賦課金が５６０万４，２５６円、維持管理費賦課金が１，３０６万９，２０６円、

かん排事業費賦課金が５７８万４，５８７円、合計で２，４４５万８，０４９円となって

おります。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） ありがとうございました。 

      では、次の質問に行きます。３番として、一般道路側溝敷設替え工事も決算書を見ます

と、道路維持工事費の工事請負費、道路長寿命化補修工事で約２１９万円の支出があった

ということが載っております。工事場所が、陣場大藪線で２４．３メートル、長坂３号線

で２１．３メートルと書いてあります。最近の異常気象によるゲリラ豪雨の大雨などで水

があふれ、また、ごみなどが詰まり水があふれて災害が起こっているかと思います。どの

ような対応をしているか、お伺いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、建設課長から説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 道路側溝や水路にごみなどが詰まり、水があふれてしまっている場合は、

早急に現地に出向き、現場を確認して、職員やシルバー人材センターから派遣を受けてい

る道路作業員がごみや土砂の除去作業を行い、道路側溝や水路の復旧を行っております。

なお、詰まった箇所が暗渠等で復旧が困難であるときは、専門業者により高圧洗浄などの
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清掃業務を発注して対応しております。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 次に、皆さんにお配りした資料１番を見ていただきたいと思います。見て

のとおり、道路の水路脇ですかね、水路右側に、上の写真ですと右側にあります。水路脇

には、今の時期になると草が生い茂り、町民が通行するのに迷惑がかかっております。下

の写真になりますと、遊休農地というか、耕作放棄地ですかね、樹木は生え、雑草は生え

ているところがあります。この雑草があることにより住民が迷惑しているところも数ある

かと思います。町としては、どのような対応をしているのか、お伺いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、建設課長から説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 道路脇や水路脇の除草管理につきましては、春と秋に道路愛護事業として

地域住民の皆様に除草や側溝の土砂上げ等にご協力をいただいているところでございます。 

      また、通常の道路パトロールや、自治会や住民からの要望に応じて除草作業をシルバー

人材センターから派遣を受けた道路作業員が実施しております。なお、例年、草の繁茂が

顕著な場所や通学路、幹線道路など交通量の多い箇所の除草につきましては、専門職のい

る土木業者や造園業者に適宜その現場の状況に応じて除草作業を実施しております。 

      また、今年度から障害福祉サービス事業所との協議が調い、除草作業業務を福祉事務所

に委託し、数か所の路線の除草作業を実施しております。 

      なお、遊休農地の雑草が道路などに張り出している場合や住民からの苦情がある場合は、

その都度、町農業委員会と連携して除草管理の依頼を地権者に通知しているところでござ

います。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 次に、自治会で年２回の道路愛護をしているかと思います。町でも、道路

愛護謝礼として自治会にだと思うんですけれども、報償費５２万円が決算書から支払われ

ているとあります。道路愛護謝礼金を増やし、道路清掃回数を増やしてもらい、町道の清

掃、雑草退治などをしてもらえるような考えはないのか、町長、お伺いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 
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町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しても、建設課長から説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 道路愛護事業につきましては、各自治会を通じて地域住民のご協力により

道路等の清掃活動を実施していただいております。 

      道路愛護事業は、群馬県及び群馬県道路協会の実施要領に基づき、各自治会に参加のご

協力をお願いしております。現在のところは県の実施要領に基づきますので、道路愛護の

回数を増やす予定はございません。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） そこで、ちょっと資料が、教えていただいたものが１つあります。多面的

機能支払交付金に取り組んでみませんかと。群馬県緑保全協議会。多面的機能支払交付金

は、農地、水路、農道などを共同活動で保全管理している活動組織に交付金を交付する制

度ですという中で、多面的機能支払交付金制度というものが１番目にあります。この交付

金には、農地維持交付金、資源向上支払（共同）や資源向上支払（長寿命化）などがあり、

中でも農地維持支払では、１番に、農地や水路、農道、ため池の見回り、２番目に、草刈

り、堀さらい、農道の砂利補充、ゲートの塗装、鳥獣害防護柵の管理、３番目としまして、

１、２に加え、今後農地や水路などをどのように維持管理していくか地域で話し合い、構

想をまとめていくことが必要になります。 

      この交付金の単価は１０アール当たり、田で３，０００円、畑で２，０００円、草地で

２５０円とあります。この交付金の対象は、個人では対象とならず、水利組合や自治会等

の組織が対象だそうです。この制度を利用し、農地周りには組織に交付金を出し、維持管

理してもらえれば町の負担も軽減されるのではないかと思います。この交付事業を町民に

周知し、多くの団体が参加してもらえるような対応はどのように考えているか、お伺いし

ます。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、建設課長から説明を申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 多面的機能支払交付金は、国や県も推進している支援制度となります。地

域共同による農用地、水路、農道等の地域資源の基礎的な保全管理活動に対して、対象農

用地の面積に応じて交付金を交付するものでございます。 
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      農業者の高齢化や後継者不足などの背景もあり、農地の保全管理に対して補助金が制度

化されております。 

      現在、町では北下の貯水池組合がこちらの交付金を活用して実施しております。 

      今後の多面的機能支払交付金の周知でございますが、大藪貯水池組合や漆原水利組合な

どの農業者団体に対し、多面的機能交付金の事業について引き続き周知を図っていきたい

と考えております。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 次の２番に入ります。豪雨災害での対応はということで、資料２番を見て

いただきたいと思います。 

      本年の７月７日から８日にかけて降った豪雨により、南下、大藪地区の用水路、下の用

水路から雨水が道路にあふれ、その水のせいで、その水が道路に入り、その道路から漏れ

た水で田の土砂が崩れ、田んぼに土砂が入ってしまいました。このような田んぼもあちこ

ちあるかと思いますが、取りあえずこの崩れた要因と、この水路工事の予定はどのように

なっているか、お伺いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しても、建設課長から説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 議員がおっしゃるように、７月８日の大雨により、南下の大藪地区におい

て道路ののり面が崩れ、農地に土砂が流入する被害が３件発生しております。また、この

うちの１件は、のり面下の水路の一部が崩れた土砂により埋まってしまった事例もありま

した。 

      その最大の要因としては、集中豪雨のように水路の排水能力を超える雨が短時間に集中

的に降ったことが挙げられます。また、小規模農村整備事業により農業用水路の改修工事

が昨年度実施され、道路ののり面の一部が掘り返されたことにより地盤が弱くなってしま

った箇所があるということも要因の一つと考えられます。 

      現場の復旧につきましては、保護をする工事が終了していると認識しております。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 私が思うには、取りあえずのり面は工事は完了しているけれども、水路は

これからかなと思います。 
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      それで、豪雨災害対策で何かないかということで、農地の雨水貯水量というものをちょ

っと調べさせていただきました。１平方メートル当たりの１時間当たり降水量を貯蓄でき

る量は、水田で２９２．５ミリ、畑では４６．７ミリ、果樹園では９４．８ミリの雨水を

貯留できるとあります。 

      町も都市化が進み、農地が宅地や商業施設等に変わっていき、流域治水のため池の役割

を果たす農地、水害対策としての農地確保が必要かと思います。農地保全での豪雨災害対

策の考えをお伺いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関して、建設課長から説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 農地の保全が治水の役割に対してどうかというご質問でございますが、や

はり議員のおっしゃるとおりに、大変重要な役割を果たしているものと認識しております。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 次に、２番の交通事故対策に入ります。 

      交通事故状況はということで、本年４月１５日未明に起きた、県道高崎渋川線で軽自動

車が乗用車に追突され炎上し、２人の貴い命が亡くなりました。亡くなられた２名の方々

には心からご冥福をお祈り申し上げます。 

      吉岡町では平成２８年１０月１２日、漆原地区で歩行者と乗用車の事故以来の死亡事故

が起きてしまいました。近年は、自動車自体の性能も上がり、事故件数も減っている中、

残念です。近年の事故状況はどのようになっているか、町長、お伺いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 交通事故状況について質問いただきました。 

      まず、本年４月、野田宿交差点北で発生しました交通事故で亡くなられた２名の方に対

しまして、心からご冥福をお祈り申し上げます。 

      近年の事故状況でございますが、今年の７月末時点の状況を前年同月と比較して申し上

げますと、町内における人身事故件数は前年比マイナス３０件の５２件、負傷者数は前年

比マイナス３８件の６４件、死亡者数は前年比プラス２件の２件となっております。なお、

渋川警察署管内、群馬県内全体を比べますと、人身事故件数、負傷者数ともに減少してお

ります。死亡者数に関しましても、県内全体で見れば減少しておりますが、渋川警察署管
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内の死亡者数に関しては、本町の２名が計上されていることもあり、前年比プラス２件の

計３件となっておる状況でございます。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 次に、事故の多い交差点についての対策をということで。 

      本年７月７日、午後３時５０分頃、町道高崎渋川線と大久保山子田線が交わる田中の交

差点で、乗用車２台、軽自動車１台が絡む地元住民が巻き込まれる事故が起きました。こ

の事故は、大久保山子田線の信号機が青で、東西から来た２台の車に高崎方面から来た乗

用車が赤信号を無視し、２台の車に衝突する事故でした。幸いにも運転していた３名には

大けがをした人はいなかったです。この事故で約２時間の交通規制があり、夕方で学生が

下校するためか、路線バスが次々と来て、交差点が封鎖されたため、バスが迂回させられ

たり、会社帰りの帰宅時間も重なり、交通渋滞が起きました。この交差点は見通しも悪く、

時々事故が起きています。事故関係車両３台ともドライブレコーダーがついていなく、高

崎渋川線を運転していた人が赤信号を認めたものでした。 

      資料３番を見ていただきたいと思います。資料３番で、吉岡町南下、田中交差点付近の

事故状況というものをちょっと調べてみました。平成２７年から令和２年の７月末までで、

件数が１７件、出会い頭が８件。この出会い頭というものは、交差点内の事故と。追突が

４件、信号待ちしている車に後ろから追突をしたと。あと単独が４件、すれ違い１件。人

身事故でいいますと、１１人の方がけがをされております。 

      それと昨年度、令和元年度の吉岡町の事故状況をもうちょっと調べさせていただきまし

た。昨年、町の件数１３６件で、交差点の事故が６４件、４７．１％、約５０％で、２件

に１件は交差点の事故と。交差点といいますので、車同士が交差するから当然そこでは接

触事故が起きるということになるかと思います。交差点付近が３７件、足しますと７４．

３％の構成率で、４件のうち３件は交差点付近の事故になっているかと思います。 

      この交差点は、２番目の写真を見ていただきますと、見通しが悪く、特に南から来たと

きには、榛東のほうから、西から下りてきたときの車はよく見えません。車が見えて気が

ついたときにはもう衝突していると。昔からここは事故が多い交差点になっております。 

      そこで、補償関係で、ちょっと車の保険の加入状況というものを調べてみました。車の

車検時に加入する強制保険、自賠責保険と任意で加入する保険があります。２０１９年損

害保険料算出機構の自動車保険概況で見ますと、２０１９年３月末時点での対人賠償率を

見ますと、全国で７４．８％、保険に加入しているものは４台のうち３台になっているそ

うです。１年古い２０１８年３月末では７４．６％ということで、自動車保険とは別に自

動車共済があります。自動車共済が１３．４％で、合計では全国が８８％、群馬では８８．
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７％。若干、全国の平均よりは群馬県は自動車保険・共済に加入しているかと思います。 

      ということは、１０台に１台は自賠責保険しか入っていないということになります。中

には無車検、うっかりか故意か分かりませんが、車検を受けなかった車も走っている場合

があるかと思います。 

      自動車保険・共済は、あくまで個人の自由意思で加入するもので、法律による加入義務

はありません。自動車保険・共済の必要性、重要性を感じていない場合や、経済的理由な

どによって自動車保険・共済に加入していない車が現在は１０台に１台は走っております。

このような車と事故が起きた場合、過失割合や補償問題などで保険会社等の第三者の介入

が入らず、解決ができず補償も受けられないことになりかねません。 

      そこで、この田中の交差点に事故防止対策として、事故の過失割合が分かるようカーブ

ミラーと防犯カメラをつけられないか、お伺いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 事故の多い交差点についての対策といたしましては、まずカーブミラーの

設置に関してですけれども、渋川警察署に問い合わせたところ、信号機のある交差点への

事故防止のためのカーブミラーの設置例は、把握している限り、渋川警察署管内にはない

との見解を得ております。 

      吉岡町といたしましても、交差点にカーブミラーを設置する場合には、ほかの多くの自

治体と同様に、信号機がないことが前提であると考えております。 

      次に、防犯カメラの設置に関してですが、現在の町の設置の方針といたしましては、通

学路や公園などを中心に、子供たちの安全・安心を守る目的を第一に設置を進めておりま

す。したがいまして、信号機のある交差点の交通事故対策としての設置は行っておりませ

ん。交差点の交通事故対策といたしましては、これまでどおり路面標示等、別の方策を実

施してまいりました。 

      今後につきましても、この方針を継続しながら、渋川警察署や吉岡町交番とも十分相談

しながら、さらに犯罪抑止に効果的な場所への防犯カメラの設置を考えております。 

      また、過失割合の把握の容易性、こういった問題は、予防安全とはまた別個の課題であ

ると認識しております。 

      町といたしましては、交通安全対策の趣旨に照らして、事故発生予防の充実をさらに図

ってまいりたいと考えております。以上です。 
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議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 先ほどのカーブミラーは、交差点にはつかないと書いてありましたが、私

も一応、渋川警察で聞く限りは、カーブミラーは行政でつけるということで、警察がどう

のこうのとは言いませんと。ただし、立てられる場所があるかどうかではないけれども、

交差点ですので、その関係は行政とよくお話をしてくださいと。警察はあくまでカーブミ

ラーは駄目ですとは、カーブミラーは行政、町でつけるものだと言われてきました。 

      次に、都市計画道路についてお伺いします。都市計画道路宮田大藪線の進歩状況はどの

ようになっているのか、お伺いします。この都市計画道路ができれば、先ほどの資料３に

あります写真の田中の交差点、当然ここも広く改善され、見通しもよくなり、交通事故も

なくなるかと思います。一日でも早く開通するような都市計画実行の予定はあるか、お伺

いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、建設課長から答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 都市計画道路宮田大藪線の進捗状況につきましては、県道高崎渋川線バイ

パスが整備されることから、宮田大藪線と交差する南下地内の大藪信号の手前、約２９０

メートルの間は、平成２４年度に道路新設改良工事が完成し、既に供用がされております。 

      また、南下地内の田中の信号から東側、吉岡バイパスの交差点までの間は、現状の道路

線形とほぼ同じ線形で、現況２車線の歩道つきの道路が既に整備されておりますが、都市

計画道路法上の幅員は１６メートルで、現道の幅員より５メートルから約６メートル、幅

員が広い計画道路となっております。 

      議員ご質問の、都市計画道路宮田大藪線の未整備区間の計画につきましては、昭和５５

年の都市計画決定後、町内幹線道路が整備され、交通ネットワークが整備されつつ、県道

南新井前橋線バイパスも来年度に完成が見込まれており、交通の流れの大きな転換期を迎

えようとしております。 

      このような背景から、都市計画マスタープランに基づき、今年度から２か年をかけて、

都市の変化や将来を見据えた町全体の都市計画道路の見直し業務に着手します。その見直

し業務の中で、将来の交通量や事業の費用対効果等を検証していきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 
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２  番（冨岡栄一君） 次に、３番のふるさと納税に入ります。 

      令和元年度の収支状況はということで、令和元年度のふるさと納税は、ちょっと決算書

で見ますと、件数は昨日分かりました。２２５件で４５６万６，０００円とあります。平

成３０年度、町民がふるさと納税した金額は、本年度第１回定例会の報告で１，４７０万

円と聞きましたが、令和元年度、町民がふるさと納税をした件数及び金額はどのようにな

っているか、お伺いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） ふるさと納税について、吉岡町民が他の自治体へふるさと納税をした額

は３，１１８万３，０００円で、件数は４３１件となります。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 入ってきたお金が４５０万円で、出ていった金が３，１８３万円というこ

とで、大分税収は出ていっているかと思います。税収の保全対策はということで、昨年度

の県内３５市町村のふるさと納税寄附金額は約４９億円で、群馬県は過去最高を更新した

と総務省集計で明らかになったということで新聞報道がありました。寄附件数は１２万７，

７４４件で６３％の増で、隣の榛東村では４億２，０４９万円、１．９倍増で県下第４位

とあります。榛東村みたいにいっぱい集められればいいですけれども、先ほどの答弁では

ないですが、４５０万円しか集まらないのに３，１８３万円ですか、出ていると。最低限、

出ていくお金ぐらい、３，１８０万円からは集められないか。 

      ちなみに本年度、８月１０日発行の雑誌「ＡＥＲＡ」では、独自分析で「後悔しないコ

ロナ移住先ランキング」、関東地区では吉岡町が１位になりました。この評価を無駄にせ

ず、この魅力を大勢の人に知らせ、ふるさと納税税収アップにつなげられないか、何か考

えがありましたらよろしくお願いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） その件に関しましては、企画財政課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） ふるさと納税につきましては、今後さらなる返礼品目の追加やクラウ

ドファンディングの導入などを実施してまいります。また、ふるさと納税サイト「さとふ

る」の追加を、年末の最も納税額が増える時期に合わせて準備を進めており、この魅力あ

る吉岡町が全国の皆様の目に留まる機会を増やし、吉岡町の魅力を発信していくことで、
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ふるさと納税の増額につなげていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） ４番目に入ります。特別定額給付金ということで、８月３１日で申請期限

が過ぎた特別定額給付金の申請状況をお伺いします。 

      新型コロナウイルス発症に伴い、本年４月２０日に新型コロナウイルス感染症緊急経済

対策、「新型インフルエンザ等対策特別措置法の緊急事態宣言下、生活維持に必要な場合

を除き、外出を自粛し、人と人との接触を最大限削減する必要がある。医療現場をはじめ

全国各地のあらゆる現場で取り組んでいらっしゃる方々への敬意と感謝の気持ちを持ち、

人々が連帯して一致団結し、見えざる敵との闘いという国難を克服しなければならない」

というものが閣議で決定され、特別定額給付金事業が実施され、令和２年４月２７日時点

で住民基本台帳に記載されている国民１人につき１０万円が給付されることになり、町で

は２１億７，５００万円の予算を取り組み、８月３１日で締め切りました。 

      給付金を辞退された方、給付の申請の中には「辞退する方はレ点をつけてください」と

いうものがあったかと思います。辞退された方や、何らかの理由で申請をしなかった、ま

た、できなかったということで、せっかくの１０万円をもらえなかった人たち等がいまし

たら、お伺いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） ８月３１日で申請期限が過ぎた給付金の申請状況はということで質問い

ただいております。特別定額給付金については、令和２年４月２０日に閣議決定された新

型コロナウイルス感染症緊急経済対策における、１人１０万円を給付する制度でございま

す。町では申請書の郵送に先駆け、５月４日からのオンライン申請、５月７日からはダウ

ンロード申請を開始し、５月２７日に郵送にて申請書を発送しております。対象世帯とし

ては８，２６２世帯、金額にして２１億７，３１０万円の事業となっております。 

      なお、詳細につきましては、企画財政課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） 特別定額給付金につきましては、議員ご指摘のとおり、８月３１日消

印有効により申請受付を終了しておりますが、現時点での実績といたしましては、８月２

７日での支払いが済んでおりますので、その時点での状況を申し上げます。受付世帯８，

２２５件、支払い金額２１億６，８７０万円となり、世帯数で見ますと９９．６％、人口

で見ますと９９．８％の支給率となっております。 
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      ご指摘の、申請をされていない世帯数につきましては差引き３７世帯、金額といたしま

しては４４０万円となっております。担当部署といたしましても、多くの方に受給してい

ただきたいとの考えから、３度の個別勧奨、３度の回覧、広報よしおか６月号、７月号、

８月号での周知を行ってきたところでございます。 

      なお、申請されていない世帯等の具体的な内訳につきましては、その申請しない理由等

も、それは個々にあると思いますので、個々の把握ができていない部分もあります。回答

は差し控えさせていただきたいと思います。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 自分の都合でしなかった、申請を辞退された方は、この世帯の中で、この

人のものはいいですよと辞退された方はいなかったんでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、企画財政課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） 辞退をされていない方、された方のある、なしに関しましても、その

人の思いがあってのことだと思いますので、ある、なしも踏まえて、回答は差し控えさせ

ていただきたいと思います。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） では最後、５番の質問に入ります。町の入札状況についてご質問いたしま

す。 

      令和元年度の入札状況はということで、令和元年度の入札も吉岡町広報の中でも載って

います。数多くあったかと思います。一般競争入札の件数及び金額と、指名競争入札の件

数、金額はどのようになっているか。中でも、不調に終わったものなどはありましたらお

伺いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 令和元年度の入札状況ですが、件数のみを申し上げます。まず、条件付

き一般競争入札が２件、指名競争入札が９１件でした。 

      そのほか、詳細につきましては、企画財政課長に説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 
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              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） まず、条件付き一般競争入札ですが、こちらは予定価格が５，０００

万円以上の工事が対象となり、町長が申し上げたとおり件数は２件で、吉岡町立吉岡中学

校校舎増築工事と吉岡町立駒寄小学校体育館新築工事でございます。吉岡中学校校舎増築

工事の落札額は１億７，２００万円、駒寄小学校体育館新築工事の落札額は４億７，８８

０万円でした。 

      次に、指名競争入札ですが、件数は、工事、業務委託、物品購入の合計で９１件でした。

金額につきましては、件数が９１件と多いので、その平均を述べさせていただきたいと思

います。予定価格の平均は８６４万６，７７８円、落札額の平均は７９９万４，５２５円、

平均落札率は８９．３％となっております。なお、不調になった入札はございません。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 入札が不調になったものはないと。指名競争入札とも、入札は金額を提示

して入札するのだということで、ただ、第４回の臨時会でやった入札、児童のタブレット

導入で１５件のうち入札したものが２者と。競争入札でも、下手すると、入札はしたけれ

ども、皆さん辞退して１者だけだと。１者、２者、そういう入札はなかったかをお伺いし

ます。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 企画財政課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） 指名競争入札は、この前の臨時議会でも１５件のうち１３件辞退とい

うことで、２件という形になります。ただ、２件においても、それで競争は成立しており

ますので、また令和元年度につきましても、当然１者になってしまうと入札が成立しませ

んので不調という形になりますけれども、１者になってしまった入札というものはござい

ません。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 最後の質問になります。吉岡町競争入札執行制度審査委員会設置要綱で、

第３条、組織、第２項で、委員会には委員長を置き、副町長をもって充てるとあります。

野村副町長は委員長になって１年以上が経過しました。この１年間、審査した中での感想

や改善等がありましたらお伺いします。 
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議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 副町長ご指名ですので、副町長から答弁をさせていただきます。 

議  長（山畑祐男君） 野村副町長。 

              〔副町長 野村幸孝君発言〕 

副 町 長（野村幸孝君） 議員お尋ねの件でありますが、昨年の吉岡町競争入札執行制度審査委員会

において、私が感じたこと、取組、改善したこと及び今後の検討課題について述べたいと

思います。 

      入札案件は、建設工事、業務委託、物品購入等があります。 

      私が群馬県での入札指名委員会において関わったものは、建設工事と、建設工事に係る

業務委託の入札発注でありました。吉岡町のそれら公共工事の入札制度に関して、１つ感

じたことがありました。 

      かねてより、公共工事のダンピング受注、行き過ぎた価格競争により業者の利益が上が

らず、雇用を増やせない、若手入職者が減少、さらに下請業者に対する低廉な契約により

インフラの品質が確保されているのかなど、建設業を取り巻く情勢は厳しいものがありま

した。 

      これらの背景を踏まえ、公共工事の品質確保の促進に関する法律の一部を改正する法律、

いわゆる改正品確法が平成２６年６月に公布、施行されました。この法律は、現在及び将

来にわたっての公共工事の品質確保とその担い手の中・長期的な育成、確保を目的として

います。 

      基本理念として、技術者の育成、確保、災害対応を含む地域維持の担い手確保への配慮、

ダンピング受注の防止や調査設計の品質確保などがあり、発注者の責務として、担い手の

中・長期な育成、確保のための適正な利潤が確保できるよう、実態を反映した価格である

ことや最低制限価格の設定、適切な工期設定、発注者間の連携の推進等が明確化されてお

ります。 

      私は昨年、町の入札制度に関して、改正品確法のこうした基本理念を反映すべき発注者

としての責務は不十分ではないかと感じておりました。競争入札執行制度審査委員会に改

正提案をし、協議を重ね、改善を図ってまいりました。 

      改善に取り組んだことの１点目は、適正な価格設定です。県内市町村の予定価格の設定

や最低制限価格の設定状況を調査し、吉岡町における予定価格の設定や最低制限価格設定

の見直しについて、審査委員会で協議し、改正案を町長に報告、相談し、適正な予定価格

の設定、適正な最低制限価格の設定をし、今年度４月から実施しております。 

      また、２点目は工期の設定についてです。工事の工期設定で、準備期間を考慮されない
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ような極端に短い工期のものが散見されたことから、令和元年度に公布、施行された改正

品確法で示されている働き方改革への対応として、発注者の責務である、休日、準備期間、

天候等を考慮した適正な工期の設定について、競争入札執行制度審査委員会として昨年、

職員に周知しております。 

      ３点目は競争性の確保です。入札は競争を基本とすることから、今まで理由を付して随

意契約としてきた一部の業務委託を、今年度は指名競争入札で実施しております。 

      いずれも、行政としての説明責任を果たせるよう指導を行ったところであります。 

      今後の検討課題としては、入札方式です。現在、町では、紙による入札で、指名した業

者にお集まりいただいていますが、新型コロナウイルス感染症防止対策を講じながら実施

しております。時間もかかりますし、感染リスクを考慮すると、電子入札のほうが安全で

す。また、県内市町村では電子入札が大勢を占めております。しかし現在、町内業者全て

が電子入札に対応が可能かは不明のため、今後は電子入札の導入に向け、慎重に検討を行

い、導入する場合も、業者の体制準備も必要なことから、周知期間を含め丁寧に説明して

いきたいと考えております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 以上をもちまして、２番冨岡、一般質問を終わらせていただきます。 

議  長（山畑祐男君） 以上をもちまして、２番冨岡栄一議員の一般質問が終わりました。 

      ここで休憩を取ります。再開を１４時１５分といたします。 

          午後１時５４分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後２時１５分再開 

議  長（山畑祐男君） 会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（山畑祐男君） １２番平形 薫議員を指名します。平形議員。 

              〔１２番 平形 薫君登壇〕 

１ ２ 番（平形 薫君） それでは、議長への通告に基づきまして、一般質問を行わせていただきま

す。 

      町は、国から地方創生交付金等を受けて、まちおこしだとか、町のにぎわいを求めて、

３つの事業を進めております。令和元年度の検証は、既に７月２７日に委員会が開催され

ておりまして、結果が町のホームページに８月３１日にアップされております。 

      幾つか質問をいたしますので、お答えをお願いいたします。 

      最初に、文化財を資源とした交流エリア形成プロジェクトという企業版ふるさと納税事
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業に関わる検証シートについて質問をいたします。平成２９年度に企業版ふるさと納税、

企業がこれを使うと税金が多少軽減されるという制度ですけれども、３，０００万円のふ

るさと納税を頂いて、それから何人かから何百万円ですかね、寄附金を頂いて、総計５，

７３０万円ほどで旧文化財、事務所ですかね、これを文化センターにして、新築して事業

を始めたということでございます。 

      いろんな事業を行っておりまして、例えば勾玉作りとか、各種講演会等々やっておるわ

けなんですけれども、目的は、ここに書いてありますけれども、本町の特色である古墳や

養蚕などの歴史、文化に関する情報発信や各種交流事業を通じて、域外からの新たな人の

流れを呼び込み云々と、こういうまちおこしを進めておるわけです。 

      何年かもうたちましたけれども、いろいろな、ＫＰＩというんですかね、重要指標何と

かというものがありまして、目標値を定めておるわけなんですけれども、３０年度、それ

から３１年度と目標値を達成しているように見えるんですけれども、幾つかの課題もある

ということなんですが、ざくっと端的に、この事業が立ち上がったんですけれども、立ち

上げのときの感想というんですかね、成果などについてお尋ね申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 平形議員から、国の交付金事業で文化財センターの利用者目標設定等検

討結果ということで答弁をさせていただきます。 

      平成３０年度の事業に対し、検証委員会から利用者の目標値についての指摘があったこ

とは承知しておりますが、ご存じのとおり、町文化財センターは３０年の４月に開館した

ばかりの施設であり、検証シートにも、「事業の評価として、事業期間が短く効果を把握

できないため、経過観察されたい」とも記載されております。 

      町文化財センターでは、開館以来、住民に地域資源を認識してもらい、郷土愛の醸成を

図ることを目的として、小学生体験教室や各種郷土講演会、企画展、動画配信事業等を進

めているところでございますが、当初設定した目標値は平成３０年度及び令和元年度につ

いても達成できていることから、今後ともこのような取組を継続していきたいと考えてお

ります。 

議  長（山畑祐男君） 平形議員。 

              〔１２番 平形 薫君発言〕 

１ ２ 番（平形 薫君） 立ち上がり上々ということかなというふうに思います。 

      ２つ質問したいんですけれども、１つはこのＫＰＩの中に観光入り込み客数というもの

がありまして、要するに、どこに何人ぐらい訪れたかという数の集計なんですけれども、

船尾自然公園、それからバーベキュー場、リバートピア吉岡、吉岡町緑地運動公園、伊香
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保おもちゃと人形自動車博物館、庵古堂、さらにはまいたけセンター、この来場者をカウ

ントして、それを目標値に定めておるわけなんですけれども、先ほど申し上げました、こ

の事業の目標からすると、古墳や養蚕などの歴史、文化に関することと一体どのような関

係があるのかというふうに思う町民もいるかもしれないので、そのところを少し指標とし

て適切かどうか検討されたいという外部有識者による意見があるんですけれども、この辺

について、いかがなものでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 本件につきましては、教育委員会事務局長に答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） この「文化財を資源とした交流エリア形成プロジェクト」に係

る地域再生計画につきましては、企業版ふるさと納税を活用した事業となりますが、地域

再生計画における地域の目標において、「町内の豊富な文化財を有効活用する交流エリア

を形成し、「よしおか再発見プロジェクト」と連動させながら地域資源を磨き上げ、本町

の特色である古墳や養蚕などの歴史、文化に関する情報発信や各種交流事業を通じて、域

外からの新たな人の流れを呼び込み、交流人口や町内周遊・滞在の拡大を目指すものであ

る」としており、この「域外からの新たな人の流れを呼び込み、交流人口や町内周遊・滞

在の拡大を目指す」という部分において、毎年度、群馬県が実施している観光客数・消費

額調査における観光入り込み客数を指標とすることが適当ではないかと設定されたものと

なります。 

      文化財施設を訪れた方が周囲の観光施設にも立ち寄っていただくことを想定した中で、

こちらの数値を採用したものですが、実際には観光客が増えたことと文化財施設の来場者

数との因果関係が密接に関係しているとは言いづらい部分もあることから、検証委員会で

は、「指標として適切かどうかも検討されたい」という指摘がなされたものと認識してお

ります。 

      ただ、ＫＰＩとしましては、文化財施設利用者数も設定されていることから、目標で掲

げた「交流人口や町内周遊・滞在の拡大を目指す」指標としては、観光入り込み客数につ

いては適切なものであると認識しております。 

      この地域再生計画につきましては、昨年度で計画期間が終了しており、今後は検証委員

会での検証は行われないこととなりますが、企業版ふるさと納税を活用した施設としては、

今後もその目的を達成させるよう取り組んでいく所存でございます。 

議  長（山畑祐男君） 平形議員。 
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              〔１２番 平形 薫君発言〕 

１ ２ 番（平形 薫君） 分かりました。 

      もう一つ質問します。令和元年度の検証シート、８月２８日の全員協議会の中で頂いた

資料なんですけれども、これを読みますと、ＫＰＩ未達成とかいろいろ書いてあるんです

けれども、要は新型コロナウイルスの感染症拡大によりイベントなどの実施が困難な状況

だったためとあるんです。おかしいと思いませんか。コロナ禍というものは、今年の１月

下旬から今までのことですね。この検証は昨年の４月から今年の３月までのことを検証す

るわけですよね。何かちょっとおかしいのではないかなと思うので、時間がございません

ので、私が言った発言に答弁は必要としないですけれども、検討を願います。 

      次に、高齢者を中心とした地域福祉交流拠点整備事業について質問いたします。いろん

な、平成３０年度から認知症カフェだとか、ふれあいいきいきサロン、子ども食堂とか、

そこに取組の結果も書いてありまして、平成３０年度が６２回、１，８０２人の延べ参加

人数になっているということと、令和元年度につきましては７０回、今言いました認知症

カフェ、２２カフェとか、いろいろ会合とか含めまして７０回、１，４４４人ということ

で、多少数は減ってはおるんですけれども、立ち上がりは非常によかったのではないかな

と私自身は思っているんですね。 

      なぜそういうふうに思うかということなんですけれども、もう数年前になりますが、高

齢者を中心とした地域福祉交流拠点を整備するときに、この本会議場におきまして、誰が

やるんですかと、これを運営するものはボランティアですよという発言があって、現在の

健康子育て課長が答弁したのを記憶にあるんですけれども、そのとき私も、これをボラン

ティアでやっていけるのかなという不安があったんですよ。そのことが見事に私の予想、

不安が外れていまして、これがうまくいっているのではないかなというふうに、この２年

間を見ていて思うわけなんですけれども。 

      この取組の事業年度が、最初から言うと、平成２８年から令和２年、ことしに、５年間

だということなんですけれども、肝心要のところが、このボランティアをいかに育成し、

ボランティアに活動していただくかが、この事業を発展させる一番のキーポイントではな

かろうかなと思っているんです。 

      そこで聞きたいんですけれども、ボランティアのさらなる拡大策というものをどのよう

にお考えでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、介護福祉課長に答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 
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              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） 現在、元気になるカフェの運営については、ボランティアの皆様のご

協力が不可欠となっております。しかしながら、活躍できるボランティアの数には限りが

あり、新たなボランティアの発掘や潜在的なボランティアの活用、引き続きボランティア

の育成が欠かせないものとなっております。 

      町社会福祉協議会と連携を図り、ボランティアのさらなる活用、新規ボランティアの育

成、ボランティアの増員を目指して、拠点を利用し、交流事業等、新規事業について検討

を協議していきたいと思います。 

      そして具体的には、今年の９月９日からハートボラカフェということで皆様に周知して

いるところなんでございますけれども、こちらは社協ボランティア、町内ボランティア団

体、各福祉団体、ボランティアに興味のある方、まだボランティアにはなっていないけれ

ども興味のある方等々を対象に、９月９日から新たなボランティアの人材の発掘、育成、

ボランティアの活動の創出を目標に開催したいと考えております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 平形議員。 

              〔１２番 平形 薫君発言〕 

１ ２ 番（平形 薫君） 本当にボランティアが何人いるか、活発に動いてくれるかによって、この

事業が右肩上がりに上がっていくか、ここは本当にキーポイントだと思うので、ぜひ頑張

っていただきたいと思います。 

      それで、もう一つは、認知症カフェ、２２カフェ等々、令和元年度、７０回、延べ人数

で１，４４２人がこの取組をしているという結果が検証シートに報告されておるんですけ

れども、数が少ない印象を受けるんですね。当然のことながら、私だけではなくて、そう

思う方もいらっしゃいまして、今年の７月２８日に監査委員が定期監査を行って、その結

果報告書を出しているんですね。その文面を見ますと、令和２年２月以降は新型コロナウ

イルスの感染症拡大の観点から、館を貸さないなどの制限をしたので、これはやむを得な

いということなんだけれども、この利用率の低さについては、認知度の低さ等が原因の一

つと考えられると。 

      したがって、この認知度を上げるために、利用団体の募集だとか、施設や事業等の周知

をぜひやっていただきたい。それから、さらには利用者からの意見やアイデアを取りなが

ら運用方法を改善したいというふうに書いてあるわけです。この辺についてはいかがお考

えでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、介護福祉課長より答弁をさせます。 
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議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） 議員のご指摘どおり、回数等については毎回重要に捉えております。

まだまだ回数については少ないなと実感しております。拠点をご利用いただく団体につい

ても固定化しておりまして、ＰＲ不足が否めないなという状態ですので、より一層のＰＲ

を図ることによって、新たに利用していただける団体、そして個人を増やしていくことが

重要であると考えますので、そういった具体的な施策についても、社会福祉協議会等々と

協議した中で検討を深めていきたいと思います。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 平形議員。 

              〔１２番 平形 薫君発言〕 

１ ２ 番（平形 薫君） 立ち上げ順調、スムーズな立ち上げかなと思いますので、事業年度が今年

度で終わりますけれども、来年度からさらに右肩上がりに利用者が増えるようにご努力を

お願いしたいと思います。 

      ３つ目の、地方創生推進交付金事業に関わる検証シートについて質問をいたします。事

業名称を、「日本一の丸干し乾燥芋の産地を守る！地域特産品生産体制構築事業」とある

わけです。この検証シートの有識者の意見を見ますと、小倉の乾燥芋というものは買い手

には困っていないんだと。生産体制の拡大に苦労しているという、非常に全国でもなされ

ている珍しいケースなんだと指摘されておるわけです。この交付金を１，０００万円、国

から頂きまして、様々な調査を行いました。さらに、これは平成３０年度ですかね、貯蓄

施設、コンテナを買って、温度調湿設備を備えて、３１５万円を投資してやりました。目

的は、ここに書いてありますけれども、自立可能な会社組織の設立、６次産業化をマネジ

メントすると。こういう事業です。 

      この検証シート及び８月２８日に頂いた検証シートの附属資料で、令和元年度の事業報

告書を読みますと、どうしても、この「自立可能な会社組織」というものがイメージでき

ない。もっと具体的に説明をお願いできますか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、産業観光課長に答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 吉岡町の特産品であります小倉乾燥芋の増産を図りつつ安定して供給

することができる持続可能な生産体制づくりと６次産業化の推進を目指しまして、地方創

生事業の目玉事業の１つとして取り組んでまいりました。 
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      この間、組合員の方々とも話合いを重ねておりましたけれども、本来であれば組合員皆

さんの合意の下進められるべきところでございますが、有志の方を中心とした協議会形式

による事業展開を実施してまいりました。 

      協議会では、小倉乾燥芋を吉岡町のブランドとして末永く後世に残していくために、県

や関係機関の方々とともに知恵を出し合い、将来的な展望も見据えた上で、生産性の向上

や効率的な加工・販売方法の確立等を目指して、様々な試みを繰り返してまいりました。

この取組により導き出された知見や分析結果などは大変有用なものであると考えておりま

す。 

      また、この事業を進めていく中で、各生産農家が独自に行ってきた栽培方法や加工技術

において、見えなかった問題点なども洗い出すことができたことにより、改善策や方向性

を見出すことができたと思っております。 

      このことは、今後の乾燥芋生産に携わる方々の生産体制を構築していく上で、何が重要

で何が必要となるかなど、データを含めて示すことができる。また、小倉甘藷生産組合の

存続とともに、特産品としての小倉乾燥芋の価値を一層高めたい関係者一同にとりまして、

一定の成果であったと認識しているところでございます。 

      ご質問の、自立可能な会社組織を設立し、生産体制の構築を目指すという当初の目的は、

現時点では実現しておりませんが、これまでの取組によって新たな動きが見え始めており

ます。 

      町といたしましても、今後の動向を注意深く見守りながら、できる限りの協力をさせて

いただき、当初の目的に近づけていきたいと思っております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 平形議員。 

              〔１２番 平形 薫君発言〕 

１ ２ 番（平形 薫君） 具体的なイメージが湧かない。でも、質問しましたけれども、持っていな

いという話なんですが、この事業報告書とか検証シートを見ると、ごく当たり前のことか

なと思うんですよ。今、小倉の乾燥芋を作るといいましたよね。この事業報告書には、焼

き芋とか書いてある。これは全然マッチしない。焼き芋と小倉の乾燥芋は全然違うもので

すよ。それを売ろうとしている。書いてあるんですよ。しかも、昔からやってきた小倉の

乾燥芋を売るんでしょう。５号農林を使うわけですよ。ところが、べにはるかとかの話が

出てくるんですよ。これではね、自立可能な会社。会社というものは、その乾燥芋を売っ

て、それでお金を稼いで、働いている人たちの給与を払って、利益を出す。これが会社な

んですよ。そういうことからすると、全然イメージが湧かないですよね。当たり前の話で

はないかなと思うんですよ。 

      ちょっと肝心なことを聞きますけれども、この事業を、会社を立ち上げて、このブラン
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ド、小倉の乾燥芋を売っていくためには、これは商品を守らなくてはいけない、ブランド

名を。そうすると、ここにも書いてありますけれども、地域団体表彰制度、これを特許庁

に申請して、早くこれを申請しないと、誰かにやられたらもう終わりなんですよね。もう

法人格でないとできないので、今、協議会というものがあるのであれば、それを法人格に

して、そして早く申請していただきたいなと思うんです。 

      それから、もう一つは、これは非常に重要なことなんですけれども、ＨＡＣＣＰという

ものが書いてあるんですね。私は昔、もう十何年前ですけれども、日本版ＨＡＣＣＰとい

って、総合衛生管理製造過程というものがあるんですよ。要するに、飲料会社にいたわけ

なんですけれども、そこでラインを立ち上げるときに、Ａ４判でこのくらいの厚さのファ

イルがありますよね。それを何冊か、さいたま新都心の厚生労働省の関東厚生局まで持っ

ていって申請するんです。そうすると、係員が３人ぐらい、２人で来て、それで３日間ぐ

らい審査するんです。それは、その製造工程を全部細かくぶった切って、そこに品質と、

それから安全性を全部盛り込む。大変な作業。２人専属で１０か月かかったんです、それ

をつくるために。しかも、それはＩＳＯを取っていたからできたんです。 

      この今の協議会のメンバーとかそういうものだと、これはちょっと無理かなという感じ

がするんですけれどもね。 

      けれども、日本全国に小規模事業者というものは何人も、何万件もあるわけなので、そ

れはそういうことにはならないんだろうなと思って、ちょっと調べたら、要するに、その

ＨＡＣＣＰを基準とした乾燥芋の取扱い手引書というものがあるらしいんですね、まだ読

んでいないんですけれども、簡便なものだと思いますよ。けれども、これを来年の６月ま

でに申請しないと、この事業自体がやっていけない。そういう法律になってしまっている。

当然のことながら、この会社を立ち上げて、物を売っていくとなると、食品安全管理者と

か置かなくてはいけないと思うんですけれども、そういうときのために、ぜひとも必要な

ものです。 

      これは今からやらないと、もう間に合わない。そのキュアリングだとか、それから生産

の芋だとか、そういうことをやっている場合ではない。特に焼き芋なんて考えている場合

ではない。そのところを、私、実際にそういうラインとかＨＡＣＣＰをやりましたから、

大変ですよ。今、小倉の乾燥芋生産組合は、そういう手順書というものを持っていないと

思うんですよね。それを全部書類にして、記録に残していくということをやらなくてはい

けないので、それをぜひ進めてもらいたいなと思います。 

      あんまり時間がないので、最後のふるさと納税の話に行きたいんですけれども、ふるさ

と納税の前に、今、この前の臨時会で、オリンピック観戦、大樹町交流も今年はできなく

なると思う。ついては、児童の心のケアをしっかりしてもらいたいと言ったら、検討した
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いという回答が書いてあるんですけれども、そのところでちょっと聞きたいんですが、大

樹町の何かあれが、予算がこの前で減額になりました。これは、大樹町とか、オリンピッ

クは当然今年はないんですけれども、大樹町とかオリンピックとか、これは来年は実施す

るのかということをちょっと聞きたいんです。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） ６月の一般会計補正予算で行った債務負担行為の補正は、令和３年度の

大樹町子ども交流事業であります。 

      令和３年度の大樹町子ども交流事業の日程は、８月１８日から２１日の４日間を予定し

ておりますが、令和３年８月には延期されたオリンピックの競歩やマラソン競技が北海道

の札幌を会場として行われる予定であります。また、お盆に近い時期なので、人の流れが

読めない部分があるほか、新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては、航空機の減

便等により航空券の手配が困難になることも想定されたことから、来年度の大樹町子ども

交流事業を確実に実施するために、今年度中に来年度分のチケットが確保できるよう債務

負担行為を行ったものであります。 

      なお、当初予算で上げさせていただいた大樹町子ども交流事業は令和２年度の事業であ

り、この事業については既に中止を決定し、７月の一般会計補正予算（第４号）で減額さ

せていただいているところでございます。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 平形議員。 

              〔１２番 平形 薫君発言〕 

１ ２ 番（平形 薫君） 最近の新聞を読んでみますと、各市町村で小中学生、中学生の修学旅行を

中止するというものがありまして、ネットとかで見ますと、実施する学校もあるんですね。

その辺、吉岡中学校は一体これからどのように修学旅行を計画しているのか、中止するの

か。その辺をちょっと簡単に答えていただけますか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） このことにつきましては、教育委員会事務局長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 修学旅行は、文科省の学習指導要領により、特別活動の一つと

して位置づけられておりまして、学校生活における諸活動の中でも、特に強い印象に残り

得る、極めて価値の高い教育的体験活動であるといえます。 

      そのような修学旅行においても、このような新型コロナウイルスの感染症の拡大の影響
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を受け、当初の予定を変更せざるを得ない状況となっております。 

      小学校につきましては、例年１泊２日で鎌倉、東京への修学旅行を実施しておりますが、

今年度は明治小学校が１泊２日で福島県の会津と裏磐梯、駒寄小学校が同じく１泊２日で

栃木県の日光と那須への修学旅行を計画しております。 

      吉岡中学校におきましては、当初、５月中旬に２泊３日で京都、奈良への修学旅行を予

定しておりましたが、緊急事態宣言や学校休業により行けなくなったことから、改めて計

画を練り直し、交通手段を貸切りバスに替えるとともに、バスの台数を増便し、より感染

リスクを下げるほか、１校のみで宿泊できる宿を確保するなどの対応により、１０月の下

旬に実施できるよう準備を進めているところでございます。 

      今後の群馬県内及び予定している修学旅行先の感染状況によっては、修学旅行の中止も

想定されます。町教育委員会としましては、その時々の警戒度を注視しつつ、学校３校と

ともに、文部科学省や群馬県のガイドライン、旅行関連業における……。 

議  長（山畑祐男君） 時間になりましたけれども、答弁はあと少しで終わりますか。では、答弁

をそこまで続けてください。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 学校３校とともに、文部科学省や群馬県のガイドライン「旅行

関連業における新型コロナウイルス対応ガイドラインに基づく国内修学旅行の手引き」等

に基づいて、慎重に進めたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 以上をもちまして、１２番平形 薫議員の一般質問が終わりました。 

      ここで休憩を取ります。再開を１５時ちょうどといたします。 

          午後２時４６分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後３時００分再開 

議  長（山畑祐男君） 会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（山畑祐男君） ８番村越哲夫議員を指名します。村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君登壇〕 

８  番（村越哲夫君） 議長への通告に基づき、一般質問を行います。 

      １として、町の道路状況について。 

      １、都市計画道路のその後についての質問をさせていただきます。この質問に対しては、

前の冨岡栄一議員の質問にちょっとかぶるところはございますでしょうが、それはご了承

いただきたいと思います。また、またかというような質問でございますが、それだけに、

この質問は地元の方々、また、あの道を通る方々に対しての熱意というんでしょうか、心
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が、皆さん一つになって、何とかしたいというような心から、このような話をさせていた

だくわけでございます。 

      以前に質問しました都市計画道路大久保上野田線ですが、その着工の予定について再質

問します。 

      産業道路から続く吉岡バイパスからさらに宮東交差点を北に延伸していくものでありま

して、完成すると、吉岡町にとって交通の大動脈となることが期待されております。一方

で、路線の着工が遅れると、町の発展に大きく影響する心配もございます。こちらについ

て、改めてお尋ね申し上げます。 

      まずは、着工が遅れるのではという不安がありますが、当初の計画に変わりはないでし

ょうか。また、ぜひとも県に対しての前倒しの早期着工について、県へ要望を精力的に続

けていただきたいのですが、町としてはこれについてはどのようにお考えでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 村越議員から、都市計画道路のその後についてご質問いただきました。 

      吉岡バイパスの延伸先である都市計画道路大久保上野田線は、群馬県の社会資本整備に

関する基本的な考え方をまとめた県土整備プランに、「県道として令和９年までに着手」

と位置づけられております。 

      昨年度の台風１９号の甚大な県内の被害を踏まえ、現在、県では安全な暮らしと安定し

た経済活動が可能な社会資本整備を目指し、この県土整備プランの見直しを行っていると

ころでございます。 

      議員のご指摘のとおり、吉岡バイパスの延伸先である都市計画道路大久保上野田線は、

町の発展に欠かせない重要な広域的幹線道路と私も認識しているところでございます。 

      また、計画道路の延伸先については、渋川市との連携が不可欠でございます。昨年８月

に２年ぶりに渋川市及び吉岡町地域連携に関する協議会を開催し、地域連携に関する事項

の協議を行いました。 

      そして、昨年１２月には渋川市長をはじめ、渋川、北群馬に関係する県議会議員ととも

に渋川市長と連盟で、群馬県副知事と県土整備部長に「渋川市及び吉岡町の相互連携によ

るまちづくりにおける道路・交通分野に関する要望」を直接行い、その中で、都市計画道

路大久保上野田線の早期整備について、改めて要望活動を実施したところでございます。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） ぜひ、その要望をこれからも根気よく続けていただいて、あの道が、まあ

我々が生きている間というわけにいかないでしょうけれども、ぜひ完成を見届けたいなな
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んていう気持ちもなきにしもあらずであるので、ぜひよろしくお願い申し上げたいと思っ

ております。 

      また、この話も、またかというような話でございますけれども、川久保踏切の件ですが、

渋川市とＪＲの協議など、その後の進展はどうなっているのでしょうか。お尋ねしたいと

思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、建設課長から答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 川久保踏切の拡幅に関しましては、渋川市の都市計画道路半田南線の計画

道路となります。この都市計画道路半田南線は、県道昇格及び整備の要望を渋川市が群馬

県に継続的に行っておりますが、県土整備プランには位置づけされておりません。 

      この半田南線は、車線数を４車線、鉄道との交差する構造を立体交差として都市計画決

定がされておりますが、相当な事業費を要するため、事業化のめどが立っておりません。 

      そこで、交差方式を立体交差から平面交差に変更することに関して、各種調査、関係機

関との調整を渋川市が行っておりますが、道路法を踏まえた平面交差においても、ＪＲ東

日本との高度で難易度の高い調整が必要となります。 

      いずれにしても、交差方法の方針案はまだ示されておりませんので、渋川市及び吉岡町

地域連携に関する協議会の中で今後、情報共有を図っていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） 確かに、この踏切の問題というものは大変だと私も思います。ただしかし、

やはり、この前の吉岡バイパスのほうのあれが実現可能な話になってきたわけでございま

すので、やはりあれからつながってこそ、あの道は生きてくるのではないかなと思うので。

ということはなぜかといいますと、あれはやはり上武国道にも、サントリーの前の道から

つながっておりますよね。ですから、やはりそれは１つのラインとして、これはぜひ早い

時期にお願いできるような体制がだんだん取れるようでありましたら、ぜひお願いしたい

なと。こんなふうに思っております。 

      また、この踏切に対しまして、予算面とか早期実現についてなんですけれども、今の課

長の話、予算の話でありますように、平面交差での計画は妥当であることは確かに理解で

きますが、やはり安全面とか混雑回避の点からは、本来、立体交差があるべきではないか

ということは分かっておりますが、先ほどの答弁の中でも、まだまだそこまでいっていな
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いということなので、町としての考えはいかがでしょうかということなんですが、もし何

かお答えがあるのであれば、ちょっとお答えいただければありがたいです。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しては、建設課長から答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 町としましては、渋川市の都市計画道路であるため、鉄道との交差方法に

関しましては、渋川市の都市計画道路の見直し業務の中で方針案が示されるものと認識し

ております。 

      現在、渋川市は都市計画の再編として、土地利用の規制及び都市計画道路の見直し方針

案を本年１２月に予定しており、それ以降、段階的に必要に応じて都市計画の変更手続を

行うことを確認しております。 

      引き続き、渋川市及び吉岡町地域連携に関する協議会において、意見交換、情報共有を

図ってまいりたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） よく分かりました。ありがとうございます。 

      そして、町を東西につなぐ道路の渋滞の解消のためにも、一日も早い着工が望まれます。

また、町の将来のためにも全力で対応していただきたいと願うものでございます。よろし

くお願い申し上げたいと思います。 

      次の質問に参りたいと思います。２として、町道下野田・上野田交差点についてお尋ね

します。 

      下野田地内を東西に走る大久保上野田線と、南北に走る下野田八木原線が交差する道路

ですが、下野田八木原線からの道を拡幅していただいてからは交通量が多くなり、事故が

多発しています。 

      現在は、仮設の停止標識が設置されていますが、夜間では見えにくいので、安全面で問

題ないか心配だという周辺地域の住民の声があります。交差点の近くの人は分かっていて

も、他の地区から来た人たちには停止標識に気づきにくいのではないかと思われます。 

      これまでのように、事故が起こってはいけないと思い、以前にも質問しました。ここは

やはり仮設標識でなく、法定の一時停止の標識の設置が必要ではないかと思います。 

      これについて、改めて尋ねます。以前にこの件で一般質問したときの答弁では、上申済

みとのことでした。あれから既に１年半以上も経過しているのに、まだ設置されていない
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現状です。周辺地域の住民からは設置を強く求める声があります。早期に設置してもらえ

るよう、再度、公安委員会に要望していただきたいと思いますが、町としての考えはいか

がでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） こちらの一時停止標識については、議員ご指摘のとおり、平成３０年１

２月１９日付で渋川警察署へ上申済みであり、町としても現場の状況から見て、危険性は

認識しているところであります。渋川警察署によると、過去５年間で６から７件の事故が

発生しております。 

      なお、現在も一時停止標識が設置されない理由としては、現場交差点の主道路と従道路

がドットラインの表示によって明確になっている点が考えられます。この点について、渋

川警察署交通課へ確認したところ、主道路と従道路が明確となっている箇所は、一時停止

の標識設置の優先設置としては低い箇所になるとの見解を得ております。 

      ただ、地元からの要望も強いようですので、町としましては、改めて標識設置に向けて

再度上申を行うなどの働きかけを行っていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） 今の話は分かりましたけれども、ということは、それでは今の交差点から

ちょっと、あの道路の、高速道路寄りの隣保館から役場のほうへ下がる道のあの交差点な

んですけれども、そこにはもう既に道路標識、また道路に対しての止まれの標識がござい

ます。あれは大分前に上申されていたんでしょうか。その辺のところをお尋ねいたします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 議員お尋ねの交差点は、役場から真っすぐ北のほうに向かっていった交差

点のことであると認識しておりますけれども、あちらの標識の上申やら、その設置の経過

については、ただいま資料がございませんので、お答えすることはできません。申し訳あ

りません。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） また、周辺の住民をはじめ、やはり通行する全ての人、特に通学路になっ
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ている子供たちのためにも、積極的な対応は望みたいと思います。よろしくお願い申し上

げます。 

      次に、関越自動車道のり面の繁茂樹木についてお尋ねします。 

      下野田地区では、関越自動車道のり面の樹木が繁茂して西側の道路に覆いかぶさり、見

通しが悪くなっています。トラックなどの大型車は枝葉を避けて通行している状態です。

ここは高校生の通学路でもあり、小枝や落ち葉なども多く落ちていて、自転車での通行に

危険を感じます。特に、冬季は夕方になると見通しがさらに悪くなり、特に女子学生など

はとても不安を感じながら通行しているのではないかと推察されます。 

      こちらについてお尋ねします。場所は、カルバートボックス、前橋４９と前橋５２の間、

１００．９４キロポストから１０１．２６キロポストの西側の側道です。町から、のり面

の樹木伐採、もしくは枝切りをしてもらえるように、ネクスコ東日本に申入れをしていた

だきたいと思いますが、こちらについて町としての考えはいかがでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、建設課長から答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 関越自動車道のり面の繁茂樹木につきましては、町道への張り出しが確認

されたときや、自治会や住民からの伐採の要望があるときに、管理者であるネクスコ東日

本に対して、適宜、樹木の伐採の要請を行っております。 

      町としましても、当該箇所につきましては、過去に台風や強風のときに倒木が数回発生

しておりますので、管理者であるネクスコ東日本に対して、現場の状況把握をしていただ

き、併せて伐採の申入れをしていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） ぜひ、これはよろしくお願い申し上げたいと思います。やはり、あの辺を

通る方々のためにも、そして繁茂するごとに要望し対応していただくのではなく、やっぱ

りできれば定期的な伐採などの対応をしていただけないかと思いますが、こちらについて

も町としての考えはいかがでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しても、建設課長から答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 
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              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 議員がおっしゃるように、現在は関越自動車道のり面の樹木等の繁茂の状

況で、町道を安心して利用できるよう、管理者であるネクスコ東日本に適宜、伐採等の申

入れを実施しております。定期的な伐採や枝切り等につきましては、町としても必要性を

認識しておりますので、管理者であるネクスコ東日本に対しまして、定期的な伐採の協議、

要望をしていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） ぜひお願いしたいと思います。そして、ぜひこの側道が安心・安全かつ快

適に通行できるようになることを心より願って、次の質問に参ります。 

      狭い町道の拡幅について。 

      町内には、生活道路でありながら、抜け道になったり、町の施設へ行くのに便利だった

りするために交通量が多くなっている道路があります。例えば、下野田地区には役場や文

化会館方面に続いているために交通量が増加している道があるのですが、幅員が狭くて、

軽自動車同士であってもすれ違うことができない場所もあります。大変危険ではないかと

思っています。 

      こちらについてお尋ねします。場所は下野田中部、隣保館南の道を高速道路に向かって、

アパート・ウイングの西の狭い道路でございます。都市計画道路に交差する、南、第２浄

水場までの１５０メートルぐらいでございます。このような場所については、車両の通行

量に対応できるよう、例えば都市計画道路の整備などに合わせて拡幅することができない

のか、必要ではないかと思いますが、こちらについての町としての考えはいかがでしょう

か。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 本件に関しましても、建設課長から答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 議員ご指摘の道路は、役場や文化センターなど公共施設へつながる道路の

ため、下野田地区をはじめ、漆原東地区の住民の方も多く利用している町道と認識してお

ります。 

      都市計画道路大久保上野田線の整備計画に合わせて町道の整備ができるか、また、他の

町道との連結状況や交通量の流れなどを考慮して、地元の要望事項として整理し、将来的

に検討する必要があると考えております。 
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議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） ぜひ、それはお願いしたいなと思っております。 

      また、このような課題については、単に地域の要望として捉えるのではなく、町として

の課題として捉えるべきではないかと思います。また、自治会が要望しなくても対応して

いくべきではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しても、建設課長から答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 道路の整備、拡幅に関しましては、地権者のご協力が必要となります。地

域の課題に対する要望につきましては、町では自治会を通じて要望していただき、緊急度

や通学路などに優先順位を置いて、限りある予算の中で順次対応していきたいと考えてお

ります。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） ぜひ、その順位も上げていただいて、ぜひ実現に向けていただければあり

がたいと思います。 

      また、現在は町内には生活道路として想定外の交通量の増となり、安全面で問題のある

場所が幾つもあると思います。町民の安全のためにも、ぜひ積極的な対応を望みたいと思

います。 

      次の質問に移らせていただきます。５として、防犯カメラの設置について。 

      防犯カメラは、主に犯罪の抑止効果や、犯罪や不正行為の現場を撮影することで証拠を

つかみ、犯人や実行犯を特定する目的に設置されて、市街地では繁華街や街路周辺に犯罪

対策の一環として設置されていますが、この防犯カメラの設置についてお尋ねします。 

      現在、吉岡町の防犯カメラの設置数と、どのような場所に優先して設置されているのか、

お尋ねします。また、特に通学路は学童生徒の安全のためにも重点的な設置が必要である

とともに、交通量の多い交差点や道路の設置も必要ではないかと思いますが、こちらにつ

いて町としてのお考えはいかがでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 防犯カメラの設置について質問いただきました。 
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      まず、防犯カメラの設置数に関しましては、令和元年度末現在で４８台が稼働しており

ます。 

      次に、設置場所についてですが、明確な設置基準があるわけではございませんが、子供

たちの安全を守るために、通学路や公園等に優先的に設置しております。また一部、過去

に犯罪が起きた箇所等にも設置をしております。 

      なお、これまでには子供たちの安全を第一に考えてまいりましたので、通学等に直接関

係のない交通量の多い交差点や道路への積極的な防犯カメラの設置は行っておりません。 

      町の方針としましては、今後も子供たちの安全を第一に考えながら、渋川警察署や吉岡

町交番とも相談した上で、犯罪抑止効果を念頭に設置を進めていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） 今のお話の中で、やはりなかなか交差点まではということでございますけ

れども、次にちょっと交差点の話が出ますから、またそのときに話しますが、また、こち

らについても自治会の要望があってから検討して設置するのではなく、町の課題として積

極的に設置箇所等の検討を行うべきではないかと思いますが、町としてはいかが考えでし

ょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、総務課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 防犯カメラの設置場所と自治会からの要望に関してですが、町といたしま

しても、これまでも自治会要望に限らず、通学路を中心に設置場所の検討を行ってまいり

ました。また予算上、設置可能な台数は設置を進めておりまして、昨年度、令和元年度も

予定していた４台を設置させていただいたところでございます。 

      今後も、予算上可能な限り、警察等とも相談しながら継続的に防犯カメラの設置を進め

ていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） 分かりました。 

      さて、先ほどの十字路の設置についての話なんですが、例えば上野田の高崎渋川バイパ

スで今年４月に２人が死亡するひき逃げ事故がありました。このような事故においても、

防犯カメラの映像は貴重な証拠になるのではないかと思います。町の予算もありますが、
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今後も確実に設置数が増え続けていってほしいと願うものでもございます。 

      次の質問に参りたいと思います。福祉政策について。 

      (１)ふれあいいきいきサロンについて。 

      ふれあいいきいきサロンとは、地域を拠点に、その地域ごとに住む住民同士が共同で企

画し、内容などを決めて、共に運営していく楽しい仲間づくり、居場所づくりの活動と言

われております。 

      地域の中には様々な生活課題があり、誰にも相談できずに困っている人や、人知れず悩

んでいる人がいるかもしれません。誰もが住み慣れた家庭や地域の中で、その人らしく安

心して生活を続けるためにも、地域の中でお茶を飲みながら気軽に話すことができる仲間

がいることはとても大切だと思っております。 

      また、一人一人が共に楽しい時間を過ごしながら、個人と地域をつなげることができる

ものがサロンではないかと思っています。 

      こちらについてお尋ねします。このような活動をしている団体は、データを見ますと２

７団体ぐらいあるとのことでございますが、現在、実際に活動中の団体は町に幾つぐらい

あるんでしょうか。また、社会福祉協議会より各団体には、要件を満たせば年間２万円の

補助があるようですが、それぞれの活動内容の把握はなされているのでしょうか。お尋ね

します。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 福祉ふれあいいきいきサロンの質問をいただきました。 

      現在、ふれあいいきいきサロンとして登録している数は、高齢者サロンが３０か所、子

育てサロンが１か所、共生型サロンが１か所となっております。このうち、新型コロナ感

染症の影響を受け、８月上旬の時点では、３２か所中１３か所が活動を休止していると伺

っております。 

      活動内容は、各サロン特色がありますが、高齢者サロンにおいては、鬼石式筋トレ、健

康体操、おしゃべり、ゲームなどを中心に行っているところが多いようでございます。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） 今のお話の中で、３０か所と、子育てが１か所、共生が１か所ということ

でございます。今は、そっちですね、今の補助の問題ではございますけれども、この補助

の対象、これはちょっと通告にはございませんけれども、この２万円の補助の条件という

ものはどのようになっていますか。教えてください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 
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              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） その件に関しましては、介護福祉課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） サロンについての補助ですが、町という形ではなくて、社会福祉協議

会のほうから要件を定めて捻出しているものでありまして、ただいまのところ、すみませ

ん、詳しい資料がございませんのでお答えしかねます。よろしくお願いします。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） これは確かに町のあれには関係ないかもしれませんけれども、やはり今こ

の２万円の補助が出ているのに、なかなか、話に聞きますと、人数を満たさない箇所もか

なりあるとお伺いしておるんですよね。だから、その辺のところを、これからの改革をし

ていただけるように、町から社会福祉協議会へご指導願う、このようなことはできないも

のでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、介護福祉課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） 各サロンについての町からの補助金でございますけれども、今後検討

していきたいと思います。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） よろしくお願い申し上げます。 

      現在はコロナ禍の中で、集まることがなかなかできないと思いますが、今後はより充実

した活動に結びつくよう、例えば健康増進に向けた講師の派遣とか、よりよい活動となる

ためにアドバイスができるような人的な支援、または活動資金の追加補助などを、町から

は支援も検討していただけないかと思いますが、こちらについて町の考えはいかがでしょ

うか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、介護福祉課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 
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              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） 支援メニューの充実についてですが、昨年は２か所のサロン会場で、

リハビリ職、ＰＴを講師に招いて体力測定会を実施いたしました。 

      また、社会福祉協議会と地域包括支援センターの職員も地域のサロン会場に出向き、

様々なテーマの出前講座、例えば絵本読み聞かせ、熱中症予防などについて講演を行い、

実施しております。今後も、より充実した活動に結びつくよう、サロンの参加者の要望を

詳しく聞きながら、専門職、具体的にはＰＴ、理学療法士、ＯＴ、作業療法士、栄養士、

保健師、社協、包括の職員などを派遣していくことなどを予定しております。 

      先ほどの追加の補助についても、各サロンの活動内容や回数、参加人員等、実績を踏ま

えて今後検討するということでお願いいたします。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） ぜひ、やはりこれは高齢者社会がどんどん進む中で、こういう方々の元気

で活動ができるような体制をいつも取っていただけるようにお願いしたいと思っておりま

す。 

      (２)として、８０５０問題について。 

      ８０５０問題とは、ひきこもりの長期化、高齢化から起きる社会問題であります。主に

５０歳ぐらいのひきこもりの子供の生活を８０歳ぐらいの親が支えているという問題であ

ります。経済面からの生活困窮、当事者の社会的孤立、病気や介護の問題によって親子共

倒れになるリスクが指摘されています。 

      ひきこもりという言葉が社会に出始めたのが１９８０年ぐらいから約９０年代ぐらいで

はないかと言われています。若者についての問題だと思っていましたが、しかし、そこか

ら約３０年が経過し、その当時の若者が４０代、５０代となり、その親が７０代、８０代

と長期高齢化する中で、親子が社会的に孤立していき、生活が立ち行かなくなる深刻な

ケースが顕在化しています。 

      支援が届かないまま親が死んでしまい、親に支えられていた子供も死んでしまう事件や、

親が先に死んでしまい、どうすることもできない子が親の死体を放置して逮捕されてしま

う事件などが全国で起こっているようです。昨年は、川崎市の通り魔事件や、元農水省事

務次官による長男殺害事件といった、ひきこもりの高齢化によるこの８０５０問題を背景

とした事件が起きています。 

      こちらについてお尋ねします。内閣府が昨年に公表した調査では、４０歳から６４歳で

ひきこもり状態にある人は全国で約６１万３，０００人と推計されていますが、町内でひ

きこもり状態にある人の把握はされているのでしょうか。お尋ねします。 
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議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、介護福祉課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） 令和２年１月に、吉岡町地域福祉計画策定に向けて行ったアンケート

調査の結果においては、「あなた自身、もしくは同居している家族の中にひきこもり状態

の方はいらっしゃいますか」という問いかけに丸をつけた方は１．６％でございました。 

      また昨年、地域包括支援センターで関わったケースで、相談を受け生活保護につなげた

ケースが１件ございました。現在は、年間一、二件はこのようなケースがございます。 

      町では、社会福祉協議会、地域包括支援センター、相談支援事業所などの関係各機関と

連携を図り、地域支援をしていく中で、引き続き個々の現状を把握し、発見に結びつけて

まいりたいと思っております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） 意外に少ないという言い方をしたら、すごく失礼に当たるのかもしれませ

んけれども、なかなかそれは実態が、うちも、うちもというふうな話はなかなか出ないも

のが現実ではないかなと思うんですけれども、これはそういう調査をした結果なんだから、

これは何とも言えない話でございますが、また、ひきこもりや介護、貧困といった法的な

課題を抱える家庭に対して、一括して相談に乗れるよう、市区町村を財政面で支援する改

正社会福祉法が今年の６月５日に成立しました。そして来年、２０２１年４月から施行さ

れるとのことですが、この改正法により今後、吉岡町としてはどのような取組を行おうと

していますか。お尋ねいたします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、介護福祉課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） 改正社会福祉法への対応でございますが、町では社会福祉協議会、包

括支援センター、相談支援事業所など関係各機関と連携を図りまして、地域支援をしてい

く中で、個々の現状を把握し、発見に結びつけております。 

      現在、同一課内の高齢者部門である介護高齢室と生活困窮者及び障害部門でございます

福祉室において速やかに情報共有を図り、相談に乗っているところですが、現状を把握し
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た上で、庁内各課及び関係機関と連携し、ワンストップ体制で個別ケースを包括的に捉え、

より具体的な支援につなげられるような仕組みを構築していきたいと考えております。以

上です。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） ぜひ今の話を、まとめることがなかなかできませんので、ぜひこういう人

たちのためにも、いろんな情報を得て、しっかりとした体制を整えていっていただければ

と。こんなふうに思っております。 

      また、ひきこもりになる人の中には、発達障害や精神障害が背景に潜んでいる場合が多

いようですが、このようなケースの発見と支援については、町としてはどのようにお考え

でしょうか。お尋ねします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、介護福祉課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） ひきこもりをされている方への発見と支援策でございますが、発見に

つきましては、家族からの相談で発覚することが多く、町に相談に見えたり、相談を受け

た関係機関、例えば相談支援事業所、社会福祉協議会、包括支援センターや地域からの情

報提供により顕在化いたします。また、町が介護や障害の認定調査で各家庭を訪問した際

に発見に至る場合もございます。 

      支援につきましては、まずは家族への支援を中心に関わっていきます。家族が困ってい

ることに寄り添って支援を行うことで、家族とひきこもり本人の関係性が徐々に変化しま

して、本人の希望に応じて医療機関の受診や福祉サービスの利用など、具体的な支援につ

ながってまいります。 

      処遇困難なケースにおいては、県の専門機関、心の健康センター、ひきこもり相談セン

ター等に助言を仰ぎまして、紹介したりすることもございます。 

      今後も、町の各課や関係機関と連携を図り、発見から速やかに支援につなげ、適切に対

応できるよう努めていきたいと考えております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） ひきこもりの方や、その家庭の方のためにも、ぜひ温かい支援をお願いし

たいと思っております。中には、障害があることが分かり、そこから支援に結びついた例
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もあるようです。町の支援の手がしっかりと届いていってほしいと願うものでございます。 

      また、住みよい町の吉岡町のキャッチフレーズの下にも、このような、やはり障害者が

住みよい町であってほしいと思うものでございます。 

      次の質問に参ります。ヘルプマークについて。 

      ヘルプマークは、外見からは分からない障害があったり、病気であったりする人、例え

ば義足、人工関節を使っている人、知的・精神的障害のある人、心臓機能障害などの内部

障害がある人、難病の人、妊娠初期の人などが支援や配慮が必要なことを周囲に知らせる

ためのマークです。 

      このヘルプマークは、２０１２年に人工関節を使っている東京の議員が、見えない難病

や障害にある人を示す統一的なマークをつくってほしいと提案したことがきっかけと言わ

れております。東京都が作成したものでございます。 

      １７年には日本工業規格（ＪＩＳ）に採用され、全国共通のマークとして普及が進み、

令和２年５月３１日現在では４４の都道府県で導入されていると言われています。 

      県でも導入され、町でも配付しているようですが、このマークについて、町民への理解

が進んでいかなければ意味がないと思います。 

      そこでお尋ねします。ただ配付するだけでなく、配付されたヘルプマークを実際に身に

つけていただくことが重要ではないかと思いますが、町としてはどのように考えています

か。お尋ねします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、介護福祉課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） 議員がおっしゃるとおり、助けを必要としていることが周囲の人にす

ぐに分かり、日常生活や災害時において援助を得やすくすることが大変重要となります。 

      交付の際には、職員から身につける方法等を対象者様に丁寧に説明することを徹底して

おります。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） それで安心しました。ぜひそのまま進んでいければなと本当に思います。 

      また、このヘルプマークの町民への理解の普及について、町としてはどのように考えて

いるでしょうか。また、具体的にはどんな取組をされているのか。また、小中学校への啓

発活動も重要ではないかと思いますが、教育委員会としてはどのような取組をされている
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のでしょうか。お尋ね申し上げます。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、介護福祉課長、また教育委員会事務局長よりそ

れぞれ答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） まず、町民への理解の普及でございますが、ヘルプマークは援助や配

慮を必要としていることが外見からは分からない方々が手荷物等にぶら下げることで、周

囲の方に配慮を必要としていることを知らせ、援助を得やすくなるよう作成されたもので

ございます。 

      町としましては、ヘルプマークを身につけた方が日常生活や災害時において様々な援助

を得やすくなるよう、趣旨の理解や普及に取り組んでいきたいと考えております。 

      交付方法ですが、町は県の各施設とともに交付窓口となっており、申請者に申出事由等

確認票に障害の状態など申請事由や居住市町村等を記入していただいた上で、介護福祉課

及び健康子育て課の２か所で交付しております。 

      具体的な周知方法としては、町ホームページ及び広報掲載、今後１０月の広報掲載を予

定しております。また、庁舎内でのチラシの配布を行っております。 

      また、町の職員が知らないということでは困りますので、町の職員についても、町民皆

様のお問合せに適切に素早く対応できるよう、グループウエアにて周知を図っております。 

      今後も様々な機会を捉えて、町民の皆様にヘルプマークについて理解を深めていただけ

るよう、引き続きＰＲをしていきたいと思います。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 現在、町内の小学校では、ヘルプマークを取り出した形での普

及啓発活動は特に行っておりません。 

      今後、道徳や福祉の学習の中でヘルプマークを紹介していくことで、外見では健康に見

えても援助や必要な人がいること、そして、そういった方々に対して思いやりのある行動

を取ることが必要であるということを伝えられるよう、各学校にお願いしていきたいと考

えています。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） ぜひ教育委員会については、特に小中学生なんかは結構、時間的に、そう
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いう方々と会うというんですかね、出会う機会も結構あろうかと思いますので、ぜひうま

くご指導というのか、うまく啓発活動をしていただきたいなと。こんなふうに思っており

ます。 

      最後の質問になりますが、各施設の設備・備品についてお尋ねします。 

      (１)文化センター西側駐車場の側溝（グレーチング）についてお尋ねします。 

      以前、文化センター西側駐車場で、車椅子のタイヤが側溝グレーチングにはまり込んで

動けなくなった人を通りがかった人が助けているところを見かけました。このような場所

は、車椅子を使用する方にとっては大変危険です。町の施設でこのようなことが原因の事

故は絶対あってはいけないと思っております。 

      こちらについてお尋ねしますが、文化センター駐車場はじめ町の施設では状況を確認し

て、細めのグレーチングに替えるべきではないかと思いますが、町としてはどのようにお

考えでしょうか。お尋ねします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 村越議員から、町有施設の駐車場等のグレーチング交換についての問い

をいただきました。 

      まず、文化センター以外の町有施設の駐車場等ですが、それぞれの現場をよく確認し、

ご指摘のようなグレーチングを使用した危険箇所があった場合には、状況に応じた対策を

講じたいと思います。 

      また、ご質問の文化センター駐車場の対応につきましては、教育委員会事務局長に答弁

をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 文化センター西側駐車場に障害者用の思いやり駐車場があり、

車椅子の方や妊婦さんが利用されておりますが、その思いやり駐車場スペースの脇にある

側溝のグレーチングの格子状の目が大きいことが、車椅子の車輪がはまってしまう原因に

なってしまったのではないかと考えられます。 

      今は、車椅子やベビーカーの車輪がはまり込まない細めのグレーチングもあると思われ

ますので、今後、企画財政課とも相談しながら対応していきたいと考えています。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） そうですよね、今、確かにグレーチングが場所によってはかなり太めとい

うか、粗い目のグレーチングが多々ある。だから、車椅子もそれに対応できるような車椅
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子が今あるんですかね、これは。まあ、あるとすれば、そういうものを利用していただく

ことも可能かと思いますが、やはりそういう車椅子も前輪がどうしても細いですから、ど

うしてもはまり込むという形はあろうかと思います。 

      そしてまた、車椅子の方にとっても住みよい町であってほしいと思いますので、この辺

の改革ができるのであれば、よろしくお願いしたいと思います。 

      (２)ステージや講壇などの階段について。 

      学校や、体育館や、文化センターのステージなどについて、高齢者や障害者が、その階

段を上がり降りすることもあると思いますが、以前、町の行事で、高齢者が階段を降りる

ときに、そのそばに係員の人がついてはいるものの、大変危険に感じたことがあります。 

      こちらについてもお尋ねします。こちらについては、障害者や高齢者のために手すりの

ついたスロープの設置が必要ではないかと思いますが、町としてはどのようにお考えでし

ょうか。特に、文化センターのステージの階段については対応していただくべきではない

かと思いますが、いかがでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 文化センターや学校体育館のことにつきまして、教育委員会事務局長に

答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 文化センターホールには、客席最前列から舞台に昇降できる階

段があり、その階段には手すりをつけることができますので、現在も高齢者の方々が中心

に利用されるイベントの際には、必要に応じて対応をしております。 

      また、このように健常者については、客席の最前列に降りてから舞台に上がることにな

りますが、車椅子を利用される方については、客席最前列に降りることなく、確保されて

いる車椅子スペースから客席中央の横扉を利用して、車椅子に乗ったまま、舞台袖または

花道から舞台へ行くことが可能となっております。 

      町文化センターは、ホールの中央付近に確保された車椅子スペースから、文化センター

のロビーや舞台、トイレのアプローチがしやすいよう、設計段階から社会的弱者の方々に

配慮した構造となっており、開館以来、利用者の方々にも気持ちよく利用していただいて

おります。 

      このように、文化センターではホールを使用する際、主催側と必ず事前に打合せを行っ

ており、そこで高齢者や障害者の方々の使い方に応じて、その場に合った対応をしていく

よう努めているところでございます。 
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      また、学校体育館のステージにはスロープなどの設備はございませんので、例えば車椅

子の方に講演をしていただく場合などについては、ステージ下のフロアで対応をしており

ます。 

      現況の体育館において、法定の基準を満たす常設のスロープを設置するには、アリーナ

スペースや器具などの備品保管スペースの確保の観点から非常に難しいと考えております

が、今後、入学式や卒業式等の際に車椅子の児童生徒が利用することも考えられますので、

今年度購入する車椅子対応の階段昇降機の活用や仮設のスロープの設置等で対応していき

たいと考えています。 

議  長（山畑祐男君） 村越議員。 

              〔８番 村越哲夫君発言〕 

８  番（村越哲夫君） その辺のところ、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

      以上、私が町民の皆様と対話を続ける中で得た課題について、一般質問を通じてお伝え

しました。どの課題についても、一日も早く改善が進み、より住みよい町、吉岡町になる

ことを求めていきたいと思っています。 

      これで８番村越の一般質問を終了いたします。 

議  長（山畑祐男君） 以上をもちまして、８番村越哲夫議員の一般質問が終わりました。 

      これをもちまして、本日の会議に予定されていました５人の一般質問は終了いたしまし

た。 

      明日は、通告のあった１０人のうち、残り５人の一般質問を行います。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散  会 

議  長（山畑祐男君） 本日はこれをもって散会といたします。 

      お疲れさまでした。 

          午後３時５９分散会 

 



 - 167 - 

    令和２年第３回吉岡町議会定例会会議録第３号     

令和２年９月３日（木曜日） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 第３号 

   令和２年９月３日（木曜日）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問（別紙質問表による №６～№１０） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１３人） 

  １番 小 林 静 弥 君    ２番 冨 岡 栄 一 君 

  ３番 飯 塚 憲 治 君    ４番  嶋   隆 君 

  ５番 富 岡 大 志 君    ６番 金 谷 康 弘 君 

  ８番 村 越 哲 夫 君    ９番 坂 田 一 広 君 

 １０番 飯 島   衛 君   １１番 岩 﨑 信 幸 君 

 １２番 平 形   薫 君   １３番 小 池 春 雄 君 

 １４番 山 畑 祐 男 君     

欠席議員 なし 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

町 長 柴 﨑 德一郎 君  副 町 長 野 村 幸 孝 君 

教 育 長 山 口 和 良 君  総 務 課 長 髙 田 栄 二 君 

企 画 財 政 課 長 髙 𣘺 淳 巳 君  住 民 課 長 中 島   繁 君 

健康子育て課長 米 沢 弘 幸 君  介 護 福 祉 課 長 寺 島 悦 子 君 

産 業 観 光 課 長 岸   一 憲 君  建 設 課 長 大 澤 正 弘 君 

税 務 会 計 課 長 中 澤 礼 子 君  上 下 水 道 課 長 笹 沢 邦 男 君 

教育委員会事務局長 小 林 康 弘 君    

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  福 島 良 一     主      事  田 中 美 帆 
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開  議 

          午前９時３０分開議 

議  長（山畑祐男君） おはようございます。 

      ただいまの出席議員は１３名です。定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開

きます。 

      本日も、昨日に引き続き一般質問を行います。 

      通告のあった１０人のうち、本日は残り５人の通告者の一般質問を行います。 

      これよりお手元に配付してあります本日の議事日程（第３号）により会議を進めます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１ 一般質問 

議  長（山畑祐男君） 日程第１、一般質問を行います。 

      １１番岩﨑信幸議員を指名します。岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君登壇〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） １１番岩﨑です。議長への通告に従いまして一般質問を行います。 

      相変わらず、新型コロナ感染症が猛威を振るっております。感染者は、９月２日現在、

７万５６１人、死亡者は１，３４０人となっております。発症した時点からのグラフで判

断してみますと、既に第２波が来ていると思われます。 

      そこで、１００年前の１９１８年（大正７年）から１９２１年（大正１０年）にかけて

世界的に大流行したインフルエンザ、いわゆるスペイン風邪を参考に検証するのがよいの

ではないでしょうか。１００年前と現在とではＰＣＲ検査など医療体制や整備など根本的

に差がありますが、当時、日本国内では３度の流行が繰り返されたように、第３波、第４

波が来るであろうことに対してしっかり備えなければなりません。 

      参考までに、スペイン風邪では、第１波が１９１８年８月から１９年７月までで、患者

数約２，１１６万８，０００人、死者数が約２５万７，０００人、死亡率が１．２２％、

第２波が１９１９年９月から２０年７月までで、患者数約２４１万２，０００人、死者数

が約１２万８，０００人、死亡率が５．２９％、第３波は２０年８月から２１年７月まで

で、患者数約２２万４，０００人、死者数が３，６９８人、死亡率１．６５％となってお

ります。死亡率だけで見ると、１波より２波・３波のほうが多くなっております。スペイ

ン風邪は流行が３年間続いたわけです。 

      これからもまだ長引くであろう新型コロナウイルスに対して、町としてはどのように推

移していくと予想しているか、予想を踏まえてでありますが、その想定した中において、

どう取り組んでいこうとしているのかを尋ねます。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 
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              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） おはようございます。 

      昨日に引き続き、本日も５名の議員の皆さんから質問をいただいております。本日も精

いっぱい答弁をさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

      まず、１番目に岩﨑議員のほうから新型コロナウイルス対策での動向と財政を問う。現

状と今後の成り行きをどう予想するのかと、ご質問をいただきました。 

      新型コロナウイルスの現状について、政府の緊急事態宣言解除後、感染者数は全国的に

減少傾向になりましたが、経済活動の一部を再開したことから国内の大都市を中心に感染

者数が増加し、群馬県内でも増加傾向となっております。８月中旬に前橋市でクラスター

が発生し、感染者数がさらに増加いたしました。 

      吉岡町では、８月２６日に町内医療機関従業員の感染が確認されましたが、町民皆様の

感染症予防の徹底や新しい生活習慣の励行などにより、感染症予防に一定の成果を上げて

いると感じます。 

      今後については、冬季にインフルエンザの流行も予想されることから、一層の感染症予

防や新しい生活習慣の徹底、流行に備え、資機材、医薬品の調達等を行うとともに、必要

に応じ政府行動計画、ガイドラインの見直し等や県行動計画の見直しを踏まえ、本町の行

動計画の見直しを行うことと、繰り返しになりますが、蔓延防止策として引き続きマスク

の着用、せきエチケット、手洗い、うがい、人混みを避ける等、感染症対策を実施するよ

う周知を行うこと等を今後実施していきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） 私も、ちょっと予想してみたんです。当然ながら、これから冬にかけてイ

ンフルエンザが流行するので、当然第３波、花粉症が来年３月に、春にまた起こりますの

で、それに対して第４波。次は、ワクチンができることが問題で、ワクチンのできるその

状況によって、第５波、第６波と私は来ると思っているんです。しっかりとそこら辺は意

識しながら対応してほしいと思うので、よろしくお願いします。 

      次に行きます。 

      財政調整基金は、ご存じのように、自治体が税収減や大規模災害などの緊急の支出が生

じた場合に備えての貯金であります。現在進行中の大災害と言ってよい新型コロナ対策に

活用できる最大の財源であります。令和２年度当初の財政調整基金残高が１４億８，０２

９万１，０００円で、７月の臨時補正後の残高が１４億３，１５４万２，０００円です。 

      この前、先週、８月２５日付の上毛新聞に「国内３４市町村で財調取崩し３９６億、コ

ロナ伴い残高３６％減」との見出しで記事が載っておりました。いかにも新型コロナウイ
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ルス感染症対策のために巨額の財政調整基金が取り崩されているような見出しであります

し、内容もやはりそのように思われてしまいそうに思われるのです。誤解されやすい記事

だと私は思っております。 

      町も、４億１，５８０万円取り崩しており、減少率が３３％の状況とお聞きしておりま

すが、これにつきましては、当初予算と理解しております。新型コロナ対策のために取り

崩した額とその事業をお答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、企画財政課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） 財政調整基金は、一般的、原則的には年度間の財源の不均衡を調整す

るための基金でありますが、本年度における新型コロナウイルス対策経費として、まず当

初予算から９月補正までの基金取崩し額は、予算ベースで６，６００万円ほどとなってお

ります。 

      それに充当している事業ということになりますと、一般財源ですので、全ての事業に当

たっているわけですけれども、主なものといたしましては、遠隔・オンライン学習の環境

整備・ＧＩＧＡスクールなど、あとは子育て支援給付金給付事業などに一般財源として充

当しております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） 今答弁がありましたように、６，６００万円取り崩しているんですね。新

聞でも書いてあるように、やはり貯金なんだけれども、緊急の場合、やはりこれは大事な

財源でと、使わなきゃいけない。今答弁あったように、思ったより新型コロナ対策のため

には取り崩していないのです。 

      当初私が一般質問する要旨は、その対策のために巨額の資金が取り崩され、財政的に厳

しい状況に追い込まれつつあるのだろうという予想から、財政を立て直す施策をどう進め

ていくのかという質問を行う予定でしたが、残念ながら思ったより基金が支出されていな

いということは、町独自の施策が行われていないということなのです。町独自の対応事業

と銘打って、子育て世帯への支援、高齢者等対策、緊急対策経営支援助成金助成事業など

を行っていると豪語しているようでありますけれども、その中身は国や県の給付金や指導

の下での事業でしかあり得ないと言えるのです。全町民が納得するような助成がなされて

いないということなのです。 
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      政府の新型コロナ感染症対策分科会が提唱した新しい生活様式を励行して、国民・町民

がどれだけ苦汁をなめたか、不自由な生活を強いられたか、提唱者たちは分かっていない

と私は思うのです。なぜかというと、そもそも新しい生活と表すこと自体が間違っている

と思うんです。なぜかというと、新しい生活という言葉の語意の中には、当然語意的に一

番いいのは初めてが当たり前なんだけれども、その裏には、生き生きしている、新鮮であ

る、そういう奥深い言葉が含まれているんです、意味が。武者小路実篤が新しき村、これ

を宮崎につくって、その後は埼玉の毛呂山町だっけか、提唱したんですけれども、その新

しき村と命名した、新しいという中には希望がある、理想がある、明るい未来がある、そ

ういう意味も含まれているんです。新型コロナの影響で、生活自体が制約され、後退させ

られる様式の中で、新しいなんという言葉をつける政府がどこにあるか。普通に新型コロ

ナに対応した生活様式でいいじゃないですか。そんな新しいという言葉なんかつけること

はない。そのために、この部会の人たちは感性がない人だと、私はそう思っております。 

      それはいいんですけれども、そんなことがあって、この後言いますが、全国民、全町民

が今の言葉どおり、精神的被害者なんです。その意味からしても、全町民が助かったと実

感できる事業は行われていない。政府の世論調査で、コロナ禍が原因で、収入面では「収

入が減った」が２５％、「変わらない」が６８％、「増えた」が２％の回答があります。

金銭的にも、精神的にも、被害を受けた町民全員に同等の支援を行わなければなりません。

実際、町民の方々からは、何の恩恵も受けていない、実感もないし、しかも遅いと言われ

っ放しです。 

      ７月２７日の臨時会の補正で、それなりの新型コロナ対策事業が提出され可決されまし

たが、財源は全て臨時交付金ではないですか。特に、地域応援商品券事業は、私から言わ

せると最悪なんです。１世帯当たりでの人数の不公平が生じることを考慮しなかったのか。

また、配布するまでに長時間を要して利用できるのが１１月以降とのことでは、既に各世

帯、各個人、各事業者は対応を済ませているのであろうし、ありがたみなどありはしない

と思っております。思うに、ごく一部の人たちの要望に応えて行っているにすぎないので

はないか。 

      強く提言します。まだ全町民１人１万円の支給を行うべきだと。財政調整基金２億１，

０００万円ぐらいを取り崩しても、町の財政にどれほどの影響がありますか。私はそう思

っている。改めて問います。４月から６月、年率２７．８％減のＧＤＰ、戦後最悪の下落

を受けて、町独自の事業の予定はあるか。町全体、一人一人１万円の給付を行うべきだと

思っております。お答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 
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町  長（柴﨑德一郎君） 財政調整基金については、災害等に備えての貯金としての役割も持って

おります。本町においては、本補正予算（９月補正）に至るまで、新型コロナウイルス対

策に係る独自事業を、町民の皆様へのきめ細かな支援を実施するため、子育て世帯や独り

暮らし高齢者への支援、また売上げが減少した町内の飲食店や中小企業者及び個人事業主

の方に対しての助成など、真にお困りの方への支援に重点を置き、国の臨時交付金を主な

財源としつつ、不足分は財政調整基金を投入し、予算措置をさせていただきました。 

      また、国においても、新たな生活様式が提案されているように、新型コロナウイルスと

の生活は今後も続き、新たな生活様式に応じた予算措置も本年度後半、また次年度以降も

続いていくことが想定されます。そうなりますと、通常想定され得る財源に加えてコロナ

との共存を意識した財源を考慮して財政運営が今後より重要となってきますので、議員が

おっしゃる全町民に１万円の給付につきましては考えておりません。 

      今後も、コロナウイルスを取り巻く状況を把握した上で、情勢の変化を見極め、町民の

ための有効な事業を展開していきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） この答えは、当然予想しておりました。なぜかというと、私もさっき言っ

たとおり、長時間、これで長期にわたって第４次、５次の当然コロナ、３波、５波、６波

と来るということは、さっきの大正時代のインフルエンザ、これを参考にしたとおり、な

ると思っているので、それに充当しなきゃならないだろうから、そうお答えが来ることは

当然分かっていたんですけれども、ただ残念なのは、ここにはそれに関して、この選択肢

はなかった。これだけは聞きたい。３つ選択肢があったと思うんです。まず、私が言った

町民一人一人に対する１万円給付、今回町がやった商品券の事業です。３つ目は、今市が

行っているプレミアム商品券、これはここにあるんだけれども、ほかのところも持ってき

たということで、これ身近なので、前橋市と渋川市だけは一応持ってきたんですけれども、

前橋市が１万円で１万３，０００円、３，０００円のプレミアです。渋川市が１万円で１

万５，０００円。渋川市に関しては、ちょっとあまりにも残念な商品券だと思っているん

です。なぜかというと、飲食店と宿泊だけ使える。これはあまりにも逆に不公平だ。ただ、

問題は、プレミアム商品券の場合は実質自分で選択できる。要らなければ買わなくてもい

い。こういうやっぱり利点があるんです。だから、吉岡の場合は、残念ながら、取りあえ

ず配布しても、その１万円を配布した中で、商店関係で、その需要がある品物があるかな

いか、そういうことによって利用価値も違ってきちゃう。買わないこともあると思うんで

す。ということは、商品券が宝の持ち腐れになる。私から言わせると、やはり一番は１人

１万円の給付がその選択肢の中ではベストだと思っているんです。ですので、その選択肢
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関係、皆さん、この場合は特に町長、そこら辺の考慮は、熟慮はしたのか、お尋ねします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 今、議員のほうから３点の選択があったんではないかという提案をいた

だきましたけれども、町の中では協議をさせていただいて、現事業を進めるということで、

決定をさせていただきました。 

議  長（山畑祐男君） 岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） ちょっと残念ですけれども、町はそうだったというのなら、取りあえずは

仕方がないと思っております。 

      次、財政調整基金残高につきましては、決算ベースで平成２７年度末には２９億９，１

７３万９，０００円、約３０億円ありました。それから、平成２８年度末、２６億２，２

０９万８，０００円、平成２９年度末、約２３億９，１９８万７，０００円、平成３０年

度末、２３億５８６万１，０００円、そして令和元年度末には２１億４，１８３万９，０

００円と、毎年約３億円の基金が取り崩されているわけでございます。その間、大型事業

や緊急事業に使用されたわけでありまして、必要不可欠な財源であります。 

      今までにも多くの議員さんから質問がありましたが、現在、一般的に財政調整基金の適

正規模は標準財政規模の何％ぐらいで、概算での金額はどれぐらいが適正かお答えくださ

い。適正水準よりも多額であると交付金が減額されるとも聞いております。そこら辺の絡

みとともにお答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、企画財政課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） まず、財政調整基金の適正規模についてですが、これまで国等の技術

的助言によりますと、標準財政規模の１０％から２０％であることが適正とされておりま

すが、令和元年度決算ベースで見ますと、吉岡町の標準財政規模は４３億１，１４５万２，

０００円であり、その１０％から２０％については、約４億３，１００万円から８億６，

２００万円ということになります。 

      また、町の令和元年度末の財政調整基金残高は２１億４，１８３万９，０００円であり、

標準財政規模の４９．７％となっております。 

      ここ数年のように大型建設事業を行うに当たっては、国庫補助金等の交付を受けて実施
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するわけではございますが、こうした財源は交付されるのが年度末であるために、年度当

初や年度途中に資金繰りのために一時的に基金から現金を繰り入れる繰替え運用というも

のを行っております。 

      この繰替え運用につきましては、ここ数年の実績で見ますと、毎年８億円から１０億円

程度を必要としておりますので、これに一般的な標準財政規模の、１０％から２０％と申

し上げましたけれども、２０％程度を加算した約１８億から２０億円程度が財政調整基金

の適正規模と考えております。 

      また、基金の保有額と交付金、基金が多いと交付金が減らされてしまうのではないかと

いうことでありますが、現状、基金を多額に保有することによる交付金等の減額査定につ

いては示されておりません。ただ、今後、国の予算編成の状況に応じては、このような措

置が検討される可能性もあると考えております。 

議  長（山畑祐男君） 岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） 先ほど言った年度末ベースでは当然そこら辺は思っていること、入るとい

う形には私も分かっておりますので、当然ながら金額的には大きな、１８億から２０億な

んだけれども、今２８億だったっけ、なるのが当然だと思っております。 

      次に参ります。 

      前２つの要旨に基づき、基金の取崩し、積立てなどでの基金の管理運用について尋ねま

す。これも多くの議員さんから質問なされていますが、一歩踏み込んで、今後多額の基金

が取り崩されるであろうと判断して、地方自治法や吉岡町資金管理並びに運用基準に基づ

き、適正規模に保たれた運用範囲内での管理運用について尋ねます。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この関係に関しましては、税務会計課長に答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） 今後、多額の基金が取り崩されて基金残高が減少したとしても、町で

は地方自治法第２３５条の４、地方自治法施行令第１６８条の６及び１６８条の７などの

法令の規定や吉岡町資金管理並びに運用基準に基づき、公金については、元本の保証され

た預金や安全性の高い債券で管理運用を行うこととしております。 

      現在、各基金の資金は、大口定期預金として基金ごとに別々の口座で管理しております。

預金の際には、利回りの比較、町関係機関の借入れの状況、運用資金の総額などを勘案し、

県内に支店を有する銀行、信用金庫、信用組合、農業協同組合、郵便局等において、より
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有利な運用ができるよう心がけております。 

      また、それぞれの金融機関の収益性、安全性なども確認しながら、基金の管理、運用を

行っております。 

      債券につきましては、市場の金利水準の変化に対応して価格が変動いたします。現在国

債については、２０年、３０年の長期国債でないと利息がつかない状況になっております

ので、購入の際については債権価格変動リスク、また金利変動リスクを勘案し、慎重に検

討していきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） 次に行きます。 

      ８月１７日、内閣府が公表した国内総生産（ＧＤＰ）の１次速報では、コロナ危機が本

格化した４月から６月期の実質で前年比７．８％減、年率換算では２７．８％減と、過去

最悪のマイナス成長に陥ったことが確認されたと発表されました。しかも、今後も感染の

第２波、第３波に脅かされ、二番底、三番底の様相を呈し、コロナ前の水準に戻るには最

低三、四年はかかるとの見方が専門家の間では大勢を占めていると論評があるように、日

本経済は危機的状況で、金融システムの危機や経済の底割れ状態が続くと予想されます。

当然ながら企業も経営が悪化し、資金不足に陥り、個人も預貯金が欠乏し、恐慌状態にな

ると思われます。当然ながら、町民税や固定資産税も減収し、各種交付金、支出金もカッ

トされるわけです。そうなりますと、町も財政を根本的に見直さなければならないわけで

して、財政の確保や歳出の制約をしなければなりません。まずは財政危機に直面したとき

の町の対応は、マニュアルはあるのかお答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、企画財政課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） 現在、財政危機に直面した際の町のマニュアルというものはございま

せんが、予算の編成においては、過去の実情及び今後の状況を可能な限り想定した上で、

想定され得る財政の危機的要素などを把握し、実施しております。 

      また、年度の途中で突発的な状況が生ずることとなれば、補正予算を編成することとな

り、財源につきましては、基金を取り崩し対処することとなります。 

      今後も、様々な状況に対し、臨機応変に即効性のある対応をしてまいりたいと考えてお

ります。 
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議  長（山畑祐男君） 岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） 町債について尋ねます。 

      平成２４年度当時で、総起債残高が１０７億７，３３８万８，０００円、一般会計の町

債残高が５２億３，５７７万４，０００円と多額な資金を調達していたわけですけれども、

令和元年度末の総起債残高が８０億７，９９３万５，０００円、一般会計の町債残高が４

６億２，２５９万３，０００円と年々改善されていると判断しております。 

      しかし、しょせん借金でありまして、低金利時代ではありますが、元金と利子とを償還

しなければならない。借金返済はやはり負担でありまして、少ないことにこしたことはな

いわけであります。 

      財政健全化に関する４指標を精査してみると、全てにおいて健全と認められますが、私

が毎年問題にしているのが実質公債費比率でございます。２９年度が１０．５％、３０年

度が９．６％、令和元年度が８．７％と０．９％ずつ改善されております。しかし、地方

債の発行に許可が必要となる基準の１８％のまだ半分でしかない。まだ下げなければなら

ないと思うのです。 

      そこで問います。財政調整基金の適正規模から鑑みて、一般会計の町債残高が令和元年

度末４６億２，２５９万３，０００円は多いと思うのです。基金と町債とのバランスを考

慮して財政運営を行わなければならないのです。臨時地方道整備事業地方特定分の償還終

了などでの改善となっておりますが、まずは適正なバランスはどの程度なのか、今後償還

される事業について、大まかで結構です。計画をお答えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、企画財政課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） 事業の実施に際しましては、議員おっしゃるとおり、利子等の負担を

考慮しますと、可能な限り借入れを行わず、一般財源にて実施することが金額的な負担は

少なく済みますが、一般財源のみに頼ることでは基金が減少し、将来的な財政負担に耐え

られなくなるおそれがあります。そのため、基金と町債については、基金の標準財政規模

に対する適正割合等を考慮した残高を維持することを念頭に取崩し及び町債の借入れを行

っているところでございます。 

      吉岡町では、ここ数年大型事業の実施に際しての財源として起債件数が増加しており、

それに伴い残高も増加傾向にあります。実際、令和元年度末残高が、これも先ほど議員さ
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んおっしゃいましたが、４６億２，２５９万３，０００円となっており、前年度末から１

億５，０００万円ほど増加しております。こうした起債額の増につきましては、後年にお

ける交付税措置のある起債の借入れによるものも多く含まれており、一概に全てがただの

借金とは言えないものとなります。 

      事業における財源措置につきましては、まず事業そのものの実施の可否、そして国庫補

助金等の特定財源の有無の確認をした上で、不足分について起債を検討し、その起債を検

討する際にも将来への負担の平準化を考慮した上で、可能な限り交付税措置のある有利な

起債を選定しております。 

      また、吉岡町の実質公債費比率につきましては、平成２９年度に減債基金を活用して実

施した繰上償還の影響もあり、過去３か年において減少傾向ではありますが、依然高い状

況にありますので、今後も適正な借入れにより比率の抑制に努めてまいります。 

      なお、今後の償還される事業の予定というか事業の計画でございますが、本年度、元金

の償還が開始される主な事業については、平成２７年度に借り入れた南下城山防災公園整

備事業及び平成２９年度に借入れの防災無線デジタル化事業に係る緊急防災・減災事業債

があり、次年度においては、平成２８年度借入れの明治小学校校舎増築事業に係る学校教

育施設等整備事業債や令和元年度借入れの第三保育園解体事業に係る公共施設等適正管理

推進事業債等の元金償還金の開始を予定しているところでございます。 

議  長（山畑祐男君） 岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） よろしく頼みます。次に行きます。 

      次が本日のメインでございます。ＰＤＣＡサイクルが決して悪いと私は言わないんです。

ただ、どうも雰囲気的に皆さん使い方を間違えていると思うんです。ＰＤＣＡサイクルの

理念につきましては、私も経営者なものですから、もう４０年ぐらい前からそれなりに本

を読んで勉強して理解しております。長い目で見た場合、新規事業を行うには有効である

には間違いないと思っております。町もＰＤＣＡサイクルを基にして事業を進めているわ

けです。 

      第４期吉岡町障がい福祉計画、吉岡町健康づくり計画、吉岡町都市計画マスタープラン、

吉岡町立地適正化計画、吉岡町男女共同参画基本計画など、長期にわたって推進していく

事業に関しては、Ｐ、しっかり熟慮し計画を策定し、Ｄ、事業の実施及び施策の推進を行

い、Ｃ、行政評価や委員会・審議会などの意見を踏まえて、Ａ、取組の短期的な修正を行

い長期的な方向性を確立していき実現させていくということに対しては適した概念ではあ

ります。だが、しかし、短期的な見地からは、その理論は通用しないわけです。 

      最近、とみに町の対応は遅く感じられて仕方ありません。昨年１２月の定例会の一般質
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問で取り上げましたが、時間の都合で割愛しました。今回、改めて質問するのは、世紀の

大災害である新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、それに対応する事業が遅いから

です。他市町村よりも明らかに遅い。緊急事態に際しては、即効性が求められ、より早く

安心・安全を担保することが第一義なんです。全町民に対しではなく、もう全般に対して

なんですが、今回はどうも私の考えでは、一部の事業者や被害者だけで、町政の大原則で

ある町民のためにが置き去りになっているとしか私は思えないです。 

      そして、上毛新聞によりますと、各市町村がコロナ対策で、住民支援で、各自の給付を

開始したのが５月中旬から６月中旬までで、ほとんどの市町村が給付手続を済ませており

ます。吉岡町は、１１月とは何と遅いことか。思いますに、これは私の学説で、皆さんど

う思うか分からないけれども、現代社会において新規事業というのは皆無に等しいのです。

成熟した現代社会では、過去に成された事象をその時代と状況にマッチした計画にアレン

ジし、遂行していくのです。発見・発明などと言えるのは、ノーベル賞や文化勲章など特

別な業績のみなのです。それらの人々は天才と認められるだけで、一般の人たちは過去既

になされている取組を参考に、またその時節に適合した事柄を整理して行っているにすぎ

ないのです。それゆえに、我々に求められるのは、過去の施策を検証した上で、今起きて

いる事象を精査し、町に合った事業を改めて行うことです。その時点においては、熟慮し

た計画などは考える時間などあり得ないのです。常にＰＤＣＡが同時進行しなければなら

ないのです。 

      ＰＤＣＡサイクルの欠点は、結局こういうことなんです。今、これから言いますけれど

も、致命的にスピードが遅い。そして、手順を重視するあまり、合意を取り付けなければ

ならず、なかなかまとまらない。そのために責任が明確でないので、事業にむらができる。

無駄と思えることにはチャレンジできず、改善の余地がない。いわばＰＤＣＡサイクルは、

完全を求めるゆえに組織の中の優劣の差別ができてしまう。ある意味では、正確に、慎重

に進めていかなければ弊害が起こるのは当たり前のことなのです。短期性、即効性が求め

られるべき取組については、トップダウンか担当職を入れた少数精鋭で行うべきと思うの

です。Ｐｌａｎ、Ｄｏ、Ｃｈｅｃｋ、Ａｃｔｉｏｎを順次、即時に判断して即座に実行に

移すべきです。とかく組織というものは決め事が多く、身勝手な行動はできないものです。

まして役場という公の場では、条例など規則等もありますので、熟慮しなければならない

ことが多いと思っていますが、町のトップとなった以上、トップダウンか少数精鋭で、即

座に物事を進めるべきだと思うのです。 

      町長、そこら辺の所見をお伺いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 



 - 180 - 

町  長（柴﨑德一郎君） Ｐｌａｎ、Ｄｏ、Ｃｈｅｃｋ、Ａｃｔｉｏｎ、このサイクルに物申すと

質問いただきました。 

      ご指摘の少数精鋭で行うべきという組織形態については、町長直轄の政策実行グループ

を編成するといった意味合いのお話かと思いますが、今年度実施した組織機構改革の検討

過程においても、そして現時点においても、そのような組織は検討されておりません。 

      各所属長へは私が指示をした中で、課・局の業務範疇の中において事務が執行されるも

のと認識しております。所属長に対しては、常にスピード感を持って業務に当たるよう、

指示をさせていただいているところでございます。 

議  長（山畑祐男君） 岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） その答えでは、答えになっていないかな。じゃ、何でそんなにいろいろと、

去年から考えてみると、事業が遅いのかな。私は、遅く感じられるんですよ、どう見ても。

私、町長、柴﨑さんと言わせてもらいますけれども、柴﨑さんとは私が体育協会の役員以

来面識があるから、もう２５年から３０年、副町長の野村さんとも体育関係で面識があり

ますけれども、町長の場合はその後当然ながら町長選２回やってきて、議員になって町に

いろいろと一般質問されたじゃないですか。特に、そこら辺の一番理解している福祉関係

とか、子ども子育て、これを中心に地域の課題、これからの町の課題、いろいろといっぱ

いしたものじゃないですか。そこら辺の町長の議員の頃の一般質問等を考えていろいろ見

た場合、町長、この人はいろいろ努力しているな、町のために頑張っているなと、私は感

心していたんです。立派とまでは言わないけれども、感心していた。ところが、私思うん

です。町長になってから、どうも積極性がない。町長になったということは、当然ながら

それの本当はある意味、力と言ったら失礼かな、それはあって当たり前なんだと私なんか

は思うんです、ある意味ね。だから、町長が、ある意味そこら辺の独自性、自主性、自己

主張ですよね。そこら辺はもっと私はやっていいと思っているんです。だから、そこら辺

が前から大分町長になってなくなったのが私は残念でならない。残念でならないと言った

ら、特に選挙とか議員のときの勇猛果敢にいろいろなことを述べてやったじゃないですか。

だから、それは、何か今物足りないんです。本音を言います。 

      それなので、町長にはもっと町に対する独自性、自主性を出してもらいたいと思ってい

るんです。これは私の希望なので、それを求めませんけれども、一応そこら辺はぜひお願

いしたいと、ちょうどいい時間だな、思います。ひとつそこら辺で、いろいろと心で、自

分の心の中で、いろいろと考えて、いろいろ行事を、施策を進行していってください。よ

ろしく頼みます。 

      だから、今町長は、この中でも答えてしまったので、次の質問を今一瞬どうかと考えた
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んだけれども、これも当然それに関わった問題だから行きます。 

      私ども経営者から見ましては、業務を遂行するに当たっては、４Ｐなのです。４Ｐシス

テムなのです。ポリシー（方針）、プラン（計画）、プロジェクト（業務）、プレー（作

業）が常に同時進行するのです。民間企業では、タイムイズマネーなんです。そのタイム

イズマネーにいろいろ解釈あります。本当の金額というか、その時間に対する重要性を担

保するか、そういうことがいろいろありますけれども、単純に一応タイムイズマネーと思

ってください。常に即行動し、即よい結果をもたらすよう努力をしているのです。町も即

対応して施策を実行すべきです。国や県の指導の下にとか他市町村の動向を見ながらなど

と思案しているから遅れるのです。 

      町でも、短期戦略対応のマニュアルがあると聞いています。概略で結構です。お答えく

ださい。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） ご指摘の短期対応マニュアルについては、そういった趣旨のマニュアル

というものは存在しておりません。ただ、例えとして申し上げるならば、業務継続計画、

一般的にはＢＣＰと呼ばれるものですが、災害時等において、町に求められる行政機能を

維持し、町民生活に支障を来すことがないよう、災害時等の社会状況を想定した上で、継

続して取り組むべき業務を整理し、そのために必要な体制などをあらかじめ定めることを

目的としたものは存在いたします。 

      今回の新型コロナウイルス対策においては、「吉岡町業務継続マニュアル～新型インフ

ルエンザ等対応版～」に基づき、流行時継続業務、流行時縮小業務、流行時休止業務等と

区分し、業務を行っていくこととなっております。 

      また、当然のことながら町で実施する業務等の決裁の流れは事務専決規程や財務規則に

より定められているものでございますが、それを逸脱しない部分での業務遂行につきまし

ては、スピード感を持って臨機応変に対応するよう周知徹底しているところでございます。 

議  長（山畑祐男君） 岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） そこら辺は分かっていたので、当然、悪いんだけれども、この質問をしま

す。 

      対応が遅いのは、短期戦略対応マニュアルが完全ではないからです。今町長が言ったよ

うに、そのとおりなんです。私は、本当に即応しなきゃならないと、物事は、さっきの私

の理論で言ったんだけれども、即事象、その起きている状況、事柄に対して、過去のある

意味そういう経験というものがいろいろ事象ごとにあるんです。それをも参考にしながら、
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常に常に先のことを考えなきゃいけない。そのために短期マニュアルというのが必要なん

です。だから、今言ったとおり、多分こう皆さん考えていると思うんです。私なんか考え

られないことなんだけれども。１９７０年代に起きた金融不安のときに行われた護送船団

方式のように引っ張ってもらっていったほうが楽なのです。国や県の指示に従ってとか、

市町村の動向を見ながら判断して施策を入れたほうが楽なのです。私は、全く違うと思っ

ているんです、そういうの。実質、その地域の風土に合わせ、またその環境に合わせて、

当然町々の施策は行われるべきであって、それに対してはやっぱりその独自の、町の、今

言った例えば今回のコロナに関してはそうです、特に。もう短期的な、これだけ一遍に物

事がもう４月、５月に対象となった、特に経済的なものも、またさっき言った精神的なも

ので気持ちも落ちていっている方に対しては、すぐ安心・安全を担保しなきゃならない。

それに対することには常に即行動、即に結果を求める。これが常に必要なんです。民間の

こととかこのことは、さっきもここで言っています。ですから、各自治体、それぞれの特

徴があるべきなんです。それゆえ、他市町村よりも先んじて行動してよい結果を得るべき

なのです。後追いでなく、即決定、即実行なのです。ですから、町長、一応今ここで質問

したとおり、その短期戦略マニュアル、そういうものを、ある程度今までの経験とか、世

情が一番大きな問題ですけれども、それに対して策定するような考えはありますか。お答

えください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 準備には余念なきよう進めていければと思っております。 

議  長（山畑祐男君） 岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） 必要なことだと思いますよ。必要なことだと思いますよ。長い社会があっ

て、いろんな事象、事件が起こる。ですから、常にそれに対するマニュアル、これは作っ

ておくべきなんです。どういう事象が起きたとしても、それに、過去に大体起きているこ

とを、今まで、先人ですから、起きたことに対して精査して、それに対していろいろと事

情を加えて修正して施策を行う。これが一番、過去のその事象を見て、今ちょっと一瞬言

葉出なくなっちゃったんだけれども、それが一番大事だと思うので、ぜひそこら辺は考え

てください。ひとつ頼みます。特に、このコロナに関して、こういう形ができたものです

から、特にお願いします。 

      最後に行きます。 

      今年３月第１回議会定例会の町長の施政方針に対しての質問をした中で、吉岡町組織機

構改革に伴う関係条例の整備に関する条例が４月１日より施行されたのに対して、新設さ
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れた産業観光課の中の商工労働に関する事項について質問したわけです。 

      内容としては、商工業者の発展のために、商工会の充実を図るべきと思うとのことでし

た。私の質問が。今回、新型コロナウイルス対策として、大打撃を受けた、町内に住所が

あり、町内で事業を行っている事業者を対象に１件当たり１０万円の緊急対策経営持続化

助成金助成事業と売上げが前年度同月比５０％以上減少した飲食店経営者に１件当たり１

０万円の支援助成事業を行われたわけです。 

      今回の給付事業では、少しは潤ったと思われます。経過と申請者の数と何％かをお尋ね

します。 

      また、地域応援商品券事業の経過もお尋ねします。 

      施行されてまだ５か月ですが、新型コロナ対策での協力などで連携がなされていると思

います。商工会との絡みにおいて、何か進展があったか、答えてください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 組織機構改革で加わった事項等について、商工労働に関する事項という

ことで、質問いただきました。ご質問の内容としましては、１つ目が緊急対策経営支援助

成金と経営持続化助成金の経過と申請数及び申請率について、２つ目が地域応援商品券事

業の経過について、３つ目が商工会との連携等において進展はあったのかと、以上でよろ

しいかと思いますが、この件に関しましては、それぞれ産業観光課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） それでは、それぞれについてお答えをさせていただきます。 

      まず、１つ目の吉岡町緊急対策経営支援助成金は、５月８日の臨時議会でご承認をいた

だき、５月１１日から申請の受付を開始いたしました。８月２５日現在、申請件数が３３

件、支払い済み件数も同数の３３件となっております。見込みの件数に対する申請率につ

きましては、５５％でございます。 

      次に、吉岡町緊急対策経営持続化助成金は、６月の定例議会でご承認をいただきまして、

申請の受付を開始いたしました。８月２５日現在、申請件数が１４４件、支払い済み件数

につきましては１２３件となっております。見込みに対する申請率につきましては、４

１％でございます。 

      次に、２つ目のよしおか地域応援商品券の経過につきましては、７月２７日の臨時議会

でご承認をいただき、８月３日に吉岡町商工会と８月５日に株式会社ＧＣＣとそれぞれの

業務委託契約を結んでおります。商工会との契約によりまして、商品券を利用できる事業

者の募集を開始し、８月２５日までの応募件数につきましては８１件となっております。
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また、商品券やポスター及びチラシのデザインが完成いたしましたので、８月１９日に商

品券等の印刷について発注したところでございます。 

      そして、３つ目の商工会との連携についてですが、新型コロナウイルス感染症の感染拡

大防止に向けて、政府は４月１６日に全都道府県を緊急事態措置の対象といたしました。

緊急事態措置による町内事業者の影響等の状況については、こちらから商工会へ出向きま

して、直接情報提供いただき、まず町内飲食店の支援について助成金事業が迅速に実施で

きたというふうに思っております。商工会との連携につきましては、現在もよしおか地域

応援商品券の一部の業務についてお願いをしている状況でもございます。町といたしまし

ては、今回のような有事の際のみならず、常日頃からお互いに情報提供を行い、情報共有

を深めながら進展させていきたいというふうに考えております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） やっぱり残念ながらさっき言った５５％、３３件、私もそう思っていたん

です。本音を言います。実際、６０件ぐらいしかないところで、それに対して助成をもら

いたいというのは、そんなものかな。こればかりはちょっと残念ながらそこら辺は理解し

たので言わないんだけれども、ただ一番最後の、今言ったとおり、地域応援商品券事業の

経過で、８１件、何社、事業所に配布しました、出しましたか。それだけ教えてください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） その件に関しましては、産業観光課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） この件に関しましては、こちらから募集という格好ではなくて商工会

に委託しておりますので、町ではホームページ等の掲載を行いまして、ぜひ応募してくだ

さいという格好を取っております。以上でございます。 

議  長（山畑祐男君） 岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） そうだよね。考えたら、商工会で出すよね。商工会の会員は約３３０ぐら

いだったかな。そこで、商工会は当然、個人店とか、商工会とか、そのほかのとか出すよ

ね。分からないわな。ただ、まだ８１件なので、やはり本音を言います。少ないのはそれ

だけ利用価値がないんですよ。それだけは頭に入れておいてください。さっきも、私が３

つ選択したか言ったら、結局これもまだ８１件しかないということは、また本音言います、

利用価値がないと思うから事業者も申請しない。私はそう思っております。そこら辺は失
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礼なんだけれども認識が甘いと思っております。商工会との絡みでさっき答えて、商工会

を、あと商工業者をこれから取りあえず発展させていくには、もっと密にしなきゃ。もっ

と密にしてそこら辺をしっかりと利用して、町の商工業者の発展のため、一番問題は、も

う１分しかないけれども、ちょっともう、まあいいや。中島課長には一番最後の問題をち

ょっと答弁は分かっているので割愛をさせてもらって悪いんですけれども、どうしてもや

はり私思うのは、５２秒だから無理かな。町のために町民が最小構成単位です。町民一人

一人が社会の中で一番の構成単位なんです。それがしっかりして潤っていかなきゃ、三角

になっているこの頂点もよくならない。もう時間がないからそれを言いますけれども、そ

れを頭の中に入れてしっかりと町民のための施策をやってもらいたいと思っております。

以上です。 

議  長（山畑祐男君） 以上をもちまして、１１番岩﨑信幸議員の一般質問が終わりました。 

      ここで休憩を取ります。再開を１０時５０分といたします。 

          午前１０時３１分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午前１０時５０分再開 

議  長（山畑祐男君） 会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（山畑祐男君） ９番坂田一広議員を指名します。坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君登壇〕 

９  番（坂田一広君） それでは、通告に従いまして一般質問をいたします。 

      まず、第１点目、水道事業について質問するものであります。 

      （１）水道事業に係る施策等について質問いたします。 

      吉岡町においては、平成３１年３月に「水道事業基本計画（水道ビジョン・経営戦

略）」が策定されました。 

      この計画では、「第１章 計画の趣旨と位置づけ」において、「厚生労働省は、２００

４年６月に日本の水道事業の目標となる将来像と具体的な施策・工程を示した『水道ビジ

ョン』を策定し、２００８年７月にこれを改訂しました。その後、東日本大震災の経験を

教訓にした、より災害に強い持続可能な水道の実現と日本の総人口の減少予測をはじめと

する水道事業を取り巻く環境の大きな変化に対応するために、水道ビジョンの全面的な見

直しを行い、２０１３年３月に新たな『新水道ビジョン』を策定しました。この中で、水

道事業者等に対しては、『新水道ビジョン』に基づいた各施策の取組をより一層推進する

ため『水道事業ビジョン』の策定を要請されています。また、２０１４年８月、総務省よ

り、独立採算制を基本原則とする公営企業に対して、人口減少等に伴う収益構造の変化や
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老朽化に伴う管路等の大量更新期の到来等により経営環境の厳しさが増す状況下でも、将

来にわたり安定的なサービスの提供を実現するために中長期的な経営の基本計画である

『経営戦略』の策定が要請されました。本町水道事業においても、環境の変化や直面する

課題に適切に対応し、将来にわたり安全で良質な水道水を安定的に供給するとともに、安

定した経営基盤を持続していくため、国が示す『安全』『強靱』『持続』を柱とした計画

『吉岡町水道事業基本計画（水道事業ビジョン・経営戦略）』を策定するものです。」と

しておるところであります。 

      今回は、この計画のうち、気になった点の一部についてピックアップして質問するもの

であります。 

      まず、浄水場の耐震化についてお伺いいたします。 

      計画によると「施設ごとの耐震化は進んでいますが、取水から送水まで一連のシステム

としての耐震化には至っていないため、２０１６年度末の耐震化率は０．０％となってい

ます。」とあります。耐震化ができていない浄水場の今後の耐震化の計画はあるのか。ま

た、取水から送水までの一連のシステムとしての耐震化の計画はあるのか、お伺いするも

のであります。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 坂田議員のほうから水道事業に係る施策、浄水場の耐震化についての質

問をいただきました。 

      本町の水道については、皆様の生活に欠かすことのできない重要なライフラインの一つ

として、その必要性や緊急の度合いに応じて基幹施設や管路の耐震化など様々な施設整備

を実施してきたところでございます。 

      浄水場の耐震化についてご質問いただきましたが、耐震化されていない施設、耐震性が

不明である施設については、水道事業の中で優先順位をつけながら耐震診断等を行い、そ

の結果を検証した上で、必要に応じて耐震化の改修計画を実施していければと考えており

ます。 

      また、基幹管とされる取水管や送水管などの耐震計画については、平成２７年度に作成

しました「水道事業・管路更新計画」に沿って、優先順位の高い石綿管の更新を進めさせ

ていただき、その後に基幹管路などの主要管路の耐震化を順次進めていきたいと考えてお

ります。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） まず、石綿管が先で、その後基幹管路というようなお話でしたけれども、
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そうしますと枝葉のほうを先にやってメインとなるものは後回しにするという、その辺の

理由についてご説明をお願いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） その件に関しましては、上下水道課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 今後の計画でございますが、先ほど町長が耐震診断等により今後は基

幹施設や管路などの重要施設から計画的に進めることが課題ということで申し上げました。

この計画の中でも記載をしておりますけれども、施設につきましては、老朽化により早急

の対応が必要でございます上野原浄水場については令和３年度より取り組みたいと考えて

おります。以上でございます。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） この浄水場のみで耐震化等できていないものというのは、上野原浄水場だ

けですか。ほかにもありますか。その辺のお答えをお願いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） その件に関しましても、上下水道課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） まず、浄水場関係の耐震化ゼロ％ということでございますけれども、

これにつきましては、河川や井戸などの水源から浄水場あるいは配水池施設をつなぐ導水

管路、それから配水池から送水管路までの一連のシステムということで、耐震化が図られ

ているかということの指標でございます。今回、一部施設ということで、南下の第２浄水

場、第３浄水場については既に耐震化は図られておりますけれども、一連のシステムとし

てはゼロ％というような指標になっております。以上でございます。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） そうしましたら、次の管路の老朽化及び耐震化について質問いたします。 

      石綿管布設替えに係る防衛省の補助事業が終了いたしました。残る石綿管はどれくらい

あるのでありましょうか。また、残りの石綿管布設替えの計画はどのようになっておるで

しょうか、質問いたします。 
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議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、上下水道課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 防衛省の補助事業を活用して平成２７年度より進めてまいりました老

朽管更新事業・石綿管布設替工事は、令和２年度分の事業費の前倒し交付をいただいたこ

とから、おかげさまにて令和元年度で補助事業が終了しております。 

      この工事全体で布設替えができた石綿管の総延長は、約１万１，１２４メートルです。

町内に残ります石綿管は２，７６０メートル、残りの石綿管については施設等の更新計画

や財政状況を踏まえながら、石綿管の解消に向けて毎年少しずつ布設替えを進めていく考

えでございます。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） この管の布設替え、年間、計画的に進めていくということでありますけれ

ども、おおむね１年当たりどれくらいの予算が取れるというふうに考えておりますか。と

申しますのも、この防衛省の補助が始まって劇的に石綿管の布設替えというのができたと。

私、その前の状態も知っておりますけれども、この石綿管の布設替えにつきましては、関

心を持っていらっしゃる議員さんがいて、１年ごとぐらいに聞いているけれども、やって

いる、やっていると、そういう答弁はあるんだけれども、総延長からしたら全く減ってい

ない、キロメートルで言われますと。恐らく数百メートルとか年間やっているんでしょう

けれども、進んでいない。遅々として全く進んでいないという状況がありました。そうい

ったことで、もう一度質問するものであります。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 上下水道課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 今後の石綿管の更新計画ということでございますけれども、具体的に

は今後予算等の関係もございますので、管理者でございます町長と相談しながら進めてま

いりたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 
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９  番（坂田一広君） 続きまして、応急給水体制の充実について質問いたします。 

      現在の耐震化率等を見ると、震災等で断水が生じた場合の応急給水体制が必要不可欠で

あると思います。災害時においては、人が生命を維持するのに必要な最低水量として１人

１日３リットル、３日で９リットル以上の飲料水が必要となるとされています。現状で、

どれぐらいの応急給水が可能なのでしょうか、お伺いするものであります。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、上下水道課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 応急給水体制につきましては、隣接する渋川市とは平成２１年１２月

に締結をした「災害緊急時応急給水に関する締結書」により、小倉、漆原地内の２か所で

配水連絡管を接続し、１日当たり５００トン、同じく隣接する前橋市とは平成３１年１月

に締結をした「上水道相互連絡管設置に関する協定書」により、大久保地内１か所で配水

連絡管を接続し、１日当たり４００トン、合計９００トンの応急給水が可能となっており

ます。 

      また、基幹施設においては、平成１７年度に南下地内に築造した第３浄水場と１９年に

築造した第２浄水場配水池は大規模な地震でも健全性を損なわない耐震レベル２に相当す

る施設となっておりますので、災害時における確保水量については、この２つの施設の合

計有効水量３，９５０トンが水利計算上の配水池での最大確保水量となります。 

      しかしながら、給水車などの機動的に対応できる機材がありませんので、有事の際に水

を配ることが大きな課題となります。 

      また、群馬県とは水道災害相互応援協定も締結しており、有事の際には県内水道事業者

からの応援協力を得られることとなっております。 

      今後も、さらなる応援給水体制の充実に努めてまいりたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） 給水車は１台もないということでよろしいですか。分かりました。 

      それでは、次の質問に移ります。 

      ＢＣＰの策定について質問するものであります。 

      計画によると、「ＢＣＰが機能することにより、水道では災害発生時に断水が生じない、

または断水しても断水戸数を少なく抑えつつ、災害発生後から通常給水へ戻るまでの時間

を短くする効果が期待できます。対象リスクとしては、地震等の自然災害、パンデミック、



 - 190 - 

事故、テロなど様々なものが考えられますが、本町では地震等の自然災害を主な対象とし

て重点的に計画を策定していきます。」とあります。策定予定はどうなっておるのかお伺

いするものであります。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 本件に関しましても、上下水道課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） ＢＣＰ策定計画については、現在、防災担当課で策定をしております

「吉岡町震災時業務継続計画」の中に上水道事業も含まれていることから、町の業務継続

計画を準用していきたいと考えております。 

      なお、この計画については、令和２年度に見直しをする予定と聞いておりますので、吉

岡町水道事業基本計画の方針を踏まえつつ、進めてまいりたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） 続きまして、今後１０年間の投資額と主な事業についてお伺いするもので

あります。 

      これは経営戦略のほうになると思うんですけれども、この計画によると、今後１０年間

の投資予定として１７．８億円が予定されているということであります。この財源確保に

ついては、どのようにお考えになっていますか。 

      この質問をいたしますのは、同計画によりますと、企業債の発行残高を将来の負担を過

度にしないために、軽減するために、その起債残高を１０億円以内にするというような記

述があります。現在、起債残高は９億２，０００万ちょっとであるというふうに記憶して

おりますけれども、そういたしますと、企業債の発行というのは大体８，０００万円ぐら

い、この１７．８億円には到底及びません。そういったことで、今後どのような形でこの

財源を確保していくのか、お伺いするものであります。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 本件に関しましても、上下水道課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 水道事業基本計画の投資・財源計画における今後１０年間の投資予定

額１７．８億円ですが、その中の管路耐震化４．３億円については、防衛省の補助事業を



 - 191 - 

活用させていただき、前倒しで石綿管更新計画の９割近くが済んでおりますので、今後の

投資予定額としては１３．８億円が必要になると現時点では見込んでおります。 

      これから取り組みます主な事業では、上野原浄水場施設改修工事になりますが、財源に

つきましては来年度以降も防衛省に補助金の要望をしており、補助金と公営企業債などを

活用して効果的に進めていければと考えております。 

      そのほかの施設改修に必要な財源につきましても、活用できる補助金などは最大限活用

し、財政負担の少ない効率的な施設整備に努めてまいりたいと考えておりますが、水道料

金の見直しなどの検討も必要になると考えております。 

      また、先ほど言われました起債残高１０億円の関係です。１０億円を堅持するというよ

うな観点からの部分のお答えでございますけれども、まず起債残高１０億円以下に取り組

むためには投資の平準化が鍵ということになってくるかと思います。今後１０年間で投資

額が１０億円を超える現在の計画でございますが、事業の精査、それから合理化により、

投資額の縮減や見直しを図り、できる限りバランスよく進めてまいりたいと考えておりま

す。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） 今防衛の補助をまたお願いしたいというようなことでありますけれども、

このお願いする防衛の補助というのは、補助率はどれくらいなんでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 上下水道課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 現在要望しております事業については、補助率２分の１で要望してお

ります。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） そうしましたら、次の高齢者等の交通手段について質問するものでありま

す。 

      （１）食料品アクセス問題に係る施策等についてであります。 

      まず、町の現状に対する認識をお伺いするものでありますけれども、近年、食料品店の

減少、大型商業施設の郊外化等に伴い、過疎地域のみならず都市部においても高齢者を中

心に食料品の購入に不便や苦労を感じる食料品アクセス問題が顕在化している。 
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      この食料品アクセス問題は、流通上の問題にとどまらず、生活基盤といった地域社会の

在り方とともに、食生活を通じて健康にも関わる複雑な問題となっていると言われており

ます。 

      農林水産政策研究所では、食料品にアクセスすることが困難な人口を「アクセス困難人

口」としてアクセスマップを作成しているところであります。アクセス困難人口とは、店

舗、この店舗には生鮮食品小売業、百貨店、総合スーパー、食料品スーパー、コンビニま

でを含むわけでありますけれども、これらの店舗まで５００メートル以上、６５歳以上の

高齢者で自動車利用が困難な人口をいうと。このアクセスマップによると、吉岡町のアク

セス困難人口は、２０％以下という、アクセスマップの類型においては一番アクセス困難

人口が少ない類型にあるわけであります。 

      確かに吉岡町は、面積も比較的狭く、大型商業施設、大型スーパー等の進出は目覚まし

いものがあります。また小売店、コンビニ等も点在しているわけであります。しかしなが

ら、地域によっては自宅から５００メートル以内にこれらの店舗がない場合もあり、食料

品にアクセスすることが困難な人がいることも事実であります。町はこの問題をどのよう

に認識しているでしょうか、お伺いするものであります。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 高齢者に関わる食料品アクセス問題に係る施策等について、町の現状の

認識についてのご質問をいただきました。 

      町の現状はとのご質問でございますが、国が作成しているアクセスマップにおける吉岡

町のアクセス困難人口の割合は１９％と示されておりますが、この結果については、国勢

調査の調査結果に基づいて算出された推計値となっております。 

      また、町では、平成２９年度に町内の買物が困難と思われる高齢者を対象に各地域の民

生委員の方々にご協力いただきながら買物アンケートを実施した経緯がございます。 

      この問題に対する吉岡町の認識としては、先ほどの買物アンケートの結果では、子供や

知人に買物の代行を頼んでいる状況も見受けられることから、それほど多くはないが、必

要性はあると認識しているところでございます。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） ただいまの町長の答弁では、町独自のアンケートによると、子供や知人に

買物代行を依頼しているケースもあるけれども、さほど多くはないというような答弁であ

りました。さほど多くはないかもしれないけれども、やはりそういう買物に困難を来して

いらっしゃる方がいらっしゃることも事実であります。 
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      この食料品アクセス問題に対して具体的な施策ということでお尋ねするわけであります

けれども、農水省の食料品アクセス問題に係るポータルサイトによると、この問題の自治

体の取組事例としては、おおむね公共交通等の充実、自家用車に代わる足を自治体が提供

するパターンと、それ以外、食料品にアクセスすることが困難な方のところに食料品等を

届けると、この２つの類型に分かれるかと思います。自治体のそれぞれ各いろんな取組事

例としておおむね２つに分けられる。そういったことで、私もこの２つの類型に分けて質

問するものでありますけれども、まず公共交通等の充実について質問するものであります。 

      まず、タクシー運賃等助成事業についてお伺いいたします。 

      町では、本年度から従前の福祉タクシーと相乗りタクシーを統合して、新たにタクシー

運賃等助成事業、いわゆる「よしタク」として新たにスタートしたわけであります。この

事業の概要とともに、利用状況がどのようになっているか伺うものであります。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） その件に関しましては、企画財政課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） 令和２年度より実施しているタクシー運賃等助成事業についてですが、

まず概要といたしましては、交通不便地区・空白地区の解消に向けた取組として、交通弱

者がタクシーを利用した際に支払う運賃等の一部を助成することにより外出機会の創出を

図り、もって日常生活における利便性の向上に資することを目的として、町内全域を対象

として実施しているもので、１枚５００円相当の利用助成券を使用に応じて年間最大７２

枚を一括交付させていただいているものでございます。 

      対象者といたしましては、吉岡町に住民登録をされている方で、７０歳以上の方、年齢

１９歳以上の方であって運転免許をお持ちでない方、障害者の方のいずれかとなっており

ます。 

      利用方法につきましては、タクシーを利用した際、運賃等の範囲内において、１回の乗

車につき最高２枚の利用助成券を使用することができます。ただし、２人以上の利用者が

同乗したときは、運賃等の範囲内において、同乗する利用者がそれぞれ利用助成券を１枚

使用することができるというものになります。 

      また、今年度の利用状況等についてですが、令和２年７月末時点、４か月を過ぎての時

点ということになりますが、申請者数が１４８名、また実際に利用された方が６５名、利

用枚数が６４３枚、助成金額は、その４か月で３２万１，５００円となっております。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 
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              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） ７月までの時点の利用状況というのは、この福祉タクシー、相乗りタク

シー、それぞれ前までやっていたそのものと比較というのはできますか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 企画財政課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） 令和２年の７月末時点での比較というのはできないんですけれども、

昨年度の福祉タクシーと従前の実績で見ますと、６４万４，０００円ほどとなっておりま

すので、約４か月でもうそれの半分に達しているという形になっております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） 滑り出しはいいのかなというふうに思います。 

      続きまして、福祉車両貸出事業についてであります。 

      社会福祉協議会が実施している福祉車両貸出事業の概要と利用状況はどうなっておりま

すでしょうか、お伺いするものであります。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、介護福祉課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） 社会福祉協議会が実施をしております福祉車両貸出事業につきまして

は、高齢者または障害者等のために歩行が困難な方で、車椅子を必要とする方にリフトつ

き自動車を貸出しいたします。 

      費用につきましては無料で、燃料費として１キロ当たり１０円をご負担いただいており

ます。 

      利用状況につきましては、令和元年度実績で１０名の方にご利用いただき、貸出し回数

につきましては４９回、走行距離は１，２２５キロメートルになります。令和２年度４月

から７月末まででございますが、６名の方にご利用いただいておりまして、貸出し回数に

つきましては１１回、走行距離につきましては２７９キロメートルとなっております。以

上です。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 
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              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） 次に、巡回バス、デマンドバスの検討について伺うものであります。 

      この件については、多くの議員さんが何回も何回も質問されているところでありますけ

れども、私もまた質問いたします。 

      公共交通マスタープランによると、「鉄道駅やバス停が近くになく、『利用したくても

公共交通を利用できない』公共交通空白地域が存在しています。また、『利用はできるが

便数やダイヤの問題で不便』という公共交通不便地域も存在しています。これらの空白地

域や不便地域を解消する公共交通サービスの検討が必要となっています。」というふうに

しておるところであります。 

      また、住民アンケート調査の結果を見ても、「高齢者や障害者が利用しやすいバスの運

行」「バス停から遠い人でも利用可能なバスの運行」「巡回バス路線の検討」に対する要

望は「多少思う」「非常に思う」を合わせると、いずれも５０％を超えておるところであ

ります。 

      タクシー運賃等助成事業についても一定の評価はいたしますが、利用者の個人負担部分

が大きいのが現状であります。誰もが日常の足として利用できる安価な交通手段をさらに

検討する必要があると思いますけれども、町の考えについて伺うものであります。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、企画財政課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） 議員ご指摘のとおり、平成２４年度に実施した「吉岡町における公共

交通に関する基礎的な調査」においては、バス運行の充実に対して高い住民要望があるこ

とは十分承知しております。 

      その改善策の一つとして、まずは相乗り推奨タクシー運賃等助成事業を実施、また福祉

タクシーとの本年度からの統合により、タクシー運賃等助成事業に移行したところ、多く

のご利用をいただいているところであります。 

      ご指摘の巡回バスやデマンドバスにつきましては、それぞれ運行方法等も異なり、また

車両の管理や人件費、運行システムの構築等、経費がかかることから、導入につきまして

は慎重な対応が必要ではございますが、町民の皆様のニーズはもちろんでございますので、

コストも含めた様々な視点からも今後また検討を進めていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 
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９  番（坂田一広君） なかなかやっぱりさっきのタクシー運賃等助成事業だと、最高で１，００

０円までの助成ということで、最大で、１人で利用した場合、往復２，０００円ですか。

ただ、前橋とかあっちのほうの大きな病院に行こうとすると、数千円はタクシー代かかっ

てしまうというのが現状であります。だから、そういった中において、なかなか便利な足

としての公共交通、負担が少ない形での公共交通というのは考えていかなきゃいけない。

むしろ、例えば、町長あるいは総務課長は一緒に視察行ったのでよくご存じかと思います

けれども、あれは栃木県ですか、栃木県の茂木町と芳賀町でした。２００円、３００円と

いう安い料金で少なくとも町内は移動できると。デマンドバス、ドア・ツー・ドアで。特

に、年齢制限等もなしに。初期的な費用もそれほど、吉岡町でやってできなくない費用で

できたと記憶しております。そんなことで、実証実験やろうと思ったら大変なお金がかか

るというのは分かります。運転手雇わなきゃいけないし、基地局に待機して配車をコーデ

ィネートする人も必要になってくるであろうと。車も２台ぐらい必要になってくるであろ

うと。そういったことを考えたらコストはかかるわけであります。実証実験以外の方法で、

恐らく、その検討のほうを考えられないかどうか再度伺うものでありますけれども、よろ

しくお願いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 本件に関しましても、企画財政課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） 巡回バスやデマンドバスにつきましては、先ほども申し上げたとおり、

吉岡町、どんな方がどのような、どこに行きたいのかというところも含めてよく調査検討

した上で、そちらのほうについては、どんな方法が吉岡町にとっていいのかというところ

も含めて考えていきたいと思います。 

      ただ、まずは今年度、福祉タクシーと相乗りタクシーを統合化しましたので、そこでま

ず充実を図りながら、今後の検討材料とさせていただきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） では、次の公共交通の充実以外の施策について伺うものであります。 

      まず、社会福祉協議会が実施している配食サービスの概要と利用状況はどうなっておる

でしょうか、伺うものであります。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 
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町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、介護福祉課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 寺島介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 寺島悦子君発言〕 

介護福祉課長（寺島悦子君） こちらのほうも社会福祉協議会が実施しておりまして、配食サービス

事業ということでございますが、独り暮らしまたは高齢者のみの世帯並びに障害者に対し、

食生活の安定と対象者の安否確認を目的として、月曜日から金曜日まで週５日昼食のほう

を宅配いたします。 

      利用料は、１回当たり３００円になります。 

      利用状況につきましては、令和元年度では利用者数４９名、実施日数２４０日、延べ食

数４，６６３食、令和２年度４月から７月まででございますが、利用者数が４６人、実施

日数８２日、延べ食数１，９１２食でございます。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） 続きまして、移動販売事業、買物代行事業等の検討について伺うものであ

ります。 

      町内では、小売業者が移動販売を行っている事例がありますが、一定の需要はあるもの

の、利益はほとんどないというのが実情のようであります。 

      高崎市では、高齢者の見守りも兼ねた移動販売事業を実施し、登録した移動販売業者に

補助金等を支給するとともに、移動販売する業者が移動販売を行いながら地域の高齢者な

どの見守り等も行っており、万が一利用者に異変が起きたときなどは市や高齢者あんしん

センターに連絡が行くようになっているというものがあるそうです。 

      高崎市によると、移動販売には、直接品物を見て選ぶことができる、近所の人とのコミ

ュニケーションが取れる、地域のつながりが生まれるなどのメリットがあるというふうに

ホームページでは書いております。令和元年１０月１日現在で、９業者が登録しているよ

うであります。 

      町でも移動販売事業、買物代行事業等を検討できないか伺うものであります。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、産業観光課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） まず、移動販売につきましては、先ほど議員さんのお話にもありまし

たように、今現在、自主的に取り組んでおられる町内事業者がございます。町でも対象の
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事業者に対しまして移動販売の概要等聞き取りをさせていただいたことがございます。そ

の現状については、ほぼ特定の固定の顧客を中心に週２日程度に曜日を限定して販売を行

っているとのことでございます。また、商品も顧客の好みに合うものなどを厳選し、販売

ロスを減らさなければ利益を出すことは難しいと聞いております。 

      次に、買物代行事業につきましては、平成２２年度から平成２５年度まで群馬県緊急雇

用創出基金の補助事業として買物代行サービス事業を商工会により実施した経緯がござい

ます。 

      内容といたしましては、いわゆるご用聞きに回っていただく方を雇用し、各顧客宅を訪

問し、注文を受け、概算の費用を預かり、注文のあった商品を購入し顧客に届けるという

ものでございます。 

      補助事業の終了年度におきまして、何とか継続できないか、あるいは事業化が可能かど

うか等検討を行いましたが、事業としては毎年赤字であったということから継続が難しい

という判断に至った状況がございます。以上でございます。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） いろいろ町の取組、あるいはほかの自治体の取組等について聞いてきたわ

けでありますけれども、最後に食料品アクセス問題について、町の現状を踏まえ、今後ど

のような施策を講じていくのか、町長の見解を伺いたいと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この食料品アクセス問題については、農林水産省の管轄でございますが、

経済産業省が管轄する買物弱者対策の定義とも一部重複する部分があります。アクセスマ

ップはあくまで推計であるため、今後、地域の実態に即した具体的な調査が実施される可

能性もあるかと思います。調査の方法や手順については、国あるいは県単位で統一したも

のが示されるのではないかと考えております。 

      食料品アクセス問題と買物弱者対策の両問題に対して、総合的に対応する仕組みなどに

ついて、町の担当部局や商工会、あるいは社会福祉協議会等の関係機関と情報を共有し、

連携しながら模索していきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） 続きまして、町のインフラ整備について質問するものであります。 

      今後予定されている主なインフラ整備についてを質問するものであります。 

      まず第１点目として都市計画道路について伺いますが、昨日の冨岡議員と重複する部分
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がありますので、２番目の都市計画道路漆原総社線について、さきの全員協議会で示され

たわけでありますけれども、まさに１２億の道路をあそこに造るということで、青天のへ

きれきでありました。事業の概要、また財源の説明をいま一度求めるものであります。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 今議員のほうから都市計画道路、特に漆原総社線についての質問をいた

だきました。 

      都市計画道路は、町の骨格を形成する道路であり、吉岡町においては、昭和５５年に６

つの路線が都市計画決定されて以来、広域的な道路網の計画に合わせて数回の見直しが行

われ、現在は１１路線となっております。 

      都市計画道路漆原総社線の状況につきましては、建設課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 漆原総社線につきましては、事業化へ向け、道路の安全性や事業費の経済

性を考慮しながら、平成３０年度に道路及び交差点の予備設計業務を行い、現在、都市計

画道路の変更手続を行っております。 

      主な変更点といたしましては、３点ございます。 

      １つ目の道路の線形の変更としまして、世界かんがい施設遺産候補となった天狗岩用水

に影響を与えないように、併せて事業費の縮減を図るため、天狗岩用水を避ける形で若干

の道路の線形の変更を行っております。 

      ２つ目の道路の幅員につきましては、現在の計画、１６メートルから１７メートルを道

路構造令に沿いながら片側歩道２．５メートル、路肩１．５メートルを両側分、３メート

ルの片側１車線となり、合計で１１．５メートルの幅員に変更するものでございます。 

      ３点目は、現在の計画では道路の両側に歩道設置となっておりますが、周辺の住宅地の

張りつきから事業費の経済性、縮減を考慮し、片側の歩道とするものでございます。 

      全体の概算事業費につきましては、約１２億８，０００万円と試算されました。この事

業の進め方としまして、ベルアスレチックから天狗岩用水路に沿うところまで、住宅地を

抜け、吉岡川を越える計画となっており、橋梁や建物補償などが必要となることから、莫

大な事業費や工期がかかるものと想定されます。 

      したがいまして、全員協議会においても説明しましたとおり、株式会社コメックス付近

の暫定整備路線から温泉方面の上武国道へ向かう道路までを第１工区として延長約５６０

メートルを整備する計画でございます。 

      この暫定整備路線を含めた第１工区の概算事業費は、約２億３，０００万円と試算され
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ております。国の社会資本整備交付金が該当すると考えられ、約５０％、１億１，５００

万円の国庫補助が充当されるものと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） この総事業費は幾らになりますか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） このことに関しましては、建設課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 全体の概算事業費につきましては、約１２億８，０００万円と試算されて

おります。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） この総事業費１２億８，０００万円。第１工区は２億３，０００万円ぐら

いですか、ということでありますけれども、総事業費、この１２億８，０００万円という

膨大な予算を要する道路、これを造ろうとするわけでありますけれども、これに関しては、

ビーバイシー、費用便益分析というのは行われたのでしょうか、伺うものであります。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） その件に関しましても、建設課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） ２９年度に都市計画道路の見直し業務を行ったわけでございますが、ビー

バイシーまでの検討はされておりません。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） これだけの総事業費１２億８，０００万円、１３億弱の道路を造るときに

ビーバイシーの分析もせず、ただ都市計画道路として載っているからやるんだというのは、

ちょっと説得力に欠けると思うんですけれども、町長、ちょっとこのあたりの考え、伺っ

てもよろしいですか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 
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町  長（柴﨑德一郎君） 先ほど建設課長のほうからお話がございましたように、平成３０年度か

らの進め方ということの中で、自分としては地域の住民からの要望等も含めて進めていけ

たらと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） 確かに地域住民は喜ぶかもしれません、あそこに道路ができれば。ただ、

町全体の財政等を考えた場合に、本当にこの１２億８，０００万というお金を投資してあ

そこに今あの道を造るべきかどうかというのは、ビーバイシーもやらずに検討するという

のは、どういうことか、もう一度お願いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 当然、全てを含めて先日の全員協議会においても説明させていただいた

とおり、地域、町全体を見通した中での必要性を感じて計画を進めさせていただきたいと

思っております。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） そうすると、もうビーバイシーについてはやる予定もないということでよ

ろしいんですか。ビーバイシーの分析もせずにあの事業は進めるんだと、地元の要望等を

考慮してという理解でよろしいんですか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） その件に関しましては、建設課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） まず、今年度からなんですけれども、都市計画決定されてから３０年以上

経過しましたが、様々な事情から未整備のままの路線が町内には幾つかございます。都市

計画道路の整備は、便利で快適な生活や経済活動の発展に必要不可欠でありますが、今後

人口減少や超高齢化社会が同時に進行し、また経済の低成長の中、都市計画道路に求めら

れる機能や役割も都市計画決定の時代とは変化が生じております。このような状況を踏ま

えて、町全体の都市計画道路の必要性及び妥当性を検証し、計画を見直すことにより、持

続可能なまちづくりを進めたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 
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９  番（坂田一広君） ビーバイシーについてどのようにお考えになっていますか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 本件に関しましても、建設課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） ビーバイシーの検討については、今現在は考えておりません。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） 私、さっきから何度も言っていますけれども、１２億８，０００万円とい

う事業を行う正当性、これを考えたときに、ただ単に計画に載っているからやるんだよと

いうのではなくて、幾つかあるまだ未着手の部分の都市計画道路もあります。そういう中

で、なぜこの道路を、今漆原総社線なのかということを判断するには、それぞれの道路の

未着手の部分のビーバイシー等を考慮して何を優先させるべきかというのを考えていかな

きゃいけないんじゃないですか、町長。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 都市計画決定がされてから３０年以上経過しましたが、様々な事情から

未整備のままの路線が幾つか残っております。そんな中で、現状、吉岡バイパスの延伸先

である吉岡町都市計画道路大久保上野田線の整備等々、持続的に発展していくために最も

重要な都市計画道路と認識しております。 

      この大久保上野田線は、県道として令和９年までに、県土整備プランに位置づけられて

いるということでございますけれども、今後吉岡バイパスの延伸先である関係の渋川市さ

んと連携して強く望んでいきたいということを昨日も村越議員の質問の中でも答弁させて

いただきましたが、並んで重要な路線は、２８年度に全線開通となった上武国道である前

橋伊香保線バイパスが全線開通したことに伴い、県道南新井前橋線と来年度上半期に完成

予定の大型車対応化駒寄スマートインターチェンジを結ぶ都市計画道路の漆原総社線を整

備することが最重要と認識しております。 

      町の将来、２０年、３０年を見据えて、町の持続的な発展と町の魅力が増す重要な都市

計画道路と認識しているところでございます。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） 大変に膨大な費用がかかる事業であります。慎重に検討していただきたい
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と思います。 

      続きまして、八幡山グラウンドについて伺うものであります。 

      請願採択後の対応ということで、昨年９月定例会で、町内３校のＰＴＡ会長、吉岡町ス

ポーツ協会会長、自治会連合会会長による「吉岡町八幡山公園の整備及び拡張の再検討を

求める請願」が採択されました。 

      議会でのこの請願採択を受け、町ではどのような対応をしているのか、伺うものであり

ます。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） このことにつきましては、教育委員会事務局長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 請願書の採択を受けまして、町教育委員会では、令和元年１１

月に、町自治会連合会長、町スポーツ協会長、吉中のＰＴＡ会長にご協力いただきまして、

「吉岡町八幡山公園の整備及び拡張の再検討を求める要望書」に係る懇談会を開き、要望

書内容の３点である①４００メートルトラックの設置と芝仕様のサッカー練習場の整備、

②駐車場の拡張、③トイレの整備及び更衣室の設置に係る要望書の内容を確認させていた

だくとともに、今後の方向性についても意見交換をさせていただきました。 

      懇談会におきましては、要望書の４００メートルトラックと駐車場を整備するためには

現在の計画の用地の中では対応が難しいこと、八幡山グラウンドに人工芝サッカー場を整

備する場合、野球場としての利用ができなくなるため、八幡山グラウンド以外で野球場の

整備が必要となること、遊歩道や駐車場などは南下古墳公園を含めた整備計画とすること

などについて意見交換がなされ、最終的に、八幡山グラウンドにつきましては、南下古墳

群や吉岡中学校の校庭を一体と見て整備する必要があるとの認識を共有したものでござい

ます。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） そうすると、どういう方向で町としてはあそこの整備を進めていきたいの

か、説明を求めるものであります。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 教育委員会事務局長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 
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              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 今の八幡山グラウンドには、社会体育施設としての役割だけで

なく、吉岡中学校のサブグラウンド的な役割、南下古墳公園との関係性、基本設計のとき

にはなかった文化財センターとの関係性等、より広い視野での計画性が求められていると

考えています。 

      今後は、吉岡町緑地運動公園の中の多目的屋外運動場であるという位置づけも考慮しつ

つ、総合計画や都市計画マスタープラン、公共施設総合管理計画のほか、今後策定が予想

される国土強靱化計画など、様々な観点から検討する必要も生じることから、まずは現在

策定が進められている次期吉岡町総合計画において協議がされるものと考えています。 

      なお、事業化の際には、できるだけ特定財源の確保を図りたいと考えており、社会資本

整備総合交付金や学校施設改善交付金、立地適正化計画に関連する支援策の活用のほか、

スポーツ振興くじや企業版ふるさと納税についても検討していくことになると考えていま

す。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） そうすると、この請願を委員会で審査したときには、どうも依存財源はな

さそう、期待できないという話でありましたけれども、期待できる財源があるという考え

でよろしいですか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、教育委員会事務局長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） このスポーツ施設整備における補助制度をちょっと調べてみま

したら、文部科学省による学校施設環境改善交付金が若干ですが対象となるということが、

今のところちょっとそういう情報が確認されております。そのほかにも、社資交とかス

ポーツ振興くじが対象となると考えられますので、その金額についてはまだうちのほうは

もちろん確定はしておりませんが、そのような対象が今浮上してきております。 

議  長（山畑祐男君） 坂田議員。 

              〔９番 坂田一広君発言〕 

９  番（坂田一広君） この４００メートルトラック、あるいは芝張りのサッカー練習場、そして

あの請願にはなかったけれども、野球場も整備しなきゃならないといったら、１０億、１

５億、幾らかかるか分かりません。そういった中で、一日も早い実現を望み、若干時間を
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残しましたけれども、私の一般質問を終わりにします。 

議  長（山畑祐男君） 以上をもちまして、９番坂田一広議員の一般質問が終わりました。 

      ここで昼食休憩を取ります。再開を１３時ちょうどといたします。 

          午前１１時５０分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後 １時００分再開 

議  長（山畑祐男君） 会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（山畑祐男君） １０番飯島 衛議員を指名します。飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君登壇〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） それでは、議長への通告に基づきまして一般質問をさせていただきます。 

      まず１点目でございます。新型コロナウイルス対策についてでございます。 

      （１）番といたしまして、避難所運営研修の実施計画はということで質問をさせていた

だきます。 

      コロナウイルスの感染が日本中で拡大しています。群馬県でも、連日感染者が発生し、

クラスターも発生している状況です。今まさに恐れていた第２波真っただ中との報道もあ

りました。 

      先月、新潟大学医歯学総合研究科先進血管病・感染症治療・予防講座特任教授の榛沢和

彦氏の「コロナの時代における避難所運営の課題」についての講演を聞く機会がありまし

た。新型コロナウイルスは、当初考えられた以上に感染力が強く、感染者の死亡率は季節

性インフルエンザ感染よりも５倍以上高いとのことです。その原因は、血管内で血栓がで

きやすいこと、免疫反応を過剰に引き出すことなどにあるそうです。 

      また、新型コロナウイルス感染の特徴としては、会話だけで飛沫感染し、そして飛沫で

飛散したウイルスは、壁、ドアノブ、床などに付着し、数時間から数日間、感染力がある

とのことでございました。そして、厄介なことに、無症状の感染者から感染するため、Ｐ

ＣＲ検査など新型コロナウイルスを特定できる検査をしない限り、隔離による感染予防は

難しいとのことでございました。 

      また、床からのディスタンスのための簡易ベッドについては、新型コロナウイルスは床

付近にちりやほこりにくっついて多く存在し、床から３０センチの高さで半分になると考

えられており、簡易ベッドは避難所での新しい生活様式であり、ウィズコロナ時代の避難

所では必須とのことでございました。床にシートや畳を敷いた上に座ったり寝たりしてい

る雑魚寝生活は、足に血栓ができやすくなり、最も危険であると同時に、避難所ではあっ

てはならないとの榛沢氏の言葉でございました。また、車中泊や雑魚寝は、足のふくらは
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ぎから血栓ができやすいということで、それを防ぐために弾性ストッキングの使用がその

予防になるということでございます。 

      ７月の熊本の豪雨災害では、人吉市の避難所では全員が簡易ベッドである段ボール製ベ

ッドと段ボール製のパーティションを使えるような避難所がつくられ、段ボールベッドの

間隔は１メートル以上空けてソーシャルディスタンスが得られるようになっているそうで

ございます。お手元に配付してありますが、この図面が人吉市の避難所の実態だそうでご

ざいます。 

      また、今回の熊本の豪雨災害においては、特に県外からのボランティアの受入れが制限

されていたのは記憶に新しいところでございます。ウィズコロナ時代では、県を超えたボ

ランティア活動参加などは難しくなると考えられ、ますます避難所運営の人材が不足し、

被災者の避難所運営への参加がこれまで以上に求められるようになると榛沢教授は語って

おりました。 

      町でも、ボランティア活動経験のある人、医療関係者、教育・学校関係者、役場職員、

自治会の防災対策の代表者などで避難所運営を研修する必要があるのではないでしょうか。

ちなみに、実施している自治体によりますと、各班に分かれ検温や避難者カードの記入な

どの受付業務や段ボールの間仕切り作成やベッドの組立て、避難世帯の区割りなど、避難

所運営の流れなどを訓練しているそうです。 

      町では運営研修の計画はあるのでしょうか。町長の見解をお伺いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 飯島議員のほうから新型コロナウイルス対策、避難所運営研修の実施計

画はということで、質問をいただきました。 

      避難所の運営につきましては、議員ご指摘のとおり、新型コロナウイルス感染症対策を

踏まえた新たな運営方法が必要とされており、本町でも段ボールベッド、間仕切り等の整

備を進めているところでございます。 

      さて、避難所運営訓練の実施計画についてですが、現在、本町でも実施に向けて防災専

門員を中心に検討を行っているところでございます。 

      内容といたしましては、健康状態のチェックを含めた受付から、段ボールベッドの組立

訓練、避難者の区割り方法、避難生活が長期にわたる場合の運営方法などを想定しており

ます。 

      訓練の参加者としましては、各自治会長さんと役場職員を中心に考えております。これ

は、新型コロナウイルス対策も踏まえてあまり多数の参加とならないよう、感染リスクを

考慮しながら実際に避難所の運営に携わる方を対象に訓練を行う予定でございます。 
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      なお、実施の時期につきましては、段ボールベッド等の各種備品の納入状況や新型コロ

ナウイルス感染状況も踏まえまして、可能な限り早めに実施していきたいと考えておりま

す。 

議  長（山畑祐男君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 避難所の運営の研修を計画されているということで、よろしくお願いした

いと思います。先ほども言ったように、本当に雑魚寝という避難所は、もうあってはなら

ないということでございます。簡易ベッドの、段ボールベッドの備蓄ですか、その辺のほ

うをしっかりしていただきたいと思います。 

      地震大国という言葉がある日本でございます。火山の噴火もあります。近い将来、必ず

首都直下地震や南海トラフ地震が起きると想定されており、その際はこれまで経験したこ

とがない数の被災者、避難所数になると榛沢教授は言っておりました。 

      また、日本は、先進国の中で災害専門省庁が存在しない唯一の国だそうでございます。

ちなみに、教授の話で、イタリアの例がございました。イタリアでは、市民保護省という

のが災害のときの指揮を執るわけですけれども、イタリアではボランティア団体が避難所

を運営するということでございます。そして、各州には６人用のテントが２５０個、３０

人に１個のトイレとシャワー、１時間当たり５００人以上の食事が作れるキッチンカーま

たはキッチンコンテナなどを備蓄することが義務づけられており、さらに１，０００人分

の簡易ベッド、枕、シーツ、毛布がセットで備蓄されていて、これらの数と種類も法令で

定められているというふうな説明がありました。日本の場合は、避難してしばらくはパン

だとかおにぎりぐらいで、温かい料理というのが食べられないような実態で、話を聞いた

ところ、本当に日本の災害対策はちょっとお粗末だなというふうに思いました。 

      また、国で、物すごい巨大な備蓄倉庫を国中にこういうふうに配置しておりまして、国

ですごい備蓄量をしているんですね。それをボランティア団体がいざというときは使える

ような形で、本当に国を挙げて、イタリアも火山もあるし、地震もある。日本と同じよう

な国だと思います。話を聞いて、日本の脆弱性というのをつくづく感じた次第でございま

す。 

      こういうコロナのような時代で、新しい生活様式が求められるようになった今でござい

ます。ウィズコロナに即した対策を望みたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

      （２）であります。医療、介護、福祉従事者に対して抗体検査を公費で負担している自

治体があるが、町の考えはということで、質問をさせていただきます。 

      新型コロナウイルスの実態が少しずつ解明されてきておりますが、このウイルスはしつ

こいウイルスとのことでございます。ＰＣＲ検査も、症状が出た前後でないと陽性になら
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なかったり、２週間ぐらいで陰性になる人と１か月たっても陽性だった人がいたり、中で

も、若い人たちが感染しても無症状で、知らず知らずのうちに感染を広げてしまうなど今

大変危惧されているところでございます。 

      ７月１５日の上毛新聞に長野原町、草津、嬬恋の３町村が公費負担で抗体検査というよ

うな記事が載っておりました。それで、インターネットで調べますと、感染した場合でも

発熱など症状が確認されない事例も多いとされ、抗体の有無を調べることで、従来の感染

防止策の有効性を検証し、第２波、第３波への対策につなげるということでございます。 

      また、この抗体検査というのは、やはり症状が出なかった人や回復した人も含めて、過

去にどのくらいの人に感染が広がったかを把握できる。次に流行したときにどのくらいの

人が感染する可能性があるのかを推計やワクチン接種が必要な人数の試算に役立つと期待

されているということでございます。 

      また、これは神戸市なんですけれども、神戸市などもやはりこの抗体検査をまず実施し

て、この検査をやることによって、いずれも市内の合計の陽性者数をはるかに上回る抗体

保有率を示したということで、要するに症状が出ないでどこかで自然に罹患している人が

いたということでございます。それは東京でも同じということでございます。そして、神

戸市長の話では、このＰＣＲ検査に加えて感染状況を定期的に検証するため、抗体検査を

活用して、そして抗原検査も積極的に実施したいというふうに話しておるわけでございま

す。 

      実際、今本当にこのコロナウイルスに対して抗体検査というのが出てみたり、抗原検査

というのが出てみたり、ＰＣＲ検査というのが出てみたり、本当に複雑怪奇でなかなか混

乱してしまうような形でございますけれども、今朝たまたまＮＨＫを見ていましたら、京

都産業大学で、ＰＣＲ検査センターを何かつくるなんていう話が飛び込んできまして、そ

して金額は、この抗体検査というのは１万円ぐらいするそうなんです。ですから、先ほど

の嬬恋とか、草津とか、長野原は、１万円のところを１人３，０００円で、町が要するに

補助して１万円ぐらいする検査を３，０００円の支払いで希望者に、次のちょっと質問に

なってしまうんですけれども、希望する人に検査をしてもらうということだったんですけ

れども、今朝の先ほどの産業大学の検査では１，０００円ぐらいでＰＣＲ検査ができるな

んていうふうになってきまして、状況がどんどん変わっておりまして、私のちょっとこの

質問がかなり古くなってきてしまいつつあるんですけれども、取りあえずこの抗体検査で

そういうやっている自治体が、そんなに多くはないですけれども、あるということで、ど

んな感じで広まっていて無症状の人がいたかというのがつかめるというようなことなんで

すけれども、この辺について、まず真っ先に医療、介護、福祉従事者に対してそういった

抗体の検査を公費でやっている自治体があるということなので、その辺、費用は、なぜ私
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このあれを言ったかというと、ＰＣＲ検査ってやっぱり２万から４万するそうなんです。

かなり高額なものですから、本当に大変だなと思いまして、この抗体検査ですと今現在で

は１万円ぐらいでできるということなので、まずは医療、介護、福祉従事者に対して抗体

の検査を、そのぐらいは公費で負担してまずしてはいかがかなということで、お伺いする

ところでございます。 

      町としては、町長、医療、介護、福祉従事者に対する抗体検査というのを実施してはと

思いますが、町長の見解をお伺いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 医療、介護、福祉従事者に対しての抗体検査を公費で負担している自治

体がある。町の考えはということで、質問をいただきました。 

      抗体検査を公費でとの質問ですが、県内でも長野原町、草津町、嬬恋村において抗体検

査を実施しているとのことですが、抗体検査については保険適用外で、おおむね先ほど申

しましたように１万円程度の費用がかかるとのことであります。抗体検査については、過

去に新型コロナウイルス感染症の感染歴の有無が分かる検査となります。仮に実施した場

合は現在までの流行を分析し、今後の対策に利用する等、活用ができるそうでございます。

町としては、現時点では実施を考えておりません。しかしながら、今後の国や県などの動

向もありますので、情報収集はしていきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 今、町長答弁いただきました。先ほども言ったように、ＰＣＲ検査も何か

安くできるような形で話が出ていますので、そういった、また安くなったら、真っ先にこ

ういった人たちに優先的に検査を受けていただきたいなというふうに思うところでござい

ます。 

      （３）の希望する町民に抗体検査を実施できないかということでございます。先ほどの

長野原町とか草津もそうですけれども、その辺のお考えをお伺いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、健康子育て課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 米沢健康子育て課長。 

              〔健康子育て課長 米沢弘幸君発言〕 

健康子育て課長（米沢弘幸君） 一般住民にもというお話なんですが、こちらにつきましても、先ほ

ど町長が答弁したとおり、感染状況を調べて今後に対応することに有用だと思うんですけ
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れども、仮に吉岡町だけした場合だと、あまり感染歴の効果というか、地域全体でどうか

というのが分からないので、現時点でやったとしてもちょっとそれなりの効果というのが

見えないかなということがあります。例えば、第１波のときに東京都と大阪府と仙台市で

すか、国のほうでやって、１％にも満たなかったというようなこともありまして、そうい

った形で都道府県単位とかでやればなかなか有用かと思うので、現時点では先ほど町長が

答弁したとおり町のほうでは実施はしないということで考えております。 

議  長（山畑祐男君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 承知しました。またこれから、本当にコロナの感染の対策は様々なことが

出てくると思います。そのときになったらまたお話をさせていただきたいと思います。 

      続きまして、（４）です。このコロナ禍に、最中のことなんですけれども、今町の行事

がかなり本当に中止になっているような現状でございまして、子供さんなどの人生に一度

の成人式というのが来年この最中のときにこれから迎えるわけなんですけれども、それに

対して町は今どのような形で判断を、これからするのか、それとももうある程度決まって

おるのか、町長に見解をお伺いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 成人式につきまして質問いただきました。 

      吉岡町では、例年、その時点で年齢要件に該当する住民のほか、住民票はないけれども

吉岡中学校を卒業した方に対して案内状を送付させていただいております。 

      また、吉岡町では、地域ぐるみで成人をお祝いするという観点から、小中学生による成

人式ボランティアを募集し、成人式の受付や式典の司会役を担っていただいているほか、

式典内では吉岡中学校合唱部による校歌斉唱等も行われており、地域の先輩方の成人の門

出を祝う温かな式典となっているところでございます。 

      今年度は、このような状況下ですので、例年どおりの成人式というわけにはまいりませ

んが、吉岡町としましては、十分な感染防止対策を取りながら実施できたらと考えており

ます。 

      なお、詳細につきましては、教育委員会事務局長に答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 成人式については、令和３年１月１０日日曜日の実施を予定し

ております。現在の群馬県の「社会経済活動再開に向けたガイドライン」では、警戒度２

の場合、屋内におけるイベント等の上限人数は５，０００人、または収容率５０％以内の
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どちらか小さいほうを限度とするとされております。 

      今年度は、現段階で約２６０人ほどが成人式の対象者になるのではないかと想定してお

りまして、出席率が例年程度だとすると、２００人弱が成人式に参加することとなる計算

となります。文化センターのホールの座席数は５０８席でありますので、収容率５０％以

下というガイドラインの基準はクリアできるものと考えております。 

      なお、成人式の開催に当たっては、適切な感染防止対策を徹底するとともに、アトラク

ションの中止などによる式典時間の短縮やご招待する来賓者の縮小、成人式ボランティア

の募集中止のほか、保護者の方々に対して文化センターへの入館を控えていただくことな

ども検討中でございます。 

      このように、吉岡町といたしましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止策をしっか

り取りながら、１１月の案内状送付に向け、準備を進めているところでございます。 

議  長（山畑祐男君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 町のほうの見解を聞いて、よかったかなというふうに思います。 

      続きまして、（５）でございます。修学旅行についてでございます。 

      これも本当に昨日も話が出ました。本当にコロナ禍で、校長先生なり、教育長も、いろ

いろさんざん悩んでいるかと思いますが、修学旅行の実施についての町の考えをお伺いい

たします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 修学旅行につきましては、教育長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） ご心配をいただいている修学旅行につきましてですが、県内の市を中心に

修学旅行を全校一斉に中止する自治体があることは承知しております。昨日、事務局長か

らも答弁させていただいたところですけれども、修学旅行は、文部科学省の学習指導要領

において特別活動の一つとして位置づけられている極めて価値のある教育的体験活動であ

ります。 

      そんな中でございますけれども、小学校６年生、中学校３年生がこの宿泊を伴う修学旅

行の実施対象になるわけですけれども、小学校６年生という子供たちのことを考えた場合

に、６年生は小学校６年間で最上級生の活躍を見ながら自分がその最終学年になったとき

にあんな活動をしたいな、こういうことで活躍したいなと、そういう夢を持って６年生に

なってまいりました。ところが、各種委員会活動で、校内で行う行事、委員会活動が中止
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になってしまったり、また運動会でも応援団長として頑張ろうとしているところで、全校

一斉の運動会もできなくなったという、そういう子供たちの心を今ケアしながら先生たち

が頑張っております。 

      中学校３年生は、私が申し上げるまでもなく、１学期に予定していた体育大会が中止、

２学期に行う予定の合唱大会も中止、中体連の郡市大会も中止、代替で交流試合というの

を何とか現場の先生方が頑張って実施をしたり、また吉中では合唱部、吹奏楽部を保護者

だけの聴衆ということで、文化センターで実施をして３年生の気持ちを何とか整理したい

という、そういう状況で今学校が動いているところです。 

      そういう中で、修学旅行は卒業文集に必ず載る、子供たちにとっても本当に最大のイベ

ントであります。そこで、そういう目の前の子供たちのことを考えて、現在町立学校３校

では、修学旅行を何とか子供たちに体験させてあげたいという思いから、まず開催時期、

そして行き先、交通手段等の見直しを小学校、中学校、それぞれできる範囲で行いまして、

可能な限りの感染症対策に配慮しながら、保護者の代表とも意見交換をして修学旅行の実

施に向けた準備をただいま進めております。 

      今後、感染拡大状況、具体的には本県と旅行先府県の警戒度を踏まえ、最終的に実施が

困難となった場合には修学旅行の中止の判断もあり得るという、そういう状況ではありま

すけれども、町教育委員会としましては、その時々の警戒度を注視しつつ、学校３校とと

もに、文科省や県のガイドライン、旅行関連業における新型コロナウイルス対応ガイドラ

インに基づく国内修学旅行の手引等に基づいて今準備を進めております。 

      中止とした場合の子供たちの心のケアを考えると、修学旅行の実施可否の判断について

は、学校の判断を大切にし、目の前に子供を抱える学校の主体性を最大限尊重したいと考

えております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 最大限尊重して子供のためにやっていきたいという方向でいるみたいです

けれども、１つ聞きたいのは、保護者の代表とありますけれども、ある程度保護者の総意

みたいなのを聞いたりするのも必要ではないかと思いますけれども、いかがですか。代表

の方ということは、要するにＰＴＡの方とか学年の、クラスの何人かということだと思い

ますけれども、こういったときのあれで、保護者全体にアンケートみたいなのを聞くとか、

そういったことは特にする予定はないんですか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 教育長より答弁をさせます。 
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議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） 一斉のアンケートを実施するということは聞いておりません。ただ、実施

については、それぞれの保護者の方に参加する・しないということについては、意思表明

をしていただくということになっております。修学旅行実施規程というのが町にありまし

て、これは新型コロナウイルスが発生したからということじゃなくて、前から、宿泊を伴

って学校が外へ出て学習する、非常に大切なものですので、子供が９０％以上参加という

ことにならないと実施しないという、そういう規程がございます。ですから、今までもそ

ういう意義を当然伝えながら実施ということで、当たり前のように進んできたわけですけ

れども、当然参加率というのも毎年毎年きちんと報告を教育委員会として学校は実施して

きておりますので、そういうような形を取るということは変わりないです。 

議  長（山畑祐男君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 今教育長の答弁で、参加するかしないかというのを聞くということは、遠

慮しますという人はもうそのまま修学旅行には連れていかないということで、要するに参

加しますという人だけを修学旅行に当然連れていくということでよろしいんですよね。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 教育長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） そのとおりです。ただ、９０％の方が参加しないと、学校全体としての教

育活動として成り立たないということがございますので、ただ、例えば９５％の参加率の

場合には、残りの５％のお子さんは参加しないということになるかなというふうに思いま

す。これは、これまでも同様な形です。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） あと、小学校、中学生の行き先、昨日ちょっと小学生は行き先を変更して

福島と栃木のほうというふうに聞いております。中学校はやはり京都、奈良で、変わらず

ということでよろしいでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、教育長より答弁をさせます。 
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議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） そのとおりでございます。 

議  長（山畑祐男君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 昨日の話ですと、一応状況によっては中止ということもあるやなしやとい

うような話をちょっと聞いたと思うんですけれども、その辺はちょっと再度確認したいと

思いますけれども、中止の可能性があるときは、どういったときが中止になりますか、お

伺いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、教育長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） 具体的には、まずは中学校の場合、申し上げます。中学校の場合は、群馬

県の警戒度、群馬県が独自に設定している警戒度が現在２ですけれども、警戒度が１、そ

して行き先が京都ですので、京都府が同じような警戒度を設定している場合には、こちら

が１で向こうも１ということでないと実施しないということで、学校は考えています。 

      小学校の場合は、今現在群馬県２ですので、行き先が福島と栃木だということもありま

して、こちらが２で向こうが２だったら、それは実施しよう、１泊ということもありまし

て、そのような形で考えているのが１つです。 

      それから、学校内で当然感染、違う学年でも感染者が万が一出た場合、学校内で感染者

が出た場合には、それは実施できないだろうというふうに考えております。 

      その他、細かい条件あると思いますけれども、ちょっと今手元に資料がないので、今私

がつかんでいるところはそんなところです。 

議  長（山畑祐男君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） じゃ、中学校のほうでは、取りあえず今先方のほうは警戒度が１くらいと

いうことで、問題ないという認識でよろしいんですか。こっちのレベルと行き先のレベル

が、要するに警戒度が同じぐらいだから、取りあえずは問題ないだろうということでよろ

しいでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 
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町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、教育長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） 中学校のほうでは、最終決定を９月末頃というふうにしております。です

から、９月末の時点で１・１でないと、中止となると考えられます。その後、実際には１

０月下旬の２７日に出発だというふうに、たしか２７日出発なんですけれども、その間に

警戒度が上がった場合にはその時点で残念ながら中止になるというふうな考えでおります。 

議  長（山畑祐男君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 分かりました。本当に子供たち、一生に一遍の修学旅行で、私たちも記憶

ありますので、ぜひ何事もなく無事に行ければいいなと思っております。 

      続きまして、マイナンバーカードの利活用についてでございます。 

      申請の進捗状況はということで、（１）お尋ねいたします。特別定額給付金の申請が全

国で６月よりあったわけでございますが、マイナンバーカードを使ったオンライン申請が

混乱し、自治体の手作業が膨大になり、郵送申請より給付が遅滞する自治体が続出したと

の報道がありました。 

      日本は、政府も自治体もデジタル化が遅れていると言われています。政府は、７月１７

日に新たなＩＴ戦略を閣議決定いたしました。新戦略では、教育分野で、自宅でのオンラ

イン教育の環境整備へ小中学校で１人１台のパソコン・タブレット端末の配備を年度内に

実現する方針を打ち出し、吉岡町も契約になったようでございます。防災分野ではマイナ

ンバーの個人向けサイト、マイナポータルでの罹災証明書の申請とコンビニ受取りなどが

掲げられ、デジタル格差対策に関しては「年齢、障害の有無、地域、所得の多寡などを問

わず、あらゆる者がデジタルの恩恵を受けることができる環境の整備が不可欠」と明記さ

れております。生活困窮者のデジタル利用の実態を把握して必要な支援策を検討するとし

ています。 

      デジタル化の加速の必要性が叫ばれている今、町でのマイナンバーカードの現在の申請

件数は何件で、全体の何％になるのか、お伺いいたします。 

      ちなみに、私も今年の７月にやっとカードを作成したような状態でございます。町長の

ほうの見解をお伺いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） マイナンバーカードの申請の進捗状況ということで、質問いただきまし

た。 
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      マイナンバーカードの申請受付時につきましては、今年度より４月より顔写真の写真撮

影サービスを開始いたしました。 

      また、マイナンバーカードを利用した特別定額給付金の申請、マイナポイントの予約開

始などの影響もあるものと思いますが、昨年度までと比べ、多くの方々の申請がなされて

いる状況にございます。 

      詳細につきましては、住民課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 中島住民課長。 

              〔住民課長 中島 繁君発言〕 

住民課長（中島 繁君） マイナンバーカードの申請状況につきましては、平成３０年度末が申請２，

００６件、交付が１，４５７件、令和元年度末、本年の３月末時点におきましては、申請

が３，１０６件、交付が２，３０９件で、今年度の８月１６日時点では申請が４，１６４

件、交付が３，２２５件になります。 

      この約４か月半で、申請が１，０００件以上、交付が９００件以上増えております。昨

年度の年間の交付件数が約８５０件ですので、それ以上の件数が交付されております。 

      ８月１６日現在の申請率は、約１９．１％、交付率は約１４．８％になります。 

議  長（山畑祐男君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） それでは、随分申請のほうは伸びているということでございます。 

      やはり（２）で、次、令和３年３月から健康保険証として使用できるなんていう話を聞

いておったわけです。その辺を町はどのように今進んでいるのか、ちょっとお伺いいたし

ます。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、マイナンバーカードの保険証としての利用につ

きましては、来年、令和３年３月からの開始予定となっております。 

      町の国民健康保険においては、保険者番号の変更などのシステム改修を現在済ませてお

ります。 

      なお、詳細につきましては、住民課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 中島住民課長。 

              〔住民課長 中島 繁君発言〕 

住民課長（中島 繁君） マイナンバーカードの保険証としての利用につきましては、令和３年３月

開始予定となっておりますが、医療機関等のシステム整備も必要になりますので、整備の

済んでいる医療機関や薬局などで利用ができるようになります。 
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      マイナンバーカードを保険証として利用するには、マイナンバーカードを取得後、マイ

ナポータルで登録手続を行っていただくことになります。 

      マイナンバーカードを保険証として利用すると、医療保険の資格確認ができ、就職・転

職・引っ越しなどの場合など、届出等が必要になりますけれども、保険証の切替えを待た

ずにマイナンバーカードで受診ができ、高額療養費制度の限度額認定書がなくても限度額

以上の支払いが免除されるなどのメリットが予定されております。 

      また、その後の予定としては、自分の薬剤情報や医療費情報の確認ができる予定になっ

ております。 

      周知につきましては、各保険者等でも行っていると思いますけれども、町の後期高齢者

医療については７月の保険証の更新時で行いまして、国民健康保険につきましては１０月

の保険証の更新時にパンフレット等を入れるなどして周知のほうを行う予定になっており

ます。また、今後、広報等で周知を図っていければと思っているところです。 

議  長（山畑祐男君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 分かりました。かなり前進しているというふうに思います。 

      ここに経済財政運営と改革の基本方針２０２０ということで、これ日本経済新聞の７月

１８日の記事なんですけれども、今国のほうでは再度のデジタル化ということで、変革に

挑戦するというふうなことで、いよいよいろんな様々な利便性を今図ろうとしているわけ

でございます、このマイナンバーに関して。マイナンバー……、いいや、やめよう、分か

んないことは。 

      それでは、続いて関連するんですけれども、マイナンバーを使った、（３）でございま

す。コンビニエンスストアでの各種証明書発行の見通しということでお尋ねするわけです

が、私もこれ２０１４年９月の議会で一般質問させてもらったんですが、当時の答えは費

用がするということで、あと経費もするということで、機械の関係だと思うんですけれど

も、たしか８００万円ぐらいかかるようなことなんか記憶にあるんですけれども、そうい

った回答をもらったわけですけれども、今の現状は、町長、どのような形で推移をしてい

るのか、見解をお伺いいたします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、企画財政課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） コンビニエンスストアでの各種証明書の発行、いわゆるコンビニ交付
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ですが、今年度に入り実施に向けて調整を始めたところでしたが、特別定額給付金等を含

む新型コロナウイルス対策の業務の影響もあり、実際にベンダーとの調整が行われたのが

６月になってからとなり、その後７月に関係部署も含めた打合せを開始して、現在ベン

ダーとの業務委託契約を行った中で、早期の実現に向けて取り組んでいるところでござい

ます。 

      当初の予定といたしましては、２０２１年早々、来年１月の早々にも実施ができればと

考えておりましたが、Ｊ－ＬＩＳが運営する証明書交付センターが今年度第２次から第３

次へ移行する更新があるということで、各自治体のテストなどの実施も混み合うことが予

想されております。 

      新型コロナウイルス感染症対策としても、庁舎だけではなく、コンビニエンスストアで

各種証明書の発行が行えることはとても重要なことであると認識しております。町といた

しましても、可能な限り年度内の稼働を目指して関係機関と連携して取り組んでまいりた

いと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 私が６年前に質問したときは、費用、経費の問題でできないという回答を

もらったんですけれども、費用的な部分はどのくらいちょっとするか、参考にお聞かせく

ださい。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） その件に関しましても、企画財政課長より説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 髙𣘺企画財政課長。 

              〔企画財政課長 髙𣘺淳巳君発言〕 

企画財政課長（髙𣘺淳巳君） まず、平成２年度、今年度の導入経費と、あとはまず１月から予定し

ていたので、予算上、１月から使用料のほうを取らせていただきました。その関係で、予

算的には２０３万４，８９０円となっております。ただ、これが２月スタート、３月ス

タートということになると、若干この辺の費用が変わってくると考えられます。 

      また、令和３年度以降の、要はコスト、ランニングコストですけれども、こちらについ

ては、年間ほとんどが使用料になってくるんですけれども、２６７万円ほど予定しており

ます。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 先ほどの本当にマイナンバーカードの推進もそうですけれども、キャッシ
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ュレス決済というのも、今どんどん普及を加速させようとしておるところでございます。

役場の窓口も、コロナの感染のこういう時代ということで、職員も本当に不特定多数の町

民が訪れるわけで、なるべく手渡しでこういうふうに受け取ったりするとリスクも高まる

というような状況も考えられますので、このキャッシュレスの件に関しては、いつだった

か、カード決済はできないかなんていうそんな質問もあったと思いますけれども、だんだ

んこのコロナというのはどうも１年や２年で終わるようなものじゃないというような記事

をよく耳にします。ですから、もうこのコロナと付き合っていくというような形で、３密

を避けながら、経済活動も回しながら、そして要するに病気にならないように使っていく

と。それが数十年になるか分からないですけれども、そのような意見が結構ありますので、

町としても本当に窓口対策とかそういう決済の面でも、キャッシュレスでできるものはど

んどんキャッシュレスでしていったり、実際にコンビニの証明書が発行になりますと、物

すごくマイナンバーカードが一気に加速すると思います。やはり私なんかも今年まで作ら

なかったのは、納税のときしかあの番号は使わなかった、必要なかったんです。それじゃ

カードなんか作りませんよ。だから、政府は慌ててこうやって再度マイナンバーカードで

いろんな資格とかもみんなして利便性を図っているということでございます。本当に日本

は特に遅れているようなことで、私もお話しさせていただきましたけれども、今後とも、

町長、町としても、ウィズコロナということで、もうコロナとともに生きていかなきゃな

らない、そういう時代になっていると思います。ですから、新しいまた施策というかいろ

いろ方針は町長のほうは考えなくちゃならなくて大変だと思いますけれども、よろしくお

願いしたいと思います。 

      以上をもちまして、飯島の一般質問を終了いたします。ありがとうございました。 

議  長（山畑祐男君） 以上をもちまして、１０番飯島 衛議員の一般質問が終わりました。 

      ここで休憩を取ります。再開を１４時１５分といたします。 

          午後１時４８分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後２時１５分再開 

議  長（山畑祐男君） 会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（山畑祐男君） ３番飯塚憲治議員を指名します。飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君登壇〕 

３  番（飯塚憲治君） それでは、通告書に従って一般質問をいたします。 

      まず、令和元年、降雨被害に関して、駒寄川流域における護岸未整備箇所の整備計画及

び、その進捗状況についてお尋ねします。 
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      以前の会議において、早急にこの箇所、未整備箇所を土木事務所に護岸工事の要請を行

うとの答弁でした。その後の要請結果ははかばかしくないようで、「土木事務所としては

現在工事を考えていない。当面様子を見る」とのことを聞いておりました。濁流が護岸を

越水しそうだと。怖くなったので、自主的に家から逃げ出して知り合い宅へ避難したなど

という状況に対して、この様子を見るということはないというふうに私は思います。当時、

その答弁に私は非常にがっかりしました。 

      しかしながら、前回６月の議会において、渋川土木事務所と林道粟籠井堤線について協

議したと聞いておりますが、当該護岸工事については再協議を行わなかったのか。その後

の進捗と今後の見通しをお聞きしたいと思います。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 飯塚議員のほうから駒寄川下流における護岸未整備箇所の整備計画及び

進捗状況ということで、質問をいただきました。 

      駒寄川の下流域で、吉岡川に合流する手前の護岸整備に関しましては、今年の４月に県

渋川土木事務所との意見交換を行った際に、改めて地元の強い要望があることを伝え、護

岸整備の要請を行っております。 

      このときの協議では、崖地のような形状になっていることから、護岸整備は困難である

との報告を受けておりましたが、先月８月に県渋川土木事務所から事業化に向けて調査に

入りたいとの報告を受けましたので、引き続き県と連携して進めていけたらと考えており

ます。 

議  長（山畑祐男君） 飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君発言〕 

３  番（飯塚憲治君） 調査に入りたいということは現地の調査だと思うんですけれども、そうし

ますと土木事務所としては、今後の完成へ向けての足取り、完成時期についてはどんなも

くろみで協議の場で発言があったんでしょうか、お聞かせください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、建設課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 駒寄川下流の護岸整備につきましては、県渋川土木事務所から事業化の見

込みができたため、工事時期は未定でございますが、まずは護岸整備に向けた調査に入り

たいとの説明を受けております。以上です。 



 - 221 - 

議  長（山畑祐男君） 飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君発言〕 

３  番（飯塚憲治君） 協議は、打合せのときは、ただ事業化に向けて始まったとかそうじゃなく

て、当然土木事務所としても予定があるわけです。今年度中にやるとか、来年度上期で完

成するとか、そういう質問はなされないんですか、町としては。どうなんですか。 

      町としては、今もまさに台風来ていますよね。１０号というのもそのうちに来るという

話ですけれども、直接的にこの関東地方には来ないようなルートにはなっていますけれど

も、ああいうのが今後どんどん来るわけです。そうしたときに、また逃げ出すとか、この

堰が切れそうだとか、そういうことを町民に放置したそういう状態でずっと置くんですか。

自分がそこに住んでいる人だったら、そういうふうに思わないですよ。いつまでに仕上が

るんですかと、こういう質問をしますよ。その辺はどうなんですか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、建設課長から答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 工事の時期でございますが、県としましては、予算の見込みがまだ立って

いないとのことから、工事時期についてはまだ未定というお話を伺っております。以上で

す。 

議  長（山畑祐男君） 飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君発言〕 

３  番（飯塚憲治君） これだけお伺いしてお答えができないということは非常に残念なんですけ

れども、さらに今後協議を続けて、早期の着工、完成に向けて努力を続けてもらいたいと

思っています。 

      それでは、続きます。 

      同じような水害のことですけれども、駒寄小学校の東側、鉄道線路と並行する道路の出

水事故について、その後若干の補修工事をしていただきました。それはありがたいと思っ

ています。どうもありがとうございました。しかしながら、それについて新しい事象が発

生しまして、その現状把握と今後の改善策をこれからお尋ねいたします。 

      先ほど改修をしたというのは、道路面にあふれた水が側溝にさっと流れ落ちるように側

溝のコンクリート蓋じゃなくてグレーチング化をしたということです。それは側溝に路面

から水がさっと流れて非常にいいことだと思います。さらに、去年の７月には路肩を、Ｊ

Ｒの土地ですけれども、路肩を流出させたと。それについては縁石を盛ってこちらのほう
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へ流水が路肩に洗い流さないようにしたということで、これは非常にいいことだったんで

すけれども、しかしながら、その結果、道路面上に、そこに水が今度はプール状にたまり

まして、それがどんどん増えると今度は南側に道路があります。踏切のほうですね。そこ

に流れ下りまして、まさに滝の状態で踏切道付近の道路にあふれて、今度はその踏切道の

前が湖状態だと、こういうふうになっております。だから、その状態で、列車の運行に非

常に危険な状態になっているわけです。この状況は、私はそこに行きませんでしたけれど

も、写真がありますから、町長も建設課長もご覧になっていますよね。この状態は、手直

しは今までしていただいたんですけれども、その結果、根本的な原因が解決されていない

ので、モグラたたきではないんですけれども、こちらをたたいたら今度はこちらが出たと、

そういう話なんです。ですから、現状維持するだけでは、この問題は解決しないわけです。

要するに、根本を絶たないで臭い物に蓋をしただけでは、問題は解決しないとそういうこ

となんです。結果的に、結論を言いますと、道路上にあふれた水が側溝に落ちると。側溝

に落ちた水が道路下のパイプを通って線路の横にあります側溝に落ちて、それが駒寄川に

流れていくというときに、道路下のパイプが今細いままなんです。ですから、路面上に、

排水能力が低いものですから、線路のほうの道路に流れ下って滝の状態になっているんで

す。要するに、踏切付近に水が１か所に集中しているわけです。これを放置すると、また

似たような問題が起こると思うんです。早急に鉄道会社と協議を行って、何か問題の解決

策を、その糸口というのを見つけることが必要かと思いますけれども、それについてはい

かがですか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、建設課長から答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 議員ご指摘の踏切部分の冠水している状況につきましては、写真で確認を

しております。ＪＲ上越線の路肩被害が発生した周辺の抜本的な排水対策としまして、今

年の３月にＪＲの担当者と現場を確認しながら、ＪＲの側溝に接続されている排水パイプ

の口径を大きくする協議を行いました。 

      この協議では、ＪＲの側溝に接続されている排水パイプの口径を大きくすることはでき

ないとの回答でした。また、新たにＪＲの側溝に排水パイプ等を接続することも認められ

ないとの回答を得ました。 

      当該周辺地域の雨水排水対策については、かねてから町の課題の一つであると認識して

おります。引き続きＪＲと協議をしながら、改善に向けた取組を検討していきたいと考え
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ております。 

議  長（山畑祐男君） 飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君発言〕 

３  番（飯塚憲治君） 認められないということで、ＪＲも迷惑しているわけですね。昔は鉄道会

社ＪＲさんも日本国有鉄道ということですから、国のものだったわけです。もちろん市町

村も国です。ですから、同じプールの中でやっていましたから、何とかうまくやっていた

んでしょうけれども、今後はもう別個の要するに営利企業に鉄道会社はなったわけですか

ら、当然そういうふうに言います。だけれども、そこで、今の現状を打開するためには努

力をしなくちゃならないというのが、ここの前に、私の前に座っている方々の責務です。

また、ＪＲもそれについて応えていただきたいと私は思っています。 

      今のままだと、踏切道の前にプール状になっている。写真、そのとおりだったですよね。

滝のようになっていたでしょう。町長も見ていますよね。あれを解決しないと、また次の

二次災害。これは二次災害が起こると、ＪＲ、鉄道会社も迷惑を被るし、大変なことにな

ると思います。ですから、今後も、現状はそうでしょうけれども、努力を続けていただき

たいというふうに思います。 

      次に移ります。これは、今日言うつもりではなかったんですけれども、この文案をつく

っているところで、ある回覧物が回りました。この回覧物は、駒寄グラウンド東側付近の

線路側の土手、のり面ですね、あそこはかなり高いのり面です。これの補強工事を鉄道会

社が実施するという。ですから、工事用車両とか、踏切道が一時閉鎖するとかというのが

そのうちにあると思いますけれども、そういう事前の情報で、鉄道会社が関係する自治会

に回覧物を回したんだと思うんです。これはもちろんあれですよね。行政のほうもご存じ

ですよね、この計画というのは。 

      そこで、お伺いしたいんですけれども、この付近は以前から、前も私質問した内容にあ

りますから覚えていられると思いますけれども、障害のある長坂踏切近く、この排水のた

めますがあるところです。ここを大々的にのり面を補強工事するということですから、町

としても一つのチャンスなんです。鉄道会社があそこをこれ触る、いじると、工事すると

いうときには、協議をして、じゃそこを恒久的に何か解決策を見いだしていこうというこ

とを、そこの排水の不具合を鉄道会社と協議して何か解決策を見いだしていっていただき

たいというふうに思いますが、この工事自体をご存じですか。これをいいチャンスと捉え

て、鉄道会社に協議をして、そこの排水問題を解決していくと、そういうお考えはあるで

しょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 
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町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、建設課長から答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 町民グラウンド東側の土手の補強工事につきましては、鉄道会社からの工

事実施に係る協議や連絡等は町にはございませんでした。 

      工事内容等につきましては、改めてＪＲに確認したいと考えております。 

      また、長坂踏切付近の集水ますにつきましては、集水ますの鉄板の蓋が大雨のときに持

ち上がって排水が噴き出てしまうといった対策について、今年の３月にＪＲと協議を実施

しました。町では集水ますのかさ上げ工事を提案しましたが、ＪＲとしては集水ますを加

工するのではなく、鉄板の蓋の上に土のうを設置して様子を見たいとの結果になりました。 

      当該箇所につきましても、ＪＲ上越線沿いの排水対策として、ＪＲと協議を行いながら

対策を検討していきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君発言〕 

３  番（飯塚憲治君） 全然行政に話がないというのは不思議です。駒寄自治会のほかにも自治会

に回っていると思いますけれども、回覧物が回っているんです。踏切の補修というのが鉄

道会社は時々やっています。車が通るから傷みますからね。そのときには夜間通行止めし

て補修するんですけれども、そういったものが、何月何日何時から何時まで通行止めにな

りますというのは、私が自治会長のときも随分ありましたよ。それと同じように鉄道会社

は捉えているのかなというふうに思いますけれども、のり面を大々的にやるということは、

その下に町道がありますよね、農道のような感じになっていますけれども。そうすると、

そこに側溝を入れるのか、のり面の工事の一番下と道路面をどういう接続にするのかとか、

そういう協議を当然するわけでしょう。なのに、鉄道会社はこれ全然行政に問合せしない

んですか。それとも、そこまでやらない工事なんでしょうかね。その辺は、ちょっと私も

回覧物見ただけで、工事がありますだけで、その辺は分からないですけれども、早速ＪＲ

に問い合わせていただいて、そういう何か解決策が見いだせるようなそういう関係だった

ら、話合いをぜひしてほしいです。分かりました。 

      じゃ、次に行きます。 

      次は、このコロナの災いの下に、学校の休校、夏休みが短いと、こういうことで、学校

教育に非常に大きな支障を来している。 

      まずお聞きしたいのは、春に行われました休校、これによる学習遅れを取り戻す教育方

策と実施計画についてお尋ねいたします。 

      報道によりますと、学校休校による学習の遅れは、休校中の対応、学校再開後の対策な
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どの結果、全国各校一律ではないように報道されています。一部中には学習の遅れはない

と発表しているどこかの県の学校もあるようです。これは、テレビ放送で、ニュースであ

ったので、正確な実態は私は分かりませんけれども、遅れはないという学校もあるんです。 

      そこでお聞きしたいんです。吉岡町の３つの学校は、どのような状況になっているんで

しょうか、実情をお聞かせください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 吉岡町では、３校とも長期休業の短縮、学校行事の縮減等に取り組みな

がら、授業時間を確保し、学習を進めております。 

      詳細につきましては、教育長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） 学習の保障という点でございますけれども、群馬県教育委員会からは、教

科によって学習内容を３０％削減して年度内に教科の内容を履修する年間指導計画例とい

うものが示されました。 

      吉岡町においても、町立学校では既に夏休みの削減や行事の中止などによる授業時間の

確保を進めております。年間の予定でいきますと、コロナでの臨時休業がなかった授業日

数に対して、この方法により日数的には９割が確保できる見通しであります。 

      現在、１学期が終わり２学期に入ったところですけれども、現状を見ますと３０％まで

削減しなくても年度内にはほぼ学習内容については履修を完了できる見込みであるという

ふうに学校では考えており、承知しております。 

      ただ、ここで大事なことは、学習というのはただ一定の時間決められた内容を履修すれ

ばよいというものではなく、教員は授業を通して何がどのように身についていれば学んだ

と言えるのかという問いに常に向き合いながら、子供一人一人の学習の成果に注目してそ

れを保障していくことに意を払うことが大変重要であるというふうに考えております。そ

の点にも配慮しながら、現在授業を進めているところです。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君発言〕 

３  番（飯塚憲治君） ９０％は確保できるということで、かなり回復できるということで、一応

はちょっと安心いたしました。そうしますと、休校中に、これは今教育長のお話ですと、

大分私も安心したんですけれども、一応お聞きしたいと思うんですが、休校中に対して、

前回の臨時会でしたか、分科会、委員会だったですかね、休校中の休みの間に宿題を出し

て、その成果を見て表彰をすると、そういうことをしたいという説明がありましたけれど



 - 226 - 

も、その成果は期待するものでしたでしょうか。それ、まず１つ。 

      次に、また休校中及び夏休み中のオンラインによる自分が学校ではなくて自宅で行う自

習学習、一部の人はできたと思うんです。先ほど言いました、この学習の遅れはないと、

学校として、ということは、これこの学校というのは、こういうものを先取的に取り入れ

てもう生徒、児童にさせていたからだと思うんですけれども、群馬県なり吉岡町はそこま

でいっていないから、ちょっとなっていないと思いますけれども、できる限りの範囲でオ

ンラインの自習学習はどのように指導をしたのかというのが２点。 

      ３点目は、吉岡町の先ほど９０％はカバーできると。大切なのは、教育長今言われまし

た、それがどのくらい生徒に身についているかということなんですよね。そういうことも

含めて、吉岡町の学習の遅れ、これの取戻し戦略、これについてお聞かせください。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） このことにつきましては、教育長及び教育委員会事務局長より、それぞ

れ答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） まず、休校中の宿題を表彰する制度ということについての成果ということ

でございますけれども、町教育委員会では、ご存じのとおり「臨時休業中、外出が制限さ

れ家庭で過ごすことが多い小学生が自分の興味・関心あることに目標を持って継続的に取

り組むことを応援するために実施した、そのような取組の成果を表彰すること」を目的と

して、町内の小学生を対象に「臨時休業中の家庭での継続的な取組の表彰」事業を企画実

施いたしました。 

      長い休み中に子供たちが少しでも目的を持って、少しでも規則正しい生活を送ってほし

いという願いを込めて実施した事業であります。これは全員必須の宿題ではなく、自主的

な取組を募ったものです。 

      結果として、両小学校から私たちの想定を超える１２１人から応募がございました。取

組の内容例を申し上げますと、お手伝い・料理・手芸の記録、植物や動物の成長観察記録、

ピアノ練習を積み重ねたＤＶＤ、木工製作、さらに縄跳び、サッカーのリフティング、ス

ケボーなどの運動への挑戦、そして、町の施設・文化財地図の作成、古墳調べ、日本都道

府県・名産地図、おもちゃを使ったゲーム制作、パソコンの自主勉強、コロナ禍克服のた

めの牛乳消費促進のための家庭での取組、手作りマスクの製作、コロナウイルス調べなど、

全てはとても紹介できませんが、まさに狙いどおりに継続的にこつこつと少しずつ取り組

んだものばかりで、地道な努力が表れておりました。吉岡町の子供たちのパワーと実力、
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そして何といってもご家族の皆様の熱意を改めて実感した次第です。 

      審査については大いに悩みましたが、町長賞、副町長賞、教育長賞というのを設けて各

５点ずつ、ほかの取組を全て優秀賞とさせていただき、子供たちを励ましたところです。

子供たちが未曽有の長期にわたる臨時休業期間をチャンスと捉え、１つのことに地道に粘

り強く臨んだこの経験は、必ずや今後の生活に生きるものと確信しており、事業の成果が

表れたものというふうに捉えております。 

      また、ご質問の３点目、ただ授業の時間を確保すればよいということではなくて実際に

何が身についたかということが大事であると、この辺の遅れの取戻しについてなんですけ

れども、これは実際のところ非常に難しいと私は思っています。ただ、教科の積み重ねの

学習は、やはり翌年度に送ることはできませんので、まずはそこは最低きちんと履修をさ

せて、そして、その過程で話合いをしたり、表現活動を行ったり、発表したりというとこ

ろの体験の部分は、若干やはり十分な時間が例年より取れないと思われます。ここのこと

については、どうしても翌年度以降の積み重ねをやはり充実させることによって回復して

いく必要があるというふうに思っております。そういう点でも、今後ＩＣＴの活用を子供

たちが自由に利用できるような体制を整えて克服していくことが必要ではないかというふ

うに考えております。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 休校中、夏休み中のオンライン独自学習はという質問ですが、

臨時休業中につきましては、３密を避けて直接児童生徒や保護者に課題を渡し、直接回収

や評価を行うようにしておりましたので、ＩＣＴの利用はございませんでした。 

      夏休み中につきましては、中学生を対象として、２種類の個別学習支援ソフトが家庭の

パソコンで利用できるよう、各生徒にＩＤとパスワードを配布し、家庭学習ができる環境

を整えたところでございます。 

      なお、家庭にパソコンやインターネット環境がない児童生徒を対象として、インターネ

ット接続が可能となった文化センターの研修室にタブレットを用意し、学習アプリが使え

る環境を整え、そこでオンライン学習を行ったという実績もあります。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君発言〕 

３  番（飯塚憲治君） 私が考えていたよりずっと進んでいるなというふうに思います。というの

は、これから言うんですけれども、端末が準備できるのは、前の議会では、委員会では、

今年度末という話でしたね。だけれども、そういう持っている人、自宅に備わっている人、

それからそのタブレットは文化センターにあるので、そこへ出かけてやれる人はその教材
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を与えてやったということで、非常に私としてもありがたく思います。できるだけ取り戻

すんですけれども、できる人だけやって、その設備がないという人ができないというのは、

これが非常に私は困ると思います。ですから、今のところ、今のところと言ったら失礼で

すけれども、今まで適切にやっていただいて、私はありがたいなというふうに思います。 

      次に行きます。 

      今端末を使ってやると、ＩＣＴ機器を使ってやるというのはちょっと出ましたけれども、

今後本格的にＧＩＧＡスクール構想、これを行う前段として、児童生徒が自宅で行う、た

だできるじゃなくて、その方法ですよね。どんな対応で、どんな内容で、この構想は、自

分の勉強の進度に合わせて独自性を持ってやるのが利点だという宣伝の文句がありました

けれども、そういうのも含めて自習学習、オンラインで、どのように行わせようとしてい

るのか。それは、やっぱり先ほど言いました前回の回答の来年の３月の端末全員配布、こ

れでは遅過ぎますよね。文化センターへ来てやらないと、ＩＣＴ機器を持っていない人は、

家ではできないわけですから、それで特に先ほど教育長が言われた、若干の取り残しがあ

るだろうというんですけれども、勉強の遅れの取戻しですね。特に心配するのは、小学校

６年生、中学３年生というのは、来年中学生、高校生になるわけです。そのための当然中

３の人たちは試験があるわけです。小６もそのまま遅れを取り戻さないで中学生になると

困るわけです。ですから、小６、中３、この人たちは特別に、特別扱いするというわけじ

ゃないですけれども、早急に学習の遅れを取り戻す必要があるんじゃないかなと思うんで

す、ほかの学年の人以上に。現在のスケジュールでは、若干端末は来年の３月までで、で

きると。先ほど教育長は若干の取り残しができるので来年度に教育を厚くしてやっていこ

うということですけれども、この小６、中３の人に対して、特別なこういう何か対策とい

うのはないんでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） このことにつきましては、教育長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） 先ほど私が申し上げた学習内容の今飯塚議員もおっしゃった取り残しの部

分ということにつきましては、少し説明が足りなかったかもしれません。小学校６年生、

中学３年生にとって、学習をしっかりと終えるということはとても大事なことですし、こ

れはやはり取り残さないように学習内容をしっかり履修させる方向で今しっかりと指導し

ております。 

      私が先ほど申し上げたのは、やはり学習というのは、分かっていればそれでいい、正解
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を出すためのテストができればそれでいいということ、その点からいくと、やはり表現活

動であるとか、自主的に発表する態度の育成とか、主体的に関わる態度とか、そういうの

を学習を通じて様々な場面で学校は育成しているわけなんですけれども、どうしても知識、

理解だけは積み重ねの学習が必要とする部分、また教科の履修内容としては取り残さない

ようにしなくてはならないというのを優先的にやるので、どうしても態度面とか表現力と

かというところで時間が十分でないのではないかということです。ですから、小学校６年

生、中学校３年生は、その部分については、小学校６年生でいえば、どうしてもそこの部

分が今年の６年生について不足するかもしれませんけれども、やはりそれは中学校で育て

ていただいたり、また中学校３年生もできるだけ様々な工夫をしながら、行事を削減しな

がら学習をするわけなんですが、それでも逆に削減した行事で養わなくてはならない能力

とか、そこで育てられるものというのが、やっぱり十分ではないのではないかというとこ

ろが懸念されております。ここにつきましては、本当に私もどうしたらいいかというのは

悩むところなんですけれども、何とか子供たちが少しでも自己肯定感を高めながら卒業で

きるような工夫を学校にしていただきたいというふうに思っているところです。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君発言〕 

３  番（飯塚憲治君） できる限りやっていただいて、その次の学校に移ったときに支障が出ない

ように、あと半年で取り戻すということで、よろしくお願いいたします。 

      次に移ります。 

      前回の補正予算の説明の中にＧＩＧＡスクールサポーターを吉岡町に１名配置するとあ

りました。先生の力強い指導とこのサポートの協力によって、ＩＣＴ機器の取扱い、設置

について、またオンライン学習教材の指導を行って学習の遅れを取り戻すとありましたが、

本当に吉岡町にサポーター１人の配置で十分でしょうか。町長、そのお考えをお尋ねいた

します。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましても、教育長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） ＧＩＧＡスクールサポーター、この主な業務は学校における環境整備の初

期対応、それから端末等の使用マニュアル・ルールの作成等とされていて、町では３校の

ＩＣＴ環境化を促進するためＧＩＧＡスクールサポーターの配置に向けた準備を進めてい

るところでございます。 
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      このような業務に従事する人材であるＧＩＧＡスクールサポーターは、特にＩＣＴ技術

に知見を有する者が町で１人、３校で１人確保できれば十分であるというふうに考えてお

ります。 

      なお、文部科学省では、ＧＩＧＡスクールサポーターのほかに学校のＩＣＴ化を支援す

る人材としてＩＣＴ支援員という者の配置を推奨しております。 

      このＩＣＴ支援員と申しますのは、業務に応じて必要な知見を有する者として位置づけ

られていて、主な業務は授業計画の作成支援やＩＣＴ機器を準備する支援、校務支援シス

テムを活用することについての支援、それから機械のメンテナンス支援、研修支援等とな

っております。 

      吉岡町においても、学校のネットワーク環境や全児童生徒への情報端末の整備が進む中

で、日常的な教員のＩＣＴ活用の支援を行うＩＣＴ支援員の果たす役割は重要であると考

えられることから、今後ＩＣＴ支援員の配置に向けた検討を始めていきたいというふうに

思います。 

議  長（山畑祐男君） 飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君発言〕 

３  番（飯塚憲治君） ＩＣＴ支援員というのは、私初めて聞きました。そういう人がいるんだと。

若干ちょっと安心したわけなんですけれども、私がこれから言うその支援員に相当する人

の業務内容とは若干これ違っていますよね。これからお話しします。 

      来年度から、今年の１０月から行われるかもしれませんけれども、このＧＩＧＡスクー

ル構想、実際に本格的に行われるわけですよね。そのときに吉岡町としてのこれをスムー

ズに行わせる思案、これはあるのでしょうか、お尋ねしたいです。 

      そこで、このＧＩＧＡスクール構想というのは、昨年度の下期、１１月だか１２月に政

府が発表して、こういうふうにやりますよとなりましたけれども、その構想を見ますと、

内容的には誠にすばらしいし、教育と学びの大きな変革、この構想にあるとおり、教室で

のオンライン授業、自宅でのオンライン自習学習及び休校中などのリモートオンライン授

業など、とてもすばらしいと思います。特に、このＧＩＧＡスクール構想の利点の一つと

して、自分の進度に合わせて自分の都合のよいときにいつでもどこでもできると、共通の

学習教材で。でも、これは裏腹にやるとちょっとまずい面もあるんです。それはまた後ほ

どお話しします。 

      しかし、このＧＩＧＡ構想というＧＩＧＡの「Ｉ」は、イノベーションということです

よね。これはイノベーションですと政府とか県、教育委員会がイノベーションしているん

じゃんという以上に、それをやる児童生徒が、自分がイノベーションをするというのが非

常に求められる内容なんです。ですから、これは改革、イノベーションではなくて変革、
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あるいは改革と言ってもいいぐらいの大きな負荷だと思うんです、生徒、児童に対しては。 

      実際に、先進的な授業に遅れがないと言った学校の、そういう学校からのデータだと思

うんですけれども、あるデータによれば、このＧＩＧＡスクール構想のオンライン授業、

自習学習も含めて、非常に生徒、児童にはストレスを感じるし、疲労感があるというんで

す。それは、自分でやらなくちゃ駄目だからです。ここにいて私がしゃべっているのを皆

さんがこういうふうに聞いているのが普通の学校ですよね。ところが、これが自分で、簡

単に言うと自分が先生になって、その機械を使って自分で答えているというようなイメー

ジなんですよね。ですから、非常に生徒、児童にとっては、負荷が非常にかかるやつです。

ですから、とてもすばらしい改革だと思うんですけれども、私はそこに不安を感じます。 

      それで、これからお願いします。町長はどういうふうに考えているか。そのサポートを

していただく、先ほど言いましたサポーターは別にいると言われましたけれども、教育長

が、それについてどう考えているかというのをお聞きします。 

      まず取りあえずその前に学校の先生が教えるわけですけれども、先生といってもスー

パーマンではなくて得手不得手がある。かつてダンスが取り入れられたときに中高年の男

性の教師はどうしたのか。どうして教えたら俺はいいんだと、こういうのがあったそうで

すけれども、これにも当然そういうような現象があると思うんです。そこで、ですから、

教職員の研修、その実績、また研修が万端となっていなければ、今後の研修の計画、準備

万端になるための計画というのを実績とともに教えていただけますか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） この件に関しましては、教育委員会事務局長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 吉岡町では、臨時休業期間中から教職員による G Suite と

Google Classroom等の授業支援ツールの試用をスタートしております。 

      これらのソフトは、今後授業において効果的な役割が果たせるものと期待されているこ

とから、教員向けのG Suiteの専門的な使い方講習についてもこれから計画しているとこ

ろでございます。 

      また、グーグル社においても、授業での活用方法をオンラインで学ぶことができる教員

向けのコンテンツも用意しておりますので、教員の都合に合わせて学ぶことも可能となっ

ております。 

      なお、今年度はＧＩＧＡスクール構想の中で、ＧＩＧＡスクールサポーターが配置され

るほか、県事業である「ＩＣＴ活用スキル育成プロジェクト」のモデル校事業にも指定さ
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れておりますので、まずはＩＣＴに強い教員が中心となって授業の中での効果的な活用方

法等、ＩＣＴ化全般に対する全ての教職員のスキル向上を図っていきたいと考えています。 

議  長（山畑祐男君） 飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君発言〕 

３  番（飯塚憲治君） その辺は十分しっかりとよろしくお願いいたします。 

      次に行きます。 

      さて、来年度からこの授業の取戻しではなくて本来の本格的なＧＩＧＡスクール構想、

これが実施されたとき、家にＰＣがない、ふだんからＩＣＴ機器を扱い慣れていない児童

生徒をどのように取扱い訓練をしてレベルアップをさせていくのか。 

      学校で先生から教わった、分かった、もう大丈夫だ、納得したと言って家に帰って宿題

をオンラインでやってみたら、つまずいて先に進まない。分かったようなつもりだったん

だけれどもなというようなことが多々起こり得るのではないでしょうか。そして、翌日そ

の宿題について、自宅での宿題の成果を確認すると、子供たちの間に大きな差が生まれて

いると、こういうことになる可能性もあります。このようなことを防ぎ、全員がスムーズ

にＧＩＧＡスクール構想の学習へと移行していける状況をつくり上げるための吉岡町とし

ての思案はいかがなものがあるのでしょうか、お尋ねします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） このことに関しましても、教育委員会事務局長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 小林教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 小林康弘君発言〕 

教育委員会事務局長（小林康弘君） 今回導入する情報端末については、パソコンとしてもタブレッ

トとしても使用可能な端末でありまして、使用感はスマホをイメージしていただければい

いのではないかと考えています。 

      まずは、先生との課題のやり取りや学習動画の視聴がメインとなると思いますが、電源

を押して１０秒かからずにアプリの選択画面が表示されますので、個別学習アプリをその

画面で選択して、各自に割り振られたＩＤとパスワードを入力するだけで利用が可能とな

ります。 

      児童生徒のアプリの使用状況は教員側でも把握できますので、活用が進んでいない児童

生徒には直接使い方のサポートが可能となります。 

      なお、表計算や文書の作成、プレゼンテーションの作成等については、今までと同様、

授業の中で使い方をしっかり学習していきますので、特段問題は発生しないと考えていま

す。 



 - 233 - 

議  長（山畑祐男君） 飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君発言〕 

３  番（飯塚憲治君） 十分スムーズにいってつまずきは起こらないということですね。ちょっと

私はその辺については不安なんですけれどもね。教育委員会委員長がつまずきはないよと

言うんですけれども、こういう改革のときには必ずつまずきが起こりやすいんですよ。私

も会社でいろいろなこういう変更、仕事の内容の改革とかそういうのをやってきました。

先生が授業でやっても、あるいは一般の会社で上司が部下に話をしても、その真意なりし

っかり伝わるのは６割から７割です。中には半分伝わればいいというふうに言われている

んです。ですから、さっき言ったように、ああ分かったな、じゃ家に帰ってやってみよう

というと、多々つまずきが起こるんです。だから、そういうことを吉岡町の児童に起こさ

せて不利益を負わせてはならないというふうに思っています。これは教室の中だけの生徒

間の格差だけではなくて吉岡町の児童生徒が不利益を被ることはできるだけ避けたいと私

は思っております。 

      そこで、お聞きしたいんです。ＧＩＧＡスクールサポーターが先ほど１人だと言いまし

たけれども、そのほかに違うサポーターがいるということですよね。それに類似した内容

をちょっとお尋ねいたします。 

      教室で、先生と一緒に機器の取扱い、学習指導も行う、学習を補助するサポーター、こ

れをぜひ取り入れてほしいと思うんです。それを吉岡町に１人ではなくて、１校に２人、

あるいは３人程度、配置していただきたいなと、私そういうふうに考えております。 

      この指導員を増員することによって、きめ細かい指導、適所、適時に行えるようにする

ことが必要だと私は思います。とにかく今回のＧＩＧＡスクール構想は大きな変革、児童

生徒に大きなこれは負担というんですかね、児童生徒がイノベーションをしなくちゃなら

ないというのが、随分その面が強いですから、この波に乗り切れないと落ちこぼれちゃう

わけです。これが大切なんです。この辺について、落ちこぼれ、これを発生させない。先

に行く人はどんどん先に行っていいんです。ところが、落ちこぼれて、その後何かあのと

き落ちこぼれたので、分からなくなり始めたので、成績がその後はかばかしくなくなって

しまったと。そういう人が出ては困るんです。これについて、私が今言ったサポーター、

これの採用等について、町長と教育長、両者のお考えをお聞きしたいんです。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 先ほどの教育委員会のほうからの答弁にもありましたとおり、サポー

ターは１人配置になりますが、そのほかにＩＣＴ支援員の果たす役割は重要であると考え

られますので、今後前向きに検討していきたいと考えております。 
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議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） 子供たちの学習をしっかり進めてほしいという議員の願いは大変ありがた

く思います。町長の答弁と同様になりますけれども、実際にＩＣＴを活用した取組を行っ

ていくのは学校でありまして、ＩＣＴ支援員の配置について、ぜひ学校の教員の意見、ま

た子供たちの様子も見たり聞いたりしながら、柔軟に対応して前向きに検討していきたい

というふうに考えています。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君発言〕 

３  番（飯塚憲治君） 前向きに検討していただけるということで、大変ありがたいと思います。

しかしながら、先ほどの教育長が言われたサポーターと、私が今質問事項の中で言ったサ

ポーターは若干の差がありますよね。そこに、ぜひ先生と一緒に学習の内容についても、

ＩＣＴの取扱いについても、家へ帰ったら、生徒・児童から、先生、ここが分かんないん

だけれどもと電話が来たら、それにも対応できるような、そういう役割もちょっとつけ加

えていただきたいなと思いますが、よろしくお願いいたします。 

      これは、先ほどすばらしいことだと言いましたけれども、裏腹に何かあるなというのを

ちょっと言いましたけれども、ここでちょっと話をしてみます。 

      町長、ここで、そのすばらしい構想のうがった見方をすると、先ほどの遅れはありませ

んよと言ったどこかの学校の校長、あるいは春の休校中、夏休み中、機器がもう自宅にあ

って、教材も持っていると、個人で買えるやつもあると思いますけれども、ご両親がどち

らかでもそういった機器の取扱いができるという方は、どんどん教えたと思います。そう

いうことができるから、うちの学校では遅れは全くありませんよと言えるんです、多分そ

の学校は。そういうことは、本町の３校の中にも当然おられるんです、そういう人たちが。

そうすると、そういう人はもう全然遅れていないで、さらに先に進んでいるわけです。と

ころが、家にあるのはスマホだけで、固定電話もパソコンもそういうのは全然ないよと、

そういうお宅は非常にちょっと遅れていると思うんです。そうすると、そこに大きな差が

できてしまうわけです。 

      ＧＩＧＡスクール構想にそれで突入するといったときに、そちらの教育委員会教育長は、

大丈夫だと、しっかりやるからと、それはよろしくお願いしたいんですけれどもといって

も、先ほど私が言ったように落ちこぼれが出る可能性は大なんですよね。ですから、そう

いった時に先に行ける人は、自分のライバルに、自分の同級生に差をつける最大の千載一

遇のチャンスなんです。ちょっとうがった見方をすればね。でも、それはそれでいいと思

います。私が心配するのはボトムアップですから、落ちこぼれで下に沈まない、これを拾
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い上げて、ある一定のレベル以上にみんなで一緒に行こうと、これは大切なんです。日本

の社会はそうなっているじゃないですか。それじゃない落ちこぼれている人もいますけれ

ども。ぜひ、そういうことをやっていただいて、当然何か月か後には、この実施の状況が

国、県からレビューされます。その報告をするときに、うちはこうですよといった残念な

結果を報告することがないようにお願いしたいと思います。 

      次に行きます。 

      先ほどＧＩＧＡスクール構想のサポーター、町に１人と言いましたけれども、それ以外

に学習サポート用のサポーターをお願いしたということですけれども、町長、これは子供

たちの将来のために、スムーズに移行できるように、少しお金を使ってもいいんじゃない

ですか。そんなに高額なお金にならないと思います。特に、最近は児童生徒の７人に１人

は貧困家庭の子供だと言われているそうですけれども、これらの家庭環境がそろっていな

い人たち、そういう児童生徒がこれに該当する可能性が高いんです。この機会に取り残さ

れる、落ちこぼれる、これをできるだけ防いであげませんか。そして、その取組の結果は

数年後に出ると思います。ここでつまずいた子供が将来にまでその尾を引いて、結局自分

の親と同じような環境に陥ってしまう、こういう負の連鎖が起こらないとも限らないんで

す。そのぐらいＧＩＧＡスクール構想というのは、大きな、先ほどのイノベーション、刷

新です。生徒児童に大きな負担をかけるやつです。昨今のコロナウイルスの災いのために

各家庭が困っている。各企業が困っている。家庭に個人にと、支援金は大事ですけれども、

この落ちこぼれを防ぐことが将来にわたってその子たちの安定した生活を支える、落ちこ

ぼれて駄目になっちゃうということに関係している。支援金以上により深刻な問題だと思

います。資金の捻出はこれから次の１２月に向かってですけれども、町長の考え一つでで

きるでしょう。私がさっき言った１校に２人か３人、これはスムーズな移行というのはス

タートが肝心なんです。私が今お願いしている、提案しているサポーターを各校に２人か

３人でというのは、２年も３年もする必要はないんです。入り口でいかにスムーズにその

波に乗れるかということが大事ですから、せいぜい数か月、あるいは半年、そのようなぐ

らいの期間でいいんです。ですから、この短い期間だけでも指導者を増員して手厚い教育

が必要だと思います。そういった子供たちに、将来に負の遺産を残さないようにしてあげ

ていただきたいというふうに思います。 

      そこで、最後になりますが、教育長の教育の専門家としての立場から、そのサポーター

の配置について、ぜひ町長に進言していただきたいと思います。そのお考えはいかがです

か。 

議  長（山畑祐男君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 
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教 育 長（山口和良君） ＧＩＧＡスクール構想が始まる前から最近の教育界は非常に変化が激しく

て、例えば小学校へのこういうのも導入されて現場は非常に混乱をしました。そういう中

で、それぞれの教員が工夫をしながら、専科教員が今吉岡では中心になってやっておりま

すけれども、そういう専科の教員が中心になって小学校運営を今実施しております。この

ＧＩＧＡスクール構想について、今飯塚議員が新たなやり方が入ってくる、機械が入って

くるときのつまずきについて何か支援員が必要ではないかというお考えですけれども、そ

ういう人を入れることについては、先ほど町長、私も答弁をさせていただきましたが、現

場も声も聞いたり、子供の様子を見ながら、前向きに検討していきたいというふうに思い

ます。変化への対応、これは常に今求められているところで、そのことについては柔軟に

毎年毎年現場では考えておりますが、それを支援していきたいというふうに思っておりま

す。町長と一緒に支援員の配置について検討したいというふうに思います。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 飯塚議員。 

              〔３番 飯塚憲治君発言〕 

３  番（飯塚憲治君） ありがたいお言葉で、よろしくお願いいたします。とにかく私は落ちこぼ

れ、ボトムアップというのが必要だと思います。できる子はほっといたってどんどんでき

るんです。ですから、半分から下、あるいは３分の１から下という、ふだんからちょっと

学習が遅れめな方、こういう方への手厚い指導、これが必要なんですと私は思います。よ

ろしくお願いします。 

      議長、ここで残り時間が終わりましたので、もう一問残っていますけれども、途中です

と尻切れとんぼになりますので、次回に回します。今日はこれで終了いたします。 

議  長（山畑祐男君） 以上をもちまして、３番飯塚憲治議員の一般質問が終わりました。 

      ここで休憩を取ります。再開を１５時３０分といたします。 

          午後３時１５分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後３時３０分再開 

議  長（山畑祐男君） 会議を再開します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（山畑祐男君） １３番小池春雄議員を指名します。小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君登壇〕 

１ ３ 番（小池春雄君） それでは、通告に従いまして一般質問を行います。 

      まずは１点目でありますけれども、コロナウイルス問題についてであります。 

      コロナ禍で、多くの町民が不安を抱いていることと思われます。これまで私たちが経験

をしたことのない大きな問題となっております。 
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      経済構造から私たちの働き方、子供たちの学び方など様々な問題が発生し、時代の大き

な変革が始まっております。今まであった仕事、あるいは会社の倒産など、私たちを取り

巻く環境が大きく変わって失業者も増えております。明日の生活がどうなるのか心配をし

ている方も多くいることと思います。町民に対して丁寧で分かりやすく、心配なく日々の

生活ができるような親切な対応が求められていると思います。 

      コロナ関連対策では様々な制度がありますけれども、これらを町民に対して専門的な立

場でアドバイス、問題解決、対応ができる総合的な窓口の開設が必要であるというふうに

私は思っておりますけれども、この点につきまして、まず町長の見解を問うものでありま

す。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 小池議員のほうからコロナウイルス問題関連専門対策窓口の開設という

ことで、町民に対し分かりやすく丁寧な対応ができるよう専門窓口をつくるべきと思うが

と質問をいただきました。 

      現在、町の対応としては、感染症全般に関しては保健センター内の健康子育て課健康づ

くり室で対応し、感染症についての専門的な案件の場合は、感染症について帰国者・接触

者相談センターや群馬県感染症対策コールセンターを紹介しているところでございます。 

      また、町独自で行っている支援策などについては、それぞれの担当課窓口につないでい

るのが実情でございます。 

      町庁舎の機構改革に伴い、総合窓口を開設して、来庁者に対し要件に合わせて担当部署

に案内をしているところでございます。以上です。 

議  長（山畑祐男君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） ですから、今言われましたのは、それぞれ今様々な問題で困ったことがあ

ったときに、総合窓口ですぐ相談ができるわけじゃなくて、このコロナ禍に対する専門的

な窓口が私必要だと思っているんです。そこへ行けば、いわゆるたらい回しと言われてい

る、行ったけれども、そのことはどこの課へ行ってください、そのことはどこの課へ行っ

てくださいというふうに言われるんですよ。そのことは役場じゃなくて社協へ行ってくだ

さいとか、なんですよ。実際にそうなんです。ですから、そうじゃなくて、行ったらもっ

と親切丁寧に一定の知識を持った人がそこで相談に乗れるというシステムが必要だと思う

んです。これだけ大きな社会問題ですから、そりゃ雇用もあれば、子供のこともあれば、

また確かに今課長のところはコロナにかかったとか、子供がかかりそうだとかというのが、

熱があるとかというのは、それはそこでいいと思うんです。そうじゃなくて、このコロナ
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禍というのは、このことによって生活が成り立たなくなったとか、町にもある、やっぱり

持続化給付金であったり、雇用助成金であったり、それを受けるときにどこへ行ったらい

いか分かんない。直接国へ行くんじゃなくて、でもやっぱり窓口が町にありますから、ま

たそういうもののアドバイスをしてやるのは町だと思うんです。ですから、そういう意味

では、課長のところと、また町長部局のほうで、それ専門のところがやっぱり私は必要だ

と思うんです。それが親切というものだと思うんです。だって住民というのは分かんない

んです。今生活をしていて、お金がもうなくなっちゃったと。あとは日々の生活に困った

と。じゃどうしたらいいかと。どこへ行って相談していいか分かんない。でも、町がちゃ

んとこのコロナに対する問題でお金がなくなったとか、生活に困っているとか、そういう

ことがあれば、ここに相談してくれと。行くとすぐ分かる。取りあえずそこに行って、た

らい回しにされるんじゃなくて専門的な知識を持った人がいるということが大事なんです、

そこで相談に乗れるという人が。だから一定の知識を持っていれば、それはできますから、

だからそういう専門の窓口をつくるべきではないかという私は提案なんですけれども、そ

れについてはいかがでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） コロナに関して、全ての要件を満たせる窓口の一本化というのは、非常

に難しい、また厳しい状況であるかと、こんなふうに思っております。現在の町の、先ほ

どもお話しさせていただきましたように、町の健康子育て課においてコロナに対する相談

等を対応させていただいて、またほかに困窮、あるいは子育て等でいろんな問題が起きた

ときには、社協あるいは役場の窓口のほうで案内をさせていただくということで、それぞ

れのところで対応させていただいているところが現状でございます。 

議  長（山畑祐男君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） ですから、それ知っている人はある程度分かるんです。でも、全ての人が

知っているわけじゃなくて、親切丁寧というのは、やはり一般の住民というのはなかなか

そのことが分からないんですよ。だから、どこへ相談していいか分からない。そうでなく

ても、役場というのは敷居の高いところなんです。ですから、またそういうことをどうい

うふうにして住民に知らせているか。こういう場合はどこへ相談に行ってくださいと。こ

れまで広報でもいろいろ出しているんだと思うんですけれども、それがちゃんと分かるシ

ステムになっているか。今日もずっと何人、昨日今日と一般質問がありましたけれども、

このコロナ禍に対する質問が大変ありました。ですので、これだけ多くの人が心配してい

るし、またテレビをつけても、まず新聞記事で出ているのは、このコロナの問題、テレビ



 - 239 - 

を見てもコロナの問題、コロナ、コロナばかりで、そのことによってこれだけ多くの人た

ちが明日の生活も知れない。午前中の質問でもありましたけれども、国のＧＤＰの年率換

算にすれば２７．９％ですか、下がっているという、本当に今までにない今危機的な時代

に入っています。それだけ皆さんが生活をするに当たって、給料が減っちゃって失業が増

えちゃってという中で、どうしたらいいかと。明日の生活をどうしたらいいかというふう

に困っているときですから、そういうことを捉えた中で、じゃ当然住民はいろんなことが

心配だろうというときは、やっぱり相談できるのは役場ですから、だからそのときにどこ

かの窓口へ行けじゃなくて、お金を借りたりするときというのは、窓口じゃなくて、もう

少し専門的なところがあって、やっぱりほかの人には見えないところで相談に乗ってほし

いんです。人がいっぱいいるところで、「いや実はお金がないので、一時的な資金を借り

る、緊急資金を貸し付けるところがあるようなんですけれども、どこなんですか」という

ふうに言わなきゃ通じないじゃないですか。そんなこと言わなくても、もう少しちゃんと

窓口がしっかりしていれば、すぐ対応ができるじゃないですか。知っているところからス

タートしていただかないで、皆さんは知らないですから、知らない人に対してどう接して

あげるかということなんです。ですから、私はこのコロナに関して、役場の課長クラスの

方だったら、その程度のことは理解できていると思うんです。町では制度もそんなにたく

さんありませんし、町はそんなにやっていますか。でも、やっていたとしても、それに関

連することというのは、職員はみんな知っています。そうすれば、振り分けもできるし、

最初の対応というのはできます。だから、住民が迷わないようにするために、私は、町長、

このコロナ専門の窓口というものは必要だと思います。どうですか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議員のおっしゃるとおり、新型コロナウイルスによる社会経済活動全般

に与えた影響はもとより、社会経済を構成する我々一人一人の個人の日常生活に与えた影

響は計り知れないものがあると認識しております。町民の皆さんの抱えている状況を画一

的に捉えることは大変難しいと言えます。まず、生活の基となる所得を得る手段として自

営業者や給与所得者という区分もあります。生活の基盤となる家庭の状況も、単身者もい

れば、就学期のお子さんを抱えていたり、介護が必要な高齢者の親と同居していたりと、

様々でございます。 

      現在の感染者の状況は、ピークを過ぎたという見解もありますが、感染ルートを把握で

きない等、まだまだ予断を許さない状況であり、そういった先を見通せない状況が行政か

ら見たら、この問題の施策・立案の難しさであるとともに、町民の一人一人の皆さんが抱

えるいろいろな要素の集大成として先を見通せない不安感であると認識しております。町
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民の皆さんからすれば、多様な状況を１か所で相談に乗ってもらいながら対処していくこ

とが可能であれば大変ありがたいということであるということと、そういったニーズがあ

る行政サービスの在り方として、そのことは想像に難くない事実であると認識しておりま

す。 

      コロナ対策の様々な制度については、感染予防、日常生活の支援、事業者の支援、学校

教育について、またイベントや施設の需要の可否等、様々な切り口があります。そして、

それぞれの分野での専門的な対応が必要となることが不可避であります。 

      この問題に対する総合的な窓口の設置について、詳細な調査等は実施しておりませんが、

群馬県のホームページによる案内では、医療と医療以外の区分で２８の連絡先を掲載して

おります。この一覧を見て、ご自身の抱える問題がどこの区分に該当するか判断がつかな

いことも想定できますが、これらの資料等を参考にお問合せをいただいた課題をそれぞれ

の担当部署におつなぎしていくことを積み重ねながら今般いただいた課題に対処していき

たいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 分かりました。先ほども言いましたけれども、いわゆる自分がコロナにか

かっているのか、かかっていないのか、家族がかかっているか、かかっていないか、その

場合には担当課のほうへ行くし、今度またコロナに対して生活の問題、困っているとかと

いうときには、それは県は県で確かにやっています。だから、町でも、今町長も否定しな

かったので検討されると思うんですけれども、恐らくこのコロナの問題も、この半年やそ

こらで終わるものじゃなくて、恐らく２年、３年というふうにかかる問題だと思います。

まだ治るまでにはかかると思います。それらの時間がかかると、生活というのは苦しくな

るばかりですから、そうしたときに頼るところというのはどうしても最後は行政しかない

んです。また、そもそも行政はそのためにあるわけですから、さりとて全てができるわけ

じゃありませんけれども、そのために行政があるわけですから、やはり住民が迷うことな

く、心配なことがあったら、やっぱりプライバシーが守られて、そしてそのときそのとき

適切に問題の解決をしてくれるという態度でいるということが信頼される私は行政だとい

うふうに思っておりますので、ぜひともそのことはお願いをしておきます。 

      先ほども言いましたように、雇用調整助成金なんていう制度もあります。また、あるい

は様々な緊急援助対策等もありますけれども、話は聞くけれども、どこでどういうふうに

頼んでいいかということが、一定の人は分かるんでしょうけれども、また一定の人は分か

らないで苦しんでいる人もいると思うんです。だから、そういう人たちにどういうふうに

していろんな制度がありますよということを知らせていくか。それは知らないはあなたの
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せい、見ないもあなたのせいじゃなくて、そういう人たちに対しても、こういう制度があ

りますよというふうに優しく寄り添う行政であるということが私は大事だというふうに思

っております。 

      それでは、コロナウイルス問題に対する２つ目の問題に移ります。 

      吉岡町は、コロナ対策で何をやっているのかとよく聞かれます。売上げが対前年比、大

きく減った、いわゆる５０％以上、飲食店への補助があります。また、持続化給付金が受

けられた方にも１０万円、あるいはこれから生まれてくる子供、国の制度では４月２７日

でしたか、までですけれども、今年の、でも町はこれも１年、３月３１日まで延ばしてあ

げます。そのことは、私は評価をできることだというふうに思います。吉岡町でもよくや

ったというふうに思っております。 

      私は、こういうものを見たときに、吉岡だけのことじゃなくて渋川市を見たり、近隣の

市町村を見ていると、それなりに町独自の制度をつくってやっております。しかし、私先

ほど言ったように、吉岡町は言われます。吉岡町は何やっているんだと。やっていないじ

ゃないかと。ただし、これまで私は事務局のほうにもコロナ関連に関するものを平時と違

うから新聞に載ったりしたらば切り抜きでもして取っておいてくださいというふうにお願

いしておきましたけれども、私も自分でも注意をして見ていますけれども、そうすると、

やっぱり様々なことやっていますよね。おとといですか、東京の千代田区は１人１２万円

ですか、配ると。あそこまではできないにしても、自治体によっては様々なことをやって

おります。 

      私が言いたいのは、議会で町に対して予算要望を出しました。そのときに緊急対策経営

支援助成金の適用範囲を農業や小規模事業者にも反映させることを図られたいと。そして

また、緊急対策経営支援助成金の条件を緩和し、定額給付型にし、早期の対応を図られた

いということで、町が行ったのは、飲食店ではこれまで前年と比べて５０％以上減った月

があればまずは１０万円を町が独自に支援しますよと。その次のやったのは、国の持続化

給付金、法人であれば売上げが５０％以上減った月があれば２００万円、そして個人であ

れば、中小企業ですね、個人ですね、個人であれば１００万円が持続化給付金として国か

らの制度で支払われると。そして吉岡町が行った制度は、そのお金がもらえた人たちに対

して申請すれば１０万円ずつやりますよという、こういう話なんですよね。だから、２０

０万円もらいました、１００万円もらいましたという人には、じゃあなたのところには１

０万円あげましょうと。でも、議会が求めたのはそうじゃないんです。そうじゃなくて、

もらえなかった人も、もっと裾野を広くして、このコロナでみんなうんともうかっている

なんていう人は、中にはたまにはいるかもしれませんけれども、ほとんどがみんな収入が

減っているわけです。だけれども、農家なんていうのは、大きい農家もあれば、小規模農
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家もあれば、確かに法人形式を取って一定の額を売り上げている人もいるでしょうけれど

も、この吉岡町を見た場合には、そうはいないです。一般的な農家を見ても、三ちゃん農

業ぐらいですから、売上げもそんな大したことない。しかし、このコロナによって全体的

な売上げというのは減っていると思うんです。ですから、そういうところへは、だから申

請していただければ、定額で、１０万円じゃなくても、その半分にしたって、もっと配れ

るじゃないですかということで、議会として提案したわけですよね。要望したわけです。

しかし、国から２００万円、１００万円もらった人には町が１０万円あげますよと。ほか

の人にはやらないわけですから、それはだからおかしいじゃないですかと。もらえなかっ

た人を対象にしたらどうですかというのが、これ議会の提案だったんです。 

      それで、実際に、まだたくさんあるんだと思いますけれども、新聞報道で、私が今記事

で持っている中では、沼田市は収入が対前年比で３０％ぐらい減った、そして申請したけ

れども持続化給付金の対象にならなかった人に対して１０万円を支払っている、こういう

制度なんです。私もそっちのほうが賢明だと思うんです。１００万円もらった人、２００

万円もらった人に、はい、それに１０万円じゃなくて、申請したけれどももらえなかった。

いや、５０％はいっていないけれども、うちは３０％しか減っていないと。しかし、売上

げもないんだよといえば、じゃその人には町が独自で１０万円出しますよと。私はこっち

のほうがよっぽど親切だと思うんです。これみなかみ町もやっていますよね。みなかみ町

も１０万円です。これも、おおよそ５０％じゃなくて３０％ぐらい減った月があれば対象

ということで、私はだからこの町の給付金のときにも質問して、何でこういうことに至っ

たのかなと。片方はだから２００万、１００万もらっているところに１０万円また上乗せ

しますよと。だから、そのときは議会も対象にならなかったところも考えてくださいとい

うので、町長に意見書上げたんですよ。要望したんです。でも、それができなかったとい

う。また、そういうことを考えなかったのか。それとも考えて、かように考えた上でのそ

ういう決定だったのか、私はそこのプロセスが分からない。どうしてまたそういう結論に

至ったんだかも分からないんです。ということもありますので、また改めてこのことにつ

いて、町長、どうしてこういうことになったのか、まずお考えを聞いて、できれば、私、

今でも、まだ持続化給付金をもらった人はもらったでいいでしょうと。でも、しかし、ま

だ普通の人は町に３０％でも、もうもらった人は別にして、収入が減った人が申請をすれ

ば、１０万とは言わず３万でも５万でも町が支給しますよということを私は考えるべきだ

と思うんですけれども、町長、いかがでしょうかね。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 新型コロナウイルス対策に係る町の独自事業といたしましては、今回上
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程させていただいている補正予算、９月補正に至るまで、町民の皆様へのきめ細やかな支

援を実施するため、子育て世帯や独り暮らし高齢者への支援、また売上げが減少した町内

の飲食店や中小企業者及び個人事業主の方に対しての助成など、真にお困りの方への支援

に重点を置き、予算措置をさせていただいております。 

      また、コロナ禍において、就学援助を必要としている世帯への昼食代の支援や家庭学習

のための環境整備に対する支援など、教育関係の面でも様々な事業に取り組んでまいりま

した。 

      そして、これら様々な事業につきましては、国の臨時交付金を主な財源としつつ、不足

分は財政調整基金を投入し、予算措置をさせていただいているところでございます。 

      また、国においても、新たな生活様式が提案されているように、新型コロナウイルスと

の生活は今後も続き、新たな生活様式に応じた予算措置も本年度後半、また次年度以降も

続いていくことが想定されます。そうなりますと、通常想定され得る財源に加えてコロナ

の共存を意識した財源、また収入面においては、新型コロナウイルスの影響による町税の

減少、そして今後経済状況のさらなる悪化も懸念されております。今後、真に困る方、経

済的に困窮する方も増加する可能性もございます。今だけを捉えることなく、さらに先に

備える必要もあるのではないかとも考えられます。 

      そのような意味からも、財政調整基金の適正な運用は必要であり、様々な事象を考慮し

ての財政運営が今後より重要になると強く認識しているところでございます。それらを踏

まえた上で、今後もコロナウイルスを取り巻く状況を的確に把握した上で、情勢の変化を

見極め、コロナ禍においても町民の皆様が安心して暮らしていくために何が必要で、それ

に対し町がどのような事業を展開していけばよいかをよく検討し、職員一丸となって取り

組んでいきたいと考えております。 

議  長（山畑祐男君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 聞き方が私下手だったかな。もっと端的に聞きます。町長、持続化給付金、

いわゆる売上げ減ったというところに、法人であれば２００万、個人であれば１００万と

いうのが売上げ減ったということで国から申請すれば支払われました。町は、そういう２

００万円、１００万円をもらった人に、この人がもらった人だったら１０万円あげますよ

というので、その１００万、２００万の上にまた上乗せしてあげたんです。そうしたんで

す。私がさっき言ったのは、そういうところもそれはあります。しかし、例を出しました

けれども、沼田市であるとか、みなかみ町、群馬県内、ほかにもまだ県内はほかにもある

と思いますよ。ここは、持続化給付金がもらえなかった人たちを対象にしてお金を出して

いるんです、１０万円ずつ。私は、もうもらった人はもっと欲しいかもしれないけれども、
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もらえなかった人、対象にならなかった人というのは、もう本当にぎりぎりのところなん

ですよね。というのは、一定の経理士を抱えているとかそういう人というのは、経理事務

所がみんなやってくれますから、申請手続みんな出るから、だから国の金貸すの、１００

万、２００万と出るんです。その同じものを町で出せば、それは１０万円ずつもらえます

から。でも普通のちょっとした農家とかちょっとしたお店屋さんというのは、そういう経

理士なんて雇っていないんですよ。ですから、そういう持続化給付金ももらえていないん

です。そういうところには金が行っているんだけれども、そういうところ、今度そういう

人がいざ欲しいと言ったら、そういう手続ができないから、そういう人はもうみんな漏れ

ちゃっているわけです。ですから、先ほど町長がこれで終わったわけじゃないと言うから、

ぜひともこういう人たちのことも考えて、次にはこの人たちをぜひとも対象に入れていた

だきたいということをまずはお願いしておきます。 

      それから、もう一点、地域応援商品券も１世帯１万円というので、さきの臨時会で決め

ました。１世帯１万円です。１世帯１万円ですから、１人で生活している人は１万円、７

人家族、８人家族でも１万円。私は、行政というのは公平というのがすごく大事だと思う

んです。行政というのは、公平の原則というのがあります。原則です。だから１人の人は

だけれども、１人でいけばその人は１万円で、うちは８人いるんだけれども、この１万円、

８人で分けなくちゃならない。１人千幾らだんべとこういう話ですから、これは本当に不

公平だと思うんです。やはり１人１万円だったら１人１万円だと思うんです。 

      これ、最近の新聞の例では、商品券でしたけれども、長野原町が１人１万円ですよね。

１人１万円の商品券。私はそうだと思います。１世帯で１万円で、こんなばらつきがあっ

て、１人の人は喜ぶかもしれないけれども、５人も６人もいるところは、そんなばかな話

があるかということだと思います。私は、ぜひともこのことは考えていただきたい。不公

平だと思いませんか。これでいいんだなんていう考えだったら、私はとてもとても町長、

町長という人の人格を疑います。もらうほうもありがたいと思わないです。片方はだって、

子供だって、お年玉もらうのに兄弟が２人いて、片方が１，０００円で片方が１万円もら

えば、何で俺は１，０００円であっちは１万円だという話だって、それはもうくれた人を

恨みますよ。ですから、みんな同じに、同じ町民ですから、私は、これはちゃんと改めて、

少なくともその先に行かないうちに全ての人に１万円なら１万円の商品券、現金なら現金

で渡るようにしたほうがいいと思います。どうですか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 世帯１万円ということで、庁内の中で協議検討させていただいたという

状況でございます。そこには、健全な財政運営に配慮しながら事業の円滑推進を図ってい
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きたいという考えの下で対応させていただきました。 

議  長（山畑祐男君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） やるほうはそれは円滑かもしれないけれども、それを受けるほうはとても

じゃないです。受ける方は。やるほうはそれでいいかもしれないけれども。それ皆さんが

そろばんではじくにはそれはいいかしれないです。世帯だから、８，０００すれすれだか

らというので。でも、その３倍人口あるわけですから、そうすれば皆さん納得します。で

も、こういうやり方というのは、私は納得しないと思います。だって、それでいいなんて

思う人、本当にいますか。誰もいないと思います。もしかしたらいるのかもしれない。私

は１人だから、１人で１万円もらったからいいよと。あとの人はどうでもいいのかもしれ

ない。でも、もしかしたら、私１人もらって５人家族の人には気の毒だなというふうに思

う人もいるかもしれないです。でも、私はどっちかといったらそういうふうに思うほうで

す。だったら５人いれば、それは５万円じゃないですか。これから間に合うじゃないです

か。だから、皆さんのサイドというのは、何をだから中心にして考えているんだか。その

ことによって、お金を出すことによって、町の商店が潤うという、その一辺だけなんです

か。私は、これ限定したところにもすごく問題あると思っていますけれども、そこへ持っ

てきて今度は世帯ですからね。これ考え直す必要が私はあると思うんです。まだ、だって

これからでも町長、できますよ。だって先ほど言った財調だって、そういうときのために

あるわけです。中では、だって先ほど言いましたけれども、住民１人に１２万円も出して

いるところあるんです。そこだってそれだけの財調使えば随分減りますよ。なくなります

よ。それでもやっているんです。私は、町長、こう見た中で、どなたかの議員がこの間の

上毛新聞を見て、いいかげんな新聞を見て、だってあれ中身が全然違うもの。財調を取り

崩しているけれども、それをコロナ対策で使ったわけじゃないですもんね。でもあれは、

あの新聞を見ると、コロナ対策に使ったような記事ですから、ちょっと見て私もおかしい

なと思って、ええ。実際にはだって本当に使っている額は幾らでもないですもんね。私は、

県内見ても、吉岡町は財調を使っている額が全然少ないと思います。平均並みぐらいに使

ってもいいじゃないですか。そして、住民のために使うべきだと思いますけれども、再度

お尋ねします。どうですか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） もちろん自分もこれでいいという思いはございません。ただ、町、町民

２万１，０００人を考えた中で、財政を考えた中で、現状で進めていきたいと考えており

ます。 
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議  長（山畑祐男君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） そんなこと聞いていると、私は本当あきれて物も言えなくなるんですけれ

ども。もう少し住民に寄り添って、やはり私は行政というのは公平でなくちゃならないと

思っています。公平なんていうものはどうでもいいんだという考えでは、とてもじゃない

ですけれども、私は聞き入れられない。まずは、行政は公平でなくちゃならない。 

      それと、先ほども言っていますけれども、吉岡町はやっぱりこれだけの職員がいて、そ

の職員の皆さんの能力というものが十分発揮されているのかどうか。また、発揮されるシ

ステムになっているかどうかだと思うんです。行政運営の中で、またそのことを町長はち

ゃんと指示しているのかどうか。私は、これだけ優秀な職員がいれば、県内のいろんな

様々な自治体のものをみんな見ていますよね。そうすると、これはいいんじゃないか、ま

たは思いの中で、こんなことをすればもっと喜ばれるんじゃないか、役に立つんじゃない

かという考えが出てくると思うんです。それが、何が言いたいかというと、ぜひともこれ

だけの能力があるんですから、皆さんの能力を集めてコロナ対策の中で示していただきた

いというのがあります。 

      それと、渋川市は、今こんなことをやっているんです。新型コロナウイルスの感染リス

クを避けるため、食材や日用品の宅配サービスの利用が増えていることを受け、渋川市は

３１日、自宅に宅配ボックスを設置する市民に対し５万円を上限に費用の３分の２を補助

する方針を発表したという、こういう。また、同じ日でしたよ。またこれも渋川市です。

渋川市は、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、新しい営業形態を取り入れる飲食店

を支援しようと、渋川市は３１日、テークアウトとデリバリーサービス、キッチンカーの

導入費用を補助する方針を発表した。関連費用１，５００万円を本年度一般会計補正予算

に盛り込み、市議会９月定例会に提出すると。そして、市内に本社か主たる事業所を置く

小規模事業が補助対象の経費は、容器や割り箸など消耗品購入費、キッチンカーの購入や

リース、キッチンカーですって、キッチンカーの購入、リース、宅配バイクや自転車の購

入といった設備費、広告宣伝費、許可申請費で、１事業者当たりの補助上限額は、テーク

アウトは１０万円、デリバリーとキッチンカーは各５０万円出すそうです。こういうこと

をしながらこのコロナ禍を乗り切ろうとしている。これだけじゃないですよ。新聞に、い

ろいろ載っていますよね。新聞見ていると思うんです。このようにやはり時代に即して機

敏に動くということが大事だと思うんです。機敏にも動かなければ、不公平極まるような

行政をやっているようじゃ、話にならないです。 

      先ほども言いましたけれども、財政力そんなにないと思います。長野原町は、しかし、

町民１人当たり商品券を全町民に支給。１万円ですからね。こういうことを、配るんだっ
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たら、私はこういうふうに行政は公平であるべきだというふうに思います。ぜひともこの

公平というものを念頭に置いて、そして時代に応じた施策をどんどん打っていく。職員の

知恵を結集して、このコロナ禍に立ち向かっていくんだという決意を示していただきたい

と思いますけれども、どうですか、町長、決意示せますか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 先ほどもお話しさせていただきましたように、今後もコロナウイルスを

取り巻く状況を的確に把握した上で、今後も情勢の変化を見極め、コロナ禍においても町

民の皆様が安心して暮らしていけるために、何が必要で、それに対し町がどのような事業

を展開していけばよいかをよく検討し、職員一丸となって種々取り組んでいけたらと思っ

ております。 

議  長（山畑祐男君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） それでは、２点目の都市計画道路の優先順位についてお伺いをするもので

あります。 

      先日、寝耳に水で、漆原総社線の計画が示されました。議会と協議の上、順位を決めて

いくべきだというふうに思います。このことは私も本当に驚きました。これまで町は、吉

岡バイパスの延伸と前橋伊香保線の整備とサントリーからの延伸で上武国道と接続計画で

進んでいたと思います。どこで何があり変更になったんだか、さっぱり分かりません。こ

れはどうしてこういうふうになったのか。 

      前町長、前議長が群馬県知事に対して何度も要請をしてきたことを承知していますけれ

ども、これは先ほど言いました宮東から北に真っすぐ延びていって、そして前橋伊香保線

とぶつかって、サントリーから来てぶつかると。これをやるんだ、これをやるんだと。こ

れをやるために取りあえずは、また県にもさせるために、唾をつけておくんだということ

で、途中で切れていた渋高線のところをつなげたわけですよね。これはその先へ、前橋伊

香保線につなげるための呼び水なんだという説明があってあけたわけです。ですから、こ

れが、この延伸というのが、将来吉岡町が進んでいくには要になる道路なんだと。そして、

宮東から来たあの道路を延伸をして、そしてサントリーのところにぶつけて、あれがまた

八木原のほうに向けて、渋川市と協議しながら、そして渋川市にもよく、吉岡町にもよく、

そうすると交通網がしっかりできるんだと、その整備を第一義的に進めていくんだという

のがこれまでの説明だったんです。私もそうだと思ったんです。それがいつの間にか変わ

っちゃうんだから、何がどうしちゃったのかと、これはもう本当に私たちも目を回すだけ

なんです。この優先順位はどうしてこれになったのか。 
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      漆原総社線というのは、用地補償もかかると、また移転費用もかかるという説明があり

ました。これは誰の目にも明らかなように、多額な費用がかかります。これ本気で考えて

いるのか、財源はどのようになるのか、今日坂田議員にも質疑に答えておりましたけれど

も、それをはっきり示していただきたい。 

      そして、大概が、何でもそうですけれども、最初は小さく言っておくんですよ。でも、

それでも１２億ぐらいと。でも、１２億といっても、１８億とか２０億になるのが今まで

の相場です。ほとんど何でも、その中で収まったなんて話聞いたことない。そうなるんで

す。そうすると、県道であれば県がほとんどそれをみんなやりますけれども、単独事業を

町でやるんだったら、町からも持ち出しがあるんですよ。今日午前中の質問にありました

けれども、僅か６万円の金も出せないところがこんな、それこそ子供の何ですか、上野原

から来ている子供のバス代の補助も、６万円の金も出せないような人が、それこそ１２億

円だ、１８億の今度道路造るだなんて寝言が過ぎていて訳分かんない。もう少し気の利い

た、本当に皆さん聞いて胸にすとんと落ちるような回答をしてください。どうですか。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 都市計画道路漆原総社線のことにつきまして、どこで何が変更になった

のかというような質問でございますが、この都市計画道路漆原総社線の未整備区間につき

ましては、今までも議会において再三にわたり質疑され、この路線は崖地にかける橋梁や

宅地も数軒あることから、莫大な事業費が見込まれるとして事業化は見送られてまいりま

した。 

      どこで何があり変更になったのかと質問でございますけれども、平成３０年第４回定例

会において、故人であります五十嵐議員の質問に対する町長答弁では、都市計画道路漆原

総社線は、道の駅よしおか温泉の周辺既存道路のバイパス的機能の確保は最優先課題とな

っており、この整備により、渋滞緩和、安全・安心の確保が期待されている道路であり、

事業化に向けた検討の進捗状況として、今年度、つまり当時平成３０年度、道路及び交差

点予備設計業務を発注し、来年度、つまり令和元年度に予定している都市計画変更のため

の資料作成を進めているところであります。今後の見込みとしては、来年度中、つまり令

和元年度中に都市計画変更を行い、平成３２年度に路線測量、道路詳細設計を実施し、平

成３３年度、つまり令和３年度以降、用地測量調査、一部区間の用地取得、工事着手を、

最優先課題の解消を早期に行いたいと考えておりますと執行側が回答しております。 

      さらに、令和元年第４回定例会における飯塚議員の質問に対する町長答弁においても、

都市計画道路である漆原総社線については、県道南新井前橋線と国道１７号バイパスを結

ぶ基幹道路と認識しており、平成２９年度に現在のルートが適切なのか改めて概略ルート
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の検討を実施しました。平成３０年度には予備設計業務を実施し、今年度以降、都市計画

道路漆原総社線の都市計画法に基づく変更の手続に入るところでございますと答弁をして

おります。 

      平成３０年に示されたスケジュールより１年程度遅れておりますが、現在都市計画の変

更手続を行っております。この手続における本年８月２０日に住民説明会を開催するに当

たり、７月２２日、全員協議会において漆原総社線の都市計画変更の概要の説明を申し上

げたところでございます。 

議  長（山畑祐男君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 坂田議員からの質問にも答えていましたけれども、また質問にもありまし

たけれども、ビーバイシーも行っていない、費用対効果も全くやっていないなんて、そん

なのは聞いたことないですよ。そういうものも確かになくはないです。費用対効果、場所

によれば。しかし、どこから見ても、ここのところに私はすぐできる必要性も感じないし、

渋滞の緩和というのも、そこはそんな渋滞して困ったという話も聞いたことないし、聞い

ていないですよ。そんなに、車がちょっとつかえたぐらいで渋滞という範囲じゃないです

からね。まあ、いいですよ。このことは町長がやりたいと思っても、また議員も多くの方

が疑問を持っていますから、多くの議員がそうやってちょっとどうなんだというふうにな

れば、そう前に進むものじゃありませんから、まず私もそう簡単には思っていませんから、

ちゃんと議会から質問があったときしっかりと答えられるようなふうにしておいてくださ

い。 

      最後の問題なんですけれども、これも時間が足りなくなったらまた来月に回すような話

になっちゃうかもしれませんけれども、最後３点目は、スラグ砕石の撤去についてであり

ます。この問題は６月議会でもただしましたが、時間の関係で不十分でしたので、改めて

伺うものであります。 

      渋川市の市会議員が市道にスラグが使用され、そのままになっている。市長は、道路管

理者として、そこに産業廃棄物が入っていることは法律違反であり、大同特殊鋼株式会社

に撤去片づけを求める裁判を起こしました。判決では、原告の言い分を認め、判決が出さ

れました。 

      吉岡町でも、同じ状態が今でも続いております。現在の撤去状況は話をしていると伺っ

ておりますけれども、今どのようなことになっているのか、その詳細を示されたいと思い

ます。 

      また、これまでやり取り、様々な覚書だったりいろいろなものがありますので、今回は

口頭でも質問しますけれども、また文書での回答もいただきたいと、示していただきたい
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というふうに思っております。 

      それと、続けて榛東のメガソーラーの問題も一緒に提起をしておきますけれども、これ

までも大きな問題であります。吉岡町の水源であり、榛東村長も吉岡町町民の生命に関わ

る大きな問題であるというふうに議会で答えております。 

      吉岡町の町長がしっかりしていただきたいというふうに私は思っております。直接大同

に乗り込み、榛東と一緒になり、一日も早い撤去が望まれますけれども、今後の対応をお

伺いしたいというふうに出しておきました。 

      このことは、町長、再三言っておりますけれども、榛東の村長が公の議会で吉岡町の生

命に関わる大きな問題だというふうに言っているんです。だから、隣の村長が吉岡町を心

配してそういうふうに言ってくれており、それですと吉岡町が黙っているわけにはいかな

い。この水源は吉岡町の、あそこは、メガソーラーのところは、スラグがあるところとい

うのは、下は吉岡町の水源ですから、本当に真剣になって撤去を求めていかないと。渋川

市は今、あそこは何ですか、佐藤建設工業に対し撤去要請をして、まともな回答もないよ

うなので、次は裁判で撤去を求めるというような話も私は漏れ伺っております。そういう

ところまで来ております。 

      最後に、やっぱり吉岡町に何といっても大きな影響を及ぼすわけですから、このことを

真剣になって考えていただきたい。そして、先ほど、一番目で言いました水道課長も、前

から下水道工事をしたところに存置という形で、最初はあまり聞いたことないけれども、

存置とは何かなと思ったら、そのままにしてありますよというのが存置というんだね。ス

ラグ入ったままむき出しでそのままにありますよというのが存置。今でもそのままになっ

ております。ですから、裁判で出たのは、その判決というのは、裁判所は、市長は、それ

を大同によって片づけさせなさいという判決ですから。これ裁判の判決ですから。それが

出ております。次のことが決まるまではこの判決生きていますから。ということは、どけ

ろということは認めているし、群馬県でもこれは廃棄物と認定していますから、もう産業

廃棄物ということは明らかですよね。そうであれば、これは撤去片づけしかないんですよ、

産業廃棄物は。ですから、そのこと一日も早くさせるということが大事なんです。まだ存

置のままなんですけれども、それから全然動いていないんですよね。今どうなっているか

というのと、もう一回、だからメガソーラー、私これしつこく言わないと、いつになって

もこれほっといたままで撤去されませんから質問しているので、撤去されるまで質問しま

すけれども、これについての回答をお願いします。 

議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） スラグ砕石の撤去の関係につきまして質問いただきました。 
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      以前にもお答えさせていただいたとおり、町で行った鉄鋼スラグが用いられた疑いのあ

る工事場所について、出荷者である大同特殊鋼株式会社に対して生産者としての責任を求

め、継続して協議を行っているところでございます。 

      また、旧榛名カントリー跡地の榛東村内のメガソーラー設置場所のスラグ問題について

は、榛東村で土壌調査が予定されているようですので、状況を注視しながら、吉岡町の水

源に影響を与える場所でもありますので、大同特殊鋼株式会社に対して適切な対応をする

よう、今後も榛東村と連絡取り合いながら対応していきたいと考えております。 

      なお、現在の状況につきましては、各担当課長よりそれぞれ説明をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 上下水道課所管で、路盤材等鉄鋼スラグ砕石が使用されました該当箇

所の対応状況ですが、環境基準値を超えた箇所については、既に大同特殊鋼より処分費な

どの費用負担をするとの旨合意を得ておりますので、大半を存置ということでしておりま

す。 

      なお、下野田地内の一部箇所で路盤材採石が基準値以下で、直下の土壌において環境基

準値を超えるフッ素化合物が検出された３か所、３路線については、スラグ砕石と因果関

係を確認するための再調査を実施しております。 

      結果については、環境基準値を超過した２路線については費用負担をすることで合意が

されております。今後も、該当箇所を掘り起こすなど必要が生じた際には、撤去費用の負

担手続などの協議をし、負担をお願いしていきたいと思います。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 建設課が所管する事案において、鉄鋼スラグ採石が環境基準値を超えた箇

所につきましては、具体的に必要が生じた時点で大同特殊鋼から補修その他の工事等で再

度掘り起こす場合、協議の上で費用負担をするとの合意は得ております。現在は、現場ご

とに個別に対応方針について協議を行いながら適正な処理に向けて進めております。 

      なお、住宅建設に伴い、道路を掘り起こす必要が生じた箇所では、既に開発業者を含め

て費用撤去の負担手続などを協議し、大同特殊鋼に費用負担をしております。具体的には、

町と大同特殊鋼、それから掘削を行う施工業者の三者で覚書を取り交わし、この中で大同

特殊鋼に負担をしていただく処分費用を定め、適正な処理を進めていくものでございます。 

議  長（山畑祐男君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 三者とはどこですか。 
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議  長（山畑祐男君） 町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 建設課長より答弁をさせます。 

議  長（山畑祐男君） 大澤建設課長。 

              〔建設課長 大澤正弘君発言〕 

建設課長（大澤正弘君） 道路管理者である町と大同特殊鋼と、民間開発に伴うその掘削をする業者

でございます。 

議  長（山畑祐男君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 掘削会社なんか掘削するだけで、その業者って何の意味もないからね。そ

れがちゃんとスラグであるかどうかと。前は三者協議会というのがあったんだけれども、

その三者協議会とは違いますよね。だって、掘削業者と、掘削、掘る業者なんていうのは

関係ないですよ。掘削したとき、そんな人と協議したところで、それがだってちゃんと基

準値を超してあるスラグであるかどうかということが大事なわけで、いいですよ、時間も

なくなってくるんで、これはスラグというのは撤去片づけが基本ですから、それでまずは

どこをどんだけ片づけた、またどこにはどれだけ残っていますよというのを、またいずれ

かそんなに先に行かないうちにそれを出してください。それは分かっていますからね。そ

うしていただければ、取りあえずいいですよ。このことはまた後の機会でやりますから。

以上であります。 

議  長（山畑祐男君） 以上をもちまして、１３番小池春雄議員の一般質問が終わりました。 

      これをもちまして、本日の会議に予定されていました一般質問は終了しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散  会 

議  長（山畑祐男君） 本日はこれをもって散会といたします。 

      お疲れさまでございました。 

          午後４時３０分散会 
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    令和２年第３回吉岡町議会定例会会議録第４号     

令和２年９月１１日（金曜日） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 第４号 

   令和２年９月１１日（金曜日）午前９時３０分開議 

日程第 １ 委員会議案審査報告 

      （総務産業・文教厚生 各常任委員長報告）〔第２～第５・第８～第２３〕 

                               （委員長報告に対する質疑） 

日程第 ２ 議案第５９号 吉岡町土砂等による埋立て等の規制に関する条例 

                               （討論・表決） 

日程第 ３ 議案第６０号 吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興整備組合最終処分場候補

地選定委員会設置条例 

                               （討論・表決） 

日程第 ４ 議案第６１号 吉岡町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例 

                               （討論・表決） 

日程第 ５ 議案第７０号 第５次吉岡町総合計画基本構想の変更について 

                               （討論・表決） 

日程第 ６ 委員会議案審査報告（予算決算特別委員長報告）〔第７〕 

                               （委員長報告に対する質疑） 

日程第 ７ 認定第 １号 令和元年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第 ８ 認定第 ２号 令和元年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第 ９ 認定第 ３号 令和元年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第１０ 認定第 ４号 令和元年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第１１ 認定第 ５号 令和元年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第１２ 認定第 ６号 令和元年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 
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                               （討論・表決） 

日程第１３ 認定第 ７号 令和元年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第１４ 認定第 ８号 令和元年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

                               （討論・表決） 

日程第１５ 認定第 ９号 令和元年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第１６ 議案第６２号 令和２年度吉岡町一般会計補正予算（第５号） 

                               （討論・表決） 

日程第１７ 議案第６３号 令和２年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第１８ 議案第６４号 令和２年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

                               （討論・表決） 

日程第１９ 議案第６５号 令和２年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

                               （討論・表決） 

日程第２０ 議案第６６号 令和２年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第２１ 議案第６７号 令和２年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第２２ 議案第６８号 令和２年度吉岡町下水道事業会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第２３ 発委第 ２号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地

方税財源の確保を求める意見書の提出について 

                               （提案・質疑・討論・表決） 

日程第２４ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２５ 総務産業常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２６ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２７ 議会広報常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２８ 予算決算特別委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２９ 地域開発対策特別委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第３０ 人口問題対策特別委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第３１ 議会議員の派遣について 
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     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１３人） 

  １番 小 林 静 弥 君    ２番 冨 岡 栄 一 君 

  ３番 飯 塚 憲 治 君    ４番  嶋   隆 君 

  ５番 富 岡 大 志 君    ６番 金 谷 康 弘 君 

  ８番 村 越 哲 夫 君   ９番 坂 田 一 広 君 

 １０番 飯 島   衛 君   １１番 岩 﨑 信 幸 君 

 １２番 平 形   薫 君   １３番 小 池 春 雄 君 

 １４番 山 畑 祐 男 君     

欠席議員 なし 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

町 長 柴 﨑 德一郎 君  副 町 長 野 村 幸 孝 君 

教 育 長 山 口 和 良 君  総 務 課 長 髙 田 栄 二 君 

企 画 財 政 課 長 髙 𣘺 淳 巳 君  住 民 課 長 中 島   繁 君 

健康子育て課長 米 沢 弘 幸 君  介 護 福 祉 課 長 寺 島 悦 子 君 

産 業 観 光 課 長 岸   一 憲 君  建 設 課 長 大 澤 正 弘 君 

税 務 会 計 課 長 中 澤 礼 子 君  上 下 水 道 課 長 笹 沢 邦 男 君 

教育委員会事務局長 小 林 康 弘 君    

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  福 島 良 一     主      事  田 中 美 帆 
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開  議 

          午前９時３０分開議 

議  長（山畑祐男君） おはようございます。 

      ただいまの出席議員は１３名で、定足数に達しております。よって、会議は成立してい

ます。 

      これより本日の会議を開きます。 

      お手元に配付してあります議事日程（第４号）により会議を進めます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１ 委員会議案審査報告（総務産業・文教厚生 各常任委員長報告） 

議  長（山畑祐男君） 日程第１、委員会議案審査報告を議題といたします。 

      各委員会に付託した議案の審査報告ですが、議事日程第２から第５と第８から第２３ま

での付託した議案について報告願います。なお、予算決算特別委員会の委員長報告は、議

事日程第６で行います。 

      最初に、総務産業常任委員会金谷委員長、報告願います。 

              〔総務産業常任委員会委員長 金谷康弘君登壇〕 

総務産業常任委員長（金谷康弘君） ６番金谷です。 

      総務産業常任委員会の議案審査報告を行います。 

      総務産業常任委員会では、９月１日本会議において議長より付託された議案７件、依頼

１件について、９月９日水曜日午前１０時より２階大会議室において審査を行いました。 

      なお、１０時からというのは、付託された議案第６２号 令和２年度吉岡町一般会計補

正予算（第５号）にある８款土木費、補修工事、城山みはらし公園、金額４００万円、コ

ンクリートの階段及び歩道部のクラック補修とのことで、審査前に現場の確認ということ

で９時に役場を出発し、現地の確認を行ったための１０時からということです。このこと

は所定の手続を経て関係機関の承諾を得てのことです。 

      委員全員、議長、執行から町長、副町長、教育長、局長、課長、室長の出席の下、審査

を行いましたので、結果を報告いたします。 

      議案第６２号 令和２年度吉岡町一般会計補正予算（第５号）は、歳入歳出それぞれ１

億８，５９７万４，０００円を追加し、総額を１０４億３，２５１万６，０００円とする

ものです。事項別明細の款、項の順に審査しました。 

      主な質疑としては、歳入では、１款町税、固定資産税２５０万９，０００円の減は、徴

収猶予の申請があった法人４件、個人１件、入湯税４１８万２，０００円の減は、よしお

か温泉リバートピアの４月、５月の休館による実績。 

      １５款国庫支出金、民生費国庫補助金、保育対策総合支援事業費補助金２８７万７，０
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００円はコロナ対策関係で児童福祉施設１園に最大５０万円までの補助。 

      １６款県支出金、農林水産業費県補助金、農業次世代人材投資資金７５万円は、認定新

規就農者１名に対する農業等就農計画に基づく補助金交付。 

      ２１款諸収入、雑入、特殊勤務手当２４万円は、コロナ関連で渋川のＰＣＲセンターに

町の保健師を派遣したときの１回につき４，０００円の補助、管理の渋川医師会より。 

      歳出では、２款総務費、企画費、委託路線におけるＩＣカード導入に係る負担金１８０

万円は、路線バスのSuica導入によるもの。 

      ８款土木費、道路維持費、道路維持補修工事２，５９６万円は、緊急補修工事に４００

万円、町道等の除草に１９６万円、自治会等の要望対応の各所補修に２，０００万円を計

上。都市施設費、補修費、城山みはらし公園４００万円は、クラックの補修費とのこと。

完成引渡しからまだ３年しか経過していないとのことで、冒頭お話ししたように、現地の

現状確認をしてきた次第であります。また、設計図書、設計業務委託契約書、工事請負契

約書、工事写真、工事完成写真、出来高管理写真等の資料提出を依頼し、内容などについ

て審査しました。 

      まず、現場の状況から、クラック、ひび割れは長い距離の歩道部分中央部短辺方向に、

階段に関しては踏面中央手摺子が立っている部分、これは共通事項です。踏面上り下り部

分の中央短辺方向に部分的、段鼻留め擬木部分に見られました。 

      現状を見た限りの見解では、歩道部分、距離がある場合にはクラック誘発目地があった

ほうがよかったのではないか。階段中央部分手摺子が立っている部分は踏面幅が狭くなる

のでクラックが入りやすいのではないか。段鼻に関しては、留めが樹脂の擬木にてコンク

リートと樹脂との温度差による収縮が違うので、当然、すき間ができるのではないか。こ

れはクラックと言わないのではないか。共通事項で、コンクリートにはメッシュ等が入っ

ていればよかったのではないかなどの意見が出ました。この設計内容については、小規模

構造物のため、コンクリート構造に定めがないとのこと。工事は設計図書どおり施工され

ている。工事、設計ともに、瑕疵担保期間は過ぎている。原因については不明であるが、

事象は事象で認め、補修はこれを認めてすぐに修理していただき、今後、このようなこと

が起こらないような対応策、また原因をこのまま不明で終わらせるのではなく、さらに精

査して、早急の報告をしていただくとのこと。 

      １０款教育費、事務局費、修学旅行負担費、コロナ関連５７０万円は、新型コロナウイ

ルス感染予防対策として移動手段の変更とのこと。３密を避け、１クラスにバス２台を使

用するため、計１２台分のバス代と新型コロナウイルス対策ガイドラインに基づく国内旅

行、修学旅行の手引で安全を遵守しての１０月２７、２８、２９日の修学旅行。ただし、

参加率９０％以下、京都・奈良・群馬のコロナレベルによっては中止とのこと。３項中学
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校費、学校建設費、トイレ改修及び給水設備更新工事設計委託料７１９万４，０００円は、

便器の洋式化等の設計業務委託。４項社会教育費、文化財保護調査費、維持補修工事１０

５万５，０００円は、防犯カメラ２台、三津屋古墳内と文化センター各１台等のこと。 

      審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      議案第７０号 第５次吉岡町総合計画基本構想の変更については、令和３年を始期とす

る次期総合計画の令和２年度末策定予定をしていたが、コロナ感染拡大防止で住民参加が

難しいこと、また、このような中、社会経済情勢を軽々見通すことの困難にて、現総合計

画の計画期間を令和２年から３年に変更し、次期総合計画の始期を令和４年とするもの。

審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      認定第３号 令和元年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定については、

歳入、２款使用料及び手数料、下水道使用料現年度分１，２０３万５，９６３円の内訳は、

現年度分９４人、公営企業会計に伴う特例的収入３，０４７人分とのこと。歳出、報償費、

受益者負担金一括納入報償金９２万２，２６０円は、新規供用開始１０４件とのこと。審

査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      認定第５号 令和元年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定については、

審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      認定第９号 令和元年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定については、審査

の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      議案第６７号 令和２年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）は、収益的収入及び

支出において、支出で４万６，０００円の減で、計４億２，８９４万２，０００円、資本

的収入及び支出において、支出、５，０００円の増で計２億１，５３７万円とするもの。

審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      議案第６８号 令和２年度吉岡町下水道事業会計補正予算（第１号）は、収益的収入及

び支出において、収入で、公共下水道収益５５８万５，０００円の追加、農業集落排水事

業収益で１，８５０万７，０００円の追加、支出で、公共下水道費用５０５万１，０００

円の追加、農業集落排水事業費２，６７０万８，０００円の追加、資本的収入及び支出に

おいて、収入で公共下水道事業資本的収入３１１万２，０００円の減、支出で、公共下水

道事業費、資本的支出８４万１，０００円の減、農業集落排水事業、資本的支出７万円の

減とするものです。審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保

を求める意見書の提出（依頼）は、コロナ禍で地方税、地方交付税等の一般税源の激減が

避けがたくなっている中で、地方自治体はもろもろの対策などに迫られ、財政が厳しくな

ることが予想されるため、国に財源確保を要望するものであります。審査の結果、原案適
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正と認め、意見書の提出を委員会発議とすることに全会一致で可決です。 

      以上、報告いたします。 

議  長（山畑祐男君） 委員長報告が終わりました。 

      委員長報告に対し、質疑を行います。質疑ありませんか。 

      小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） それでは、ただいま報告いただきました、まずは議案第６２号 令和２年

度吉岡町一般会計補正予算（第５号）についてお尋ねをいたします。 

      ３６ページであります。土木費の中の２目都市施設費の中で、工事請負費４００万円、

城山みはらし公園については、委員会で視察に行ってきたということでした。私は、この

こと自体、そもそも工事が終わって２年ちょっとしか経過していないという中で、これだ

け大規模な４００万円もする補修工事を行うということだけで尋常なことではないなと思

って、私も実は現地を見てきました。その場所を見ますと、町から説明があったように、

確かにクラックが本当に数えてみれば１００か所を超える部分でありますし、ほとんどが

１センチぐらいを超えているようなところもあるし、またそこの割れたところから草も生

えているというような状況を見てきました。そして、ちょっと驚いたことに、そのままか

と思ったら、もう一度あれは補修していますよね。割れ目を補修していますね。というこ

とは、それは１年前だか半年前だか分かりませんけれども、結構古くなっています。とい

うことは、瑕疵担保責任２年ですから、もう２年たつ前に補修していることは明らかです

よ。それで、もうそろそろ３年目に入るということで、今だったらいわゆるこれは全く業

者の意向と同じですよ。２年過ぎたからもう瑕疵担保責任も請求できないから、今になっ

て出せば、もう瑕疵担保責任は問わないで工事ができるということで今出したんじゃない

ですか。本来は、このクラックが入って、その時点で恐らく会計検査か何かも入ったと思

うんですよ。聞いていると、その頃にもそういう指摘があったということなので、あわて

て直したというようなことも聞いていますし、そういうことになれば、承知していて２年

たって、まだ瑕疵担保責任がある期間のうちにちょこちょこっと手直しをしてごまかして、

それでもう２年過ぎて瑕疵担保責任が問えなくなったら、ここのところで町が予算を４０

０万円つけて、それでこれを工事しようということなんじゃないですか。 

      先ほど、委員長のほうからメッシュが入っていなかったのではないかと、確かにそうい

うことも考えられますよね。コンクリートでもあれだけ縮まないですから。まして、また

メッシュとか入っていればあれだけ開かないですよね。ということは、もしかしたら、こ

の工事が下からほとんどにみんな入っていますから、ということは、そもそも設計に誤り

があったんじゃないか、まず考えられるのは。設計の誤り。そして、２番目に考えられる
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のは施工ミスですね。それとか故意的な手抜き。いずれかこういうものがなければ、私は

こういうことにならないと思うんですよ。僅か二、三年でこんなになれば、本当に、５年

１０年たったらもう凸凹になりますよ。階段、もう上れなくなっちゃうんじゃないかとい

うように思うんですよ。 

      様々な意見もあったようですけれども、問題を提起してから限られた時間でありますか

ら、どこまで委員会として調査できたかというのは私も分かりませんけれども、これはそ

ういう様々な問題をはらんでいますよね。これは正確に言うと、先ほど委員長の答えの中

で約３年という話がありましたけれども、西暦にすると、いわゆる引き渡してから予算編

成、町が直しますよと、瑕疵担保がないんだよということを答えましたから、そういうふ

うに思った日というのは、正式には何年と何か月なんですかね。調べていなければそれは

いいですよ。先ほど３年と言いましたけれども、実際には何年と何か月だったのかという

ことがすごく微妙なところで、瑕疵担保責任が問えるか問えないかという、ただの数字だ

けなんですけれども、でも、それ以前に、先ほど言ったような様々な問題、状況がありま

すから、ここのところをどうするか。 

      それとまた、委員会で調べた中で、原因が不明だという回答も委員長報告の中にありま

した。不明であれば、その原因は解明しなければなりません。原因の解明次第では、今恐

らく町はこのまま議会が通れば、この４００万円をもう投入して、それで工事をさせるん

だという考えだというふうに答えたのか、それともまた、業者等とも協議して、この問題

は対応していくんだというような回答があったのか。その辺もちょっと見えてこないので、

その辺も含めたどのような町の調査と委員会での調査と見解といいますか、結論に至った

か、その部分も併せてお答えを願いたいと思います。 

議  長（山畑祐男君） 金谷委員長。 

              〔総務産業常任委員会委員長 金谷康弘君発言〕 

総務産業常任委員長（金谷康弘君） 金谷です。 

      いっぱいご質問がありましたので、順を追ってお答えしたいと思います。 

      まず最初に、設計内容のことですけれども、設計においては、コンクリート厚７０ミリ、

砕石１００ミリ、幅員２メートルであります。建築確認等を取る場合のものは、きちんと

建物だとか、確認を取るものはきちんと構造計算等して数値を出して、配筋だとかそうい

うものももろもろ計算して設計するんですけれども、城山みはらし公園においては、先ほ

ど申したように、小規模構造物であるため設計基準がございません。設計内容についての

有無を問うことは非常に厳しいかと思います。 

      そして、工事内容についてなんですけれども、一応、工事中の写真等、資料提出してい

ただき確認して見る限りでは、設計図どおりきちんと施工されている。それは確認できま
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す。 

      そして、瑕疵担保責任のことについてでございますが、まず設計のほうからですけれど

も、設計業務請負契約日、平成２７年１０月２７日、業務完了報告完了検査日、平成２８

年３月１８日、瑕疵については引渡しを受けてから３年以内、重大な過失は１０年。３年

と申しますと平成３１年ということになります。 

      工事請負の規約についてですが、仮契約日、平成２８年９月３０日、完了検査、平成２

９年７月１２日、完成引渡し、平成２９年７月１３日、瑕疵については引渡しを受けた日

から２年以内、重大な過失は１０年となっております。 

      調べた中で不明という発言がありましたが、不明にしたままこのまま４００万円を投入

して工事をしてうやむやにするのかというようなご指摘がありましたけれども、当委員会

としては、事象は事象として認め、現場をこのままにしておくわけにもいかず、補修はこ

れを認め、すぐに修理していただき、今後このようなことが絶対に起こらないように、各

課にとどめず、全ての課において認識していただき、きちんと対応していただく。そして、

不明な点については、原因をこのまま不明にしておくのではなく、きちんと精査して、早

急の報告をきちんと求める趣旨の要望はしてあります。 

      そして、一番最初、冒頭に質問された工事が瑕疵担保責任を逃げるための意図的なもの

ではないかということについては判断しかねます。質問者もこれは、そうではないかとい

うことなので、はっきりした原因で質問されているのではないと思います。委員会として

もそこら辺のことについては解明できません。 

      以上です。 

議  長（山畑祐男君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 確かに私もちょっとした時間の中で委員会が結論を出すと、ましてや調査

特別委員会でもありませんから、そこまではできないと思いますけれども、私が言いたい

のは、恐らく私が委員長に対する質問を、当然執行のほうも聞いていますから、こういう

中において、様々なこういう問題があるんだということをもって、これで議会が通ったか

ら、もう４００万円あるからこれで今までのことは関係ないと、どんどんやっちゃえと。

今、委員長が言ったことだって、今後このようなことがないようにという回答だったから、

今後というのはこれからのことだなと。じゃあ今回のことはいいんだなというような思い

にはならないでほしいと思っているんですよ。これは必ず、こういう問題があった以上は、

どこに問題があったのかということをちゃんと解明して、二度と起こらないのは常識です

けれども、これは、だから、責任というのはどこが果たすべきなのか。本当に瑕疵担保責

任が問えないのか。普通の家庭でしたら、業者に物を頼んで、まだ２年ちょっとしかたっ



 - 263 - 

てないよと、こんなになっちゃったと。そうしたら、もう２年過ぎたから関係ないよとい

うふうにならないと思うんですよね。冗談じゃないと、こんな多額の金を、１，４００万

円でしたか、出して頼んで造ってもらったのがこれでは、２年もたたないうちにひびが入

ったということですから。やはり、一番気になるのは、私はさっきも言いましたけれども、

行ったら、もう割れたところを補修しているんですよね。いっぱい補修しているんです。

ということは、もう２年たつ前から、これはひび割れたのを承知していて、それでもう補

修しているんですよ。今になって、もう３年たったからという話だけれども、３年たつ前

に補修しているんですよ、もう。２年たつ前に。このことも明らかなんですよね。 

      そういう中でも委員会は承諾したということだから通るんでしょうけれども、ぜひとも

この問題については様々な問題もあると思いますので、委員会として引き続きこの点につ

いては議案が通ったからいいやというのではなくて、最後まで公金の使途の中で正しく公

金が本当に使われているかどうかということも含めて、所管委員会で調査をしていただき

たいというふうに思いますけれども、その点については委員長いかがでしょうか。 

議  長（山畑祐男君） 金谷委員長。 

              〔総務産業常任委員会委員長 金谷康弘君発言〕 

総務産業常任委員長（金谷康弘君） ６番金谷です。 

      ここは委員会報告にて委員長の意見の見解を述べる場ではないですけれども、取りあえ

ず先ほど質問に出たことで、委員会であったことを報告したいと思います。 

      まず、原因解明についてですけれども、工事に関しては図面どおり施工されている。設

計に関しては細かな基準がない。その点については解明できません。 

      それと、今後の対応なんですけれども、もう委員会で認め４００万円を払って工事した

から終わりというのではなくて、きちんと原因解明を求め、報告をきちんと委員会として

は求めていくつもりであります。 

      そしてまた、委員会の中においては、執行に対して職員一人一人が税金を使っているこ

とを自覚し、このような漫然とした対応を猛省し、真剣に業務に取り組むことが当たり前

という意識をきちんと持っていただきたいとのきつい意見もありました。 

      そしてまた、町長からも「この件に関しては自分も関わっていなかったとはいえ今の結

果ですから、これは本当に深く反省して今後の事業に生かしていきたい。これは大きな問

題であると自分は思っています。実際のところ、この問題がこれらの町の事業に大きく影

響を及ぼす可能性は大であると感じています。職員みんなで反省していかなければならな

いと考えております」という言葉ももらっております。 

      当委員会としても、きつく執行に言って、原因追及、報告を強く求めていくものであり

ます。 
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      以上です。 

議  長（山畑祐男君） ほかにありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      金谷委員長、自席へお戻りください。ご苦労さまでした。 

      続きまして、文教厚生常任委員会小池委員長、報告願います。 

              〔文教厚生常任委員会委員長 小池春雄君登壇〕 

文教厚生常任委員長（小池春雄君） 報告いたします。 

      去る９月１日、本会議におきまして当委員会に付託されました議案に対し審査報告を行

いました。９月１０日午前９時半より委員会室において委員全員、議長の出席、執行より

町長、副町長、教育長、関係課長及び事務局長、室長の出席を求め、審査を行いましたの

でご報告いたします。 

      議案第５９号 吉岡町土砂等による埋立て等の規制に関する条例につきましては、採決

の結果、賛成多数にて可決されました。 

      議案第６０号 吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興整備組合最終処分場候補

地選定委員会設置条例につきましては、質問に対し、町長から最終処分場設置候補地の適

した場所がないことを報告することも考えられるとの意見を示された上、採決の結果、賛

成多数にて可決されました。 

      議案第６１号 吉岡町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例につきましては、国の法改正により町の条例を改正す

るもので、採決の結果、賛成多数にて可決されました。 

      認定第２号 令和元年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定につきましては、

コロナにより３月分の給食が休止したため、不用額が出たのが特徴でした。採決の結果、

賛成多数にて可決されました。 

      認定第４号 令和元年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につきまし

ては、採決の結果、賛成多数にて可決されました。 

      認定第６号 令和元年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定につ

きましては、採決の結果、賛成多数にて可決されました。 

      認定第７号 令和元年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきましては、採

決の結果、賛成多数にて可決されました。 

      認定第８号 令和元年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につきま

しては、採決の結果、賛成多数にて可決されました。 

      議案第６３号 令和２年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号）につきまし
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ては、採決の結果、賛成多数にて可決されました。 

      議案第６４号 令和２年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につき

ましては、採決の結果、賛成多数にて可決されました。 

      議案第６５号 令和２年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）につきまし

ては、採決の結果、賛成多数にて可決されました。 

      議案第６６号 令和２年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、採決の結果、賛成多数にて可決されました。 

      また、文教厚生常任委員会の総括として、学童保育の待機児童の解消及び町が行う就学

援助については、保護者へ周知することを求めました。 

      また、コロナ対策として、独り親世帯の生活困窮の支援対策の実施を求めました。また、

小中学校の修学旅行に関して、９月２５日に最終判断をし、実施となった場合は修学旅行

の実施前、実施中、実施後の安全対策を十分に施した上で実施されることを求めました。 

      なお、審査の過程で問題となった事案に対しましては要望書を提出することに決定しま

した。要望事項は、１．ＲＯＢＡ ＲＯＢＡの利用拡大、２．コロナ対策緊急小口資金特

例貸付のＰＲの充実、３．高齢者の配食サービスの適正範囲の充実と助成制度の導入、４．

通学バス使用料の無料化。 

      以上であります。 

議  長（山畑祐男君） 委員長報告が終わりました。 

      委員長報告に対し、質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      小池委員長、自席へお戻りください。ご苦労さまでした。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２ 議案第５９号 吉岡町土砂等による埋立て等の規制に関する条例 

議  長（山畑祐男君） 日程第２、議案第５９号 吉岡町土砂等による埋立て等の規制に関する条

例を議題といたします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第５９号 吉岡町土砂等による埋立て等の規制に関する条例を委員長の報告のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 
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              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、議案第５９号は委員長の報告のとおり可決することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３ 議案第６０号 吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興整備組合最終

処分場候補地選定委員会設置条例 

議  長（山畑祐男君） 日程第３、議案第６０号 吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興

整備組合最終処分場候補地選定委員会設置条例を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第６０号 吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興整備組合最終処分場候補

地選定委員会設置条例を委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、議案第６０号は委員長の報告のとおり可決することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第４ 議案第６１号 吉岡町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

議  長（山畑祐男君） 日程第４、議案第６１号 吉岡町特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第６１号 吉岡町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例を委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 
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      よって、議案第６１号は委員長の報告のとおり可決することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第５ 議案第７０号 第５次吉岡町総合計画基本構想の変更について 

議  長（山畑祐男君） 日程第５、議案第７０号 第５次吉岡町総合計画基本構想の変更について

を議題といたします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第７０号 第５次吉岡町総合計画基本構想の変更についてを委員長の報告のとおり

決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、議案第７０号は委員長の報告のとおり可決することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第６ 委員会議案審査報告（予算決算特別委員長報告） 

議  長（山畑祐男君） 日程第６、委員会議案審査報告を議題といたします。 

      それでは、予算決算特別委員会小池委員長、報告願います。 

              〔予算決算特別委員会委員長 小池春雄君登壇〕 

予算決算特別委員長（小池春雄君） 報告いたします。 

      去る９月１日、本会議におきまして当委員会に付託されました認定第１号 令和元年度

吉岡町一般会計歳入歳出決算認定につきましては、９月４日、７日、８日の３日間、コロ

ナ対策を考慮し、大会議室において午前９時半より、委員全員、議長の出席、執行より町

長、副町長、教育長、関係課長及び事務局長、室長の出席を求め、審査を行いましたので

報告いたします。 

      ４日は歳入について目ごとに細かく審査を行いました。特に、１款１項１目、２目町税

収入の収入未済、不納欠損におきましては、収納状況の確認などに多く質疑がありました。

１８款１項２目ふるさと納税について、経過確認と今後の取組について質疑が多くあり、

説明を求めました。 

      歳出におきましては、７日と８日、２日間にわたり細かく審査を行いました。特に、２

款１項２目広報紙印刷製本業務委託の業者委託選定に対して質疑が多くありました。３款

１項４目老人福祉費において、老人クラブの状況やＲＯＢＡ ＲＯＢＡの利用状況等に対
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して質疑が多くありました。７款１項１目商工総務費において、商工会振興事業費補助金

に対して質疑が多くありました。１０款６項１目給食センター費において、調理業務委託

に対し質疑が多くあり、説明を求めました。 

      審査を終え、採決の結果、賛成多数により認定、可決されました。 

      なお、審査の過程で問題となった事案に対しては、要望書を提出することと決定をいた

しました。 

      要望事項につきましては、早期の予算執行と令和３年度予算編成に対する要望書として、

１．緊急対策経営支援助成金が受けられなかった方を対象とし、農業や小規模事業者に一

律５万円の支給を図られたい。２．子育て支援として、大学生までを持つ家庭に対し、一

律３万円の学習支援を図られたい。（以前の支援金を含めて３万円とすることを図られた

い。）３．国からの支援と併せて、住民に一律１万円の支援を図られたい。４．高校生ま

での医療費、幼保の保育料、小中学校の給食費の無料化を図られたい。５．学童保育の待

機児童の解消と利用時間等の利用者ニーズに対応するための施策を図られたい。６．全職

員の英知を結集し、ふるさと納税の強化充実を図られたい。７．決算書の成果説明がさら

に詳細な資料となるよう改善を図られたい。 

      以上であります。 

議  長（山畑祐男君） 委員長報告が終わりました。 

      委員長報告に対し質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      小池委員長、自席へお戻りください。ご苦労さまでした。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第７ 認定第１号 令和元年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

議  長（山畑祐男君） 日程第７、認定第１号 令和元年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定につ

いてを議題といたします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第１号 令和元年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定についてを委員長の報告のと

おり認定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 
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議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、認定第１号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第８ 認定第２号 令和元年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

議  長（山畑祐男君） 日程第８、認定第２号 令和元年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第２号 令和元年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定についてを委員

長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、認定第２号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第９ 認定第３号 令和元年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

議  長（山畑祐男君） 日程第９、認定第３号 令和元年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第３号 令和元年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてを委

員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、認定第３号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

      ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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日程第１０ 認定第４号 令和元年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

議  長（山畑祐男君） 日程第１０、認定第４号 令和元年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第４号 令和元年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定についてを

委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、認定第４号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

      ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１１ 認定第５号 令和元年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

議  長（山畑祐男君） 日程第１１、認定第５号 令和元年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第５号 令和元年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定についてを

委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、認定第５号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１２ 認定第６号 令和元年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出

決算認定について 

議  長（山畑祐男君） 日程第１２、認定第６号 令和元年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別
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会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第６号 令和元年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いてを委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、認定第６号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１３ 認定第７号 令和元年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

議  長（山畑祐男君） 日程第１３、認定第７号 令和元年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第７号 令和元年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定についてを委員

長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、認定第７号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１４ 認定第８号 令和元年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

議  長（山畑祐男君） 日程第１４、認定第８号 令和元年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 
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議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第８号 令和元年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について

を委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、認定第８号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１５ 認定第９号 令和元年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定につ

いて 

議  長（山畑祐男君） 日程第１５、認定第９号 令和元年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び

決算認定についてを議題といたします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第９号 令和元年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定についてを委員長

の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、認定第９号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１６ 議案第６２号 令和２年度吉岡町一般会計補正予算（第５号） 

議  長（山畑祐男君） 日程第１６、議案第６２号 令和２年度吉岡町一般会計補正予算（第５

号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第６２号 令和２年度吉岡町一般会計補正予算（第５号）を委員長の報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
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              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第６２号は委員長の報告のとおり可決することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１７ 議案第６３号 令和２年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号） 

議  長（山畑祐男君） 日程第１７、議案第６３号 令和２年度吉岡町学校給食事業特別会計補正

予算（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第６３号 令和２年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号）を委員長の

報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第６３号は委員長の報告のとおり可決することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１８ 議案第６４号 令和２年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

             ２号） 

議  長（山畑祐男君） 日程第１８、議案第６４号 令和２年度吉岡町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第２号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第６４号 令和２年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）を委員

長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第６４号は委員長の報告のとおり可決することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１９ 議案第６５号 令和２年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２

号） 
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議  長（山畑祐男君） 日程第１９、議案第６５号 令和２年度吉岡町介護保険事業特別会計補正

予算（第２号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第６５号 令和２年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）を委員長の

報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第６５号は委員長の報告のとおり可決することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２０ 議案第６６号 令和２年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第１号） 

議  長（山畑祐男君） 日程第２０、議案第６６号 令和２年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第６６号 令和２年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）を委

員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第６６号は委員長の報告のとおり可決することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２１ 議案第６７号 令和２年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

議  長（山畑祐男君） 日程第２１、議案第６７号 令和２年度吉岡町水道事業会計補正予算（第

１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 
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      議案第６７号 令和２年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）を委員長の報告のと

おり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第６７号は委員長の報告のとおり可決することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２２ 議案第６８号 令和２年度吉岡町下水道事業会計補正予算（第１号） 

議  長（山畑祐男君） 日程第２２、議案第６８号 令和２年度吉岡町下水道事業会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第６８号 令和２年度吉岡町下水道事業会計補正予算（第１号）を委員長の報告の

とおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第６８号は委員長の報告のとおり可決することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２３ 発委第２号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪

化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について 

議  長（山畑祐男君） 日程第２３、発委第２号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財

政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出についてを議題とします。 

      提出者の総務産業常任委員会金谷委員長より提案理由の説明を求めます。 

      金谷総務産業常任委員長。 

              〔総務産業常任委員会委員長 金谷康弘君登壇〕 

総務産業常任委員長（金谷康弘君） ６番金谷です。 

      それでは、朗読をもって提案理由とさせていただきます。 

      発委第２号 

令和２年９月１１日 

      吉岡町議会議長 山畑祐男様 

提出者 総務産業常任委員会 

委員長 金谷 康弘 
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      新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保

を求める意見書の提出について 

      上記の議案を、別紙のとおり地方自治法第１０９条第６項及び吉岡町議会会議規則第１

３条第２項の規定により提出します。 

      提出の理由 

      標記の意見書を提出するために、委員会発議するもの。 

      新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保

を求める意見書 

      新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済的・社会的影響をもたらしており、国

民生活への不安が続いている中で、地方税・地方交付税等の一般財源の激減が避けがたく

なっている。 

      地方自治体は、福祉・医療、教育・子育て、防災・減災、地方創生、地域経済活性化、

雇用対策など喫緊の財政需要への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、今後

の地方財政は、かつてない厳しい状況になることが予想される。 

      よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を

確実に実現されるよう、強く要望する。 

記 

      １ 地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保・充

実すること。その際、臨時財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努める

とともに、償還財源を確保すること。 

      ２ 地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮できる

よう、総額を確保すること。 

      ３ 令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収補

塡措置を講じるとともに、減収補塡債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾

力的に対応すること。 

      ４ 財源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国

税・地方税の政策税制については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当た

っては、有効性・緊急性等を厳格に判断すること。 

      ５ 特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす

見直しは、家屋・償却資産を含め、断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス感染

症緊急経済対策として講じられた特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきもので

あり、今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。 

      以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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      令和２年９月１１日 

群馬県吉岡町議会 

議長 山畑 祐男 

衆議院議長  大島 理森 様 

参議院議長  山東 昭子 様 

内閣総理大臣 安倍 晋三 様 

財務大臣   麻生 太郎 様 

総務大臣   高市 早苗 様 

厚生労働大臣 加藤 勝信 様 

経済産業大臣 梶山 弘志 様 

内閣官房長官 菅  義偉 様 

経済再生担当大臣 西村 康稔 様 

まち・ひと・しごと創生担当大臣 北村 誠吾 様 

      以上です。 

議  長（山畑祐男君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

      小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） ただいまの発議の中で、１、２、３、４、５とあるけれども、３番目に減

収補塡債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応することというの

がありますけれども、これは、要するに、地方消費税の配分するお金を弾力的にやってく

れという意味で、消費税に手をつけてこれを増やせという意味とは違うわけですね。要す

るに、地方消費税として弾力的に扱えというふうに理解してよろしいですね。（「はい、

そのとおりでございます」の声あり） 

      終わります。 

議  長（山畑祐男君） ほかにありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      金谷委員長、ご苦労さまでした。 

      この件は委員会発議でありますので、吉岡町議会会議規則第３７条第２項の規定によっ

て委員会付託を行いません。 

      これより討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 
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議  長（山畑祐男君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      発委第２号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方

税財源の確保を求める意見書の提出についてを原案のとおり提出することに賛成の方は起

立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（山畑祐男君） 起立多数です。 

      よって、発委第２号は原案のとおり提出することに決定されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２４ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２５ 総務産業常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２６ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２７ 議会広報常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２８ 予算決算特別委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２９ 地域開発対策特別委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第３０ 人口問題対策特別委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

議  長（山畑祐男君） 日程第２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０の各委員会の閉会中の

継続調査について、吉岡町議会会議規則第３５条により一括議題にし、採決はそれぞれ分

離して行いたいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。よって、一括議題と決しました。 

      各委員会の閉会中の継続調査の申し出についてを議題といたします。 

      議会運営委員会委員長、総務産業常任委員会委員長、文教厚生常任委員会委員長、議会

広報常任委員会委員長、予算決算特別委員会委員長、地域開発対策特別委員会委員長、人

口問題対策特別委員会委員長から、吉岡町議会会議規則第７１条の規定により、お手元に

お配りしました調査事項について、閉会中の継続調査の申出がありました。 

      これからこの申出７件を分離して採決します。 

      まず、議会運営委員会委員長からの申出についてをお諮りします。 

      議会運営委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、議会運営委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決
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しました。 

      次に、総務産業常任委員会委員長からの申出についてをお諮りします。 

      総務産業常任委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議

ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、総務産業常任委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすること

に決しました。 

      次に、文教厚生常任委員会委員長からの申出についてをお諮りします。 

      文教厚生常任委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議

ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、文教厚生常任委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすること

に決しました。 

      次に、議会広報常任委員会委員長からの申出についてをお諮りします。 

      議会広報常任委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議

ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、議会広報常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決し

ました。 

      次に、予算決算特別委員会委員長からの申出についてをお諮りします。 

      予算決算特別委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議

ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、予算決算特別委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすること

に決しました。 

      次に、地域開発対策特別委員会委員長からの申出についてをお諮りします。 

      地域開発対策特別委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご

異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 
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議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、地域開発対策特別委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とする

ことに決しました。 

      次に、人口問題対策特別委員会委員長からの申出についてをお諮りします。 

      人口問題対策特別委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご

異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、人口問題対策特別委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とする

ことに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３１ 議会議員の派遣について 

議  長（山畑祐男君） 日程第３１、議会議員の派遣についてを議題とします。 

      お諮りします。お手元に配付してあるとおり、議員研修のため議会議員を派遣すること

にご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（山畑祐男君） 異議なしと認めます。 

      よって、配付のとおり議会議員を派遣することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

町長挨拶 

議  長（山畑祐男君） これで本日の会議を閉じます。 

      以上で令和２年度第３回定例会の日程を全て終了しました。 

      閉会の前に、町長の発言の申入れを許可します。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げさせていただきます。 

      先週末から台風１０号が九州を縦断いたしました。くしくも、昨年、千葉県を中心とし

た関東地方を直撃した台風１５号から１年の経過と重なりましたが、昨年の教訓を生かし

た対応が功を奏し、被害状況は想定されたものより小さいものとなったとの報道もござい

ましたが、被災された皆様には謹んでお見舞いを申し上げるものでございます。 

      また、千葉県では、昨年の災害により居宅に大きな被害を受けられた皆さんは、現在も

復旧作業に取り組んでいらっしゃるとの報道もございます。 

      吉岡町でも想定外に備えた対応を念頭に置きながら、災害の対策に努めなければならな
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いと思っております。 

      さて、本定例会の中で審議していただきました議案、認定及び同意案件につきまして、

いずれも認定、可決いただき、誠にありがとうございました。 

      令和元年度の決算認定に当たりまして、議員の皆さんからたくさんのご意見をいただき

ました。今年度進捗中の事業はもちろんのこと、今後の調整運営においてもできる限り反

映させてまいりたいと考えております。令和２年度事業も、今が取組の最盛期であります。

本議会における各議案審議の過程及び一般質問の中で賜りましたご指摘、ご意見に対しま

しては、今後、町政執行の中で留意してまいりたいと思います。今後とも議員各位の格別

なるご協力をお願い申し上げます。 

      また、新型コロナ対策もまだ予断を許さない状況下にあります。議会への情報提供その

他、急を要する場合も想定されますので、格別のご協力とご理解をお願いする次第でござ

います。 

      結びに、議員各位におかれましては、くれぐれも健康には十分ご留意の上、ご活躍くだ

さいますようお願い申し上げまして、閉会に当たりましての挨拶に代えさせていただきま

す。大変お世話になりました。ありがとうございました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

閉  会 

議  長（山畑祐男君） 以上をもちまして、令和２年第３回吉岡町議会定例会を閉会します。 

      ご苦労さまでした。 

          午前１０時４３分閉会 
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